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第21表 清一覧 (1)

遺構番号
規 模

(幅・深さm)
出 土 遺 物 時 期 特記事項

建物

番号

挿図

番号

版

号

図

番

SD4201 152-012 土師器・須恵器・製塩土器・土錘・箸`加工板・鉄津・銭

SD4202 0,95-0.28 土師器 須恵器 唐津 土錘 鉄滓

SD6201 1340-111 土師器・須恵器・珠)H伊万里,唐津。近代陶器。近代
磁器 底板 折敷・

/J・日工材・石臼 看台座
近代 自然流路

SD6202 1.07-040 67・ 415

SD6203 338-061 土師器・須恵器,中世土師器・中国製青磁・瓦器す土錘・

箸 力日工板 カロエ棒 カロエ材
古代～中世 6970

415

SD6204 166-0.35 土師器・須恵器。中世土師器・加工板 古代～中世 4 5 192

SD6205 0.密 -0.08 古代～中世 4 5

SD6206 I.56-041 土師器 古代 ～中世 4 5

SD6402 093-0,12 須恵器 中世土師器・珠洲 ,中 国製白磁・中国製青磁 近世

SD6407 1,75-0.36 土師器 中世土H下器・珠洲

SD6408 430-047 土師器・須恵器・中世土師器,珠洲・中国製青磁 焼石 SD7005>SD6408

SD6416 039-0,18 土師器・須恵器`中世土師器・瓦器 SD6414>SD6416

SD6430 2,40-0.39 中世土師器 中国製青磁 漆椀・杭・加工板・竹製品

SD6435 l.14-012 土師器・須恵器,中世土師器

SD6436 161-0,09 須恵器 。中世土師器

SD7001 3.65-0.49 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲・瀬戸美濃 曲物
加工材・加工棒

SD7002>SDttЭ 03>
SD7001

区画溝

SD7002 7.40-058 縄文土器・土師器・須恵器 中世土師器・珠洲 越前
瀬戸美濃・中国製青磁。中国製白磁・青花・近世陶器・

瓦器 下駄 箸 桶 曲物 漆椀 杭 呪符漆製品力日工

材勒日工板・石臼・暖房具・銭

SD7002>SD7003,
SE75磁 >SD7002
区画溝

SD7003 5,20-0,47 土師器・須恵器 内黒土器 中世土師器・珠洲・越前・

中国製青磁,瓦器・蓋・漆椀・箸・漆製品 曲物 底板
折敷・桶・木衛・木箱・加工材`加工板,焼石・茶臼・砥
石

SD7003>SD700〕

区画溝

428・ 419

～422

SD7004 46ユ ー038 土師器・須恵器,中世土師器,珠洲・遂前・瀬戸美濃・

中国製青磁 瓦器 曲物 箸 杭・漆製品 カロエ板功日工

材 カロエ棒 石臼 焼石 切石・銭・鉄津

SD7005 9.80-0,70 縄文土器・土師器・須恵器`黒色土器。中世土師器・珠
洲・越前・瀬戸美濃・中国製白磁 中国製青磁 青花
中世陶器・唐津,瓦器・箸・折敷・曲物・漆碗・桶・底板・

柄,杭・柱・カロエ板 カロエ棒。加工材`焼石'砥石・切羽・

銭 金輪 鍔

SD6405,SK6403<
SD7005,SD6408<
SD7005,SD7005<
SK7007

区画溝

SD7011 330-075 土師器・須恵器・中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃・

中国製青磁 青花 瓦器 土鈴 下駄 曲物 蓋 箸 折
敷 底板,漆椀・抗,柱・漆製品・加工材・加工板・加工

棒,磨斧・刀・銭

SDi011>SD7023>
SD7024,SD7011>
SD7030

区画溝

426.427

437・ 441

SD7012 0.56-003 中世土師器 力日工板・石製品 SD7011>SD7012,
SD7012>SD7023

SD7023 1.33)-0.64 須恵器`中世土師器 SDttЭ 23<SD7024,
SDi023<SD7011

SD7030 578-090 土師器・須恵器・中世土師器珠洲・越前・中国製白磁
中国製青磁 青花 伊万里 瓦器 馬鍬 下駄`蓋・箸
しゃもじ・漆椀・漆皿・桶,曲物,折敷・底板・柄・柱・杭
木錘・筆・箆`木街・オL`将棋・漆製品功日工材,カロエ棒
加工板 布・竹製品 焼石 餞

SDttЭ 30<SD7011,
SD7030<SD7023 7024
SDi030<SK7081

区画溝

423～

426 445

419

SDЮ99 058-034 中世土師器 SD7099>SD7030,
SD7099>SK7102

SD7120 0.33-0.13 中世土師器 カロ正材 SD7120>SK7113,7114
SD7120>SD7127

SD7121 036-008 須恵器・中世土師器 SD7121<SK7165

SD7122 0.24-0.08 須恵器 中世土師器 ,珠)H SD7122>SD7100

SD7127 036-010 中世土師器 SD7127<SD7120,
SD7127>SD7150

445

SD7132 0.40-0.14 中世土師器 SD7132>SD7150

SD7133 130-044 須恵器 ,中世土師器 。中国製白磁・漆椀・箸・杓
子

SD7133<SDttЭ ll,

SD7133<SD7152,
SD7133>SK7166

441 ・

型5 磁3

SD7150 032-009 中世土師器 SD7150<SD7127,
SD7150<SD7154

445

SD7152 0,55-0,34 土師器 須恵器 中世土師器,珠)Hカロエ材 銭 SD7152<SD7011 SB180

SD7154 086-025 中世土師器,曲物・箸・杭・カロエ材・カロエ板・カロエ棒 SD7154>SD7150,
SD71弘 >SK7355

SB180

SD7169 0.27-0.10 SD7169<SD7011,
SD7169<SD717Э

SB180

SD7170 040-020 漆製品 SD7170<SK7163,
SD7170<SK7168

SD7180 425-O i4 土師器 須恵器・黒色土器・中世土師器・珠洲・越前・

中国製青磁・近世陶器`瓦器 箸 曲物・折敷・底板漆
椀 櫛 木簡 呪符 オし斎串・柱・抗 力日工板 カロエ棒・

加工材 硯,焼石・銭

SD7180<SD7011,
SD7180<SD7030

区画溝

427・ 441

419
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2 中世 (D地区～H地区)

第21表 溝一覧 (2)

遺構番号
規 模

(幅 深さm)
出 土 這 物 時 期 特記事項

建物

香号

団
］

画
●

挿

番

肺
い　
口〓

図

香

SD7224 0.39-006 中世上師器 SD224>SK℃ 33,

SD7224<SK7966

饂 175 386・ 390

SD252 1,78-016 土師器 須恵器・中世土師器 珠洲 瀬戸美濃・瓦器

加工板

SD72r92>SK7251,

SD7252>SD7255
区画溝

SD7255 0,45-005 須忘器 中世土師器 SD7255<SD7252,
SD255>SKワ 56 7260

SB175

SD猾02 0,20-004 中世土師器 SBli3

SDi3% 109-0.26 土師器・須忘器 黒色土器・中世土師器 越前 瓦器 SD7324<SK7204,
SD7324<SK7325,
SD路塾<SK拓39,

SD路24<SK7685,
SD7324く SP7947

区画溝

SD路33 080-0,24 中世土師器 SK7333<SK7966

SD7368 1.11-014 土師器 中世土師器 SD7368>SK7383

SD7460 0.75-030 土師器,黒色土器 中世土師器・珠〕H SD7460>SD7997

SD7551 205-0.23 中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃・中国製青磁 越中

瀬戸 杭 砥石 釘

SD7551<SD7002,
SD7551<SK7801,
SD7551>SK7901

SD7926 0,33-006 中世土師器 SD7926>SK7927>
SK7929,SD7926<
SK7942

542

SD7951 0.35-005 SB176

SD8067 043-0,04 中世土師器 SB167 380

SD8140 10-016 土師器。中世土師器,加工板 漆製品・暖房具 445

SD9012 0,51-011 土師器 中世土師器 SD9012<SK9001,
SD9012<SK9011

SD9075 056-0.09 土師器 SD9075<SK9145

SD9085 0.40-0.07 土師器 中世土師器

SD9087 040-0.10 加工材

SD9157 280-0.48 桶 底板・加工板,加工棒 418

SD9203 2.12-050 土師器 須恵器`中世土師器・越中瀬戸。曲物

SD92114 226-0,56 土師器・中世土師器 漆皿`加工棒 力日工板 竹製品

SD9205 050-0.32 土師器。中世土師器

SD92i2 0,95-013 土師器 中世土師器 ,珠洲

SD92雅 120-038 須恵器 中世上師器 越前。中国製青磁・青花・瓦器

SD9275 252-0.30 土師器・中世土師器 瓦器・中国製青磁 石臼

SD9280 1.11-026 土師器 須恵器・中世土師器 珠洲・越前・石臼 SD92密 <SD9280

SD9285 1.80-022 土師器 須恵器 中世土師器・珠洲 瀬戸美濃・瓦器・

焼石

SK9389>SD9285

SD9312 220-028 土師器 中世土師器・珠洲

SD9760 (9,00)-144 土師器 須忘器 中世土師器,珠洲 越前 瀬戸美濃

伊万里・瓦器・箸,皿・桶 漆椀`曲物・札・加工板功日工

棒 カロエ材・五輪・石臼・石鉢

古代～中世 自然流路

SD9801 17.30-086 珠洲

SD9802 205-0,39 中世土師器・珠洲,瀬戸美濃 瓦器・下駄 漆椀 折敷.

序新

区画溝

SD9803 230-032 瓦器

SD9804 109-0.22

SD9805 129-008
SD9806 2.25-024 中世土師器 区画溝

SD9808 093-0.39 464

SD9861 215-022 中国製 白磁

σ′θ



第22表 井戸一覧 (1)

遺構

番号
平面形

規 模

(長 さ・幅,深 さm)
出 土 遺 物 時期 備 考

挿図

番号

図版

番号

SE7006 円 0.96-0.90-0.55 底板・曲物 SD7003>SE7006 195・ 196

SE7017 円 0.94-0.78-0.59 箸・竹製品・曲物 SE7017<SD7003 195・ 196

SE7092 円 3.35-3.34-0.64 土師器・中世土師器・珠洲・越前.瀬戸美濃・

中国製青磁・瓦器・底板・蓋,加工板・切石

SE7320 楕 円 1.12-0.93-0.56 中世土師器・越前・中国製青磁・瓦器 稲・曲
物・カロエ板・石製品

SE7320<SD7003

SE7363 円 1.20-1.09-0.61 土師器。中世土師器・珠洲`桶 ,箸 SE7363>SK8080

SE7400 円 2.10-2.08-0,75 土師器・須恵器・中世土師器・桶・くりぬき
材・曲物・漆椀・折敷・箸・カロエ材・カロエ板・加
工棒・焼石

SE7400<SP8172 470

SE7477 不整形 1.62-(137)-0.82 中世土師器 珠洲・箸 SE7477>SK7476

SE7481 楕 円 2.39-1.95-0.94 山物 SE7481>
SK7475。 7514・ 8032

SE7552 楕 円 1.17-0,98-0.64 土師器。曲物 SE 7552>SD 7002>
SK7788

SE7600 円 1,98-1.78-0,80 土師器。中世土師器 SE 7600>SP 7601
7695

SE7721 円 1,18-1.15-0.84 中世土師器・越前.箸・桶・加工板 SE 7721>SK 7806>
SK8055

474

SE7773 不整形 1,27-1.24-0,78 中世土師器・越前・瓦器・曲物 SE7773<SK7771・ 7772

SE7773>SK8055
474

SE7812 隅丸 170-1.55-096 土師器,中世土師器・珠洲・柱・杭・桶・曲物・

底板・漆椀・漆折敷・箸・木札・木街・カロエ棒・

加工材・加工板・焼石・銭

SE7812>SK8055

SE7813 円 1.30-1.20-0,82 中世土師器 曲物・箸・加工板 SE7813<SK7788

SE7899 方 1.66-1.08-0.98

SE7900 楕 円 1,70-1.46-0.94 底板。曲物・カロエ材・カロエ板

SE7952 円 1.70-1.65-0.84 土師器,中世土師器・珠洲 中国製白磁・瓦
器・桶・底板・漆器

SE7952>SP7953>
SK7964

198

SE7995 隅丸 1,70-1.44-1.08 須恵器。中世土師器・珠洲・瓦器・桶・漆器・

加工板・加工材
SE7995>SK8080 481

SE8037 不整形 1.40-1.31-0,92 須恵器,中世土師器・珠洲・瀬戸美濃・桶・底
板・竹製品・加工板・加工材 焼石

SE8037<SK8036
SE8037>SK8046

483

SE8107 不整形 1.57-1.31-0.97 中世土師器・曲物・箸,加工板 SE8107<SP8106<
SK8110<SK8055
SE8107>SP8158

SE8128 不整形 0.96-0.92-0.81 中世土師器・曲物・加工板 SE8128<SK 8055<
SK7801

482

SE8148 不整形 1.62-(1.30)-1.26 中世土師器 珠洲・瓦器・柱。曲物・底板・石
臼

SE 8148<SK 8149<
SK8055<SK7717・
SE7721

199

SE8169 円 1.11-1.06-0,83 曲物 SE8169<SK8051

SE9213 円 1.87-1.55-1.24 中世土師器・珠洲・杭・下駄・曲物・桶・漆椀・

加工板
487 200

SE9214 円 l.5-1,44-0.86 土師器・中世土師器・珠洲・曲物 487

SE9286 精 円 1.66-1.44-0.83 土師器・曲物・杭・折敷・箸,加工材・加工板

SE9380 円 1.4-093 珠洲・くりぬき材・曲物・折敷・漆椀・加工板 SE9380<SD9285

SE9393 方 2.16-1,76-1.13 土師器・中世土師器・珠洲,中 国製青磁・青
花・桶・曲物 石臼 石製品

200

SE9418 円 1,95-1,90-1.33 中世土師器・珠洲。曲物・銭

SE9601 円 1.22-1.13-0.60 珠洲。曲物

SE9602 円 1.22-1.02-0.48 中世土師器 曲物

SE9603 円 0.97-0,86-0.50 曲物・石臼

SE9604 精円 1.60-1,33-0,73 中世土師器・珠洲・瀬戸美濃・曲物・木箱

SE9605 円 1.28-1.05-0.82 珠洲。曲物 494

第V章 遺構・遺物
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2 中世 (D地区～H地区)

第22表 井戸一覧 (2)

遺構

番号
平面形

規 模

(長 さ・幅・深さm)
出 土 遺 物 時期 備 考

挿図

番号

図版

番号

SE9606 円 1,07-0.83-0.58 底板・曲物・加工板・石臼 494

SE9607 円 1.32-1.08-1.14 珠洲。曲物・加工板・石臼 202

SE9608 円 1.35-1.25-0,招Э 中世土師器・越前・くりぬき材・加工材 202

SE9609 円 1.25-0.23-0.59 桶 202

SE9610 円 1.11-1.00-0.37 桶 202

SE9615 円 1.38-1.35-0.87 漆器

SE9616 不整形 1.56-(1.20)― (0.54) 中世土師器・曲物 SE9616<SE9604 507

SE9619 円 0.90-0,85-0.84 曲物 地震によるずれ

SE9621 円 1.23-1.09-0.66 曲物・箸.加工材

SE9622 不整形 3.29-2.60-0.88 中世土師器・珠洲・越前・中国製青磁・くり
ぬき材

203

SE9623 円 1.65-1.45-0.80 中世土師器・珠洲・曲物

SE9626 円 0。 98-0.86-0.57 中世土師器・曲物 地震によるずれ

SE9627 不整形 1.50-(1.00)-0.85 曲物・加工材 203

SE9628 円 92- 60-0,71 中世土師器・漆椀・くりぬき材

SE9630 円 68- 63-0.96 中世土師器,珠洲・越前・曲物・底板・折敷

SE9633 楕円 78- 57-0,85 加工板

SE9634 円 40- 31-0.65

SE9636 不整形 1.00-(0.52)-0,90 珠洲。曲物・漆椀・箸

SE9637 円 1.10-0.86-0.26 瀬戸美濃

SE9638 円 1.41-1.21-0.76 曲物・カロエ材 SE9638>SE9757
SE9638>SD9611

SE9680 円 0,82-0.65-0.44 くりぬき材 地震によるずれ 507

SE9752 円 1.03-0。 95-0,62 曲物 507

SE9757 円 (1,00)一 **-0,98 曲物・カロエ材 SE9757<SE9638 506

SE9758 不整形 2.20-**― (0.58)

SE9759 円 0.35-0.32-0.19 曲物

SE982ユ 円 1.66-1.60-0.90 珠洲・曲物・カロエ板 204

SE9822 不整形 1.50-1,00-0.39 曲物・底板 SE9822>SP9870

SE9844 不整形 (0,90)― (0.80)-0.43 桶 203

SE9847 不整形 1.35-(1,35)-0,49 土師器・曲物

SE9863 不整形 1.02-0。 98-0.46 曲物 SE9863>SE9882 5 2 204

SE9864 不整形 1,01-(1.00)-0.52 曲物・箸・加工材 SE9864>SE9882 5 2

SE9867 円 1.23-1.04-0.49 越前・曲物 5 0 204

SE9868 円 1.12-1.05-0.50 珠洲・曲物・加工材 204

SE9882 不整形 0,98-(0。 70)-0.59 曲物・漆椀 SE9882<
SE9863・ 9864

σ′〃



第23表 土坑一覧 (1)

遺構

番号
平面形

規 模

(長 さ,幅 .深 さm)
出 土 遺 物 時期 特記事項

建物

呑号

挿図

番号

図版

番号

SK6409 不整形 665-(530)-034 土師器`須恵器,中世土師器・珠洲・越
前 中国製青磁 瓦器箸 柄 底板 カロ
エ材

SD6401>SD6409>SD髄 10

SK6410 円 212-1.86-0,60 中世土師器 SK6409>SK6410

SK6411 不整形 6.50-1.40-0.27 土師器・中世土師器・珠洲 SD6406,6407>SK6411

SK6415 不整形 410-357-0,馳 須恵器 中世土師器・珠洲。中国製青
磁・瓦器 折敷 曲物 柄 桁 底板 カロ
エ材・加工棒・加工板・石鉢,砥石,銭

SK6422 不整形 190-1.l14-009 珠洲

SK6434 不整形 1,70-(0,70)-0.07 須恵器 中世土師器 SD6430>SK6434

SK7007 不整形 (264)-091-011 中世土師器 SK7007>SD紹 905

SK7008 不整形 252-(1,72)-0.18 中世土師器 SK7005,7019>SK7008

SK7013 不整形 (3.60)― (234)-048 須恵器・黒色土器・中世土師器 SK7013>SDttЭ 30

SK7014 不整形 (318)― (277)-0.46 SK7014<SDttЭ 05 ;19・ 437

SK7015 不整形 0.55-(0.38)-0.35 SK7014>SK7015

SK7020 不整形 (281)-208-0,14 加工板 SK7020く SD7005<SKi007

SK7021 不整形 1,70-(0.52)-0.40 SKi021>SK7022

SK7022 不整形 495-195-028 SK7022<SK7021<SD7005

SK7髄2 円 046-040-0,16 SKttЭ 42>SK7046

SKi046 不整形 (5.98)― (251)-0.ll 中世土師器 SK7046>SD7043,SK7046<SKttЭ 42

SK紹973 不整形 325-(1.64)-0.28 中世土師器

SKttЭ 81 不整形 3.40-2.10-0.38 土師器,須恵器,中世土師器 珠洲 瓦

器・カロエ板・カロエ材

SK7081>SD7030

SKttЭ 86 不整形 2.95-(1.29)-0.42 中世土師器 越前 青花 SK7086<SK7097・ 7098?

SK7088 不整形 4,34-(3.M)-041 土師器,中世土師器・索川越前 中国
製白磁 瓦器・箸・折敷・曲物・柱・杭・

加工材,加工板 石製品

SK7088>SK7090>SK7091>
SK7093

SK7089 円 202-1,76-042 須恵器。中世土師器・珠洲。中国製白
磁 力日工材

SK7089>SK紹 990

SK7090 不整形 (2.56)-1.67-0.48 土師器・須恵器。中世土師器・珠洲 瓦

器 漆製品`加工棒・加工板・土製品

SK7090<SK7088,SK7090<SK7089,
SK7090>SK硲42

SK709ユ 不整形 7.15-(3.Ю )-0.99 須恵器・中世土師器・珠洲・中国製青
磁・瓦器

SKttЭ 91<SK7090<SK紹 988,SK7091

くSPi082 SK7083 7084,SK7091>
SK7093,SK7091>SP7318・

SK7316猾17褐197877・ 7971

〕68 521

SK70粥 不整形 (3.05)― (121)-020 中世土師器・珠洲 SK7093く SKi091く SK7090く SK
7088,SKttЭ93>SK7878・ 8055

〕68・ 52〕

SK7102 不整形 4,75-(079)-008 中世土師器 SK7102<SD7099,SK7102<SK7103

SK7107 楕円 059-032-006
SK7131 不整形 (0.39)― (0.13)-005 中世土師器・瓦器 SK7131>SD7127

SK7139 円 0.62-060-056 中世土師器 中国製青磁 SK7139>SK7141>SK7140

SK7165 方 161-088-0.51 中世土師器・珠)H SK7165>SD7121,SK7165>SD7133

SK7166 不整形 (3.19)-0,iO-051 中世土師器・珠洲・桶,曲物,箸 ,加工

板

M7166<SD7133,SK7166>SK7171

SK7171 方 0,78-0,78-0.09 中世土師器 SK7171<SK7166

SK7188 楕円 108-0.51-022 中世土師器・剥片 SK7188>SK7189

SK7204 不整形 074-056-016 中世土師器 土錘 SK7204>SK7205,SK7204>SD7324 525

SK7205 不整形 **― **-0,30 SK7205<SK7204,SK7205>SK7206 磁 5

SK7223 楕円 121-090-019 土師器 中世土師器 525

SK7226 円 0.59-052-0.11 中世土師器・珠洲 SK7226>SK7228

SK7230 不整形 **-0.57-024 SK230<SD7180<SK7338

SK7233 不整形 136-115-008 中世土師器 曲物

SK234 不整形 2,76-(1.09)-0.56 須恵器・中世土師器・瀬戸美濃

SK241 不整形 l.35-125-041 土師器 須恵器・中世土師器.箸 SK7塾1<SK7242

SK7242 方 103-098-0.06 中世土師器 SK7別2>SK7241

SK248 方 3.65-0.60-008 SD7別 8>SK7249,SD7248>SK7315 SB176

SK7249 不整形 (035)― (009)-00( SK7249<SD7248

SK7319 円 053-052-0.22 中世土師器 SK7319>SK7091

SK7322 楕円 2.52-1,82-0.28 珠洲・逆前・加工材 SK7322く SD7002

SK7323 不整形 1114-238-040 器師

物

土

曲
須恵器 中世土師器・珠洲` SK路23>SK7345,SK7323<SK7328

<SK7327<SK7326,SK7323>
SK7331>SK7332

開 0

SKi325 円 0.26-023-019 SK7325>SD7324 445

SK7327 小整形 135-(127)-0.07 中世土師器 SK7327>SK7326,SK7327<SK7328

SKi328 円 1,18-1.00-012 SK路28>SK7327>SK7326>
SK路23

SK路31 方 111-092-0,12 SK7323>SK7331>SK7322

SKi332 不啓形 0,留 ―(0,73)-005 SK7332<SK7331

第V章 遺構・遺物
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2 中世 (D地区～H地区)

第23表 土坑一覧 (2)

遺構

番号
平面形

規 模

(長 さ・幅・深さm)
出 土 遺 物 時期 特記事項

建物

番号

挿図

呑号

図版

番号

SK7323 不整形 11.14-2.38-0.40 土師器 須恵器,中世土師器・珠洲。曲
物

SK7323>SK7345,SK7323<SK7328
<SK7327く SK7326,SK7323>
SK7331>SK7332

泥0

SK7325 円 0.26-023-0.19 SK325>SD324

SKi327 不整形 1.35-(1.27)-0.07 中世土師器 SK327>SK326,SK327く SK328 ro30

SK需28 円 1.18-100-0.12 SK328>SK327>SK326>SK323

SKi331 方 11ユ ー092-012 SK7323>SK路31>SK7322

SK℃32 不整形 0.雅―(0.路 )-0.05 SK7332<SK需 31

SK路36 不整形 269-(264)-060 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲。中
国製青磁,瓦器・箸・曲物,折 敷 オし

抗 底板 杓子 柱`蓋 竹製品・漆椀・

漆製品・Jl日 工棒拘日正板 カロエ材

SK7336>SD7180,SK7336<SD7011

SK7337 不整形 (2.55)-1.25-0.40 須志器・中世土師器・越前・箸,漆椀 SK7337>SK7338

SK7338 不整形 5,97-0,95-0,41 須恵器 中世土師器・珠洲 越前 箸
漆椀

SK7338<SK7337,SK7338<SK7339
SK7338>SD7180

529

SK7339 方 2.20-1.58-038 土師器 中世土師器・珠洲 越前・瓦
器・加工材

SK7339>SK7338>SD7180 弦 9

SK7345 方 (225)-122-0.16 土師器。中世土師器,中 国製青磁 SK7345<SK7323 530

SKi347 不整形 (4.58)― (1.48)-019 土師器 須恵器・中世土師器・中国製
白磁

SK7347<SDi001

SKi352 不整形 (221)― (1,31)-042 中世土師器 SK7352>SD7002

SKttM 44ユ

SK硲55 不整形 597-(2.10)-0.20 土師器・須恵器。中世土師器・珠洲・越

前 箸 底板・曲物・加工板

SK7355>SD7152・ 71rD4,SK碍 55く

SD7011

SB180

SK7356 不整形 (4.08)― (2,75)-0.35 SK7356<SD7030,SD7356>SK路 57

SK7357 不整形 208-(166)-0.27 SD7356>SK7357 お1

SK7364 不整形 4,98-(097)-012 中世土師器・珠洲 SK7364<SD7180 憾0

SK7366 円 0.21-0.17-0.11 曲物

SK7395 不整形 0.42-038-020 中世土師器 SK7394>SK7395>SK7396

SK7407 楕円 0,39-0,29-0,18 土師器,中世土師器 SK7407>SK7408>SK7409,SK7407
>SK7457

SK密 19 円 020-020-0.17 土師器 須恵器 中世土師器

SK7445 楕円 1.48-0,78-0,35 土師器。中世土師器・珠洲 SK~445>SP7447>SK7446,SK7445
<SK7448

SK7446 楕円 1.65-(0.65)-007 土師器・中世土師器 SK7446<SW447<S暫 445<SKi448 お2

SK雅56 不整形 206-(101)-017 土師器 中世土師器・珠洲。中国製白
磁

SK7456<SD7368,SK7456<SK7461 粥2

SK7457 楕円 1,74-1.48-0.45 土師器・須恵器。中世土師器 SK7457<SK7408<SK密 07,SK7457

>SK7410,SK7457>SK7458
粥2

SK7458 不整形 (1.40)― (1.26)-0.31 土師器・須恵器 中世土師器 SK7458<SK7457

SK7518 楕円 0.60-0.32-0,17 珠)H SK7518<SK7355 11

SK7「D21 楕円 037-0%-012 SK7521<SK路 55 ll

SK7レ2 不整形 (2.46)― (1,19)-0,14 中世土師器,珠洲・越前 SK7522<SD7011,SK7522<SD7170
<SK7163

SK7532 楕円 235-186-034 中世土師器 瓦器 認2

SK7533 楕円 0.40-0.33-0.24 中世土師器・珠洲,箆 SK7533>SK8065

SK7565 不整形 (525)-220-029 SK7565<SD7003

SK7603 楕円 31- 20-0,41 中世土師器・柱 SK7604>SK7603>SP7602

SK7607 楕円 31- 13-0.27 中世土HT器 SK7607>SK8055

SK7608 楕円 95- 6ユ ー016 中世土師器 珠 lll越 前 SK7608>SK7M9

SK7617 隅丸 30- 26)-0.31 中世土師器,珠洲 SK7617<SDttЭ 03,SK7617>SK7619

SK7622 不整形 1.66-(0.65)-0.18 中世土師器 SK7622<SD7003

SK巧29 円 033-030-019 中世土師器

SK7634 不整形 211-115-012 中世土師器 SK7634<SP8016

SK硲38 不整形 (124)― (054)-0.16 中世土師器 珠洲・越前 SK7638<SK7639

SK7639 方 381-(212)-033 土師器 須恵器 中世土師器 珠洲越
前。中国製青磁・瓦器・石製品

SK7639>SK7636 7638,SK7639<
SD7324

SK7685 方 048-046-0.16 中世土師器 SK7686>SK7572

SK7718 円 046-043-015 土師器 中世土師器・珠洲 SK7718>SK8055

SK7722 円 0,87-0,79-0.58 中世土師器 SK7722>SK7723>SK8055>SK
8126

535

SK723 不整形 (080)-068-039 中世土師器 SK7723<SK7722,SK7723>SK8055 535

SK7726 楕 円 0.48-0.35-0.40 珠洲 SK7726>SK7727>SK8055

SK7728 不整形 1.85-125-0.32 中世土師器 石製品 SK7728<SP7729,SK7728>SP7730
>SK8055

SK7736 楕円 0.45-0.34-0,36 須恵器 SK7736>SK8055>SK8144 368

SK7i41 楕円 0.56-0.46-0.16 中世土師器 SK7741>SK7742>SK8055>
SK8145

びどを



第23表 土坑一覧 (3)

遺構

番号
平面形

規 模

(長 さ。幅・深さm)
出 土 遺 物 時期 特記事項

建物

番号

挿図

番号

図版

番号

SK7765 不整形 0.28-(0.24)-0.2ユ 中世土師器 SK7765<SK7764

SK7775 不整形 (110)-0.65-0,05 中世土師器 SK7775<SK7087 7755'7756・ 7758

7759,SK7775>SK8055

SK7776 不整形 (4.07)― (4.02)-0.42 土師器 須恵器,中世土師器・珠洲越

日1

SK7778 円 0,解 -0.23-0.16 中世土師器 SK7869<SK7778<SK7779

SK778ユ 円 0.58-0.48-013 SK7781<SK7869

SK7783 不整形 120-(090)-0,48 中世土師器,力日工材 砥石

SK7784 楕円 1.16-0.67-035 媚7

SK7路5 円 051-0,48-0.40 中世土師器

SK7786 方 0.80-066-018 須恵器

SK7硲7 円 034-0.33-0.35

SK7788 不整形 (3.30)― (2.83)-0.22 中世土師器。中国製青磁 SK7788<SE7552,SK7689,SK7788
>SK7791,SK77ツ SEi813,観 留788

<SD7551

SK7792 不整形 (264)― (2.19)-0.25 SK7猾2<SK7586・ 7587・ 7690 7788

SK7792>SK7588,SK7792<SD7551

536

SK7793 不整形 (2.65)― (1,69)-036 中世土師器・珠洲,加工板 SK7793<SK7795<SK7794,SK7793
<SD7002

SK77% 不整形 1,75-(076)-024 SK7794>SK7793,7795

SK7795 不整形 (5.26)― (2.53)-0,42 土師器 中世土師器,中 国製青磁 SK7795<SD紹302<SK7352,SK7795
<SK7794,SK7795<SK7903

SK7796 不整形 0,70-(0.39)-0,61 SK7796<SK7904 12

SK7801 不整形 4.54-(4.30)-0.57 中世土師器 SK 7801>SD 7551,SK 7801<SK
78磁 ,7803・ 硲l14,SK7801>SK硲 14

お5

SK7803 不整形 0.57-(0.30)-0.05 中世土H耳器 SK7803>SK7801

SK78「J3 不整形 100-098-022 中世土師器 珠洲 SK硲53>SK7854

SK7868 不整形 (1.64)― (1.20)-0,23 越前 SK7868<SK7859'7869,SK7868>
SK7860

SK硲90 方 1.62-084-018 中世土師器 越前 SK7890>SK7891

SK7893 不整形 **― **-0,21 須恵器。中世土師器 T「x前 SK7893<SK7890,7892 〕73552

SK7903 不整形 (330)― (187)-0.30 SK7903>SK7795,SK7903>SK7904 12

SK7904 不整形 **― **-021 SK7904>SK7796,SK7904<SK7903

SK7908 不整形 (2.88)-2.弘 -0.11 須恵器・中世土師器 SK7908>SK7909 7949,SK7908<
SK7910

SK7910 稿 円 1,66-1.42-0,23 土師器・中世土師器,中 国製青磁 SK7910>SK7908・ 7911

SK7921 楕円 0.44-0.36-0.25 越前 SK7921>SK7925

SK7922 円 055-055-033 加工板 SK7922>SP7923>SK7925 粥8

SK7925 不整形 (2,65)-1.55-0,10 土師器 須恵器・中世土師器・珠洲 越

同1

SK7925<SK7917 SK7921・ SK7922・

SK7924・ SP920,SP7923,SK7925>
SK8047

SK7927 楕円 (1.13)-0.95-0.30 中世土師器 珠洲・越前・瓦器 SK7927<SD7926,SK7927>SP7928

SK7929 不整形 (205)-065-019 中世土師器 SK7929<SP7928<SK7927,SK7929
<SK7941

SK7934 不整形 095-(0.70)-0.20 中世土師器 珠洲`越前 SK7934<SD7003 542

SK7935 不整形 0.32-(0.20)-0.16 土師器。中世土師器 越前 SK7銘5<SD7003

SK7940 円 2.58-2.48-0.27 土師器 須恵器。中世土師器・越前 SK7940>SK7937 SK7970・ SP7969

SK7941 円 0.23-024-007 中国製青磁 SK7941>SK7銘 0>SK7929

SK7942 不整形 106-(0.67)-0.24 土師器,中世土師器 SK7942>SK7929 539

SK7И9 楕円 0.64-0.22-0.14 土師器 須恵器・中世土師器・瓦器 SK7949<SK7908

SK7954 不整形 0.83-(078)-025 中世土師器 SK7954<SP7944,SK79「 M>SK7955 ro39

SK7955 楕円 030-(0.22)-0,04 中世土師器・越前・桶 焼石 SK7955<SK7954

SK7964 不整形 7.80-(079)-0.12 土師器・須恵器`中世上師器・珠洲・瓦

器

SK7964>SP7962 SD7963・ SK7965
SK79働 <SE7952,7953,72硲 7335

SBl路 389 480

SK7965 不整形 2.50-(2.57)-0.09 上師器 須恵器,中世土師器 SK7965>SK路43,SK7965<SK7964 SB173

SK7966 不整形 3.70-(241)-024 土師器・須恵器 中世土師器・珠洲,越

前.中 国製白磁・カロエ材

SK7966>SD7252<SD7224,SK7966
>SK路 33>SK7967

SB172

SK7970 円 093-0,86-0.32 中世土師器 SK7970<SK7940

SK79路 不整形 2.08-(1.10)-0.19 中世土師器 越前 瓦器 SB171 105 406

SK79雅 不整形 (158)-060-018 須恵器・中世土師器 中国製白磁 カロ
エ材

SK7976 不整形 0.67-**-0.20 中世土師器,珠洲・越前,中国製青磁

SK7978 不整形 564-(265)-015 SB179 190 19〕

SK7982 楕 円 0.7ユ ー0,47-021 中世土師器`珠洲 SK7982>SK8046

SK7985 不整形 0,41-(0.31)-0.15 中世土師器 SK7985>SK8080

SK7986 方 199-150-046 中世土H師器・珠洲 瀬戸美濃・中国製
青磁

SK7986>SK7989>SK8080,SK7986
<SK8101,SK7986>SK8096

SK7987 楕円 1.90-0.80-0.30 中世土師器 越前 SK7987>SKBЭ 80,SK7987>SK8113 M2

第V章 遺構・遺物
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2 中世 (D地区～H地区)

第23表 上坑一覧 (4)

遺構

番号
平面形

規 模

(長 さ.幅 ,深 さm)
出 土 遺 物 時期 特記事項

建物

番号

挿図

番号

図版

番号

SK7992 不整形 3.40-1.05-0.22 中世土師器・珠洲,越前・瓦器・加工板 SK7992<SK7993,SK7992>SK8080 544

SK7993 不整形 (080)-1.60-0.閉 SK7993>SK7992,SK7993>SK8080 544

SK7994 隅丸 1,72-120-0.56 中世土師器・加工板 SK7994>SK8080 545

SK7996 方 1.46-1.12-0.50 中世土師器・珠洲・瓦器,加工材 SK 7996>SK 8080,SK 7996>SK
8091・ SK8093・ SP8093

545

SK8007 楕円 1,91-0,70-0.46 土師器。中世土師器 ,加工板 硯 SK8007>SK8046

SK8骸0 円 0.50-044-031 中世土師器 SK8020>SK8046

SK8021 隅丸 1.18-1,06-009 中世土師器 SK8021>SK8046

SK80別 不整形 1,92-1.22-0,11 須恵器。中世土師器 SK8024<S配046,SK8024>SK8039 105'406・

547

SK8025 円 0.38-0.35-022 中世土師器 SK8025<SK8046

SK8034 方 442-243-023 須恵器 中世土師器 珠洲・由物・加工

板

SK8034>SIC8041>SK8046,SK8034
<SK8036

弘6

SK8035 060-**-011 須恵器 中世土師器・珠洲・箸・加」41

SK8036 方 2.08-1.48-0.26 土師器・須恵器。中世土師器 珠洲 SK8036>SK8043>SK8034>SK
8046,SK8036>SK8037

105'406

547

SK8038 不整形 0,94-(0,85)-030 中世土師器

SK8039 不整形 (3.02)― (1.35)-0.22 須恵器・中世土師器・瓦器 カロエ材 SK8039<SK81146,S麗 039<SIC8023

SK81140 不整形 310-243-030 須恵器 中世土師器 SK8040>SK8046 405 406・

548

SK8041 方 (320)-1路 -015 須恵器`中世土師器`珠洲・瓦器 底
板 漆製品

SK8041<S麗034,SK8041>SK80姓 6

SK8045 隅丸 0.50-0.25-0,31 中世土師器 SK8046>SK8045>SK8044

SK8046 不整形 (1330)― (980)-038 土師器 須恵器 中世土師器・珠洲・中
国製白磁

SK8046>SK8080,SK8046>SD7180 SB179

SK8047 不整形 (045)― (0.45)-0.15 土師器・須恵器,中世土師器,中 国製
白磁

SK8047<SK7925<SD紹 903 SBl紹Э

SK8049 不整形 (2.21)-1,72-0,13 中世土師器 SK8049<SK8051 SB164

SK8051 不整形 577-(113)-0.20 須恵器。中世土師器・珠洲 SK8051>SK8049,SIC8051>S麗 166 SB164

SK8055 不整形 (14.90)― (3.80)-0.44 土師器・須忘器 中世土師器 珠洲・越

前・中国製白磁,中 国製青磁 箆 底
板・カロエ材・加工板

SB157 474

SK8065 不整形 9,42-(7.20)-032 中世土師器 珠洲 SB167

SK8069 楕円 171-081-0.53 中世土師器 SK8069<SK8065 379・ 380

SK8071 円 0.50-0.42-0,17 SK8071<SK8065 379380

SK8072 円 042-0.38-0.29 SK8072<SK8065 379'380

SK8077 不整形 (438)― (092)-008 SK8077<SD路 68 S13167

SK8080 不整形 (10.10)― (8,70)-018 須恵器,中世土師器 珠洲 青磁.箸 SK8080<SD7180<SK8046 SB178

SK8084 不整形 (0.42)-0,30-0.17 中世土師器 SK8084<SK8046

SK8089 円 023-022-017 SK8089>S鴎 080 405 406

SK8096 不整形 1.00-(0.29)-057 SK8096く SK8080<SK7986 405 406

539・ 545

SK8099 方 300-175-0.17 SK8099<SK8046

SK8108 楕円 0.60-0.42-0,15 中世土師器 SK8108>S醐 107,SK8108<SK8055

SK8109 円 040-035-0.33 中世土師器 SK8109>SK8055

SK8120 円 041-041-044 SK8120<SK8055

SK8121 円 0,45-0.42-0.18 SK8121<SK8055 〕68,371

SK8126 不整形 **一 **-0.22 礎石 S`酪126<SK8055<SK7722,SK8126
>SK8127

SK8144 楕円 170-(1.16)-0.52 SK8144<SK8145く SK8055<
SK7736

SK8145 不整形 (3,72)― (1,60)― ** 中世土師器 珠洲 S配145>SK8144,SK8145<SK8055

SK8149 円 157-127-0.32 中世土師器,箸 ,加工板 SK8149>SF8148,SK8149<SK8055

SK8152 不整形 0.53-(0,25)-019 SK81磁 <SK8147<SK8055

SK8156 不整形 224-(0.83)-0.40 SK8156<SK8055 〕68・ 548

SK816ユ 円 435-420-050 中世土師器・珠洲・越前,中 国製白磁

中国製青磁 箸 漆椀・折敷・底板,曲

物・漆箸・加工材 カロエ板

SK8161<SK8051 〕73・ 552

SK9001 隅九 246-(197)-013 土師器・中世土師器 SK9001>SD9012・ 9139,9140

SK9016 円 1.50-1.45-036 珠洲

SK9135 隅丸 105-0.60-0.09 土師器。中世土師器

SK9150 円 037-034-010 中世土師器 SK9150>SD9149

SK9209 不整形 2,12-(1,50)-0,52 中世土師器 SK9210<SK9209 5割

SK9210 不整形 435-(1.85)-0.49 中世土師器 5M

SK9212 方 268-217-058 土師器 須恵器`中世土師器・珠洲・下
駄,漆椀。曲物 カロエ棒・打斧・暖房具

SK9271 不整形 1.23-(0.64)-0.08

びZび



第23表 土坑一覧 (5)

遺構

番号
平面形

規 模

(長 さす幅・深さm)
出 土 遺 物 時期 特記事項

建物

番号

挿図

番号

図版

番号

SK9287 楕 円 1.55-1.23-0.11 瀬戸美濃 ;54

SK9345 円 0.25-0.И -016 中国製青磁
SK9356 円 0.4-0.39-0,21 中世土師器

SK9371 楕円 160-11.8-0.37 中世土師器

SK9389 方 2,95-2.02-043 中世土師器・珠洲・折敷・漆椀・焼石 .

砥石・銭
207

SK9613 楕円 3.91-3.20-0.66 珠洲・越前 SE9603>SK9613

SK9614 不整形 (2.67)-1,19-0.23

SK9617 方 (1.63)-1.30-0.15 SP9656>SK9617

SK9618 隅九 3.65-232-0,76 中世土師器・珠iilW・ 中国製青磁・越中
瀬戸・伊万里・瓦器

SP9625>SK9618 ,58

SK9620 円 2.06-1.硲 -0。 彼 ;58

SK962 楕円 1.88-1.44-0.44 558

SK9629 楕円 2.07-1.44-0.39 越前

SK9631 楕円 2.42-1,80-0.67 土師器・須恵器・中世土師器 SP9728>SK9631 559

SK9632 不整形 2.51-2.17-0.弘 中世土師器,珠洲・中国製青磁。中国
製白磁・伊万里・加工板

SK9635 不整形 2.23-(2.15)-0.13 中国製自磁

SK9640 円 1.59-1,72-0.36 珠洲・山物

SK9641 不整形 3.50-2.53-0.47

SK9690 円 037-0,30-0.05 越前

SK97「D6 不整形 3.28-(1.49)-0.40 中世土師器・箸,加工板

SK9807 万 4.90-3.90-0,46 土師器・須恵器・中世土師器・珠洲・瀬
戸美濃・中国製青磁 瓦器・漆椀・糸
巻 折敷・漆製品・加工棒,加工材・加
工板・石鉢

SK9814 楕円 1.20-0.68-0.14 中世土師器

SK9846 不整形 1.45-(1.27)-0.58 562

SK9852 不整形 0.95-(0.65)-0.19 中国製青磁

SK9858 不整形 2,30-1.50-0.26 土師器・曲物 SP9823>SK9858 562

第V章 遺構 。遺物
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96

中
世

土
師

器
皿

10
Y憑

1ヽ
に
ぶ

い
黄
橙

色

SP
71
96

胡
中

世
土

師
器

12
1-
**
―

**
10
YR
y3

浅
黄

橙
色

イ
,疹

SP
71
∞

SB
17

中
世

上
師

器
皿

12
9-
キ

ヤ
ー
*

に
ぶ

い
橙

色
骨

針

4r
9/
―
F

SP
71
96

SB
17

中
世

土
ET
器

10
YR
ν

2
灰

自
色

骨
針

中
世

土
FT
器

10
YR
8れ

浅
責

橙
色

イ
♭
膠
υ

SP
72
08

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
]

灰
自

色
骨

針

4鶴
I

SP
80
14

SB
17

中
世

土
師

器
皿

14
8-
*キ

ー
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
質

橙
色

骨
針

イ

"
SP
80
14

中
国
製

青
磁

碗
**
―

**
-5
0

N7
/O

灰
白

色
5G
Y6
/ワ

緑
み

の
灰

色

SP
80
82

中
世

土
師

器
25
Y8
/3

赤
色

酸
化

泣
石

実

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

浅
寅

橙
色

骨
針

イ
孵

V7
92
0

中
世

上
師

器
皿

25
Y8
/8

渋
黄

色
骨

針

SP
79
20

胡
17
2

中
世

土
師

器
86
-*
*―

**
ll
lY
R″

3
に
が

い
黄
橙

色
骨

針

SP
79
20

SB
17
2

中
世

土
師
器

13
7-
イ

*―
25
Y″

2
灰

黄
色

骨
針

イ
筋

SP
79
20

SB
17
2

珠
洲

霊
_A
84
-*
半

―
*

7 
5Y
ν

ユ
灰

色
煤

付
着

イ
炒

20
8

朗
79
20

鵠
17
2

珠
洲

輩 艶
74
-9
0-
3つ

10
YR
6/
]

褐
灰

色

38
8

鍼
72
91

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SB
17
2

中
世

土
師

器
83
-1
9

25
Y″

1
灰

白
色

鉛
3

SP
72
21

SB
l脅

中
世

土
師

器
皿

88
-*
*―

**
10
YR
7/
ユ

灰
白
色

SB
l″

中
世

土
師
器

98
-1
9-
キ

■
10
YR
″

2
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針

SP
72
21

中
世

土
師

器
皿

13
8-
**
―

10
Y烹

7/
2

骨
針

黒
変

ど
,%

SB
17
2

中
世

土
lT
器

25
Y4
/ユ

寅
灰

色
骨

針
内
外

面
黒

変

SP
Ю

塑
SB
17
3

中
世

土
師

器
86
-*
*―

**
Ю
YR
7海

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

煤
IN
l着

密
ν

SK
79
65

SB
17
3

土
師

器
鉢

7 
5Y
R7
/2

明
IE
l灰

色
召

針
,砂

礫
古

代

″
″

SP
91
14

中
世

土
師
器

■
8-
**
―

**
Ю
YR
7海

に
ぶ

い
黄

橙
色

SP
91
14

中
世

主
師

器
に

ぶ
い

責
橙

色

Fr
/″

SD
72
55

SB
17
5

中
世

土
師

器
浅

費
橙

色

中
世

土
師

器
浅

責
橙

色

W7
35
9

SB
17
6

中
世

土
師

器
10
YR
7/
ワ

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

煤
刊

落

SP
81
00

朗
17
8

中
世

土
師

器
86
-2
3-
**

10
VR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

イ
アク

タ
SI
C8
08
0

SB
17
8

中
世

土
師

器
皿

10
YR
6/
2

灰
黄
褐

色
骨

針
煤

41
着

イ
′ ″

SK
30
80

鵠
17
8

中
世

上
師

器
83
-1
95
-*
*

25
Y7
/2

灰
責

色
骨

針

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
皿

82
-1
7-
*半

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

イ
′
疹

SK
80
80

鵠
17
8

中
世

土
lT
器

皿
浅

責
橙

色
煤

付
着

灰
自

色
煤

引
着

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
皿

85
-1
9-
半

*
10
YR
ν

l
褐

灰
色

骨
針

,石
英

煤
4J
着

■■
必

SK
80
80

鵠
17
8

中
世

土
師

器
85
-1
9-
*

10
YR
ν

2
灰

自
色

骨
針

4■
29

SK
80
80

鵠
17
8

中
世

土
師

器
85
-2
1

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SK
80
80

中
世

上
師

器
皿

87
-2
0

10
YR
V2

灰
自

色
骨

針
石

英
県

刊
着

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
浅

責
橙

色
探

付
着

中
世

土
師

器
92
-9
0-
**

灰
自

色
骨

針
,石

英
煤

付
着

SK
80
80

S8
17
8

中
世

土
師

器
皿

95
-2
05
-キ

半
10
YR
ν

2
灰

貢
褐

色
骨

針

イフ
ラ
ツ

S(
80
80

鵠
1‐

8
中

世
土

師
器

皿
83
-1
7

10
YR
3/
2

灰
白

色
骨

針

4ユ
第

SЮ
08
0

sB
17
8

中
世

土
師

器
88
-2
ワ

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

石
英

口
縁

部
少

し
れ

煙
付

着

イツ
"

S囀
08
0

SB
17
8

中
世

土
師

器
89
-1
7-
**

95
Y7
/2

灰
貨

色
骨

針
石

実
煤

付
着

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
煤

付
着

イプ
″

SK
80
80

SB
17
8

10
YR
7/
珍

に
ぶ

い
責

橙
色

煤
付

着

岱 ヽ 嗚

削 く 糾 　 面 謙 ・ 脚 彗
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第
24
表
 

土
器
・

陶
磁

器
・

土
製

品
一

覧
表

(3
)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
梅

番
号

座
 

標
種
 

類
器

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径

cn
l)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

SK
80
80

齢
1お

中
世

土
師

器
皿

86
-1
75
-*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

澄
色

SK
80
80

鵠
17
8

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

に
が

い
黄

橙
色

日
針

煤
付

着

SK
30
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
10
Y,
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
燥

付
者

(■
寄

SB
17
8

中
世

上
師

器
皿

90
-1
5-
キ

*
10
YR
6 
2

灰
貨

褐
色

骨
針

煤
付

着

SK
80
80

中
世

土
師

器
皿

87
浅

黄
橙

色
石

英
煤

付
着

4■
43

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
10
YR
3/
3

浅
責

橙
色

骨
針

石
英

煉
付

着

4/
/・
ra

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
83
-1
7

10
YR
7/
2

赤
色

酸
化

池
煤

付
着

S(
80
80

中
世

土
師

器
86
-1
7-
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

媒
付

着

布
密

SK
80
80

SB
IT
8

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
パ

い
責
橙

色
骨

針
,石

英
,雲

母
油

煙
付

着

独
塑

_Q
B1
78

中
世

土
ET
器

皿
91
-1
9-
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
媒

付
着

SK
80
80

中
世

土
師

器
皿

89
-2
0-
碁

10
YR
8 
2

灰
白

色
骨

針
煤

付
着

4=
0こ

SK
80
80

中
世

上
師

器
皿

87
-1
6-
**

黒
色

骨
針

内
外

面
煤

付
着

SK
80
80

中
世

土
師

器
皿

87
-キ

*―
*

25
Y7
/ワ

灰
黄

色
唱

針

4■
弱

86
-1
8-
キ

10
YR
7/
3

媒
付

着

SK
80
80

‐
8

89
-1
8-
*

10
YR
y2

灰
白

色
骨

針
石

芙
婁
E赤

色
酸

化
粒

口
縁

部
少

し
It
煙

付
着

SK
30
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
皿

10
YR
8/
2

灰
白

色
骨

針

4■

“

SB
17
8

中
世

土
師

器
皿

88
-2
1-
キ

*
10
YR
8/
2

灰
白
色

骨
針

,石
英

SK
80
80

中
世

土
師

器
皿

86
-1
95
-*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
橙

色
骨

釘
,赤

色
酸

化
粒

y7
″

S囀
08
0

_Q
B1
78

中
世

土
師

器
皿

87
-1
8-
*
*

10
YR
7/
1

骨
針

内
外

面
の
一

部
黒

変

ノ′
″

SK
80
80

SB
l欝

中
世

土
師

器
皿

81
-1
95
-

10
YR
8/
3

浅
黄

橙
色

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
86
-1
85
-*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
橙

色
骨

針
,赤

色
酸

化
粒

阿
寸
着

7/
J7

弘
80
80

SB
17
8

中
世
土

師
器

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
,赤

色
酸

化
粒

″
ν

SB
17
8

中
世

土
師

器
86
-2
2-
キ

キ
lσ

rR
3/
3

浅
黄

橙
色

骨
針

S(
80
80

中
世

土
師

器
90
-1
7-
**

浅
黄

橙
色

骨
針

.石
英

燦
付

着

S聡
03
0

SB
17
8

中
世

土
師

器
9ユ

ー
18
5-

10
YR
7/
2

に
パ

い
責

橙
色

骨
針

赤
色

駿
化

粒

独
″

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
91

75
Y8
73

浅
黄

橙
色

骨
創

石
英

煤
付

着

SK
80
80

S8
1硲

中
世

土
師

器
92
-1
9-
**

10
YR
3 
2

灰
自

色
骨

針

St
t3
08
0

弱
17
8

中
世

土
師

器
10
YR
V2

灰
自

色
骨

針
,赤

色
酸

イ
ヒ
粒

SK
80
80

中
世

土
師

器
ll
lY
R8
/3

浅
黄
橙

色
骨
封

,赤
色

酸
化

粒

7ノ
″

鵠
17
8

中
世

土
師

器
86
-1
9-
**

10
YR
8/
2

灰
自

色
骨

針

rr
//
‐
9

SK
80
30

中
世

土
師

器
11
2-
16
5-
**

骨
針

SK
80
30

SB
17
8

中
世

土
師

器
皿

25
Y8
/2

灰
白

色
骨

針
石

英
雲

母
煤
付

着

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
11
8-
29
5-

10
YR
7/
3

内
外

全
面

に
煤

付
着

SK
80
80

鵠
17
8

中
世

土
RT
器

11
9-
19
5-
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

胃
針

内
外

口
縁

部
媒

付
着

SK
80
80

SB
17
8

中
LI
土

師
器

皿
[O
YR
ν

2
灰

白
色

骨
針

,赤
色

酸
化

I‐

″
疹

鵠
17
8

中
世

上
師

器
1げ
rR
V3

浅
黄
橙

色
赤

色
酸

化
粒

一
部

探
付

着

SK
80
80

中
世

土
師
器

皿
13
8-
22
-*
*

10
YR
7/
ワ

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

SB
17
8

中
世

土
師

器
13
9-
19
-*
*

骨
針

外
面

に
薄

く
,内

面
ご

く
少

し
煤

付
着

Sr
80
80

中
世

土
師

器
皿

13
8-
19
-*
*

灰
黄

褐
色

骨
針

SЮ
08
0

SB
17
8

中
世

土
師

器
皿

13
8-
24

10
YR
7/
2

骨
針

赤
色

酸
化

粒

SK
80
80

中
世

土
RT
器

13
8-
キ

キ
ー
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

■ヽ8
■

縣
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

4■
W

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
皿

iO
Y為

Ⅲ
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
,赤

色
酸

化
粒

媒
付

着
,外

面
に

翌
香

SK
80
80

中
世

土
師

器
Il

14
5-
21
-*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

■
離

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
14
5-
20
-キ

*
に

ぶ
い

黄
袴

色
骨

釧
赤

色
駿

化
粒

内
面

に
塁

4■
85

SK
80
80

中
世

土
師

器
Il

iO
YR
7/
3

骨
針

外
面

内
回
縁

部
に
薄

く
煤

芍
着

S聰
03
0

中
世
土

師
器

7 
Fr
R8
 4

浅
煮

橙
色

骨
針

赤
色

酸
化

粒

77
J/
‐

SK
80
80

73
中

世
土

師
器

14
8-
22
-*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

イア
″

SK
80
80

弱
17
8

“

世
土

師
器

皿
10
YR
″

3
に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針

SK
80
80

中
世

土
師

器
皿

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

4工
餌

SK
81
18
0

SB
17
8

中
世

土
師

器
16
0-
21
5-
*

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

赤
色

酸
化

粒
外

面
に
煤

13
着

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
皿

15
8-
**
―

**
10
YR
7/
珍

骨
針

S(
80
80

中
世

土
lT
器

器 岸 （ ∪ 終 図 Ｐ Ｈ 離 図 ）



第
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表
 

土
器
・

陶
磁

器
・

土
製

品
一

覧
表

(4
)

挿
図
番

号
遺

物
番

号
図

版
番

号
遺

構
番

号
座
 

標
種

類
器
 

種
伝

垂

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
 

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

SK
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
皿

15
 9

10
YR
″

2
に
ぶ

い
責
橙

色
骨

針

″
館

К
80
80

SB
17
8

中
世

土
師

器
皿

に
が

い
橙

色
骨

針
内

外
面

媒
付

着

イプ
"

SK
80
80

中
世

土
師
器

16
1-
25
-*
*

ll
lY
V3

浅
黄

橙
色

骨
針

赤
色

酸
化

粒

撃
互 %

S(
80
80

SB
中

世
上

師
器

16
8-
イ

*―
**
-0
8

灰
責

色
骨

針

SP
79
8]

中
世

土
師

器
灰

黄
色

骨
針

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

中
世

主
師

器
皿

15
8

10
YR
7ア

2
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針

SP
8∞

9
中

世
土

師
器

10
YR
7/
8

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針

物
′

V8
00
9

SB
中

世
土

師
器

El
l

78
-1
3-

10
YR
8/
3

浅
黄
橙

色

穆
SP
80
∞

中
世

土
師
器

84
-2
0-
キ

*
ll
lY
R7
/3

に
ぶ

い
費

橙
色

骨
針

勿
SP
80
09

S1
31
Ю

中
世

上
師

器
12
8

灰
責

褐
色

内
外

面
一

部
黒

変

SP
80
∞

SB
lつ

中
世

土
師

器
内
外

面
の
一

部
に
基
付

着

15
8-
士

*―
*

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

黒
変

効
SP
80
∞

SB
17
9

中
世

土
師

器
15
8-
**
―

*
10
YR
2/
1

黒
色

内
外

面
全

体
に
媒

刊
着

SP
30
43

SB
17
9

中
世

土
師

器
皿

9
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

滑
針

SP
80
48

SB
17
9

中
世

土
師

器
86
-

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色

″
″

SP
8∝

3
SB
17
9

中
世

土
師

器
89
-

骨
針

SP
80
43

SB
17
9

中
世

土
t市

器
10
Y飛

7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

中
世

土
師

器
10
YR
6/
4

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

″
′イ

SP
80
43

SB
17
9

中
世

土
師

器
87

O
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

澄
色

骨
針

乾
■ 5

SP
80
43

SB
17
9

中
世

土
師

器
皿

38
-

6
10
YR
7ノ

ワ
に
ぶ

い
責
橙

色
骨

針

″
/σ

SP
80
43

中
世
土

A市
器

38
-

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SP
80
43

SB
17
9

中
世

土
師

器
皿

85
-

8-
辛

半
骨

針
赤

色
酸

化
魁

煤
Il
着

SP
80
43

中
世

上
師

器
87

骨
針

SP
鉤

43
SB
17
9

中
世

土
lT
器

90
-2
15
-*
*

に
が

い
責

橙
色

骨
針

中
L土

師
器

皿
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

物
SP
80
43

中
世

土
師

器
85
-2
15
-*
*

7 
5Y
R7
/3

に
が

い
橙

色
骨
針

,赤
色

酸
化
粒

20
9

SP
80
43

SB
li
9

中
世

上
師

器
皿

86
-2
05
-*
*

10
YR
″

2
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針

物
SP
30
43

中
世

土
R「

器
皿

10
YR
7/
3

骨
針

物
SP
8∝

3
SB
17
9

中
世

土
ET
器

87
-キ

*―
**

母
針

SP
30
43

SB
17
9

中
世

土
師

器
10
YR
3 
3

浅
黄

橙
色

骨
釘

媒
付

着

13
8-
**
―

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

SP
80
43

SB
17
9

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SP
80
43

SB
17
9

中
世
主

師
器

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色

物
SP
80
46

SB
17
9

中
世

土
師
器

皿
16
8-
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

俗
色

骨
針

20
8

SP
80
43

胡
17
9

珠
洲

嬉
鉢

75
Y6
/1

灰
色

骨
針

波
状

文

効
SP
80
43

瓦
質

土
器

火
鉢

**
―

**
―

ラ 6
0

25
Y7
′

2
灰

黄
色

黒
色

搬
SI
C8
04
6

SB
17
9

中
世

土
師

器
皿

に
ぶ

い
貢

橙
色

78
-*
*―

*
IO
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

効
SK
80
46

SB
17
9

中
世

土
師

器
皿

iO
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

密
″

SK
80
46

鵠
17
9

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
寅

橙
色

赤
色

酸
化
粒

中
世

上
師

器
78
-*
*―

**
-0
9

25
Y8
/2

灰
自
色

勿
タ

SK
8∝

6
鵠

17
9

中
世
土

師
器

皿
78
-*
キ

ー
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貨

橙
色

物
0

S囀
∝

6
鵠

1つ
中

世
土

師
器

淡
貢

色
煤

付
着

75
Y7
れ

に
な

い
橙

色
骨

針
,赤

色
酸

化
粒

Sk
8∝

6
SB
l的

中
世
土

師
器

88
-1
7-
半

*
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

菫多
9

SK
80
46

SB
l狩

中
世

土
師

器
98
-1
6-
**
-0
9

2 
5Y
V2

灰
白

色

tr
24
r2

SK
80
46

中
世

土
HT
器

87
-キ

*―
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
釘

赤
色

酸
化

粒

4熟
5

SK
80
46

SB
17
9

中
世

土
師

器
85
-1
65
-*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

`慶
6

SK
80
46

SB
17
9

中
Lu
土

師
器

中
世

土
lT
器

93
-1
6-
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨

'1
こ拠
8

S(
80
46

SB
17
9

中
世
土

師
器

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

骨
針

韻 く 糾 　 曲 熱 ・ 面 彗
篭 喝



罵
第

24
表
 

土
器
・

陶
磁

器
・

土
製

品
一

覧
表

(5
)

挿
図
番

号
置

物
番

号
図

版
番

号
遺

構
番

号
座
 

標
種
 

類
器
 

種
(口

笙
器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

SK
80
46

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責
橙

色
骨

針

SB
18
0

中
世

土
師

器
皿

75
Y5
/2

灰
褐

色
糸
切

り

SD
71
盟

_Q
B1
80

中
世

土
師

器
13
9-
24
-キ

*
10
YR
6-
3

に
が

い
貰

橙
色

″
″

鵠
18
0

中
世
土

師
器

皿
79
-1
5-
**

骨
針

石
英

中
世

土
術

器
14
4-
20
-*
*

10
YR
7/
2

骨
針

η
ガ

21
19

SD
71
54

SB
18
0

中
世

土
師

器
皿

88
-1
8

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

″
%

SB
18
0

中
世

上
師

器
14
8-
**
―

**
25
77
/2

灰
責

色
骨

釘

SD
71
52

SB
18
0

中
世

土
師

器
7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
骨

針

物
′

SD
71
52

中
世

土
ll
器

皿
10
YR
7/
8

に
ぶ

い
責

栓
色

骨
針

煤
付

着

η
SB
18
0

中
世

土
師
器

皿
骨

針
媒

芍
着

SK
73
55

中
世

土
師

器
25
Y4
/】

蓋
灰

色
外

面
全

体
に

煤
刊

着

勿
ケ

SB
18
0

中
世

■
lT
器

皿
78
-1
5

10
YR
7/
2

骨
針

SK
73
55

SB
18
0

中
世

土
師

器
皿

88
-*
*―

*
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
賣

橙
色

SB
18
0

中
世

土
師

器
87
-1
75
-*
*

10
YR
8″

灰
自

色
骨

針

SK
73
55

鵠
18
0

中
世

土
師

器
10
YR
y2

灰
白
色

骨
針

勿
SK
73
55

“

世
土

師
器

7-
16
-キ

半
10
YR
7/
2

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

″
瘤

中
世

土
師

器
皿

13
8-
**
―

キ
*

に
ぶ

い
責

橙
色

SX
98
20

SB
18
1

中
世

土
師

器
皿

94
-

25
Y7
/3

浅
寅

色
骨

針

SX
93
90

中
世

上
師

器
25
Y6
/2

灰
黄

色

SX
93
20

SB
18
1

12
0-
半

キ
ー

キ
*

10
YR
6 
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

SX
93
20

SB
18
1

中
世

土
師

器
皿

10
YR
●
れ

に
ぶ

い
橙

色

″
〃

SX
93
20

SB
18
1

珠
洲

括
鉢

オ
リ
ー

ブ
灰

色
Ⅵ

期

″
疹

SX
93
20

珠
洲

糖
鉢

Ⅳ
″

灰
白

色

SX
93
20

SB
18
1

越
前

斐
-2
6

25
Y7
/2

灰
黄

色

″
,π

SD
42
01

X1
84
Y2
35

須
煮

器
杯

B蓋
N6
/0

灰
色

鉄
分

Pl
kき

出
し

古
代

9C
第

1

効
SD
42
01

X1
84
Y2
35

須
恵

器
12
2

Nν
0

灰
色

石
英

(中
粒

),
自

色
粒

古
代

9C
第

1
内

面
に

塁
普

|十
J,
ヘ

ラ
記

号
,重

ね
焼

き
痕

X1
81
Y2
43

須
志

器
杯
B

10
Y6
/〕

灰
色

石
英

(中
粒

)少
,鉄

分
噴

き
出

し
少

,

墳
生

系
の

胎
土

古
代

8C
第

3

SD
42
01

X1
84
Y努

5
須
恵

器
11
8-
33

5Y
6/
2

灰
オ

リ
ー

ブ
色

石
英

(中
粒

)少
,鉄

分
噴

き
出

し
古

代
9C
第

1

SD
42
01

X1
80
Y2
35

須
恵

器
5Y
6/
1

灰
色

骨
針

,砂
気

の
胎

土
古

代
8C
第

3

X1
84
Y2
35

須
恵

器
杯
B

灰
色

骨
針

,砂
粒

多
古

代

X1
81
H2
33
X1
82
～

18
3

Y2
鵠

Ⅱ
c層

須
忘

器
灰

白
色

石
英

(大
粒

),
鉄

分
(中

粒
)噴

き
出

し
,

埴
生

系
の
胎

土

古
代

物
SD
42
01

X1
82
Y2
36

黒
色

土
器

椀
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

古
代

10
C?

内
黒

″
妨

X1
75
Y2
30

黒
色

土
器

椀
19
9-
80
-
60

灰
白

色
古

代
9C
第

4
内

黒

″
%

上
師

器
鍋

25
Y7
/2

骨
針

古
代

SI
14
20
1

土
製

品
土

錘
(2
8)
-1
6-
02
5-
72
8

75
Y4
/1

灰
色

″
姻

SD
42
01

X1
24
Y2
35

土
製

品
土

錘
(2
8)
―
E2
-0
8-
88
4

25
Y7
/2

灰
黄

色

″
即

X1
83
～

18
3Y
23
5

土
製

品
土

錘
44
-2
9-
08
-3
38
8

10
YR
7/
2

に
が

い
黄

橙
色

土
製

品
土

錘
38
-3
2-
12
-1
86
2

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色

SD
42
02

X1
80
Y2
23

須
恵

器
杯

B蓋
N7
/0

灰
自

色
鉄

分
(小

粒
)噴

き
出

し
,骨

針
古

代
9C
第

1
重

ね
焼

き
Ⅱ
a類

SD
42
02

X1
81
Y2
21
～

22
3

須
恵

器
杯
B

11
4-
44
5
-7
0

灰
色

鉄
分

(小
粒

)噴
き
出

し
古

代
8C
第

3

効
ケ

X1
6i
 l
饂

17
1Y
22
2鵠

Ⅱ
b層

須
恵

器
杯
A

■
6-
30

5Y
6/
1

灰
色

骨
針

長
石

(大
粒
)石

英
少

古
代

SD
42
02

須
恵

器
横

瓶
5Y
7/
1

灰
白
色

石
夫

(中
粒
)長

石
(中

粒
)少

占
代

8C

イ
鍬

7
SD
42
02

K1
79
Yワ

23
須

恵
器

盤
27
0-
15
85
-1
28

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

石
英

(月
ヽ

中
泣

)
古

代
8C

■
魏

Kよ
81
Y9
23

黒
色

土
器

*―
**
-7
0

25
Y7
/8

浅
責

色
骨

針
,赤

色
酸

化
池

古
代

8C
内

黒

SD
42
α

2
X1
79
Y2
23

土
製

品
土

錘
35
5-
30
-1
2

10
YR
4/
6

に
ぶ

い
黄

栓
色

骨
針

,赤
色

酸
化

鉄

イ
ク
0

SD
62
01

中
世

土
師

器
皿

H6
-*
*―

**
7 
5Y
R6
/6

橙
色

石
英

16
C代

煤
付

着

ツ ち
′
ノ

Kl
10
Y1
61
上

居
瓦

質
土

器
福

鉢
翻

8-
*キ

ー
*キ

浅
黄

色

SD
62
03

土
製

品
土

錘
10
YR
8/
3

浅
黄

橙
色

赤
色

酸
化

粒
骨

tl

43
■
8

働
62
03

X■
0■

1 
59
El
c層

須
恵

器
平

瓶
N6
/0

灰
色

古
代

7C
後

半
～
8C

tS
■
9

SD
62
03

Xl
ll
Y1
61

須
恵

器
杯

B蓋
14
8-
32
-キ

*
25
Y7
/2

灰
責
色

長
石

(刀
ヽ

中
粒
)石

英
(4
ヽ

中
粒

)
古

代
8C
第
2?

墨
書

SD
90
3

Xl
■

Y1
61
下

層
杯

B幸
10
Y7
1

灰
白
色

古
代

8C
第

1

器 岸 （ ∪ 洋 図 ｌ Ｈ 諄 図 ）
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土
器
・

陶
磁

器
。
上
製

品
一
覧
表

(6
)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
IB
 
類

器
種

法
三

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

cl
)

胎
 

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

υ
′

SD
62
03

須
志

器
杯
B蓋

5Y
6/
1

灰
色

長
石

(小
粒

)少
.鉄

分
噴

き
出

し
古

代
8C
第

3

SD
62
03

Kl
14
Y1
59
下

層
須

恵
器

杯
B蓋

12
0-
*

10
YR
7/
ワ

灰
責

褐
色

石
英

(大
粒

)多
古

代
9C
第

1
重

'a
焼

き
Ⅱ
b類

物
Kl
ll
Yユ

p下
層

須
恵

器
杯

B蓋
5Y
7/
1

灰
白

色
艮

石
(中

大
粒
)石

芙
(中

大
粒

)少
古

代
8C
第
3?

ワ
SD
62
03

X■
OY
16
3下

層
須

恵
器

杯
B蓋

15
2-
26
-
**

灰
白

色
長
石

(小
粒
,石

英
(小

粒
)少

古
代

8C
第

1
重

ね
焼

き
I類

(内
面

に
も
正

位
重

ね
焼

き
痕

)

鶴
SD
o2
03

須
恵

器
杯
B

N7
/0

骨
針

,砂
気

の
胎

土
古

代
9C
第

3

修
SD
62
03

Xl
10
Y1
59
11
c層

Xl
■

Y1
59
下

層

須
恵

器
13
9-
42
-1
03

25
Y7
/ユ

灰
自

色
長
石

aヽ
中
粒
)石

英
(打

中ヽ
粒

)多
古

代
8C
第
2?

ワ
″

SD
62
∝

Xl
14
Yl
弱

Hl
c層

須
恵

器
杯
B

灰
自

色
骨

針
,長

石
(小

中
粒
)石

英
(小

中
粒

)少
古

代
8C
第

1?
43
勢

SD
62
03

Xl
ll
YI
働

～
16
1下

属
須

恵
器

25
77
/1

灰
自

色
骨

針
,長

石
(小

粒
)少

古
代

8C
第

3

絃
ク

SD
骸

∝
Xl
12
Y1
59

須
恵

器
19
8-
33
-*
キ

2 
5Y
ν

l
灰

自
色

石
英

(小
粒

)
古

代

翻
須

恵
器

杯
A

12
 8

25
Y″

2
灰

黄
色

赤
色

酸
化

粒
の
抜

け
た
穴

あ
り

古
代

9C
第

3

SD
62
03

須
恵

器
杯
A

13
4-
32

5Y
7/
]

灰
自

色
長

石
(中

大
粒
)石

英
(中

大
粒

)多
古

代
9C
第

3

イ
タ

SD
62
03

Xl
ll
Y1
59
下

層
須

恵
器

壺
蓋

13
9-
48
-
**

25
Y7
/ユ

灰
白

色
長

石
(小

粒
)少

鉄
分

多
古

代
8C
後

半
鶴

SD
62
03

Xl
14
Y1
58
下

層
土

師
器

椀
A

12
0-
43
-5
0

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒
古

代
9C
第

4

SD
62
03

Xl
14
Yl
∞

最
下

層
土

師
器

椀
A

ワ
5Y
6/
3

に
ぶ

い
貢

色
10
YR
5/
3

に
ぶ

い
貨

褐
色

古
代

9C
第

4
口

稼
py
h外

画
に

原
付

着
,底

部
回

転
糸

切
り

初
SD
62
03

Xl
∞

Yユ
61
下

属
上

師
器

13
0-
29
-6
2-
半

*
10
YR
8/
2

灰
白
色

古
代

中
国

製
自
磁

皿
キ
*―

半
*-
30

25
Y8
/1

灰
白
色

割
高

台
,高

台
内

基
書

SD
64
"

X9
2Y
l1
7上

層
殊

洲
揺

鉢
半
―

*半
一
■

6
N6
1

灰
色

SD
64
03

X9
3Y
l1
8

珠
枡

|
嶺

鉢
10
Y5
/1

灰
色

V期
靱

SD
64
08

X9
4Y
l1
9

殊
洲

疑
34
6

貢
灰

色
I～

Ⅱ
期

働
64
08

珠
II
I

奎
No
70

灰
色

骨
針

査 3
4■

SD
64
08

X9
4Y
l1
9

黒
色

上
器

椀
B

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
古

代
9C
後

半
?

内
黒

SD
翻

16
88
-1
6-
半

*-
06
5

IO
YR
8″

灰
自

色
骨

針

中
世

土
師

器
皿

88
-*
*―

キ
キ
ー
06

10
YR
7/
1

灰
白
色

骨
針

SD
64
30

X1
02
Y1
30
下

層
中

世
土

師
器

皿
■
5-
**
―

半
*-
07
5

10
YR
8海

浅
黄

橙
色

SD
α

35
Xi
nY
14
91
1 
c層

須
恵

器
杯

B蓋
25
Y7
/1

灰
白

色
骨
針

,長
石

9ヽ
粒
,石

英
りヽ

粒
,少

,鉄
分
噴

き
出

し
古

代
8C
第

3

物
,

SD
64
35

Xl
ll
Y1
46
 1
47
皿

c層
須

恵
器

平
瓶

灰
自

色
石

英
(小

泣
)長

石
(小

粒
)少

古
代

こ
鶉

SD
64
35

Xl
■

Y1
46
■

48
Ⅱ

c層
須

恵
器

霊
80
-9
4-
78

N7
/O

灰
白
色

石
英

(月
ヽ

中
粒
)長

石
(月

ヽ
中

粒
)

古
代

7C

SD
70
01

中
世

土
師

器
13

1げ
rR
7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

珠
ll
l

幡
鉢

Nν
O

灰
色

SD
‐

00
1

越
前

斑
10
YR
6/
ユ

褐
灰

色
10
YR
3/
2

黒
褐

色
15
C前

半

イ
テ
妨

k6
7Y
ユ

OO
須

志
器

杯
B蓋

10
9-
**
―

*
25
Y7
/2

灰
黄

色
長

石
ω

粒ヽ
)石

英
(小

粒
)

占
代

8C
第

1
ヘ

ラ
言
己
号

43
弱

SD
70
01

須
恵

器
杯
G

灰
白

色
長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)多

占
代

7C
第

4

X6
7Y
10
1

須
恵

器
杯
G

灰
自

色
長

石
(小

粒
)石

英
(小

粒
)

古
代

7C
第

4

鶴
SD
70
0,

須
恵

器
杯
G

75
Y7
/1

灰
自
色

長
石

(小
粒

)
占

代
7C
第

4

SD
70
01

霊
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

古
代

物
土

師
器

整
25
Y8
″

灰
自
色

‐
c

内
外

面
黒

変
あ

り
,煤

付
着

SD
70
01

X6
rr
i0
2

土
師

器
霊

21
8-
**

25
Y″

3
浅

責
色

骨
針

古
代

奄
後

半

SD
御

02
X6
7Y
99

中
世

土
師

器
皿

74
-*
*―

**
25
Y7
/2

灰
黄

色

働
70
02

中
世

上
師

器
25
Y7
/つ

灰
責

色

SD
御

90
2

X8
8Y
10
2

中
世

土
師

器
皿

86
-1
9-
*
*

筋
X0
9Y
94

早
色

土
器

2 
5Y
ν

2
灰

貢
色

イ
筋

う
SD
70
02

中
世

土
師
器

2 
5Y
V2

灰
自

色
骨
針

,石
芙

中
世

土
lT
器

皿
88
-1
5-
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
費
橙

色
骨
針

赤
色

酸
化

粒

効
Xt
tY
80

中
世

土
師

器
皿

85
-1
85
-*
*

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

煤
付

着

SD
70
02

X6
3Y
10
1

中
世

土
師

器
92
-*
*―

**
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

SD
70
02

X6
8Y
95

中
世

土
師

器
に

ぶ
い

責
橙

色
骨

針

u【
SD
約

骸
】 8
0Y
10
0

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
パ

い
黄

澄
色

骨
争

,石
英

鍼
2

SD
‐

00
2

中
世

土
師
器

25
Y8
々

灰
自
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

SD
約

骸
中

世
上

師
器

10
9-
**
―

キ
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色

SD
И

D0
2

Xて
,4
Yユ

(X
3

中
世

土
師

器
皿

ll
lY
R8
 2

灰
白

色

49
る

SD
‐

00
2

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

SD
約

02
中

世
土

師
器

皿
浅

責
色

16
C前

半

淋 く 糾 　 離 蔀 ・ 肺 導
磯
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第
24
表
 

土
器

・
陶

磁
器

・
土

製
品

一
覧

表
(7
)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
種

類
器

種
B径

暴
言

虞
各

高
台

径
cm

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳
沐田

時
期

備
考

SD
70
09

中
世

土
師

器
浅

黄
色

骨
針

16
C代

SD
И

90
2

中
世
上

師
器

13
9-
十

キ
ー

半
*

10
YR
7/
2

を
″

メ 3
7Y
10
1

中
lL
I土

師
器

14
0-
**
―

**
10
YR
6/
3

に
が

い
貢

橙
色

御
中

世
土

師
器

皿
13
8-
24
-半

*
10
■
Rν

?
灰

寅
掲

色
骨

針

覇
夕
′

X∞
Y1
0強

中
世

上
師

器
5Y
7″

灰
白

色
骨

針

ν
SD
70
〕

2
X6
5Y
99

中
世

土
師

器
tl
lY
R8
/2

灰
自
色

鶴
働

Ю
02

中
世

土
師

器
皿

15
8-
キ

■
―

キ
キ

t∝
R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

SD
Ю

02
X7
3Y
79
81

中
世

土
師

器
皿

16
7-
*キ

ー
**

灰
責

色
骨

斜

43
筋

SD
約

09
X7
4Y
鵠

中
国
製

青
磁

碗
■
8-
**
―

**
N7
/O

75
Y4
/2

灰
オ

リ
ー

ブ
色

靱
SD
Ю

02
中

国
製

青
磁

碗
**
―

**
-4
6

N7
/0

灰
自

色
オ

リ
ー

ブ
灰

色
見

込
み

印
花

文

霧
ク

X7
3Y
81

中
国

製
青

磁
5Y
7/
1

灰
色

10
Y6
ノ
ワ

鶴
SD
Ю

02
中

国
製

背
磁

*キ
ー

*キ
ー
50

灰
自
色

5G
Yν

l
オ

リ
ー

ブ
灰

色

SD
知

磁
Xi
8■

81
中

国
4J
r青

磁
碗

灰
自

色
75
Y4
/2

灰
オ

リ
ー

ブ
色

籍
知

SD
‐

00
2

中
国

製
青

磁
碗

灰
自

色
5C
Yν

l
オ

リ
ー

ブ
灰

色

SD
Ю

02
Xη

tt
r9
3

中
国

製
青

磁
碗

Nν
0

灰
色

75
Y6
/3

灰
オ

リ
ー

ブ
色

高
台

内
面

に
煤

を
グ

SD
‐

00
2

中
国
製

青
磁

碗
N7
/0

灰
自
色

明
オ

リ
ー

ブ
灰

色

密
9,

SD
Ю

骸
中

国
製

青
磁

稜
花

皿
11
0-
*辛

5Y
6/
1

灰
色

暗
オ

リ
ー

ブ
色

14
C後

SD
70
02

X7
3Y
鬱

中
国

製
青

磁
皿

N7
狛

Э
灰

白
色

75
Y4
″

灰
オ

リ
ー

プ
色

勧
SD
И

釧弦
X7
3Y
82

中
国

4k
青

磁
N7
狗

灰
自
色

5G
Yν

l
オ

リ
ー

ブ
灰

色
漆

接
ぎ

効
SD
‐

Oψ
瀬

戸
美

泄
瓶

子
灰

色
75
Y2
/1

黒
色

SD
拗

骸
珠

洲
整

N4
ゐ

灰
色

漆
接

ぎ

靱
SD
70
ツ

X6
7Y
銘

珠
洲

整
31
0-
キ

N6
/O

灰
色

イ
″

ク
SD
70
02

25
Y7
/1

灰
白

色

Fr
Fr
pp

SD
70
02

X7
4Y
83

珠
洲

壺
**
―

キ
キ
ー
88

Nツ
0

灰
色

骨
針

SD
70
02

珠
洲

楯
鉢

25
Y4
/ユ

黄
灰

色

瘤
″

働
Ю

02
珠

洲
幡

鉢
灰

色
M期

?

珠
洲

播
鉢

郷
6-
*キ

ー
**

Nν
O

灰
色

骨
針

SD
約

骸
K7
3Y
Ю

珠
洲

指
鉢

75
Y4
/1

灰
色

骨
針

波
状

文

″

"

珠
洲

指
鉢

75
Y5
/]

灰
色

骨
針

密
″

SD
約

02
X6
57
37
4

77
37
98
31
b層

瓦
質
土

器
描

鉢
25
Y7
/1

灰
自
色

骨
針

″
,7

SD
m骸

須
恵

器
杯
B

16
0-
*キ

ー
キ
*

N7
/O

灰
白

色
長

石
(小

粒
)少

古
代

7C
第

4

SD
殉

02
X6
3Y
97

須
恵

器
杯
G

10
4-
33
-*
*

N7
狛

9
灰

白
色

長
石

(大
粒

),
石

英
7C
第

4

黎

"
SD
70
02

k6
8Y
97

察
恵

器
Or
6/
1

灰
色

長
石

(小
粒

)少

Fr
Fr
70

SD
70
02

X6
3Y
10
4

須
恵

器
杯
G

2 
5G
Y7
/ユ

明
オ

リ
ー

ブ
灰

色
長

石
(小

粒
)少

古
代

m9
第

4

X7
1Y
72

土
師

器
灰

貨
褐

色
骨

針

4鬱
イ
勿

SD
70
“

中
世

土
師
器

皿
16

10
YR
6/
3

X8
4Y
10
5

中
世

土
師

器
10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄

裕
色

骨
針

煤
付

着

44
30

SD
7t
K1
3

中
世

土
師

器
皿

■
3

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
女

橙
色

骨
針

密
′

SD
71
X1
3

中
世

上
師

器
皿

72
-2
0-
**

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
内

外
面

に
油

煙
?

′
υ

SD
i0
03

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
が

い
黄
橙

色
骨

針
,石

英
,赤

色
酸

化
を

期
SD
‐

00
3

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

SD
Ю

03
中

世
土

師
器

84
-2
2-
**

に
ぶ

い
貨

橙
色

骨
針

口
縁

部
煤

付
着

期
SD
和

03
中
世

土
師
器

Il
88
-1
9-
十

*
25
Y6
/3

煤
刊

着

密
″

中
世

土
師

器
80
-1
3-
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,石
英

SD
烈

引D
3

中
世

土
師

器
Il

88
-1
6-
**

ll
lY
酪

/2
灰

黄
褐

色

密
酪

SD
70
∝

10
YR
8/
2

灰
白
色

骨
針

,石
英

4苺
9

SD
7a
13

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
パ

い
黄

橙
色

中
世

土
師

器
81
-1
9-
**

に
ぶ

い
黄

澄
色

骨
針

燦
付

着

74
rZ
i

SD
i0
03

中
世

土
師
器

皿
80
-1
8-
**

2,
r7
/1

灰
自

色
骨

針

中
世

上
師

器
76
-1
9-
*

7 
5Y
RO
/8

に
が

い
褐

色
骨

針
全

面
に

油
煙

付
着

,煤
刊

落

中
世

土
師

器
87
-2
2-
*

10
YR
6/
3

に
な

い
黄

橙
色

一
部
媒

付
着

軽
6

中
世

土
師

器
79
-1
8-
キ

キ
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
,石

英

尋 岸 （ ∪ 詳 図 ｌ Ｈ 諄 図 ）
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土
器
・

陶
磁

器
・

土
製

品
一

覧
表

(3
)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
標

種
 

類
器

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径
m)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

糸
田
時

期
備

考

SD
71
11
13

中
世

土
師

器
皿

10
YR
6/
3

4黎
8

SD
Ю

03
中

世
土

師
器

骨
針

煤
付

着

SD
約

03
中

L土
師

器
84

IO
YR
7/
3

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

中
世

土
師

器
皿

90
-

8-
**

IO
YR
7″

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

SD
71
11
13

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨
針

赤
色

酸
化
粒

SD
70
03

中
世

土
師

器
皿

84
10
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″

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針
赤

色
駿

イ
ヒ
池

密
″

SD
約

03
中

世
土

師
器

10
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3
骨

針
赤

色
酸

化
粒
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SD
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中
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器
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刊
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器
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世
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師
器

93
18
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3
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澄
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色

駿
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世

土
師

器
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3
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世
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師
器
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骨

針
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中
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師
器

皿
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*
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師
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*
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橙
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針
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橙

色
骨

針

物
Й
テ

SD
‐

00
3

中
世

土
aT

器
85

8
10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

一
部

に
燦

付
着

SD
70
03

中
世

土
師

器
皿

86
8-
半

*
骨

針
全
面

に
媒

付
着

J撃
07

SD
招

餌
語

中
世

土
師

器
骨

割
全

面
に
煤

付
着

SD
70
“

中
世

土
師

器
10
YR
7/
6

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

,石
英

83
5-
19
-*

10
YR
夕

/2
こ
ボ

い
責

澄
色

骨
針

,石
英

,赤
色

酸
化

粒

中
世

土
師

器
18
-
**
*

25
Y8
″

灰
自

色
骨

針
,石

英
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器
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に
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橙
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-
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橙
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10
YR
y3

浅
黄
橙

色
骨

針
,石

英
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皿
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3

に
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橙
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色

酸
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粒

タ
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SD
η

餅
憾

中
世

土
師

器
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-

9-
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ν

3
に

ぶ
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色
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針
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麹
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SD
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中
世

土
師

器
皿

に
ぶ
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澄
色

骨
針

石
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赤
色

酸
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粒

襲
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世
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師
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内
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画
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に
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付
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密
″

SD
70
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中
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土
師

器
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2

に
ぶ
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黄

橋
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骨
針
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英

88
-1
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3

に
ぶ

い
貰

橙
色

赤
色

酸
化

粒

襲
駆

SD
和

∝
中

世
土

師
器

皿
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-1
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**

iO
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に
ぶ
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黄

橙
色

骨
針

中
世

土
師

器
25
Y8
カ

灰
白
色

骨
針

石
英

赤
色

酸
化

粒

こ獲
饒
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‐
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3
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土
師

器
皿
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-1
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イ
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8
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黄
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色

骨
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媒
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着
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橙
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∞
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師
器

10
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色
骨

針

イ
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SD
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∝

中
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土
師
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皿

10
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に
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橙
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骨
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石
英
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師
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橙
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骨
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石
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赤
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酸
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漑
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時
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SD
‐

00
3

中
世

土
師

器
皿
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7
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YR
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8
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橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒
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3

SD
‐

00
3

中
世

上
師

器
皿

10
YR
8 
3

浅
責

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

SD
70
03

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

4筋
SD
70
C3

中
世

土
師

器
10
YR
6/
3

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

中
世

土
師

器
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2-
19
5-
*キ

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

〃
夙
ク″

SD
70
03

中
世

土
師
器

皿
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0-
2ユ

ー
キ

*
に

ぶ
い

責
橙

色
骨

針

′
夙

"
SD
狗

09
中

L土
師

器
皿

10
YR
7/
2

昏
針

赤
色

酸
化

地

鞭
″

SD
η

Э0
3

中
LH
土

師
器

皿
19

10
YR
7々

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

4r
j7
0

SD
70
03

11
4-
20
-キ

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

疵

働
知

∝
中

世
土

師
器

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄
橙

色
召

針
,赤

色
酸

化
粒

SD
70
03

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
パ

い
黄

橙
色

骨
針

.赤
色

酸
化

粒

Su
)η

90
3

中
世

土
師

器
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2-
22
-*
*

に
が

い
黄

澄
色

弓
針

中
世

土
師

器
皿
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YR
7/
2

骨
針

赤
色

酸
化

対

45
■
5

SD
70
03

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

骨
針

SD
70
03

中
世

土
ET
器

皿
■

2
21
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YR
7/
2

SD
η

90
3
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8-
22
-キ

*
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YR
7/
3
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ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

歪
み

大

45
■
3

SD
御

90
3

中
L土

師
器

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針

SD
狗

03
X8
4Y
i0
5

中
世

土
師

器
皿

■
8-
*キ

ー
キ

■
10
YR
ys

浅
黄

橙
色

墨
書

45
約

SD
‐

00
3

中
世

土
師

器
に

が
い

責
橙

色
骨

針

4立
■

SD
Ю

∝
中

世
土

師
器
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R7
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明
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灰
色

骨
針

SD
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∝

中
世

土
師

器
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に
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黄
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色
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口
縁

部
全

周
に

媒
刊
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SD
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師
器

13
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色
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針

4磁
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SD
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世
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師

器
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SD
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SD
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翻
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-*
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に
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橙
色
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色

酸
イ
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10
YR
7/
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橙
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オ
リ

ー
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碗
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―
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N8
灼

灰
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5G
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緑
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色
ヘ

ラ
書

き
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通
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文

SD
70
03

中
国

製
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磁
稜

花
皿
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0-
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―
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5Y
R7
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明
褐

灰
色
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3
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漆
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10
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Y6
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灰
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骨
針
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2

SD
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X8
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贅
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―
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玄
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■
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―
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リ
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SD
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珠
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鉢

N6
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色
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∝

僑
鉢

キ
キ
ー
**
-1
20

75
Y6
/1

灰
色

SD
70
03

瓦
質

土
器

暖
房

具
の
蓋

10
YR
6/
2

灰
黄

4F
J色

骨
針

イ
脚

SD
‐

00
3

瓦
質
上

器
暖
房
具
の
蓋

78
-2
8-
**

N3
/0

暗
灰

色

η
SD
‐

00
3

X8
6 
7σ

rl
l1
4 
70
b

瓦
質

上
器

風
炉

灰
白

色

SD
η

90
3

瓦
質

土
器

灰
自

色
15
C

43
8

穆
SD
70
04

65
-1
5-
35

lσ
rR
ν

2
灰

黄
褐

色
骨

針
回

転
糸

切
り

イ
あ
婢

働
約

C4
中

世
上

師
器

皿
*キ

ー
半
*-
36

25
Y6
/つ

灰
黄

色
回

転
糸

切
り

SD
Ю

l1
4

中
世

土
師

器
皿

-
48

10
Yミ

■
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

第
笏

SD
tt
C4

中
世

土
師

器
79
-2
つ

―
**
-1
4

10
YR
ν

2
灰

黄
褐

色
骨

針
雲

母

SD
‐
OW

X3
4Y
10
2

中
世

土
師

器
皿

10
YR
y3

浅
黄

橙
色

骨
針

イ
財

π
SD
tt
И

中
世

土
師

器
石

英

靱
SD
tt
И

X8
0Y
10
9

中
世

土
師

器
皿

に
ぶ

い
責

橙
色

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄

種
色

SD
70
И

ぷ3
2Y
10
1

中
世

土
師

器
皿

84
-*
*―

**
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

石
英

X7
7Y
10
0

中
世

土
師

器
84
-1
4-
**

10
YR
7/
2

ぶ
い
黄
橙

色

イ
レ

SD
70
04

X8
3Y
10
2

中
世

土
師
器

88
-1
4-
**

10
YR
7/
4

に
パ

い
費

橙
色

イ
閉

SD
和

に
中

世
土

師
器

皿
97
-2
3-
**

骨
針

赤
色

駿
化

粒

SD
tt
l1
4

X8
1Y
10
1

中
世

土
師

器
灰

色

SD
約

04
中

世
■

師
器

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

86
-1
8-
**

iO
YR
6/
3

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

初
7

SD
tt
14

X8
3Y
10
2

中
世

上
師

器
皿

85
-1
95
-
**

1∝
R8
/3

浅
責

橙
色

骨
針

,石
英

SD
tt
l1
4

X3
6Y
ll
Xl

中
世

土
師

器
82
-2
0-
*

25
Y7
/2

灰
黄
色

骨
針

糊
SD
Ю

l1
4

中
世

土
師
器

93
-1
3-

Xω
rR
″

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針
石

英
赤

色
酸

化
粒

口
縁

に
媒

付
着

4鯛
SD
‐
Ou

X3
5Y
10
1

中
世

土
師

器
皿

IC
YR
6 
3

骨
針

SD
71
11
14

中
世
土

RT
器

皿
87
-1
9-
**
-0
7

〃
aν

働
iO
1 
4

中
世

土
師

器
骨

針
口
縁

部
内
外

面
に
煤
付

着

88
-2
0-
**
-0
8

10
YR
7/
4

煮ヽ
橙

色
骨

針
,雲

母
煤

付
着

SD
η

tt
И

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

享
筋

SD
71
X4

中
世

土
師

器
92
-1
9-

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨
針

赤
色

酸
化

疵

′
あ
%

SD
71
X1
4

中
世

土
師

器
38
-2
0-

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
石

英

4碑
SD
7α

И
X8
1Y
10
1

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
2

骨
針

ム
鶴

SD
70
04

X8
1Y
10
1

中
世

土
師

器
皿

灰
白

色
培

針
,雲

母
,石

英

中
世

土
師

器
14
8-
**
―

**
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

と 0
工
0

SD
70
И

Xt
tY
10
0

中
世

土
師

器
皿

16
0-
*キ

ー
キ
*

2 
5Y
R7
/6

橙
色

骨
針

SD
70
14

X7
8Y
10
1

中
世

土
師

器
15
8-
**
―

**
25
Y7
/3

浅
黄

色
骨

針
黒

変

46
■
2

22
7

SD
И

釧銘
X8
3Y
10
1

中
国

製
白
磁

碗
10
3-
*単

一
**

N8
湘

灰
白
色

2 
5G
Y8
/1

灰
白

色
口

禿
,漆

接
き

46
■
3

SD
70
0唾

瀬
戸

美
渡

天
目
茶

椀
5Y
ミ
■
3

に
が

い
澄

色
7 
5Y
R5
/2

灰
褐

色
鉄

釉

Fr
a7
4r

SD
70
04

瀬
戸

美
濃

天
目
茶

椀
7餌

R2
/1

黒
色

珠
洲

篭
鉢

N6
/0

灰
色

5 
Ht
大

の
砂

粒
混

じ
る

文
様

内
面

口
縁

端
部

に
獅
描

渡
状

文

壷
N6
/O

灰
色

骨
針

占
代

内
黒

韻 く 糾 　 離 離 す 帥 導
も 馬 Ｎ
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器
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陶
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器
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土

製
品

一
覧

表
(1
1)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
種
 

類
器

種
法

量
胎

 
土

釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

X8
6Y
13
6

土
師

器
椀

25
Y7
/2

灰
黄

色

SD
70
05

X9
2Y
12
8下

層
中

世
土

師
器

86
-1
8-
46

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

酸
化

粗

イ
%

X9
5V
IЙ

上
屈

中
世

土
師
器

皿
に

が
い

橙
色

SD
7 
11
15

中
世

土
師

器
皿

*―
**
-
40
-*
*

7 
5Y
R7
/4

イ
閉

SD
70
11
5

X9
4Y
12
3

中
世

土
師

器
皿

59
-1
7-
*キ

ー
15

10
YR
7/
3

イ
ク

9
SD
70
11
5

X9
1Y
12
9

中
世

土
師

器
皿

80
-1
8-
**
-1
2

10
YR
oん

に
ぶ

い
貢

橙
色

石
英

SD
70
95

X8
97
14
5

中
世

土
師

器
25
Y7
/1

灰
白
色

″
″

/
Sつ

70
05

X9
6Y
12
1下

層
中

世
土

師
器

皿
88
-1
9-
*キ

ー
06

10
YR
8/
4

戌
黄

橙
色

骨
釧

〃
υ

X∞
Y1
25
下

層
中
世

土
師
器

皿
88
-1
7-
キ

*-
06

浅
黄

橙
色

骨
創

赤
色
酸

化
粒

“

筋
SD
η

90
5

X9
bY
12
1下

罵
中

世
土

師
器

87
-1
6-
**
-0
6

10
YR
7/
2

煤
句

着

玄
解

SD
コ

Э0
5

Xt
tY
lつ

4下
層

中
世

土
師

器
87
-*
*―

半
ヤ
ー
07

25
Y7
/1

灰
自

色
煤

付
着

SD
m9
05

X9
7Y
12
0

中
世

上
師

器
86
-1
9-
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

イ
筋

SD
コ

90
5

Xt
tY
12
4下

層

“

世
土
師
器

86
-2
2-
*キ

ー
08

10
YR
7/
1

灰
白

色
骨

割

SD
η

30
5

X9
5Y
12
3下

層
中

世
上

師
器

25
Y7
/3

浅
黄

色
煤

刊
着

覇
解

SD
η

90
5

X9
6Y
12
3下

層
中

世
土

師
器

皿
90
-*
キ

ー
**
-0
7

10
YR
7/
3

に
が

い
黄

橙
色

煤
付

着

イ
炒

Xt
tY
ユ

95
下

層
中
世

土
師
器

98
-*
*―

**
-0
8

浅
黄

橙
色

煤
付

着

SD
‐

0∝
中

世
土

師
器

95
-2
0-
*
*-
08

lσ
rR
7/
2

骨
針

銀
エ

SD
70
05

X9
4Y
ユ

"下
層

中
世

土
師

器
96
-■

*―
*キ

ー
07

iO
YR
87
4

浅
貢

橙
色

骨
針

`ν
X9
ワ
Y1
32
下

層
中
世

土
師
器

12
2-
23
-*
*-
09

25
Y7
/3

浅
責

色
骨

針

SD
70
05

中
世

土
師

器
10
YR
8/
2

灰
白
色

骨
針

,石
英

,赤
色

酸
化

粒

イ
解

ク
SD
70
05

X9
5Y
12
3下

層
中

世
土

師
器

11
0-
22
-*
キ

ー
10

ワ
5Y
7れ

浅
黄

色

イ
解
,

X9
4Y
12
8下

層
中
世

土
師
器

11
2-
19
-
**
-0
9

に
ぶ

い
貨

澄
色

骨
針

SD
71
X1
5

中
L土

師
器

11
4-
**
―

**
-1
0

10
YR
8 
3

浅
黄
橙

色
舌

針

イ
解
7

SD
‐

00
5

X9
8Y
12
3下

層
中

世
土

師
器

12
0-
23
-キ

キ
ー
09

10
YR
ν

4
浅

黄
橙

色

`鱒
SD
Ю

05
中

世
上

師
器

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

,石
英

,赤
色

酸
化

I‐

SD
招

釧D
5

X9
ra
Yl
泌

下
扁

中
世

上
師

器
13
8-
**
―

**
-0
9

tl
lY
R8
/2

灰
白
色

SD
70
05

X8
餌

13
9

瀬
戸

美
渋

天
目
茶

椀
10
YR
7/
1

灰
自
色

10
YR
3/
9

暗
褐

色

X9
6Y
12
0下

層
珠

洲
信

鉢
キ

キ
ー
**
-
15
8

灰
色

V期
以

降

46
7ユ

須
志

器
杯
B蓋

25
Y8
/1

長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)

古
代

8C
第

1?

46
″

SD
70
コ

須
恵

器
杯
G

Or
6/
1

灰
色

長
石

(小
粒

)
古

代
7C
第
4?

46
密

X9
0Y
12
6

土
師

器
**
―

**
-
61

Ю
YR
8/
z

灰
自

色
骨

針
,石

英
,妻

母

SD
η

91
中

世
土

師
器

11
6-
27
-5
8

25
Y7
/3

浅
黄
色

骨
針

古
代

働
約

11
K7
0Y
l1
5

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
弓
針

,石
英

ィ
a疹

中
世

上
師

器
5Y
7/
6

橙
色

4r
a7
/‐

中
世

土
師

器
皿

89
-1
5-
50

5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
骨

針

中
世
土

師
器

皿
*-
56

5Y
6/
1

灰
色

イ
あ
紗

SD
‐

01
中

世
土

師
器

皿
12
2

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

Z朗
中

世
主

師
器

18
8-
25
-*
*

10
YR
6/
2

灰
寅

褐
色

煤
付

着

中
世

土
R市

器
25
Y7
/2

灰
黄

色

“

望
X7
3Y
l1
6

中
世

■
師

器
皿

10
YR
8″

灰
白
色

骨
針

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
Fl
,石

英

4r
aJ
Fr

中
世

土
師

器
皿

灰
黄

色
骨

針

イ
あ
孵

SD
70

中
世

土
師

器
阻

78
-2
0-
*

10
YR
7/
2

骨
針

SD
70

中
世

土
肺

器
79
-*
*

25
Y7
/3

浅
黄

色
旨

争
|

イ
露

′
SD
70

X7
5Y
12
3X
96
Yl
19

80
-1
7-
*
*

25
Y8
/2

灰
白

色
骨

針

SD
70

中
世

土
師

器
10
YR
8/
3

浅
黄
橙

色
骨

針

ノ
肋

SD
70

中
世

土
師

器
33
-2
0-
*キ

25
Y7
/2

灰
黄

色

40
∞

中
世

土
師
器

Il
80
-2
1-
*
*

召
針

イ ,
2′

SD
η

Эl
中

世
土

師
器

Il
84
-2
4-
**

25
Y7
/3

演
黄

色
骨

針

SD
70
11

中
世

土
師

器
88
-*

N3
/0

暗
灰

色

イ
解

SD
70
11

中
世

土
師
器

皿
80
-1
6-
**

25
Y7
/3

茂
寅

色
骨

針

中
世

土
師

器
ll
lV
題

2
灰

黄
褐

色
骨

針

SD
70
,

中
世

土
師

器
10
YR
o/
8

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

,石
英

器 岸 （ ∪ 澪 図 １ ■ 諄 図 ）
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陶
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土
製
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(1
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挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
種

類
器
 

種
法

量
(日

径
器
高

度
径

高
台
終

cm
)

胎
  

土
Ta
 
調

釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

イ
筋

Sつ
70
11

X6
9Y
l1
5

中
世

土
師

器
灰

色
骨

針
外

面
に

煤
付

着

中
世

土
師

器
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
,石

英

イ
鰺

SD
70
11

メお
ll
Y1
21

中
世

土
師

器
皿

88
-1
8-
半

*
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

召
針

拓″
,

SD
70
11

X8
7Y
12
3

中
世

土
師

器
皿

85
-*

2 
5Y
ν

2
暗
灰

黄
色

イ
効

SD
,1
91
1

中
世

上
師

器
84
-2
0-
*
*

10
YR
″

2
に

パ
い

黄
橙

色
召

針

イ
瘤

′
SD
И

Эl
l

中
世

土
師

器
Il

88
-2
2-
*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

澄
色

骨
針

〃
π9

タ
SD
70
11

中
世

主
師

器
外

面
に
煤

付
着

10
YR
8/
2

灰
自
色

骨
針

,石
英

内
面

に
煤

付
着

92
-1
7-
**

25
Y7
/J

灰
自

色
骨

針
回
縁

に
煤

付
着

SD
70

中
世

上
師

器
皿

92
-1
7-
**

黒
色

骨
針

両
面

に
煤

付
着

4r
/‐
9F

SD
約

中
世
上

師
器

皿
91
-2
0-
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨
針

,赤
色

酸
化
粒

4約
7

SD
И

9
中
世

土
師
器

86
-1
9-
**

10
YR
8/
2

灰
白
色

骨
針

イ
タリ
′

SD
70

中
世

土
師

器
皿

88
-1
6-
キ

*
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

SD
「

19
11

中
世

土
師

器
骨

針
,石

英

89
-1
55
-*

10
YR
3 
3

浅
責

橙
色

骨
針

SD
70
11

中
世

土
師

器
皿

82
-1
8-
半

*
10
YR
7々

に
が

い
黄

橙
色

SD
70
1

X7
3Y
l1
6

中
世

土
師

器
皿

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

Z″
′

中
世

土
師

器
皿

86
-*
*―

**
7 
5Y
Rν

2
灰

白
色

骨
針

SD
70
11

中
世

土
師

器
皿

88
-1
8-
*

10
YR
7/
3

骨
針

SD
70
11

中
世

土
師

器
灰

自
色

骨
針

,石
英

,雲
母

25
Y8
/1

灰
自

色
骨

針
,石

英

SD
70
11

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

煤
付

着

ノ
2′

SD
70
1

k6
8Y
l1
5

中
世

土
師

器
10
3-
**
―

**
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

塁
普

イ
″
ク

SD
70
1

中
世

土
師

器
皿

10
8-
**
―

*キ
25
Y7
/1

灰
白
色

′
勿

SD
70
1

k7
0Y
I1
6

中
世

土
師

器
皿

10
8-
18
5-
*

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

石
英

SD
70
11

X7
0Y
l1
6

中
L土

師
器

皿
骨

針
石

英

SD
70
1〕

中
世

土
師

器
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針
煤

付
着

′
蒻

,
SD
70
11

中
世

土
師

器
12
0-
22
-*
*

10
YR
6 
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

中
世

土
師

器
13
4-
**
―

**
25
Y7
/1

灰
自

色
骨

針

7ル
テ

SD
70
1

中
世

土
師

器
皿

10
YR
3/
2

灰
白
色

骨
針

,石
英

,赤
色

酸
化
粒

(内
面
)?

Fr
Z滲

'
SD
‐

01
X7
9Y

中
世

土
師

器
皿

13
5-
**
―

*
25
77
/2

灰
黄

色
骨

針

イ
ク

7
SD
iO
l

K7
0Y

中
世

土
師

器
皿

25
Y7
/2

灰
黄

色
掲

針
石

英

〃
ユ 努

SD
‐

Ol
]

K7
0Y

中
世

土
師

器
骨

針

中
世

土
師

器
浅

黄
橙

色
骨

針
,石

英

中
世

土
師

器
皿

15
0-
21
-十

*
20
r7
/2

灰
黄

色

SD
70
コ

中
世

土
師

器
15
3-
キ

*―
キ
*

10
YR
3/
8

浅
黄

橙
色

骨
針

,石
英

イ
タ9

〃
中

世
土

師
器

皿
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

ノ
タ 9
,

SD
70
1

X6
9Y
l1
5

中
世

土
師
器

16
0-
**
―

**
25
Y7
/2

灰
責

色
骨

針

イ
73
4

X6
8Y
l1
4

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

ノ
痛

,
SD
70
1〕

中
世

土
師

器
皿

25
Y7
/3

浅
黄

色

に
が

い
責

橙
色

ど
疹

π
SD
70
11

瓦
質

土
器

火
鉢

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

Fr
″
馘

'
SD
70
11

X7
6Y
l1
8

土
製

品
土

鈴
10
YR
6/
1

褐
灰

色

SD
70
12

中
世

土
師
器

96
-イ

十
一
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

イ
タ5
'

SD
70
12

邦3
9Y
12
3

中
世

土
師

器
皿

■
8-
*キ

ー
キ
*

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

Ir
夕
,,

SD
70
12

中
世

土
師

器
に

ぶ
い

貨
沿

色
煤

付
着

中
世

上
師

器
に

ぶ
い

質
橙

色

SD
70
30

黒
色

土
器

椀
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

古
代

7C
?

内
黒

′
″

SD
70
30

必
83
Y1
29

須
恵

器
杯

H蓄
14
0-
**

N6
0

灰
色

砂
礫

(細
粒

)
古

墳

望
鶴

須
恵

器
瓶

**
―

**
-
66

N‐
/0

灰
自
色

骨
針

石
英

(月
ヽ

中
粒
)長

石
(小

中
粒

)
古

代
9C
?

F/
97

SD
70
30

中
世

上
師

器
10
YR
5 
3

に
ぶ

い
黄

掲
色

望

"
SD
‐

03
0

中
L土

師
器

灰
責

褐
色

骨
割

SD
70
30

中
と
土

師
器

淋 ＜ 糾 　 酌 離 ・ 離 導
盈 ０
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土
器

・
陶

磁
器

。
上

製
品

一
覧

表
(1
3)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
種
 

類
器

種
法

量

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

5D
‐

03
0

XQ
ll
Yl
19

中
Lr
土

師
器

皿
69
-1
4-
半

*
10
YR
7/
2

4r
/‐
9J

中
世

土
師

器
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

色

中
世

土
師

器
皿

とO
YR
7/
2

に
が

い
責

授
色

石
芸

4r
iマ
α

SD
η

錆
0

中
世

土
師

器
10
Y硝

カ
灰

黄
褐

色
骨

針

SD
‐

03
0

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

〃
ν

SD
a“

O
中

世
土

師
器

78
-*
キ

ー
**

5Y
R7
/ワ

明
褐

灰
色

骨
針

K8
9Y
12
0

中
世

土
師

器
17
-*
キ

ー
09

灰
黄

色
骨

針
雲

母

働
70
30

中
世

土
師
器

皿
76
-*
*―

**
7研

R6
れ

に
ぶ

い
橙

色

中
世

上
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

イ
Iマ
も

SD
70
30

中
世

土
師

器
10
YR
5/
2

灰
黄

褐
色

SD
70
30

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針

〃
Iマ
も

SD
70
30

Ю
∝

1約
中

世
土

師
器

'5
Y″

ユ
灰

自
色

骨
針

SD
70
30

中
L土

師
器

19
-*
*一

10
茂

責
橙

色
骨

針

中
世

上
師

器
86
-1
9-
半

*

ィ
/‐
yF

SD
70
30

中
世

土
師

器
皿

87
-2
2-
**

25
Y8
/」

灰
自

色
骨
針

,石
英

煤
付

着

Fr
υ

SD
70
30

中
世

土
師

器
皿

86
-1
9

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
煤

刊
着

`密
SD
70
30

中
世

土
師

器
82
-2
0-
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
煤

付
着

イ
を

SD
70
30

中
世

土
師

器
ll
lY
R物

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

Fr
ア
窃
ケ

SD
70
30

中
と
土

師
器

皿
84
-1
9-
キ

*
1∝

R8
72

灰
白

色
骨

針

SD
70
30

�
軒

11
7

中
世

土
師

器
皿

87
-2
1-
*
*-
06

10
YR
87
3

浅
責

橙
色

骨
針

雲
母

イ
87

中
世

土
師

器
88
-2
0-
*

10
YV
/3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

,石
英

煤
付

着

〃
ア8

♂
SD
70
30

中
世

土
師

器
皿

88
-1
9-
*

7 
5Y
R6
/6

橙
色

骨
釘

煤
付

着

Fy
夕
89

SD
70
30

91
-2
2-
キ

*
10
YR
7海

に
が

い
黄
橙

色
骨

針

Fr
,∞

SD
70
30

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

媒
付

着

ク
″

Z
SD
70
30

中
世

土
師

器
皿

88
-2
05
-
**

黒
色

骨
針

内
外

面
全

体
に
煤

刊
着

SD
70
30

中
世

上
師
器

皿
89
-1
9-
**

10
YR
ν

3
浅

き
橙

色
煤

刊
着

聟
鵠

SD
7∝

0
中

世
土

師
器

2 
5Y
ν

2
灰

自
色

骨
針

,石
英

媒
付

着

中
L土

師
器

皿
92
-2
0-
*

25
Y7
3

浅
黄

色

SD
‐

03
0

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

4r
"

SD
tt
Э

30
10
YR
V3

浅
黄
橙

色
骨

針

SD
70
30

中
世

土
師

器
85
-1
75
-キ

■
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
煤
付

着

4r
務

SD
70
30

X8
81
11
7

中
世

土
師

器
86
-2
2-
**
-0
6

灰
黄

色
骨

針
煤

付
着

イ
″

ク
SD
η

〕3
0

中
世

土
師
器

皿
88
-1
9-
**

10
YR
5/
3

骨
針

煤
付

着

中
世

土
師

器
皿

89
-1
85
-

iO
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

■8
0■

SD
70
30

中
世

土
師

器
89
-1
8-
*
*-
07

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責
橙

色
骨

針
,雲

母

48
¢

SD
70
30

ll
lY
R8
/3

浅
責
橙

色
骨

針
媒

付
着

イ
解

SD
70
30

中
世

土
師

器
10
YR
7/
8

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

SD
70
30

中
世

土
師

器
88
-1
8-
*
*

煤
利

着

SD
70
30

中
世

土
師

器
皿

88
-1
9-
*
*

10
YR
7/
2

煤
付

着

■酪
中

世
土

師
器

皿
90
-1
9-
*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

煤
付

落

4騨
7

SD
i0
30

中
世

土
師

器
皿

87
-1
9-
半

2 
5Y
ν

2
灰

自
色

t調
8

SD
η

Э3
0

中
世

土
師

器
89
-2
0-
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

翻
SD
η
Э3
0

中
世

上
師

器
10
YR
6れ

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
煤

付
着

姻
0

SD
70
30

中
世

上
師

器
皿

2 
5Y
ν

3
に

が
い

黄
色

全
面

に
煉

付
着

SD
70
30

中
世

土
師

器
皿

88
-2
0-
**

に
ぶ

い
黄

橙
色

43
,2

SD
70
30

中
世

土
師
器

皿
87
-1
7-
**

25
Y7
/2

灰
寅

色
骨

針
燦

付
着

と B
■
9

中
世

上
師

器
88
-1
9-
*

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

X8
8Y
12
7

中
世

土
師

器
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

48
■
5

SD
70
30

中
世
土

師
器

92
-1
9-
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
寅
橙

色
骨

針
媒

対
着

期
,

SD
‐

03
0

中
世

土
師

器
に

ぶ
い

橙
色

骨
針

赤
色

酸
化

粒

SD
η

93
0

中
世

土
師

器
灰

黄
色

骨
針

螂
8ゝ

中
L土

師
器

88
-1
7-
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

澄
色

骨
割

“

世
土

師
器

皿
84
-2
0

煤
付

着

暑 岸 （ ∪ 諄 図 ｌ Ｈ き 図 ）
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土
器

。
陶
磁

器
・

土
製

品
一

覧
表

(1
4)

挿
図
番

号
遺

物
番

号
図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
種
 

類
器

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳
細

時
期

備
考

48
20

Sつ
70
30

中
世

土
師
器

88
-2
1

10
YR
″

3
に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
煤

付
着

SD
70
30

】 “

8Y
l1
8

中
世

上
師

器
皿

25
Y8
/3

淡
責

色

中
世

土
師

器
87
-2
0-
キ

半
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

煤
付

着

SD
70
30

中
世

土
師
器

骨
針

修
SD
70
30

“

世
土

FT
器

浅
責

橙
色

骨
針

SD
tt
Э

30
中

世
土

師
器

90
-1
9-
**

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
,石

英

イ
%

SD
η

tt
O

中
世

土
師

器
90
-1
9

2「
r8
/3

淡
黄

色
骨

針

4ψ
7

中
世

土
師

器
98
-1
75
-*

10
YR
8″

灰
白
色

骨
封

煤
Tl
着

4靭
中

世
土

,市
器

84
-1
8-
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
釧

外
面

に
異

書

中
世

土
師

器
87
-1
85
-*

10
YR
8/
2

灰
白

色
骨

釧
石

英

SD
70
30

浅
黄

澄
色

骨
針

イ ″
′

中
世

土
師

器
86
-2
0-
**

浅
責

色

SD
70
30

中
世

土
師

器
88
-2
05
-*
*

25
Y7
″

灰
責

色
骨

針
,石

英

SD
70
30

中
世

土
師

器
iO
YR
8/
2

灰
白

色
骨

針
,石

英

`翻
中

世
土

師
器

8-
19
-*
*

25
Y8
/2

灰
白
色

骨
針

SD
70
30

中
世

土
師

器
89
-1
8-
ネ

*
25
Y7
ん

淡
黄

色

4崩
SD
‐

03
0

中
世

土
師

器
に

ぶ
い

責
橙

色
骨

針
蝶
れ
着

r欝
7

SD
ヱ
嶋

O
中

世
土

師
器

10
YR
5/
3

骨
割

SD
70
30

中
世

土
師

器
85
-1
95
-
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

SD
70
30

中
世

主
師

器
iO
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SD
70
30

中
世

土
師

器
84
-2
1-
**

25
Y7
″

灰
黄
色

骨
針

SD
70
30

中
世

土
師

器
iO
YR
3/
3

浅
黄

袴
色

骨
針

中
世

土
師

器
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

釧
煤

付
着

SD
70
30

に
ぶ

い
橙

色
骨

針
赤

色
酸

化
粒

Z解
SD
70
30

中
世

土
師

器
89
-2
2-
**
-0
8

10
VR
7/
4

雲
母

解
5

SD
70
30

中
世

土
師

器
88
-2
1-
**
-0
7

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
賣

澄
色

骨
針

イ
解

♭
SD
70
30

中
世

土
師

器
10
YR
7/
4

こ
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

煤
ll
着

SD
70
30

中
世

土
師

器
88
-2
1-
**

10
YR
8/
2

灰
白
色

骨
針

内
面

に
媒

付
着

中
世

土
師

器
87
-1
9-
**

25
Y7
/3

浅
黄

色
骨

針
煤

付
着

4解
9

中
世

±
1市

器
皿

10
YR
7 
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

イ
顕

ク
中

世
主

師
器

看
針

媒
付

着

イ
筋

SD
70
30

中
世

土
師

器
87
-1
9-
**

10
YR
7/
3

イ
″

中
世

土
師

器
91
-1
7-
**

7 
5Y
R7
/3

に
ぶ

い
橙

色
媒

付
着

SD
70
30

中
世

土
師

器
10
YR
6/
3

こ
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

`蕨
SD
70
30

中
世

土
師

器
92
-1
8-
**

ユ O
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
澄

色
骨

針
煤

付
着

SD
70
30

中
世

主
師

器
iO
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

湾
色

イ
筋

少
中

世
土

師
器

82
-*
*一

**
10
YR
8/
3

浅
黄

澄
色

骨
針

赤
色

酸
化

粒

SD
70
30

中
世

■
師

器
に

ぶ
い

責
橙

色
骨

針
煤

句
着

イ
筋

タ
SD
70
30

中
世

土
師

器
83
-1
8-
**

4お
9

SD
70
30

中
世

土
師

器
86
-1
6-
**

10
YR
8″

茂
黄

橙
色

骨
針

SD
70
30

中
世

土
師
器

10
YR
7/
3

ぶ
い

責
橙

t・
骨

釧
,赤

色
酸

化
粒

4“
■

中
世

土
師

器
87
-1
7-
**
-0
8

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針

中
世

土
師

器
86
-1
7-
**

10
YR
5れ

に
ぶ

い
黄

橙
色

蝶
付

着

S'
7∝

0
中

世
土

師
器

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

煤
付

着

と
酵

中
世

土
師

器
骨

針

SD
η

"0
中

世
土

師
器

25
Y7
/2

灰
黄

色

SD
tt
D3
0

中
世

土
師

器
IO
YR
3/
2

灰
自

色
骨

針

4“
7

中
世

土
師

器
89
-1
95
-

10
YR
8 
2

灰
白

色
骨

針

中
世

土
師

器
86
-1
9-
**

10
YR
7ん

に
お

い
黄

橙
色

骨
針

中
世

土
tT
器

骨
針

48
孵

中
世

土
師

器
灰

白
色

口
縁

に
媒

付
着

SD
η

“

0
中

L土
師

器
10
YR
6/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

48
″

韻 く 搬 　 面 離 ・ 面 導
銚 』 聘
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器
・

土
製

品
一

覧
表

(1
5)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
種

類
器
 

種
法

量

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
 

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
考

SD
70
30

中
世

土
師

器
88
-2
0-
**

10
YR
6/
3

骨
針

煤
付

着

4解
中
世

土
師
器

Il
84
-2
0-
*
*-
05

ユ O
YR
8/
3

浅
貢

袴
色

骨
針

口
縁

に
媒

付
着

(外
面

)

SD
70
30

中
世

土
師

器
86
-2
0-
キ

■
灰

自
を

4鏑
中

世
土

師
器

皿
86
-2
0-
**

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

酸
化

を
煤

付
着

′ ′
〃

SD
70
30

中
世

土
師

器
86
-1
8-
キ

キ
ー
07

iO
YR
8泡

灰
白
色

骨
針

ra
密

SD
m3
30

ユ O
YR
8/
3

浅
黄

澄
色

雲
母

骨
針

赤
色

酸
化
粒

4魏
SD
70
30

X9
1Y
l1
6

中
世

土
師

器
皿

87
-1
9-
■

イ
ー
06

灰
黄

色

イ
鍬

ク
SD
70
30

中
世

土
師

器
90
-2
1-
**

10
YR
7/
2

骨
針

SD
70
30

中
世

土
師
器

Il
iO
YR
8カ

灰
自

色
骨

割
,石

英

中
世

土
師

器
皿

87
-1
9-
**
-0
6

25
Y7
/1

灰
白
を

骨
針

中
世

土
師

器
25
Y6
カ

灰
黄

色

イ
解

SD
70
30

中
世

土
師

器
25
Y3
/2

灰
自

色
骨

針

SD
70
30

中
世

土
師

器
骨

針

効
SD
70
30

中
世

土
師

器
皿

骨
針

SD
70
30

中
世

土
師

器
89
-2
0-
キ

■
25
Y6
/2

灰
寅

色
骨

針
,石

英

期
SD
70
30

中
世

土
師
器

皿
87
-1
7-
**
-0
8

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

SD
70
30

中
世

上
師

器
88
-2
0-
半

*
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

イ
翻

SD
70
30

中
世

土
師

器
86
-1
7-
06

珍
5Y
82

骨
釧

4鵠
■

SD
70
30

25
Y8
/2

灰
白
色

骨
針

rヮ
SD
70
30

中
世

土
師

器
92
-1
7-
半

*
骨

針

SD
70
30

中
世

土
師

器
10
YR
7/
4

イ
解

SD
70
30

中
世

土
師
器

皿
77
-1
8-
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

,石
英

中
世

土
師

器
皿

78
-1
6-
**

10
YR
8/
2

灰
自
色

と
騨

中
世

土
師

器
Il

95
Y6
/3

に
ぶ

い
黄
色

す a
"

SD
70
30

X9
0Y
12
0

中
世

土
師

器
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

■観
SD
70
30

中
世
土

師
器

に
が

い
黄

澄
色

骨
釧

赤
色

酸
化

粒

イ
′
孵

SD
70
30

中
世

土
師

器
皿

84
-1
8-
**

骨
争

燥
付

着

SD
‐

03
0

中
世

土
師

器
38
-1
6-
*キ

ー
07

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
責

橙
色

石
英

,雲
E

イ
盟

X9
1Y
l1
3 
X9
2Y
l1
3

中
世
土

師
器

皿
88
-1
8-
**
-0
4

10
YR
8/
3

浅
黄

橙
色

石
英

全
体

に
媒

刊
着

SD
70
30

X9
1Y
l1
5

中
世

土
師

器
87
-2
0-
*
*-
05

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

■朗
中

世
土

師
器

88
-2
0-
*

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
煤

付
着

4解
SD
70
30

X9
2Y
l1
3

90
-1
3-
*
*-
07

7 
5Y
R8
胸

浅
黄

橙
色

口
縁

に
煤

引
着

イ
賜

う
SD
招

98
0

中
世

上
師

器
灰

白
色

召
針

″
賜

中
世

上
師

器
10
YR
6 
3

骨
針

イ
解

Z
SD
70
30

中
世

上
師

器
皿

10
7-
23
-
**
-1
1

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
贅

橙
色

骨
針

内
外

面
に

煤
付

着

SD
70
30

中
世

土
師

器
lω

rR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

侶
針

イ
効

中
世

土
師

器
皿

■
9-
2ユ

25
Y7
/2

灰
黄

色
旨

針

SD
70
30

中
世

土
師

器
ll
lY
R7
/4

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
引

煤
付

痛

イ ク
′′

SD
70
30

X8
7Y
12
5

10
YR
υ

3
に

ぶ
い

黄
栓

色
骨

針
石

英

■ 9
■
2

SD
70
30

中
世

上
師

器
に

ぶ
い

黄
栓

色
骨

針

ω
■3

中
世

土
師

器
皿

灰
白

色
骨

針

Sつ
70
30

中
世

土
師

器
12
6-
27
-*
*

iO
YR
7/
2

SD
70
30

中
世

土
師

器
皿

25
Y7
/3

浅
責

色
骨

針

中
世

土
師

器
皿

ユ1
6-
23
-*
キ

ー
12

10
YR
3/
3

浅
黄
袴

色
骨

針
,雲

母

中
世

土
師

器
皿

11
8-
20
-*
キ

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

r9
■
8

中
世

■
師
器

12
0-
24
-*
*-
10

25
Y7
/2

灰
責

色
骨

創

F9
=9

SD
70
30

中
世

土
師

器
に

ぶ
い

責
捨

色
骨

針

SD
70
30

中
世

土
師

器
10
YR
8/
2

灰
自
色

骨
針

煤
州

着

SD
70
30

中
世

土
師
器

皿
12
3-
21
-*

25
Y6
/1

責
灰

色
煤

付
渚

SD
70
30

中
世

上
師

器
皿

13
6-
28
5-
半

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

02
3

中
世

土
師

器
皿

ユ 3
8-
**
―

**
10
YR
y2

灰
白
色

イ
レ

SD
70
30

中
世
土

RT
器

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

召
針

4弦
5

浅
責

橙
色

骨
針

モ 蒔 （ ∪ 詳 図 Ｐ Ｈ 磁 図 ）
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土
器
・

陶
磁

器
・

土
製

品
一

覧
表

(1
6)

挿
図

番
号

遺
物

呑
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
種
 

類
器

種
法

量

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

ct
l)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

猟9
姿

SD
御
誘

O
中

世
土

師
器

皿
14
2-
キ

*―
キ

半
-1
0

10
YR
8ん

浅
黄

橙
色

ク
π

中
世

土
師

器
14
0-
20
-*
*-
09

Ю
YR
8ん

浅
黄
橙

色
骨

割
,石

英

働
η
"0

中
世

土
師

器
皿

2 
ro
x7
/2

灰
黄

色
骨

針
雲

fl
内
面

に
煤

付
着

重
閉

中
世

土
師

器
皿

Ю
YR
8カ

灰
白

色
骨

針

劉
SD
KB
O

X8
9Y
12
0

SD
70
30

中
世

土
師

器
皿

IO
YR
6/
3

肴
釘

穎
ν

SD
70
30

中
世

土
師

器
10
YR
8/
2

灰
自
色

SD
70
30

X8
7Y
l1
9

中
世

土
師
器

ll
lY
R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SD
70
30

中
世

土
師

器
14
9-
22
-*

ll
lY
R7
/3

に
ぶ

い
黄
橙

色
旨

針

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

墨
普

(回
縁

部
外

面
)

4鶴
6

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

翌
書

SD
‐

03
0

X8
7V
12
5

中
世

土
師

器
骨

針

SD
70
30

X9
2Y
l1
3 
X9
1Y
l1
3

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

イ
ラタ

,
SD
70
30

中
世
土

師
器

15
6-
**
―

**
-1
0

7 
5Y
R7
れ

に
ぶ

い
橙

色
石

英
,赤

色
駿

イ
ヒ
粒

SD
И

"0
中

世
土

師
器

15
9-
21
5-

2 
5Y
ν

3
に
ぶ

い
黄

色

SD
i0
30

中
世

土
師

器
15
8-
*キ

ー
**

25
Y7
1

責
灰

色
付

針

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

石
英

4銘
3

“

世
土
師
器

SD
70
30

X9
1Y
l1
5

中
世

土
師

器
10
YR
y3

浅
黄

橙
色

イ
クイ

ケ
SD
70
30

中
世

上
師

器
25
Y7
/ワ

灰
貨

色
胃
升

SD
70
30

中
世

上
師
器

19
8-
*

10
YR
7/
3

に
が

い
黄
橙

色

SD
70
30

珠
洲

雖
N5
/0

灰
色

煤
付

着

括
鉢

75
Y6
/1

灰
色

骨
針

波
状

文

F銘
9

中
国

製
青

磁
盤

灰
自

色
10
Yν

2
オ

リ
ー

ブ
灰

色
進

弁
文

イ
伽

ク
**
―

**
―

■
0

明
緑

灰
色

高
台

内
部

に
蛇

の
目・
Td
剌

ぎ
焼

台
の

皮

SD
70
30

中
国

製
青

磁
硫

N7
/0

灰
自

色
7 
5G
Y7
/3

漆
鞍

ぎ

修
SD
η

93
0

X8
8Y
ユ

93
中

国
製
青

自
磁

**
―

**
-3
8

Nν
0

灰
自

色
iO
CY
9/
1

明
緑

灰
色

?

t_
99
tr

SD
η

tt
O

瓦
質

土
器

火
鉢

45
6-
**

25
Y8
/ワ

灰
白
色

土
製

品
灯

明
皿

志
25
Y8
/2

灰
白

色

45
9

″
″

中
世

上
師

器
93
-*
*―

**
10
YR
7/
ワ

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

″
翡

%
中

世
土

師
器

骨
針

♭
劣
〃

SD
71
2]

X9
0Y

中
世

上
師

器
に

ぶ
い

責
橙

色

″
疹

中
世

土
師

器
14
6-
*キ

ー
*キ

10
YR
7/
2

に
が

い
黄

橙
色

骨
釘

SD
71
22

X8
0Y

中
世
土

師
器

10
YR
ν

3
浅

黄
橙

色

″
〃

SD
71
33

中
世

土
師

器
83
-1
8

lσ
rR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
煤

付
着

中
L土

師
器

tO
YR
8/
3

浅
責

橙
色

骨
針

″
″

中
世

土
師

器
10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

内
外

面
に
煤

刊
着

SD
71
33

中
世

上
師

器
骨

針
媒

対
着

5%
′

SD
71
33

X8
0Y

中
国

製
白

磁
78
-3
1-
26

25
Y8
/2

税
務

SD
71
80

須
恵

器
杯
H

10
4-
*士

―
**

lN
o 
0

灰
色

砂
粒

多
古

増

SD
71
80

X8
7Y

土
師

器
ll
lY
Rν

3
浅

黄
橙

色
骨

針
古

代
7C
?

2E
0

SD
71
80

X8
2Y

中
世

土
師

器
78
-1
9

10
YR
ν

3
浅

黄
橙

色
骨

針
,石

英

中
世

土
師

器
79
-*
*―

**
25
Y6
/1

黄
灰

色
骨

針

理
SD
71
80

X8
2Y
12
0

灰
白

色
骨

針
媒

5効
SD
71
80

ス 3
8Y

中
世

上
師

器
18

夙
ク ク

Z
SD
71
80

中
世
土

師
器

80
-1
95
-*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SD
71
80

丞6
8Y

中
世

土
師
器

ll
lY
R7
/3

に
ぶ

い
貨

栓
色

骨
針

SD
71
80

中
世

上
師

器
83

25
Y7
/つ

灰
黄
色

骨
r.
l

槻
″

中
世

土
R市

器
82
-1
75
-半

*
ll
lY
R8
/3

浅
黄

橙
色

骨
針

SD
71
80

灰
責

色
督

針
雲

母
石

爽
媒

付
着

う
笏

SD
71
80

X8
2Y

中
世

上
師

器
89
-2
0-
**

骨
・ r
t,
石

天

あ
"π

中
世

土
師

器
84
-1
9-
辛

キ
ll
lY
R7
/3

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

SD
71
80

X8
2Y
12
0

中
世

上
師

器

淋 ＜ 糾 　 面 熱 ・ 肺 導
盈 『
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第
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表
 

土
器

・
陶

磁
器

・
土

製
品

一
覧

表
(1
7)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
種

類
器
 

種
厭

重

(口
径

器
高

底
径

高
台
径
m)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

SD
71
80

Xψ
Y1
20

中
世

土
師

器
90
-1
8-
**

ユO
YR
6/
3

に
パ

い
責

橙
色

骨
針

,F
ω

中
世

土
師

器
91
-2
0-
キ

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

媒
刊

着

,ど
2

中
世

土
師

器
Il

88
-1
9-
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

澄
色

骨
針

SD
71
80

X8
3Y
12
0

中
世

土
lT
器

i0
7-
20
-半

*
10
YR
6/
4

に
ぶ

い
黄
橙

色
召

針
口

縁
部

に
煤

付
着

,′
″

SD
71
80

X8
3Y
l1
9

中
世

土
RT
器

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

テ
F″

働
71
80

中
世

土
師

器
皿

12
4-
*キ

ー
**

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

内
外

面
に
煤

刊
着

SD
71
80

X7
6Y
l1
6

中
世

土
師

器
Il

18
10
YR
ν

3
浅
黄
橙

色
骨

針

,′
π

X6
9Y
l1
4

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

5■
97

中
世
土

RT
器

皿
16
8

10
YR
″

2
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

割
内

外
面

に
燥

付
着

夕
″

SD
71
80

X8
1Y
12
0

瓦
質

土
器

10
YR
ν

?
灰

白
色

す
′カ

SD
73
24

X7
9Y
10
8

中
世

土
師

器
7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
滑

針
媒

付
着

SD
T翻

X7
8Y
l1
0

中
世

土
師

器
皿

15
6-
イ

キ
ー
**

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

煤
付

差

SD
74
60

黒
色

土
器

椀
2 
5Y
ν

2
灰

黄
色

骨
針

古
代

7C
内

景

SD
74
60

中
世

土
師
器

Il
86
-1
65
-*
*

10
YR
3 
3

茂
責

橙
色

召
針

煤
付

着

,ア
わ

中
世

土
師

器
89
-1
9-
*

10
YR
y3

浅
黄

橙
色

召
針

,赤
色

駿
化

鉄
煤
付

着

,ど
π

SD
74
60

中
世

土
eT
器

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

煤
付

着

SD
74
60

中
世

土
師

器
92
-1
95
-半

*
10
YR
ν

3
浅
黄
橙

色
旨
針

,赤
色

酸
化

鉄
煤

付
着

″
疹

SD
74
60

中
世

土
師

器
10
YR
8 
3

浅
黄

橙
色

骨
針

赤
色

酸
化
鉄

S■
カ

SD
74
60

中
世

土
師

器
22

浅
責

橙
色

骨
針

赤
色

酸
化

鉄
保

付
落

SD
74
60

中
世

土
師
器

皿
10
 5

21
10
YR
ν

3
減

黄
橙

色
骨

針
赤

色
酸

イ
ヒ
鉄

煤
付

落

5導
【

中
世

上
師

器
10
7-
22
-

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

鉄
煤

付
者

,ν
SD
74
60

中
世

土
師

器
12
5-
22
5-
*

10
YR
8/
3

浅
黄
裕

色
骨

針
,赤

色
酸

化
鉄

媒
付

着

″
″

SD
75
51

中
世

土
師
器

ll
lY
R7
/3

に
ぶ

い
貨
橙

色
骨

針
,媒

付
着

″
ν

SD
75
5ユ

X7
?Y
91

中
国

製
青

範
椀

N6
狗

灰
色

5G
Y7
/1

明
オ

リ
ー

ブ
灰

色

5■
38

X7
2Y
l1
7

中
世

土
師

器
4
8

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
酸

化
粒

SD
81
40

中
世

土
師
器

皿
10
YR
7-
3

煤
付

着

σ
Fイ
0

SD
81
40

X7
3Y
l1
7

中
世
土

師
器

25
Y7
/1

骨
釧

底
部

内
外

面
媒

付
着

,回
転

糸
切

り

中
世

土
師

器
皿

87
-1
9

に
ぶ

い
黄

橙
色

4ヨ
雀十

煤
付

着

テ
F″

SD
81
40

X7
3Y
l1
7

中
世

土
eT
器

12
9-
*キ

ー
**

10
YR
6-
2

灰
黄

褐
色

骨
針

5■
49

SD
81
40

中
世

土
師
器

10
YR
72

に
ぶ

い
責
橙

色
骨

針
,赤

色
酸

化
粒

SI
19
20
3

X6
0Y
96

須
恵

器
杯
G

13
2-
*キ

ー
キ

キ
灰

色
混

入
物

少
鉄

分
噴

き
出

し
古

代
7C
第

4

SD
ψ

03
X6
ユ
Y9
5

中
世
土

師
器

浅
黄

橙
色

″
〃́

SD
ツ

03
X5
9Y
99

中
世

土
師

器
皿

12
8-
**
―

**
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

中
世

上
師

器
皿

14
0-
**

ll
lY
RT
/ワ

に
ぶ

い
黄

橙
色

5■
49

SD
92
磁

X5
8Y
95

中
世

土
師

器
25
Y7
/3

浅
黄
色

"タ
SD
ψ

74
中

世
土

師
器

25
Y7
/2

灰
責

色
骨

針
,赤

色
酸

化
粒

″
ν

SD
92
74

X5
8Y
90

中
世

土
師

器
10
YR
8/
3

浅
黄

橙
色

骨
創

赤
色

酸
化

粒

″
″

SD
92
74

中
世

土
師

器
皿

91
18

灰
白

色
骨

針

X4
4Y
79

中
世

土
師

器

SI
弱

SD
92
74

�
OY
79
Ⅲ

a下
層

X4
1Y
77

須
恵

器
横

瓶
5Y
o/
1

灰
色

長
石

(小
粒
)石

英
(小

粒
)多

古
代

醍
前

半

夕
″

瓦
質

土
器

人
鉢

Ю
YR
6/
4

に
ぶ

い
責

裕
色

Sつ
92
74

越
前

整
5Y
7/
ユ

灰
白

色

夕
房

SD
92
75

X4
7Y
79

瓦
密

土
器

11
2-
キ

キ
ー
70

10
YR
3 
2

灰
白
色

″
あ
0

X5
6Y
85

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

0■
6■

SD
9郷

5
中

世
上

師
器

皿
96
-半

キ
ー
**

に
ぶ

い
黄

橙
色

92
0

K5
6Y
85

中
世

上
師

器
11
4-
20
-
**

骨
針

赤
色

酸
化

池

夕
″

X5
5Y
85

中
世

土
師

器
10
YR
6/
3

に
が

い
貨

橙
色

中
世

土
師

器
皿

16
0-
**
―

1∝
硝

/3
に

ぶ
い

責
橙

色

K5
6Y
85

瓦
質

土
器

燈
器

N4
/O

灰
色

″
″

22
0

SD
92
85

X5
5Y
35

5Y
Ro
 l

褐
灰

色

22
0

SD
92
86

X“
Y8
5

珠
洲

幡
鉢

オ
リ
ー

ブ
灰

色
Ⅵ

期

2つ
O

X5
6Y
55

殊
洲

鉢
95
Y6
/2

V期

SD
93
12

Xt
tY
88

殊
rl
l

信
鉢

Ⅵ
期

器 岸 （ ∪ 濠 図 １ 田 謡 図 ）
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表
 
土
器
・

陶
磁

器
・

土
製

品
一
覧
表

(1
8)

挿
図

番
号

造
物

番
号

図
版

番
号

造
構

番
号

座
 

標
種

類
器

種
伝

重

(日
経

器
高

底
径

高
台

径
cm
)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

9‐
P/
‐
9

SD
9酌

2
中

世
土

師
器

88
-*
半

―
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

SD
98
02

中
世

土
師
器

12
6-
26
-*

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄
橙

色

中
世

土
師

器
皿

iO
YR
6/
4

に
が

い
責

橙
色

骨
針

中
回

製
白

磁
碗

灰
白

色
灰

白
色

内
面

に
沈

線
と
櫛

日
支

(太
字

府
V類

4b
)

,p
赤

色
酸

化
I‐

中
世

土
師

器
皿

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

″
″

SE
70
92

中
世

土
師

器
98
-2
1-
**
-1
2

iO
YR
ν

4
に

ぶ
い

黄
橙

色

5■
解

SE
ね

99
2

中
世

土
師

器
83
-1
6-
*

5Y
R7
独

に
ぶ

い
橙

色
赤

色
酸
化

粒

テ
′ 筋

SE
70
9ウ

中
世

上
師

器
80
-1
2-
*

10
YR
6/
3

に
が

い
黄

橙
色

口
縁

部
に
媒

付
着

″
影

SE
η

99
2

中
世

土
師

器
皿

85
-半

キ
ー
**

7 
5Y
R7
/3

に
パ

い
橙

色

中
世
土

師
器

灰
白

色
石

英

,′
″

SE
70
92

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

テ
F″

SE
70
92

中
世

土
師

器
皿

13
4-
23
-*
*

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

ク
ω

配
70
92

中
世

土
師

器
皿

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
澄

色
石

英

テ
F″

SE
70
92

中
世

土
葡
F器

19
10

25
Y7
/3

淡
黄

色

テ
Fν

SE
70
ν

中
国

製
青

磁
盤

10
YR
7/
1

灰
白

色
緑

灰
色

?

珠
洲

橋
鉢

灰
色

波
状

文

SE
狗

能
LL
質

土
器

指
鉢

28
0-
*キ

ー
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
橙

色

5■

"
SE
73
20

中
世

土
師

器
82
-つ

0-
*

10
YR
8洛

浅
責

橙
色

骨

'1

内
外

面
に
媒

付
着

認
∞

SE
73
20

中
世

土
師
器

II
 l

35
-2
0-
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
召

針
口
縁

部
一

部
に
煤

付
着

SE
73
20

中
世

土
師

器
90
-2
1-
**

25
Y8
2

灰
白

色
日
縁

部
内

外
面

に
媒

ll
者

塑
SE
73
20

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

中
世

土
lT
器

灰
黄

褐
色

内
面

に
媒
n者

勃
SE
73
90

中
国

製
青

磁
稜

花
皿

灰
白

色
IO
GY
7/
2

緑
み

の
灰

色
15
C中

頃
?

ヘ
ラ

捕
き
文

勁
う

瓦
質

土
器

不
明

キ
ー

*キ
ー
60

5Y
R8
/1

灰
白

色
信

針

SE
76
00

中
世

土
師

器
II
I

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

捐
針

煤
刊

着

勁
π

SE
73
63

中
世

土
師
器

-5
0

2 
5Y
Rツ

6
明
赤
褐

色

効
SE
73
63

中
世

土
師

器
11
8-
*キ

ー
キ

*
10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
釧

口
縁

部
に
媒

付
着

中
世

土
師

器
宿

針

″
0

中
世

土
師

器

う彦
フ
ノ

中
世

土
師

器
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
,石

英

SE
74
00

中
世

土
師

器
92
-1
85
-*
*

10
YR
7洛

に
が

い
責

褐
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

協
′

SE
74
00

中
世

土
師

器
89
-1
8-
*

25
聰

カ
灰

白
色

石
英

SE
74
00

中
世

土
師

器
11
3-
24

95
Y6
/1

黄
灰

色
骨

針
煤

付
着

ν
う

SE
74
00

中
世

土
師

器
11
0-
半

キ
ー
**

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

中
世

土
lT
器

灰
責

色
媒

付
着

∂
″

/~
SE
74
00

14
0

灰
貢

色

諺
■ 3

中
世

土
師

器
皿

iO
YR
8/
3

浅
黄

橙
色

骨
針

SE
‐
‐
21

中
世

土
師

器
11
9-
20

75
Y6
/1

灰
色

%
SE
宥

21
中
世

土
師
器

Il
90
-2
3-
*

5Y
7/
2

灰
白
色

骨
釧

潔
中

世
土

師
器

Il
10
YR
5/
3

に
ぶ

い
貨

橙
色

召
針

中
世

土
師

器
に

が
い

責
橙

色

勁
SE
η

2]

ν
ν

中
世

土
師

器
皿

2 
5Y
R6
/6

橙
色

_T
書

SE
脅

73
瓦
質
土

器
播

鉢
28
6-
98
-1
00

7 
5Y
R7
/3

に
ぶ

い
澄

色
赤

色
酸

化
粒

,骨
針

陸
SE
78
12

中
世

土
師
器

79
-1
9-
ヤ

*
10
YR
6/
2

灰
黄
福

色
日
縁

部
内
外

面
に
一

部
煤
付

着

閉
う

SE
78
12

中
世

土
師

器
Il

83
-1
6-

5Y
R7
/4

に
パ

い
橙

色
赤

色
酸

化
粒

中
世

■
1市

器
に

ぶ
い

責
橙

色

SE
78
19

中
世

土
師

器
86
-1
9-
キ

*
灰

貢
色

骨
割
,l
mm
大

の
砂

粒
lF
tじ

る

閉
SE
78
12

中
世

土
師

器
90
-1
9-
**

10
YR
6/
8

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,石
英
,l
mm
大

の
砂

粒
混

じ
る

口
縁

部
に
燦

付
着

7,
ワ

SE
78
12

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

日
縁

部
一

部
に
煤

付
着

SE
78
12

中
世

上
師
器

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針

レ
ノ

SE
78
12

中
世

土
師

器
皿

25
Y6
/2

灰
黄

色
骨

針

削 く 柵 　 廊 蔀 ・ 前 苺
盈 断
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表
 

土
器

・
陶

磁
器
・

土
製

品
一

覧
表

(1
9)

挿
図
番

号
遺

物
番

号
図

版
番

号
遺

構
番

号
座

標
種
 

類
器
 

種
法

量

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
TI
I 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

SE
78
12

中
世

土
師

器
10
YR
7/
8

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

内
外

面
に

煤
ll
若

閉
SE
78
12

中
世

土
師

器
皿

7 
5Y
R6
/3

こ
が

い
褐

色

SE
73
12

中
世

土
師

器
15
6-
19

25
Y7
/2

灰
責
色

盟
5

珠
洲

信
鉢

32
6-
**
―

*
75
Y7
/1

灰
白
色

5m
m大

の
小

石
混

じ
る

48
4

中
世

上
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

赤
色

酸
化

粒

閉
中

世
土

師
器

灰
白

色
骨

針

効
中

Lr
土

師
器

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

SE
79
95

中
L土

師
器

88
-*
*―

**
10
YR
y2

灰
自

色

SF
8∝

7
中

世
土

師
器

78
-1
75
-

10
YR
7/
2

こ
ぶ

い
黄
橙

色
胃

針

中
L上

師
器

10
YR
7/
2

に
が

い
女

橙
色

SE
80
37

Ⅲ
世
土

HT
器

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

ν
″

SE
80
37

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

%巧
SE
80
37

中
L土

師
器

皿
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貢

澄
色

胃
争

,赤
色

酸
化

杜
口
縁

部
に
媒

付
着

ν
%

中
世

土
師

器
87
-2
1-
**

10
YR
8ん

浅
責

裕
色

骨
針

SE
30
37

中
世

土
師

器
皿

90
-1
9-
*
*

10
YR
6 
2

灰
黄

褐
色

内
外

面
に

媒
刊

着

SE
80
37

中
世

土
師

器
90
-1
95
-

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

中
L土

師
器

皿
10
YR
7″

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

口
縁

部
に

煤
ll
若

SE
80
37

中
L土

師
器

7 
5Y
R7
/8

に
ぶ

い
橙

色
骨

釧

閉
SE
80
37

中
LI
土

師
器

14
3

灰
黄

色
骨

針
赤

色
駿

化
粒

内
外

面
に

煤
付

着

甥
SE
80
37

中
世

土
師

器
皿

10
YR
8/
3

浅
賛

橙
色

骨
針

SE
80
37

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
釘

閉
SE
81
07

中
世
土

lF
器

94
-*
*

10
YR
7/
3

ぶ
い
貨
澄

色
赤

色
酸

化
粒
,l
mm
大

の
砂

粒
混

じ
る

閉
中

世
土

lF
器

11
9-
**
―

キ
*

10
YR
5/
1

褐
灰

色

SE
93
80

権
鉢

5Y
ν

】
灰

色
Al
期

翻
SE
93
99

中
世

土
FT
器

80
-1
5-
**

"′
SE
93
93

中
L土

師
器

皿
2 
5Y
ν

l
費

灰
色

l■
付
着

SE
93
93

珠
洲

指
鉢

7 
5Y
ν

ユ
灰

色

勁
瀬
戸

美
没

天
日
茶

椀
10
YR
7/
8

に
ぶ

い
黄

橙
也

7 
5Y
R2
/1

黒
色

大
窯

2～
3期

錆
渦
41
0Y
R3
/4
暗

褐
色

SE
96
05

珠
/1
1

指
鉢

75
Y4
/1

灰
色

骨
到

波
状

文

物
珠

洲
指

鉢
45
8-
*キ

ー
キ

*
5Y
ν

2
灰

オ
リ
ー

ブ
色

Ⅵ
期

Ы
И

酔
SE
96
16

内
外

面
に
蝶

付
7H
F

SE
96
22

中
世

土
師

器
94
-1
6-
7
0

15
C代

煤
41
着

解
0

中
国

製
苛

磁
碗

10
0-
*キ

ー
半

*
10
Y6
/1

灰
色

10
Y6
/2

オ
リ
ー

ブ
灰

色
線

粘
蓮

弁
文

醐
O

X9
3Y
19
0

中
Lr
tt
IT
器

皿
60
-*
*―

**
-0
85

10
YR
6 
2

灰
黄

褐
色

S【
64
11

中
世
土

師
器

皿
11
9-
**
―

**
-1
0

10
YR
y2

灰
白

色

中
世

土
師

器
25
V7
/2

灰
黄

色

中
II
土

師
器

86
-1
7-
**
-0
7

10
YR
8/
3

浅
女

橙
也

骨
針

勁
仄

責
褐

色
骨

割

SK
64

中
世

土
師

器
84
-つ

ユ
ー

*キ
ー
08

浅
蓋

掩
色

露
%

中
LI
土

師
器

90
-1
55
-*
*-
06

10
YR
8/
2

灰
自

色

SK
64

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

澄
色

中
世

土
師

器
88
-*
キ

ー
キ
キ
ー
07

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
贅

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

SK
64
15

中
世

土
師

器
皿

■
7-
**
―

**
-0
7

25
Y7
/3

浅
黄
色

骨
ま

環
ll
者

中
性

土
IT
器

10
YR
7/
ユ

灰
白

色

,"
に

が
い

黄
色

骨
引

SK
伽

中
世

上
師

器
皿

13
8-
**
―

*キ
ー
06
5

10
YR
3/
2

灰
白

色

フ
¢

牛
L土

師
器

14
9-
20
-*
キ

ー
10

2 
5Y
V2

灰
白

色
骨

針

フ
%

中
L土

師
器

皿
5Y
R7
/3

に
ぶ

い
橙

色
媒

刊
若

,被
熱

に
よ

り
赤

色

SK
64
15

中
世

上
師

器
皿

17
8-
**
―

**
-0
75

10
YR
7/
2

こ
ぶ

い
黄
橙

色
目

針

醸
∝

中
国

製
青

秘
碗

10
Y8
/1

灰
自

色
10
Y6
/2

オ
リ

ー
ブ
灰

色
見
込

み
に
沈
線

2本

碑
∞

SK
64
15

括
鉢

灰
自

色
Ⅵ

～
Ⅶ
期

内
面
2 
5Y
R6
/2
灰

赤
色

浅
士

色

暑 障 （ ∪ 諄 図 １ 田 洋 図 ）
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表
 
土
器
・

陶
磁

器
・

土
製

品
一
覧
表

(2
0)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
標

種
 

類
器

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径
m)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

ネ
隅
時

期
備

考

SK
90
01

土
師

器
誕

2 
5Y
ν

2
灰

白
色

侶

'「

.石
英

古
代

彩
±

1市
器

整
2 
Fr
8 
2

灰
白

色
掲

針
石

英
古

代

SK
‐

01
3

黒
色

土
器

擁
A

古
墳

内
黒

SK
7o
13

黒
色

土
器

椀
A

2 
5Y
VJ

灰
白

色
古

代
内

黒

賜
SK
御

91
3

中
世

土
師

器
皿

3-
-0
コ

2 
5Y
ν

3
淡

黄
色

SK
Ю

13
中

性
■

師
器

10
YR
8/
4

浅
黄
橙

色
骨

針
,石

英

S【
i0
73

中
世

土
師

器
皿

5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

色

中
世
il
T器

38
-2
1-
**
-0
6

25
Y8
/1

灰
白

色
骨

針
口

縁
端

部
に

煤
刊

着

盟
,

25
Y6
/1

黄
灰

色
骨

釘
燦

付
着

期
SK
70
81

中
世

土
師

器
88
-1
8-
**

骨
針

SK
70
81

中
世

上
師

器
88
-2
0-
**

10
YR
6/
2

灰
貢

褐
色

骨
針

"
SK
70
81

中
世

土
1市

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

栓
色

骨
針

,赤
色

酸
化

池

諮
33

中
世

土
師

器
19
8

26
-*
*―

10
25
Y6
/3

に
ぶ

い
黄
色

骨
釧

外
面

に
煤

付
着

(全
面

)

中
L土

師
器

10
YR
″

4
に

ぶ
い

黄
橙

色
赤

色
酸

化
池

効
中

世
土

師
器

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

期
中

世
土

師
器

92
-*
*―

**
閉

タ
SK
‐

08
6

中
世

土
師

器
10
6-
**
―

**
7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色

閉
SK
70
88

中
世

上
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
女

橙
色

酵
39

SK
殉

88
中

世
土

師
器

皿
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

栓
色

中
世

土
師

器
10
3-
19
-半

*
7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

躍
SK
i0
88

中
世
土

師
器

石
英

SK
‐

08
8

中
世

土
師

器
皿

IO
YR
7/
3

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

勲
SK
Ю

88
中

世
上

師
器

89
-*
*―

半
*

10
YR
6/
8

に
ぶ

い
女

橙
色

石
英

内
面

に
媒

付
着

SK
70
88

中
世

土
師

器
皿

88
-*

10
YR
8/
3

浅
黄

袴
色

骨
針

,石
英

SK
コ

98
8

中
世

土
師

器
皿

10
Y硝

/ワ
灰

責
褐

色

中
世

土
師

器
25
Y7
/2

灰
責

色
骨

針

SK
70
88

中
世

上
師

器
骨

針
内

面
に
媒

付
着

フ
υ

SK
Ю

88
中

世
土

師
器

10
6-
**
―

**
Й

弾
SK
‐

08
8

中
世
土

師
器

皿
7 
5Y
Rき

/2
灰

白
色

骨
ll
,赤

色
酸

化
粒

SK
‐

08
8

中
世

土
師

器
皿

25
Y7
″

灰
責

色
骨

釧
,赤

色
駿

化
粒

砕
諺

中
世
土

師
器

13
4

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄
橙

色
煤

付
着

S(
70
88

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
質

橙
色

骨
針

,赤
色
駿

化
粒

中
世

土
lT

器
25
Y7
/2

灰
黄

色
E釧

赤
色
酸
化
粒

石
英

解
蒟

SK
70
88

唱
針

要
藷

SK
η
Э 8
8

中
世

土
師

器
16
0-
**
―

イ
*-
11

骨
釧

砕
5タ

SK
‐

08
8

中
国

製
自
磁

75
Y8
/1

灰
白

色
10
Y7
/]

灰
自

色
漆

接
ぎ

SK
70
88

珠
洲

四
耳

壺
N7
/O

灰
白

色
骨

針
樹

描
波

状
文

珠
洲

括
鉢

6
75
Y6
/1

灰
色

骨
針

Sk
‐

09
0

中
世

土
師

器
皿

87
10
YR
6ん

に
ぶ

い
貨
橙

色

中
世
土

,市
器

25
Y8
/3

淡
黄

色
煤

刊
着

中
世

上
師

器
骨

創

Sk
70
90

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

廠

″
″

SK
70
90

中
世

土
師

器
皿

14
4-
ワ

3-
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

,石
英

潔
ω

土
製

品
土

メ
ン

コ
10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄

袴
色

面
取

り

Sk
70
91

中
世

土
師

器
皿

10
Y烹

7々
に
ぶ

い
黄
橙

色
石

英
口
縁

に
煤

付
詣

中
世

土
lT
器

74
-2
0-
99
-1
3

25
Y7
/2

灰
黄

色

ν
″

SK
70
91

中
世

土
師

器

″
宥

SK
70
9,

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
2

に
が

い
責

橙
色

SK
70
91

中
国

製
青

磁
碗

5Y
7/
2

灰
自

色
10
Y5
/3

く
す
ん
だ
緑
色

漆
接

き

中
世

土
師

器
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

瓦
質

土
器

火
外

25
Y7
/2

灰
黄

色
N2
/0

黒
色

中
世

■
1市

器
96
-1
8

10
YR
6/
2

灰
賛

褐
色

骨
針

煤
付

着

削 く 柵 　 肺 謙 ・ 曲 苺
銹 『 Ｎ



磯
  
  

第
24
表
 

土
器

・
陶

磁
器

・
土

製
品

一
覧

表
(2
1)

師
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
種
 

類
器
 T
r

法
量

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
考

吻
,磨

SK
71
99

中
世

土
師

器
10
5-
**

10
YR
6/
3

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

SK
71
65

中
世

土
師

器
皿

25
Y7
/3

浅
黄
色

解
酵

SK
71
65

中
世

土
師
器

86
5-
19
-*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貨

橙
色

骨
針

外
面

一
部

黒
変

弘
e■

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
釘

中
世

土
lT
器

浅
黄

色
骨

針

潔
酪

中
世

土
師

器
に

ぶ
い

責
橙

色

SK
71
65

中
世

上
師

器
皿

25
Y7
/2

灰
責

色
骨

釘
,石

芙

解
85

Sk
71
65

中
世

土
師

器
16

1ば
rR
8/
3

浅
黄

橙
色

骨
針

,石
英

妥
誘

SK
71
65

中
世

土
師
器

皿
11
8-
**

25
Y7
/3

浅
責
色

骨
針

石
英

SK
71
66

中
世
土

師
器

皿
tO
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SK
71
66

中
世

土
師

器
に

ぶ
い

責
掩

色
骨

争
|

中
世

土
lT
器

SK
71
66

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
今

煤
付

着

/2
中

世
土

師
器

皿
92
-1
8-
*
*

10
YR
8/
3

浅
黄

橙
色

頚
2

SK
71
“

中
Ll
土

師
器

94
-*
*―

10
YR
7/
8

に
ぶ

い
責
橙

色
骨

劉

弘
弱

中
世

土
師

器
81

18
10
YR
8/
9

i支
黄
橙

色

解
銘

中
世

土
師

器
皿

82
-1
8-
*キ

10
YR
8/
8

浅
黄

橙
色

骨
針

中
趾
土

lF
器

骨
封

膨
%

86
-1
9-
*
*

10
YR
8/
3

i完
責

橙
色

赤
色

酸
化

I‐

醜
留

SK
71
66

中
世

上
師

器
87
-1
8-
キ

*
75
Y2
/1

里 “
骨

針
内
外

面
全

体
に
煤

■
若

SK
71
66

中
世
土

師
器

皿
25
Y6
/2

灰
責
色

煤
付

着

フ
鉾

中
世

土
師

器
82
-1
9-
**

に
ぶ

い
賞

橙
色

骨
針

SK
71
66

メ 3
3Y
12
2

中
世

土
師

器
86
-ユ

8-
**

浅
責

色
骨

針
燦

悧
君

中
世

土
肺

器
肴

針

激
″

中
世

土
師

器
87
-1
8-
*
*

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

煤
付

着

解
SK
71
66

中
世

土
師

器
88
-2
05
-*
*

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
貢

栓
色

骨
釘

媒
付

着

SK
71
66

X8
3Y
12
2

中
世

土
師

器
5Y
R6
/3

に
ぶ

い
橙

色
骨
針

,赤
色

酸
化

粒

SK
71
66

X8
2Y
12
1

中
世

土
師
器

13
4

10
YR
7/
2

に
お

い
黄

橙
色

SK
71
66

中
世

土
師

器
皿

ll
lY
R7
/3

に
ぶ

い
賞

橙
色

骨
,I
赤

色
酸

化
粒

SK
71
66

中
世

土
師

器
10
YR
6/
2

灰
責

褐
色

骨
針

中
世

上
師

器
骨

針

SK
71
71

中
世

土
師

器
10
YR
V3

浅
費

橙
色

骨
針

,石
芙

,赤
色

酸
化

粒

j夕
′

SK
71
71

中
世

土
師

器
25
Y6
/呈

灰
貨

色
骨

針

中
世

上
師

器
皿

25
Y6
/1

黄
灰

色
煤

付
着

SK
‐

22
6

中
世

土
師

器
85
-*
*―

**
25
Y7
/2

灰
責

色
骨

針
赤

色
酸

化
粒

j夕
φ

中
世

上
師

器
88
-1
8-
キ

*
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

袴
色

骨
針

赤
色

酸
化

粒

SK
‐

22
6

中
L土

師
器

皿
に

ぶ
い

費
燈

色
骨

樹

渤
ク

に
ぶ

い
責

澄
色

SK
7開

6
中

世
土

師
器

25
Y7
/3

茂
責

色
歪

み
大

形
′

SK
73
86

中
世

土
師

器
76
-1
9-
*

25
Y7
/3

戌
女

色
骨

針

ワ
中

世
土

師
器

皿
10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄
橙

色
自
引

,赤
色

酸
化

粒

%
S(
7“

6
中

世
土

師
器

79
-1
7-

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

脇
中

世
上

師
器

皿
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SK
7酪

6
中

世
土

師
器

骨
針

赤
色

酸
化

粒

%
中
世
上

HT
器

10
YR
7/
S

に
が

い
黄

種
色

骨
針

,赤
色

酸
化

ly
‐

SK
73
36

中
II
I土

師
器

皿
10
YR
7/
2

に
パ

い
黄

橙
色

骨
針

煤
41
着

SK
73
36

中
世
土

師
器

73
-1
9-
*

iO
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

袴
色

廿
針

,赤
色

駿
化

粒

ワ
9

中
世

土
師

器
80
-1
8-
*

10
YR
7/
3

こ
ぶ

い
責
袴

色
骨

針

中
世
土

師
器

皿
25
Y7
/3

浅
黄

色
骨

針
赤

色
酸

化
粒

燥
fl
着

SK
7“

6
中

LI
 t
tl
l器

灰
黄

色
骨

針

中
世

土
師

器
に

ぶ
い

責
橙

色
唱

針
,赤

色
酸

化
粒

S(
73
36

中
Lt
tR
T器

皿
10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

媒
付

着

暑 岸 （ ∪ 諄 図 １ 田 洋 図 ）
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器
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陶
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器
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土
製

品
一
覧
表

(2
2)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
種
 

類
器
 

種
法

量
胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時
期

備
考

期
SK
73
36

中
世

土
FT
器

10
YR
7/
3

骨
針

,赤
色

酸
化

粒
内

部
に

ヘ
ラ
記

号
?

賜
∝

73
36

中
世

土
師

器
皿

25
Y7
/3

浅
黄

色
骨

針

中
世

土
師

器
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
,赤

色
駿

化
粒

賜
SK
73
36

中
世

土
師
器

皿
12
0

10
YR
7ん

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
赤

色
酸

化
泣

財
ク

SK
欝

“

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

骨
針

赤
色

酸
化

粒

中
世

土
師

器
1⊇
3-
**
―

**
骨

針

SK
73
36

中
世

土
師

器
灰

寅
褐

色
骨

封

中
世

土
師

器
とO
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

内
外
底

部
に
煤

付
着

醐
3

SK
73
86

中
世
土

師
器

皿
10
YR
7/
2

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

S【
73
36

中
世

土
師

器
14
2-
25
-
*

10
YR
6/
4

に
が

い
黄
橙

色
骨

針

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

解
び

SK
73
36

中
世

土
師

器
皿

10
YR
8カ

灰
白

色
骨

針

SK
73
36

中
世

土
師

器

Ю
YR
7れ

に
ぶ

い
黄

橙
色

弓
針

昌
普

5妥
9

中
世

土
師

器
皿

15
6-
23
-
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貰

橙
色

骨
針

滋
3

SK
73
86

中
世

土
師

器
皿

10
YR
8/
3

浅
黄
褐

色
骨

針
.石

芙

52
8

SK
73
38

中
世

土
師
器

98
-*
*―

*
25
Y3
/1

黒
褐

色
骨

針

脇
SK
73
38

中
世

上
師

器
皿

浅
責

橙
色

SK
73
38

中
世

土
師

器
灰

貢
褐

色

Ю
O―

**
―

**
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

中
国

4A
自

磁
N8
/O

灰
自

色
明

緑
灰

色
?

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

朗
■

SK
79
35

中
世

上
師

器
ユば

rR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SK
馳

∝
中

世
土

師
器

25
Y7
/2

浅
黄

色
骨

針

朗
SK
74
19

須
恵

器
杯
G

灰
白

色
古

代
7C
第

4

解
SK
74
45

中
世

土
師

器
炭

黄
橙

色
口
縁

端
部

僅
か

に
媒

付
着

中
世
土

師
器

82
-*
*―

10
YR
yム

浅
黄

橙
色

口
縁

部
内
外

面
に
煤

付
着

賜
SK
74
56

中
国

製
自

磁
碗

15
0-
**

N8
/0

灰
白

色
75
Y7
/1

灰
白
色

朗
π

S(
74
57

中
世

土
師

器
11
8-
キ

キ
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

褐
色

骨
針

石
英

賜
SK
74
58

X8
9Y
l1
2 

Ⅱ
局

土
師

器
塾

20
0-
**
―

**
25
Y″

2
灰

黄
色

召
針

石
英

古
代

7C

開
SK
7彫

ワ
中

世
土

師
器

浅
黄

橙
色

骨
針

SK
7彫

2
中

世
土

師
器

骨
針

,石
英

燥
刊

者

SK
7彫

珍
25
Y6
/?

灰
黄

色
骨

針

賑
鉢

75
Y6
/1

灰
色

骨
針

内
面

に
煤

付
着

内
外

面
に
布

付
着

漆
接

ぎ

SK
75
33

殊
洲

**
―

**
-1
28

N6
/O

灰
色

骨
針

54
0

陸
SK
‐

60
3

中
世

土
師

器
7 
5Y
R6
/4

に
ぶ

い
橙

色

中
世

土
師

器
iO
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

底
面

に
煤

■
着

励
S(
76
17

中
世

土
師

器
皿

13
0-
21
-*

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

SK
76
29

中
世

土
師

器
内

外
面

に
煤

芍
着

Ы
(7
∞

4
10
h 
R7
/2

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

日
経

に
煤

付
Ir

“
"

SK
7“

8
中

世
土

Rl
器

1げ
rR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

中
世

土
師

器
81
-2
1-
*

25
Y″

2
灰

黄
色

赤
色

酸
化

粒

節
少
′

SK
7鶴

8
中
世

土
師
器

86
-1
8-
*

10
YR
7/
2

に
が

い
黄

橙
色

石
英

笏
ν

S(
7∝

9
中

世
土

師
器

皿
25
Y7
/ワ

灰
黄

色

坂
盟

SK
70
39

中
世

土
師

器
骨

針

SK
76
39

中
世

土
l・
T器

灰
黄

色
骨

針

,効
S(
76
39

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

SK
76
39

中
世

土
師

器
90
-*
*―

*
25
Y7
/2

灰
黄
色

骨
針

SK
76
39

中
世

土
師
器

92
-キ

*
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SK
76
39

中
世

土
師

器
皿

10
9-
半

*―
**

10
YR
87
/3

浅
黄

橙
色

骨
針

あ
笏粉
9

SK
76
39

中
世

土
師

器
看

針

SK
76
39

ユ O
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

削 く 糾 　 酌 蔀 ・ 跡 彗
岱 』 ０
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土
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・

陶
磁

器
。
土

製
品

一
覧

表
(2
3)

も

］ 尋 岸 （ ∪ 諄 図 １ 口 磁 図 ）

挿
図
番

号
遺

物
番

号
図

版
番

号
遺

構
番

号
座
 

標
種
 

類
器
 

種
厭

重

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

cm
)

1台
  
 i
と

釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

中
世

土
師

器
82
-1
8-
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
贅

橙
色

中
世

土
師

器
皿

18
8-
23
-*

25
Y7
/3

浅
責

色
骨

釘
,石

英

中
世

土
師

器
皿

tO
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

筋
,

SK
77
18

中
世

±
4市

器
皿

N4
/O

灰
色

骨
針

SK
77
18

N6
/0

灰
色

骨
針

酪
■
′

SK
77
26

珠
洲

灰
色

骨
釧

SK
77
28

中
世

土
師

器
tO
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

SK
77
41

中
世

上
師
器

82
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

内
外

面
に
煤

付
着

中
世

土
師

器
皿

25
Y7
/2

灰
黄

色

勁
SK
77
75

中
世

土
師

器
皿

88
-*
キ

ー
10
YR
7/
2

に
が

い
寅
橙

色
骨

針

SK
77
76

中
世

土
師

器
10
YR
O/
?

灰
責

褐
色

閉
SK
77
78

中
世

土
師

器
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針
石

英

SK
77
78

中
世

ヨ
=師

器

あ
笏

SK
77
83

中
世

土
師

器
68
-2
0-
キ

キ
25
Y″

2
灰

責
色

SK
77
88

中
lL
土

師
器

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

勁
中

国
製

青
磁

碗
―
**
-5
8

NV
O

灰
白
色

5G
Y6
/8

断
面

に
一
部

漆

滋
9

SK
終

∝
中

世
土

師
器

82
-1
9-
半

半
10
YR
7/
?

に
が

い
貨

橙
色

燦
付

着

あ
ワ

SK
‐

85
3

N6
/O

灰
色

骨
針

SK
78
90

中
世

土
師

器
10
9-
21
-*
*

骨
針

SK
73
93

中
世

土
師

器
76
-*
キ

ー
25
Y7
/2

責
灰

色

Sk
‐

8粥
中

世
土

師
器

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

筋
中

世
土

師
器

皿
93

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

筋
テ

中
世

土
lT

器
皿

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

煤
付

着

う
鋼
ゲ

SK
79
29

中
世

■
師

器
25
Y7
/2

灰
黄

色

中
世

土
師

Pi
r

皿
14
0-
**
―

**
宿

針
石

英

瀕
切

SK
79
35

中
世

土
師

器
80
-*
キ

ー
**

10
YR
7/
2

S【
79
40

中
性

■
師

器
皿

10
YR
8/
2

灰
白

色

笏
イ
0

中
世

土
師

器
皿

78
-1
7

10
YR
7/
2

に
が

い
黄

橙
色

骨
針

中
L土

師
器

90
-*
*―

**
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針

触
2

SK
79
40

中
世

土
師

器
98
-Ⅲ

*一
**

25
Y7
/2

灰
黄

色

5露
9

SK
7銘

0
中

世
土

RT
器

10
YR
7 
2

に
ぶ

い
黄

澄
色

骨
釧

煤
付

着

SK
‐

94
]

中
国

製
青

磁
碗

灰
白

色
10
Yツ

2
オ

リ
ー

ブ
灰

色
漆

接
ぎ

?

中
世

土
師

器
皿

89
-*
キ

ー
**

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

中
世
土

師
器

88
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
女

栓
色

中
世

土
師

器
皿

10
YR
8 
4

浅
貰

橙
色

骨
針

あ
%′

SK
79
55

中
世

土
i市

器
皿

88
-*
キ

ー
キ

*
10
Y硝

れ
に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針

M7
95
5

中
世

土
師

器
25
Y7
/2

灰
黄

色
石

英

う
ω

中
世

上
師

器
黄

灰
色

骨
針

筋
タ

S(
79
74

中
世
土

師
器

皿
骨

針

中
世

上
師

器
皿

10
YR
8/
3

浅
責

橙
色

中
世

土
師

器
88
-*

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

中
世

土
師

器
皿

H8
-*
*―

25
Y7
/3

浅
責

色
骨

釘

筋
ケ

SK
79
74

中
世
土

lF
器

25
Y7
/2

灰
黄

色
壻

針

あ
筋

SK
79
74

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

澄
色

骨
針

石
共

筋
″

SK
7銘

4
中

世
土

師
器

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
赤

色
酸

化
粒

SK
79
74

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

赤
色

酸
化

粒
骨

針

S【
79
74

中
世

土
師
器

皿
15
0-
**
―

**
25
Y7
/2

灰
黄

色

筋
少

中
世

土
師

器
15
6

25
Y6
/,

費
灰

色
弓

針
,石

英

う
タヂ
′

SK
的

“

中
世

土
師

器
16
4-
**
―

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針

SK
‐

07
6

N7
/0

灰
自

色
7 
5C
Y6
/2

緑
灰

色

弱
63

SK
79
82

中
世

土
師

器
37
-2
0-
**

10
YR
7/
2

に
が

い
黄

橙
色

骨
割

回
縁

に
媒

付
着

う
タタ

SK
79
82

中
世
土

師
器

10
YR
7/
2

骨
針

石
芙

SK
79
82

中
世

土
師

器
皿

骨
ナ

I



第
24
表
 
土
器

。
陶
磁

器
・

土
製

品
一
覧
表

(2
4)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

置
構

番
号

座
標

種
 

類
器

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径
帥

)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

筋
%

SK
79
85

中
世

土
師
器

II
 l

19
9

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
埼

色
骨

針

夕
π
7

SK
Ю

86
中

世
上

師
器

Il
78
-1
8-
*
*

10
YR
7/
3

骨
針

SK
79
86

中
世

土
師

器
口
縁

に
煤

付
着

中
世

土
lT
器

11
8-
20
-*
*

10
Y誦

/2
灰

貢
褐

色
外

面
に
煤
付

着

肋
SK
79
86

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7た

2
に

ぶ
い

責
橙

色
骨

針

SK
79
86

中
国

製
青

確
小

碗
75
77
/J

灰
白

色
7 
5G
Yr
D 
2

く
す
ん
だ
黄
緑
色

あ
ゲ″

SK
約

8i
中

世
土

師
器

皿
79
-1
8-

ユ げ
rR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

″
孵

∝
Ю

87
中

世
土

師
器

皿
10
YR
7/
3

骨
針

石
英

″
〃

S【
Ю

87
中

世
土

師
器

皿
89
-*
*―

キ
キ

10
Y雇

7/
3

筋
S【

79
87

中
世

土
師

器
皿

骨
針

,石
英

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

う
少〃

SK
79
8i

中
世

土
師

器
皿

10
YR
6ノ

ワ
灰

黄
褐

色
骨

針
,赤

色
酸

化
粒

″
密

SK
tt
ν

中
世

土
師

器
皿

10
YR
8/
2

灰
白
色

骨
針

中
世

土
師
器

84
-*
*―

キ
10
YR
″

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針

翻
SK
的

99
中

世
土

師
器

皿
84
-2
0-
キ

*
10
YR
7/
2

う
姻

SK
的

99
中

世
土

師
器

口
縁

に
煤

付
着

88
-1
9-
**

lσ
rR
8/
2

灰
自

色
骨

針

閉
SK
7∞

2
中

世
土

師
器

皿
88
-2
0-
**

10
YR
3/
2

灰
白

色
骨

針

♭
解

SK
7蟹

″
中

世
土

師
器

皿
88
-2
0

25
Y7
/2

灰
黄

色

SK
Kつ

2
中

世
土

師
器

88
-*
*―

キ
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

賜
SK
79
92

中
世

土
師

器
皿

18
10
YR
7/
3

骨
針

SK
7∞

2
中

世
土

師
器

皿

閉
中

世
土

師
器

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

霊
59
2-
**
―

*
N6
/0

灰
色

5P
Bワ

1
青
灰

色

あ
物

2第
SK
79
27

越
前

露
62
5-
キ

キ
ー
**

N6
/0

灰
色

7 
5Y
R4
カ

灰
褐

色

欝
釘

SK
79
34

越
前

菱
62
0-
*

7 
5Y
Rジ

ユ
褐
灰

色

SK
Ю

Q2
中
世

土
師
器

ユ
18
-*
*―

**
10
YR
7/
ワ

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

露
鉾

SK
tt
ν

中
世

土
師

器
褐

灰
色

骨
針

中
世

土
肺

器
灰

自
色

骨
針

中
世

土
師

器
5Y
R7
/3

に
ぶ

い
浴

色
骨

針

醐
6

Sほ
く7

99
2

“

世
上
師
器

17
8-
*キ

ー
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

彩
〃

S【
盛
つ

4
中

世
土

師
器

il
lY
R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

酸
化
粒

閉
SK
i9
開

中
世

土
師
器

11
8-
18
5-

Iσ
rR
8/
73

浅
責

橙
色

骨
針

赤
色

酸
化

粒

湖
少

SK
脚

中
世

土
師

器
10
YR
ν

2
灰

黄
橙

色
骨

併

SK
81
X1
7

中
世

土
師

器
88
-*
*一

**
煤

付
着

Sk
8∞

7
中

世
土

師
器

骨
針

中
世
i師

器
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
煮

橙
色

骨
針

翻
SK
80
2ユ

中
世

土
師

器
78
-*
*―

キ
*

10
YR
3 
2

ぅ
夕
aヶ

SK
80
勿

中
世

土
師

器
84
-1
8-
*ホ

10
YR
7/
3

に
お

い
黄
橙

色
骨
針

効
SK
8α

И
中

世
主

師
器

90
-*
キ

ー
キ

キ
25
Y7
/3

浅
黄
色

石
英

D/
‐
9/
‐

SK
8α
%

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

澄
色

骨
針

j纏
SK
80
24

中
世

土
師

器
灰

黄
色

骨
針

中
世

土
師

器
10
YR
8/
3

浅
責

橙
色

赤
色

酸
化

粒

σ
″
′

SK
80
24

中
世

土
師

器
10
YR
7ノ

ワ
に

ぶ
い

責
俗

色
骨

針

VI
I

紫
80
24

中
世

土
師

器
ユ2
9-
20
-*
*

25
Y7
″

灰
黄
色

W■
2

SK
馴

ン
4

中
世

土
師

器
13
8-
キ

*―
*

ユ O
YR
8海

浅
黄
橙

色

52
3

M8
02
4

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貨

橙
色

赤
色

駿
化

粒

52
4

∝
80
34

中
世

土
師

器

25
Y7
/2

灰
貢

色
全
体

に
媒

付
着

SK
80
34

中
世

土
師

器
86
-1
6-
**

lσ
どR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

母
針

媒
付

落

5々
/‐

SK
80
34

中
世

土
師

器
皿

86
-1
8-
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
媒

付
着

SK
80
34

中
世

土
師

器
86
-2
0-
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

V■
9

SK
80
34

中
世

土
師

器
皿

88
-1
8-
**

10
YR
ν

3
浅

黄
橙

色
骨

針

淋 く 柵 　 離 離 ・ 面 導
５ へ ヽ
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表
 

土
器

・
陶

磁
器
・

土
製

品
一

覧
表

(2
5)

挿
図
番

号
遺

物
番

号
図

版
番

号
遺

構
番

号
座

標
種

類
器

種
(日

経
器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
偏

考

砕
9

物
SK
80
34

中
世
上

El
器

88
-1
9-
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨
針

煤
付

着

∝
80
34

中
世

土
師

器
皿

88
-1
8-
**

10
YR
7/
ワ

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

媒
付

着

,2
2_
23

Ⅸ
30
34

中
世

土
師

器
皿

88
-1
9-
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

煤
付

着

SK
80
34

中
世

土
師

器
皿

骨
針

,2
骨

針

%う
SK
80
34

中
世

土
師

器
皿

92
-1
8-
**

10
YR
8カ

灰
白

色

SK
80
34

中
世

土
師

器
tt

88
-2
0-
**

2 
rJ
Y3
 2

灰
自

色
煤

付
着

厖
π

S瑯
03
4

中
世

土
師
器

88
-1
8-
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

俗
色

骨
針

効
SK
80
34

中
世

土
師

器
Il

76
-1
7-
**

10
YR
7/
3

赤
色

酸
化

粒

中
世

土
師

器
骨

針

翻
SK
80
34

82
-*
*―

**
10
YR
7/
3

骨
針

外
面

に
媒

付
着

%′
SK
80
34

中
世

上
師

器
皿

10
YR
5/
2

灰
黄

橙
色

全
面

に
煤

付
着

SK
80
34

中
世

土
師

器
皿

86
-2
0-
*

ll
lY
R″

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針

,密
SK
8C
34

中
世

土
師
器

86
-2
0-
*

10
YR
7/
3

に
が

い
黄
栓

色
骨

針

SK
80
34

中
世

土
師

器
皿

88
-1
9-
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

煤
付

着

SK
80
34

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

骨
針

V弱 %7
S【

80
34

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

煤
付

着

22
3

SK
8幽

中
世

土
師

器
皿

88
-1
9-
**

10
YR
8μ

浅
黄

俗
色

骨
針

煤
付

着

V働
SK
80
34

中
世

土
師
器

86
-1
8-

10
YR
7/
3

に
が

い
黄
橙

色

潔
0

SI
C8
03
4

中
世

土
師

器
皿

88
-1
4-
キ

*
10
YR
7/
3

骨
針

中
世

土
師

器
皿

浅
黄

澄
色

骨
針

SK
80
34

中
世

土
師

器
皿

12
2-
22

IO
YR
8/
3

浅
責

橙
色

骨
針

踏
SK
80
34

中
世

土
師

器
皿

13
8-
*キ

ー
**

10
YR
8ん

浅
黄

澄
色

骨
針

裟
SI
C8
03
4

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
煤
付

着

SK
8幽

中
世

土
師

器
皿

14
4-
*■

―
**

25
Y8
々

灰
白
色

骨
針

餡
ひ

S囀
03
4

中
世

土
師

器
皿

15
3-
*キ

ー
10
YR
6ん

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

全
体

に
薄

く
媒

付
着

中
世

土
師

器
骨

針

閉 解
′

SK
80
34

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

対

翔
中

世
土

師
器

皿
10
YR
8/
3

浅
責

橙
色

骨
針

SK
81
13
4

中
世

土
師

器
16
8-
19
-*
*

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化
壮

煤
付

着

"
SK
80
34

中
世

土
師

器
19
6-
*キ

ー
キ

キ
10
YR
6/
3

骨
針

煤
付

着

中
世

土
師

器
骨

針

,縁
SK
80
35

中
世

土
師

器
78
-2
15
-5
0

7 
5Y
R7
/4

赤
色

酸
化

粒

SK
80
35

中
世

土
師

器
7 
5Y
R6
ん

に
ぶ

い
褐

色
骨

針

,紡
SK
80
35

珠
洲

揺
鉢

37
0-
14
1-
14
7

75
Y6
/]

灰
色

骨
針

波
状

文

SK
80
36

中
世

土
師

器
25
Y7
/3

灰
黄
色

骨
針

SK
80
36

中
世

上
師

器
皿

10
YR
″

3
に

ぶ
い

黄
橙

色

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

赤
色

酸
化

粒

,薮
ク

SI
C8
03
6

,%
′

中
世

土
師

器
皿

13
4-
18
-*
*

Iば
rR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SK
80
36

中
世

土
師

器
2 
5Y
ν

l
責

灰
色

骨
針

,赤
色

酸
化

池
内

面
に
媒

付
着

,密
訴

80
38

中
世

土
師
器

皿
83
-1
65
-*
*

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色
内
外

面
の
一

部
に
媒
付

着

,矮
イ

SK
80
38

中
世

土
師

器
皿

85
-*
*一

**
7 
5Y
R7
海

に
ぶ

い
橙

色

中
世

土
籠

器
87
-1
95
-キ

キ
lσ

rR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,あ
び

К
80
38

浅
責

澄
色

骨
針

,μ
中

世
土

師
器

1げ
r晰

ノ3
に

ぶ
い

責
澄

色
骨

針

,纏
SK
80
38

中
世

土
師

器
12
8-
20
-キ

キ
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

内
面

に
煤

付
着

SI
f8
03
8

中
世

土
師

器
皿

13
0-
18
-キ

キ
ll
lY
R7
/3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針

SK
80
38

中
世

土
師

器
皿

13
2-
21
-*
*

Iば
R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,石
英

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

骨
針

暑 障 （ ∪ 諄 図 ｌ Ｈ 詳 図 ）
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表
 
土
器
・

陶
磁

器
・

土
製

品
一
覧
表

(2
6)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
種
 

類
器
 

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径
m)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

SK
80
39

中
世

土
師

器
皿

78
-1
7

10
YR
7/
3

骨
針

SK
80
39

中
世

土
師

器
皿

83
-1
65
-*
*

中
世

土
師

器
80
-1
6-
**

茂
責

橙
色

骨
針

,%
SK
80
39

中
世

土
師

器
88
-2
0-
**

10
YR
8/
3

浅
黄

澄
色

骨
針

煤
付

着

SI
C8
03
9

皿
89
-1
75
-*
*

1∝
R8
/3

浅
黄
橙

色
骨

針

中
世

上
師

器
88
-1
8

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

SK
80
39

中
世

土
師

器
皿

84
-1
95
-*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

口
縁

部
に
煤

付
着

あ
初

SK
80
39

中
世

土
師
器

IO
YR
7/
2

調
■

SK
80
39

中
世

土
師

器
皿

18

あ
穆

S(
80
39

中
世

上
師

器
に

ぶ
い

責
橙

色
骨

針

閉
SK
81
13
9

中
世

土
FT
器

86
-1
9-
*

ll
lY
貯

/8
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針

躍
SK
80
39

中
世

土
師

器
86
-1
5-
キ

キ
10
YR
87
3

浅
黄
橙

色
骨

針
底

部
に
燦

付
着

SK
80
39

中
世

土
師

器
10
3-
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
41

う
紡

SK
80
89

中
世

土
師

器
■
8-
**
―

キ
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

煤
付

着

,密
〃

SK
80
39

中
世

土
師
器

■
8-
*キ

ー
**

25
Y6
2

灰
営

色
骨

割
全

面
に

媒
付

着

SK
80
39

中
世

土
師

器
10
YR
8/
3

浅
黄

俗
色

骨
針

効
SK
80
39

中
世

土
EI
器

12
8-
*求

―
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

瑠
SI
C8
04
1

中
世

土
師

器
82
-*
*―

*
il
lY
R7
/3

こ
ぶ

い
黄
栓

色
号

針

SK
80
■

l
中

世
土

師
器

皿
81
-2
1-
**
-0
7

1∝
83

淡
黄

色
骨

針
雲

母

形
SK
80
41

中
世

土
師
器

84
-2
0-
キ

*
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

閉
SK
80
41

中
世

土
師

器
皿

骨
針

S聡
04
1

中
世

土
師

器
10
YR
7/
4

に
ぶ

い
責

橙
色

詈
針

,赤
色

酸
化

粒

,疹
中

世
土

師
器

10
YR
3/
3

浅
黄

rt
色

骨
針

SK
80
41

86
-1
8-
*キ

10
YR
T/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

中
世

土
師

器
皿

89
-2
2-
**

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
澄

色

SK
8∝

1
中

世
土

師
器

皿
87
-1
9-
**

10
YR
7海

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

Sk
8α

中
世

上
師
器

85
-1
8-
**

10
YR
8/
2

灰
白
色

骨
針

翻
SK
8α

中
世

土
師

器
皿

86
-*
*―

**
骨

針

朗
′

SK
81
14

中
世

土
師

器
10
YR
8/
4

浅
黄

橙
色

骨
針

賜
S囀

04
89
-*
*―

**
10
YR
ν

2
灰

責
褐

色
骨

針

中
世

土
師

器
皿

88
-1
8-
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色

中
世

土
師

器
98
-1
8-
*

10
YR
7/
,

灰
白
色

骨
針

醐
5

SK
80
41

中
世

土
師

器
皿

10
8-
21
-
**

10
YR
8″

灰
白

色
骨

針

第
%

餡
翻

中
世
土

師
器

皿
25
Y7
/2

灰
黄

色

SK
80
4

中
世

土
師

器
11
2-
21
5
-*
*

浅
責

澄
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

翻
SK
8∝

1
中

世
土

FT
器

10
YR
8/
2

灰
自
色

SI
C8
04
1

■
8-
**
―

*
10
Y財

2
灰

自
色

骨
針

認
■0

中
世

土
師

器
皿

13
8-
**
―

キ
*

10
YR
8 
2

灰
白

色
骨

針

SK
80
4,

中
世

土
師

器
14
8-
**
―

10
YR
3 
2

灰
自
色

骨
針

珈
ノ

中
世

土
師

器
皿

84
10
YR
7/
2

に
が

い
黄

橙
色

盟
′

SK
80
47

中
世

土
師

器
皿

SI
C3
04
7

中
国

製
白
磁

碗
灰

白
色

2 
5G
Y7
/]

明
オ

リ
ー

ブ
灰

色

朗
σ

SK
80
69

中
世

土
師

器
Ю
YR
8海

浅
黄

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

発
■
6

SK
80
84

中
世

土
師

器
Ю
YR
7カ

に
ぶ

い
黄
橙

色
赤
色

酸
化

粒

SK
80
84

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

構
色

骨
針

″
′′

SK
81
08

中
世

土
師

器
皿

98
-辛

*―
**

10
Y硝

/3
に

ぶ
い

黄
澄

色

盟
♂

SK
81
09

中
世

土
師

器
皿

77
-1
8-
*

黒
褐

色
内

外
面

に
煤

付
着

閉
中

世
土

師
器

骨
針

膨
/

SK
81
45

中
世

土
師

器
33
-1
8-
**

ll
lY
R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

,赤
色

酸
化
粒

中
世

土
師

器
皿

**
―

半
*-
38

10
YR
6/
2

灰
黄
褐

色

中
世

土
師

器
78
-2
2-
**

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

酸
化

粒
煤

付
着

協
SK
81
61

X7
げ

ど 9
8

中
世

土
師

器
78
-1
9-
**

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
骨

針

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

淋 く 糾 　 跡 離 ・ 肺 さ
ミ
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第
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表
 

土
器

。
陶
磁

器
・

土
製

品
一

覧
表

(2
7)

挿
図
番

号
遺

物
番

号
図

版
番

号
遺

構
番

号
座
 

標
種
 

類
器
 

種
伝

重

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

甥
Sユ

お
16
1

X7
0Y
96

80
-1
75
-

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

掲
針

勁
SK
81
61

“

世
上
師
器

97
-2
15
-*

ll
lY
財

/3

翻
20
8

殊
洲

稲
鉢

*―
*キ

ー
12
0

75
Y5
/1

灰
色

,解
′

SK
81
61

中
国

製
自
磁

碗
75
Y7
1

灰
白

色
75
Y7
/1

灰
自

色

55
6

S【
92
87

瀬
戸

美
濃

皿
7 
5Y
ν

ユ
灰

自
色

25
Y7
れ

浅
黄

色
底

部
に
胎

土
目
あ

り

jB
Ir
7

SK
93
45

中
国

製
青

磁
碗

**
―

**
-5
3

灰
白
色

5C
Y6
/1

オ
リ

ー
ブ
灰

色

勁
SK
93
56

中
世

土
師

器
13
8-
**
―

半
に

ぶ
い

黄
橙

色

醜
5

SK
∞

19
珠

洲
憾

鉢
**
―

*キ
ー
12
0

N6
/0

て
色

骨
針

離
6

越
前

?
7 
5Y
R6
/3

石
英

SK
96
3ユ

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
が

い
貢

橙
色

骨
争

|

SK
96
3ユ

中
世

土
師

器
10
9-
*キ

ー
**

10
YR
3 
3

浅
黄
橙

色

SK
9鶴

2
中

世
土

師
器

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
煤
付

着

男
鉤

SK
9“

2
中
世

土
師

器
90
-2
2-
**

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
質
橙

色
骨

針
16
Cイ

t
煤

付
着

あ
効

SK
96
32

伊
万

塁
碗

83
-*
*―

**
灰

白
色

″
SK
96
35

中
目

製
自
磁

皿
**
―

**
-
35

5Y
ν

ユ
灰

白
色

灰
自

色

筋
S【

97
56

中
世

土
師

器
10
YR
7/
2

煤
付

着

鰤
5

SK
96
90

越
前

楯
鉢

31
4-
**
―

*半
10
YR
3/
2

灰
白

色

S【
鋸

0‐
中

世
上

師
器

皿
85
-1
1-
**

ll
lY
硝

/2
灰

黄
褐

色

筋
″

SK
98
07

中
世

土
師

器
皿

10
YR
3/
]

黒
褐

色

賜
ワ

S【
98
07

中
世

土
師

器
皿

93
-2
5-

10
YR
4/
1

褐
灰

色

露
″

瀬
戸

美
lr
k

9ユ
ー
**
-5
3

25
Y8
/2

灰
自

色
オ

リ
ー

プ
灰

色

賜
0

22
8

SK
98
07

中
国

製
青

確
碗

NV
O

灰
自

色
2 
5G
Y6
/1

オ
リ

ー
ブ
灰

色
線

描
蓮

弁
文

SK
粥

∝
瓦

質
土

器
火

鉢
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
寅

栓
色

骨
針

幽
SK
98
14

中
世

土
師

器
Il

ユ 3
9-
**
―

**
25
Y7
/3

浅
黄

色
骨

針

SK
98
52

中
国

製
青

磁
碗

灰
自

色
7 
5G
Y6
/1

緑
灰

色

露
留

X1
90
Y2
38
1層

中
国
製

白
磁

碗
5Y
8/
1

灰
白

色
2 
5G
Y7
/1

明
オ

リ
ー

ブ
灰

色
13
C

王
縁

口
縁

賜
X1
81
Y2
43
1屈

中
国

製
青

穂
ふ7
/O

灰
白
色

75
Y6
/2

灰
オ

リ
ー

ブ
色

13
～

14
C

賜
X2
00
Y2
56
Ш

 b
層

中
国

製
青

|‐
5

碗
N7
/0

灰
自

色
緑

灰
色

あ
錫

ア
Xl
お
Y/
32
堕

I～
コ
層

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

石
英

煤
付

着

閣
X2
12
Y2
53
Ⅲ

c局
珠

洲
悟

鉢
23
2-

2 
5Y
ν

l
黄
灰

色
V期

翔
X1
81
Y2
23
1層

珠
洲

悟
鉢

部
4-

25
Y7
/2

灰
黄
色

煤
付

着

翻
X1
78
Y2
51
1層

倍
鉢

黄
灰

色
Ⅳ

～
V期

解
7

X2
22
Y2
弱

Ⅲ
b馬

キ
*―

キ
キ
ー
90

5Y
ν

l
灰

色

あ
ワ

X1
79
Y%
8 
El
c層

青
花

10
Y8
/1

灰
白
色

13
C

栄
付

51
B2
海

暗
い

青
色

K1
90
Y2
38
1層

中
国

製
青

磁
碗

N7
/O

灰
白

色
7 
5G
Y7
/]

明
緑

灰
色

13
～

14
C

蓮
弁

文

効
X1
64
Y2
10
H 
b層

珠
洲

5Y
5/
ユ

灰
色

骨
針

コ
期

四
方

欅
文

Xl
猪

Y2
65
1層

珠
洲

5Y
6/
1

灰
色

綾
杉

文

j婢
K1
81
Y2
31
層

瀬
戸

美
濃

皿
2 
5Y
ν

ユ
灰

白
色

75
Y6
/2

灰
オ

リ
ー

テ
色

勁

'

X2
19
Y2
酪

Ⅲ
c層

越
中

瀬
戸

皿
25
Y7
/3

浅
黄

色
7 
5Y
R3
/4

暗
褐

色
鉄

釉

″
′ 0

X2
02
Y2
57
 
Ⅲ
 b
層

唐
津

椀
**
―

*キ
ー
40

7 
5V
R5
/3

に
が

い
褐

色
25
Y4
″

暗
灰

黄
色

灰
釉

(2
5Y
7″

灰
黄

色
).
削

り
出

し
高

台

うフ
′ノ

X1
85
Y%
91
層

越
中

瀬
戸

25
Y7
′

ワ
灰

黄
色

黒
褐

色
16
～

17
C

鉄
釉

骸
′タ

Xl
″

YZ
OⅡ

b層
瀬

戸
美

濃
25
Y8
/1

灰
自

色
浅

黄
色

16
C

印
花

文
,輪

ド
チ

?痕

ν
′ ′

X2
00
Y2
55
1層

越
前

霊
5Y
7/
1

灰
色

7 
5Y
R3
ア
S

に
ぶ

い
橙

色

X■
9V
16
5Ⅱ

c層
中

世
土

師
器

皿
74
-0
9-
キ

*-
07

ll
lY
R3
/3

浅
黄
俗

色

ν
′ う

Xl
17
Y1
59

中
L土

師
器

94
-キ

*―
**
-1
2

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
黒

雲
母

″
π

X1
45
Yl
ワ

中
世

土
師

器
83
-*
*―

**
-1
25

に
ぶ

い
責

橙
色

膨
″

X1
23
Yl
約

Ⅱ
c馬

?
中

世
土

師
器

皿
98
-1
25
-*
*-
10
5

2 
ro
Y7
/3

浅
奮

色

∋
■ 8

X1
27
Y1
58

中
世

土
師

器
11
0-
キ

*―
**
-1

25
Y7
/2

灰
黄

色

影
′フ

X1
49
Yl
i4
Ⅲ

c上
層

中
世

土
師

器
25
Y7
/3

浅
黄

色
断

面
口
縁

に
煤

付
着

勁
中

世
土

師
器

皿
19
-*
キ

ー
11

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

ν
Z

F]
X1
32
Y1
70

中
世

土
師

器
皿

18
-*
*-
09

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
石

英

彩
kl
16
Y1
60
Ⅲ

c層
中

世
土

師
器

皿
76
-*
*―

キ
半
-0
6

に
ぶ

い
黄

橙
色

X1
26
Yl
‐

Om
c上

層
-0
9

浅
責

色
骨

針
,石

英

暑 蒔 （ ∪ 諄 図 イ 田 辞 図 ）
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表
 

土
器
・

陶
磁

器
・

土
製

品
一
覧
表

(2
8)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
標

種
 

類
器

種
(日

径
器
高

底
径

高
台
径

od
)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

“

6
X1
28
Yl
黎

Ⅱ
層

中
世

土
師

器
皿

88
-*
*―

**
-0
7

10
YR
7/
3

に
が

い
黄

橙
色

媒
付

着

ツ
ケ

X1
32
Y1
70

中
世

土
師

器
皿

85
-1
7-
*キ

ー
05

25
Y7
/3

浅
費

色
骨

針

勁
X1
46
Yl
穆

Ш
?層

中
世

土
師

器
浅

責
橙

色

j%
″

Xl
16
Y1
60
皿

c層
中

世
土

師
器

10
YR
3/
3

浅
黄

橙
色

中
世

土
師

器
皿

12
7-
26
-*
*-
11

7 
5Y
R3
 4

浅
黄

橙
色

骨
針

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
貨

栓
色

骨
針

外
面

煤
付

着

X1
49
Y1
73
谷

瀬
戸

美
濃

皿
―

*半
-5
6

5Y
8/
1

灰
自

色

閉
X1
38
Yl
“

Ⅱ
層

中
国
製
青

白
磁

梅
瓶

10
Y8
/1

灰
白

色
5G
Yν

」
灰

自
色

Xl
lT
r1
75

中
国

製
青

磁
杯

(1
30
)―

**
―

**
7 
5G
Y6
/]

緑
灰

色

閉
″

6
X1
29
Yユ

η
9

中
国

製
青

磁
10
Y8
/1

灰
自
色

7 
5G
Y6
/]

緑
灰

色
線

描
蓮

弁
文

″
ク

″
6

碗
N8
/O

灰
自

色
5C
W7
/2

緑
み

の
灰

色

X1
35
Y1
70
谷

中
国

製
青

磁
碗

13
2-
半

*一
**

灰
白
色

10
Y6
/ワ

オ
リ
ー

プ
灰

色

閉
X1
29
Y1
63
Ⅱ

層
珠

洲
括

鉢
38
0-
**

5Y
5/
1

灰
色

H～
Ⅲ
期

財
π

X1
52
Y1
71
Ⅲ

c上
珠

洲
悟

鉢
5Y
5/
1

灰
色

Ш
期

期
3

Fl
Xl
解

Y1
67
Ⅱ

b層
珠

洲
構

鉢
灰

色
V期

Xl
16
Y1
64
 
Ц
層

珠
洲

信
鉢

IO
Y6
/1

灰
色

骨
針

波
状

文

霊
N6
/0

灰
色

解
=

Xl
19
Yl
お

ら
珠

洲
霊

75
Y6
/1

灰
色

Xl
骸

Yユ
″

Ⅲ
c上

層
珠

洲
N6
/0

灰
色

骨
針

閉
Xユ

碑
Y1
75
 
Ⅲ
c上

層
誅

洲
*キ

ー
≠
*-
78

灰
色

骨
針

22
6

X1
31
Y1
71
谷

越
中

瀬
戸

責
灰

色
7 
5Y
R4
ん

16
C?

X1
40
Y1
71
谷

越
中

瀬
戸

Ю
YR
3れ

浅
黄

橙
色

黒
褐

色

解
′

越
中

漂
戸

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
0色

25
Y8
/]

灰
白

色
墨
書

,直
接

重
ね
焼

き

越
中

瀬
戸

*キ
ー

キ
キ
ー
56

7 
5Y
R7
/4

に
ぶ

い
橙

色
2 
5Y
R8
/2

灰
白

色

脇
′

X1
25
Y1
73

唐
津

皿
*キ

ー
*キ

ー
50

5Y
71

灰
白
色

灰
白
色

56
9

閉
F2

X1
03
Y1
3ユ

Ⅲ
b層

中
世

土
師

器
25
Y6
/2

灰
責

色

X9
5Y
14
4皿

b居
中

世
土

師
器

皿
70
-キ

キ
ー
**
-0
7

骨
針

Xl
10
Y1
03
Ⅲ

b層
中

世
土

師
器

74
-キ

キ
ー
**
-0
9

10
YR
6/
2

灰
黄

浴
色

1∝
W/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

X9
2Y
13
8Ⅲ

 b
層

中
世

土
師

器
皿

77
-1
5-
*
*-
08

lσ
rR
″

3
に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針

X9
8Y
19
5m
 a
層

中
世

土
師

器
tl

25
Y7
/ワ

灰
責

色

筋
9

Xl
l1
4Y
14
7Ш

a層
中

世
土

師
器

80
-つ

0-
**
-1
4

25
Y7
/2

灰
貨

色

X9
6Y
13
6Ⅲ

 b
層

中
世

土
師

器
皿

95
-*
キ

ー
キ
*-
16

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

″
″

X1
03
Y1
58
Ⅲ

 a
層

中
世

土
師

器
骨

針
,赤

色
酸

化
粒

″
″

中
世

土
師

器
25
Y7
/6

浅
貢

色
骨

針

83
-1
9-
*キ

ー
07

10
YR
8/
3

浅
責

橙
色

骨
針

Xl
10
Y1
23

中
世

土
師

器
87
-1
8-
キ

キ
ー
07

iO
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
,赤

色
酸
化

粒
煤

付
着

4 
Hl
a層

中
世

土
師

器
皿

82
-1
8-
*キ

ー
06

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
澄

色

″
π

F2
4Ш

a層
中

世
土

師
器

84
-2
5-
**
-0
7

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

澄
色

骨
針

″
〃

X9
2Y

3E
la
層

中
世

土
師

器
皿

86
-*
*―

*キ
ー
07

10
YR
7/
3

骨
針

19
Ⅲ

a層
中

世
土

FT
器

黄
灰

色
骨

針
内
外

面
全

体
に
媒

付
着

19
Ш

a層
88
-2
0-
半

*-
07

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

X1
03
Y1
41
11
1a
層

中
世

土
師

器
皿

99
-*
*―

*キ
ー
13

1げ
rR
7/
4

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

X9
1Y
12
8B
la
層

中
世

土
師

器
皿

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
質

橙
色

鬱
F2

中
世

土
師
器

ll
lY
R″

3
骨

針
赤

色
酸

化
粒

閉
X"
Y1
38
Щ

 b
層

中
世

土
師

器
皿

12
2-
辛

キ
ー

キ
キ
ー
08

lσ
ど R

‐
/3

X9
6Y
18
6皿

b層
中

世
土

lT
器

赤
色

酸
化

粒

効
中

国
製

青
磁

碗
**
―

**
-4
4

N7
/0

灰
自

色
7 
5C
Y7
/3

く
す
ん
だ
黄
緑
色

効
Xl
l1
6Y
?Ш

b属
中

国
製

自
確

碗
**
―

**
-6
6

N8
0

灰
自

色
2 
50
rν

l
灰

白
色

,錫
/

X9
7Y
l■

Ⅲ
a層

中
国

製
自
磁

皿
-3
4

25
Y7
/2

灰
黄

色
2 
5G
Y7
/1

明
オ

リ
ー

ブ
灰

色

賜
2解

X9
9Y
15
?Ⅲ

a層
中
目
製

白
磁

2 
5Y
ν

】
灰

白
色

灰
自

色
高

台
内

面
に
墨

痕

,解
X9
5Y
14
91
t 
a居

中
国

製
自
確

皿
ρ

5Y
3/
,

灰
白

色
25
Y8
/2

灰
自

色
書
J高

台
,底

部
外

面
墨

痕

Xl
∞

Y1
58
Ⅲ

a層
中

国
製

白
磁

皿

削 く 祉 　 肺 謙 ・ 肺 導
岱 ぺ 蛎
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第
24
表
 
土
器
・

陶
磁

器
・

土
製

品
一
覧
表

(2
9)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
 

標
種
 

類
器

種
伝

重

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

側
)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

F2
X1
02
Y1
48
皿

a層
餌

N6
/ユ

灰
色

V期
働
%

橋
鉢

10
r6
/]

灰
色

彼
熟

に
よ

り
全

面
赤

色
化

勁
霊

75
Y7
/1

灰
白

色

57
2

続
%′

Xt
tY
tt
 H
層

中
世

土
師

器
皿

80
-1
8-
**

回
転

糸
切

り
硝

中
世

土
師
器

皿
86
-1
5-
50

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

酸
化

粒

中
世

土
師

器
皿

7 
5Y
R6
/3

に
ぶ

い
橙

色
骨

針
回
転

糸
切

り
粉
レ

中
世

土
師

器
65
-1
9-
**

Iσ
rR
5/
2

灰
黄
褐

色
骨

針
内
部

口
縁

部
,外

面
全
体

に
媒

付
着

あ
%う

中
世

土
師

器
74
-1
8-
**

10
YR
6/
2

灰
黄

褐
色

骨
針

あ
%

皿
10
YR
6/
3

X6
軒

10
9■

層
中

世
土

師
器

Il
78
-2
05
-*
*

灰
黄

色
骨

針
煤

付
着

硝
X7
6Y
96

中
世

上
師
器

皿
灰

黄
褐

色
骨

針

XЮ
Y1
06
1層

中
世

土
師

器
皿

10
■
R6
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

内
外

面
に
煤
付

着
あ
効

X7
7Y
12
0Ⅲ

層
中

世
土

師
器

皿
25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
全

体
に

媒
付

着
n盟

K8
1Y
98

中
世

土
肺

器
IO
YR
6/
2

灰
黄
褐

色
底

部
内

面
に
媒

付
蒲

あ
膨

F3
X7
7Y
97
Ⅱ

層
中

世
土

師
器

88
-2
0-
**

10
YR
o/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

渤
傷

中
世

土
師

器
7 
5Y
R7
/4

骨
針

紗
X7
0Y
銘

■
層

中
世

土
師

器
皿

10
0-
21
-
**

25
Y7
/2

灰
責

色

あ
妨

X7
9Y
鏑

Ⅱ
層

中
世

土
師
器

皿
10
0-
23
-
**

に
ぶ
い
橙
セ

賜
F3

X8
6Y
l∝

Ⅱ
層

中
世

土
師

器
7 
5Y
R7
/6

橙
色

内
面

に
媒

付
着

あ
餌

″
X7
2Y
10
5Ш

b局
中

世
土

師
器

13
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

甑
8

F3
Xt
tY
10
5Ⅲ

 b
層

中
世

土
ET
器

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

渤
姻

ク
F3

中
世

土
師

器
10
Y贈

/3
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針
内

外
面

の
一

部
に
煤

付
着

あ
%,

�
3Y
10
3H
層

中
世

土
師

器
76

に
ぶ

い
責

橙
色

硝
麗

3Y
13
3Ⅲ

a層
中

世
土

師
器

76
-1
7-
**

灰
黄

色
骨

針

醐
2

邸
X8
1Y
■

5Ⅱ
層

中
世

土
師

器
25
Y8
/2

灰
自
色

骨
針

X8
ユ
YH
ユ

Ш
層

中
世

土
師

器
82
-1
8-
**

10
YR
7/
ワ

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

あ
解

F3
Xt
tY
l1
2 
H層

ll
lY
R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

あ
%∂

皿
10
2

10
YR
8/
2

灰
白

色
骨

針
赤

色
酸

化
粒

中
世

土
師

器
皿

99
-2
0-
*
*

10
YR
7/
2

骨
針

燦
付

着
紗

〃
�

6Y
■

4H
層

中
世

土
師

器
皿

89
-1
8-
**

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

X9
01
12
0■

層
中
世

土
師
器

皿
87
-1
9-
**

10
YR
7/
ワ

に
ぶ

い
黄

裕
色

骨
針

内
外

国
縁

部
に
一

部
媒

付
着

魏
9

F3
X3
8Y
■

81
19
Ⅱ

層
中

世
土

師
器

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

内
外

国
縁

部
に
媒

付
着

あ
伽

少
F3

X8
6Y
11
41
層

中
世

土
EV

器
86
-2
ユ

ー
*

25
Y7
/2

灰
黄
色

骨
針

X3
8Y
l1
4狂

層
皿

8
lσ

rR
″

つ
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針
口
縁

部
一

部
に
煤

付
着

あ
ν

中
世

土
師

器
88
-1
9-

10
YR
7/
2

a翡
k8
6Y
10
6

中
世

土
師

器
皿

89
-1
9-
*キ

10
YR
3/
2

灰
白

色
骨

針

F3
X7
7Y
l1
7Ⅱ

層
中

世
土

師
器

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

あ
伐
ガ

F3
X8
2Y
12
1Ⅲ

b 
c層

中
世

土
師

器
皿

84
-1
95
-
**

10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

F3
中

世
土

師
器

10
YR
ν

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針
口
縁

部
に
煤

付
着

勝
7

X7
4Y
12
0Ⅱ

居
中

世
土

師
器

86
-2
05
-*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
煤
付

着
纏

】
81
Y1
08
H層

中
世

主
師

器
皿

91
-1
6

tO
YR
8ね

浅
黄

橙
色

骨
針

際
付

着
n″

囀
中

世
土

師
器

88
-1
9

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

0∞
0

X8
Tn
13
Ⅲ

層
中

世
土

師
器

皿
18

10
Y.
R8
カ

浅
黄
橙

色
探

付
着

硝
Xt
tY
ll
l 

Ⅱ
層

中
世

上
師

器
18

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

燦
付

着
あ
ν

X7
5Y
12
01
11
層

中
世

土
師

器
皿

86
-1
95
-*
*

1げ
rR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

煤
付

着
あ
磨

F3
X8
1Y
96
1層

中
世

土
師

器
皿

10
YR
6/
3

に
が

い
黄
橙

色
骨

針

あ
嫁

硝
X8
57
12
5Ⅱ

層
中

世
土

師
器

5Y
6/
ユ

灰
色

骨
針

内
面

に
煤

付
着

n筋
F3

中
世

土
師
器

皿
82
-1
8-
**

7 
5Y
Ry
4

浅
黄

橙
色

骨
針

姻
ぢ

中
世

土
師

器
83
-2
1-
**

10
YR
7/
3

骨
針

X8
6Y
l%
Ⅲ

b層
中
世

土
師
器

88
-2
0-
辛

キ
に

ぶ
い

責
橙

色
行

針

0鱒
F3

X8
5Y
l1
7

中
世

土
師

器
皿

1∝
暫

/2
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針

X8
3Y
19
9

中
世

土
師

器
皿

90
-1
8-
**

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
賞
橙

色

硝
X8
5Y
l1
2 
H層

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
媒

付
着

号 障 （ ∪ さ 図 ｌ Ｈ 諄 図 ）



第
24
表
 
土
器

。
陶
磁

器
・

土
製

品
一
覧
表

(3
0)

挿
図

番
号

遺
物

春
号

図
版

番
号

琶
梅

番
号

座
 

標
種

類
器

種
法

量
(日

径
器
高

度
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

57
2

ω
烈

中
世

土
師

器
iO
YR
8/
3

浅
黄

澄
色

骨
針

う
9″

F3
中

世
土

師
器

皿
80
-1
75
-*
*

骨
針

刈
6Y
l1
4 
H層

中
世

土
師

器
88
-2
1-
*キ

25
Y7
/3

浅
黄

色
骨

針

熟3
1Y
96
コ

層
中
世

土
師
器

皿
90
-1
8-
*キ

ユO
YR
7/
3

に
ぶ

い
責
橙

色

X8
0Y
l1
64
1c
屈

中
世

上
師

器
皿

88
-1
85
-*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
口
縁

端
部

に
媒

付
着

中
世

土
師

器
90
-1
7-
キ

*
10
YR
7/
?

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

り
,″

中
世

上
師

器
1∝

R7
/2

骨
針

aク
密

中
世

土
師

器
骨

針

り
ひ
つ

F3
中

世
上

Ej
器

皿
lω

rR
8 
3

浅
黄

橙
色

ぢ
岡

漁
η
Y■

2H
層

中
世

土
師

器
88
-1
8-
**

10
YR
7/
4

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

X8
‐
Yl
13
Ⅲ

層
中
世

土
師
器

91
-1
8-
*

7 
5Y
R3
/4

浅
黄

橙
色

骨
針

あ
膨

澱
紫
Y1
34
Ⅲ

 a
層

中
世

土
師

器
皿

91
-2
1-
*
*

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針

X8
4Y
l1
8Ⅲ

層
中

世
土

師
器

92
-1
9-
キ

*
10
YR
3/
2

灰
白

色
骨

針
煤

付
着

灰
黄

II
B色

骨
針

内
外

国
縁

部
に

煤
付

着

あ
%ケ

漁
認

Yl
t1
4江

層
中

世
土

師
器

皿
84
-1
8-
**

10
YR
7/
3

う
筋

X臣
珍
81
Y1
22
96
H層

中
世

土
師

器
86
-1
9-
*キ

10
YR
7/
3

に
が

い
黄

澄
色

骨
針

,赤
色

酸
化

疵

X7
α

rl
14

中
世

土
師
器

皿
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責
澄

色

あ
閣

�
17
11
4Ⅲ

b 
c層

中
世

土
師

器
皿

7 
5Y
Rν

2
灰

白
色

骨
針

赤
色

酸
化

粒

X8
1Y
■
4H
層

中
世

土
師

器
皿

83
-2
0-
*

10
Y8
/2

灰
白

色
骨

針

あ
吻

X7
4Y
l1
9 
H層

骨
針

う
吻

X8
1Y
12
9Ⅲ

層
中

世
土

師
器

92
-*
*―

*十

nv
F3

Xi
8Y
l1
8Ⅲ

層
中

世
土

師
器

9
10
YR
7/
2

あ
婢

翻
Yl
19

中
世

土
師

器
皿

7 
5Y
R7
/3

に
ぶ

い
橙

色

a解
�

8Y
l1
4

中
世

土
師

器
92
-1
85
-

10
YR
ν

2
灰

白
色

骨
針

X8
6Y
13
7Ⅱ

層
中

世
土

師
器

皿
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

い
切

中
世

土
師

器
10
YR
7/
3

骨
針

内
外

国
縁

部
に
媒

付
落

理
タ

螂
6Y
12
6肛

層
中

世
土

師
器

骨
針

あ
切

k9
0Y
l1
2 

Ⅱ
層

中
世

土
師

器
皿

86
-1
95
-*
*

10
YR
7/
2

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

効
】翻

Yl
18
Ⅱ

月
中

世
土

師
器

皿
87
-1
9-
*

10
YR
ν

3
浅

黄
橙

色
骨

針
,石

英

X7
2Y
■

2Ⅱ
層

中
世

土
師
器

皿
18
-

25
Y7
/2

浅
黄

色
骨

針

硝
X8
4Y
12
0Ⅱ

層
中

世
土

師
器

皿
10
YR
3 
3

浅
黄
橙

色

K8
5Y
l閉

H層
中

世
土

師
器

91
-2
05
-*
キ

10
YR
7/
3

に
が

い
黄

橙
色

″
″

中
世

土
師

器
骨

針

,/
″

K8
6Y
12
5H
層

中
世

土
師

器
灰

色
全

体
に
媒

付
着

硝
X7
7Y
97
正

層
中

世
土

師
器

皿
92
-2
2

25
Y7
/2

灰
貢

色
煤

付
着

2″
中

世
土

師
器

皿
90
-2
0-
*
イ

10
YR
″

/3
に

ぶ
い

黄
/E
A色

骨
針

F3
X3
1Y
10
7工

層
中
世

土
師
器

86
-2
0-
*

25
Y7
/3

浅
黄

色
骨

針
,石

英

″
2

X8
1Y
13
14
1層

中
世

土
師

器
皿

85
-1
8-
**

25
Y8
/3

浅
黄

色
合

針

溢
5Y
Hl
■

層
中

世
土

師
器

85
-1
9-
*キ

10
YR
8海

浅
黄

橙
色

骨
針

9‐
7/
0

中
世

土
師

器
に

ぶ
い

責
澄

色
骨

針
赤

色
駿

化
粒

ご
く
少

し
媒
付
着

タ
カ

X8
_R
Y1
19
Ⅱ

層
中

世
土

師
器

85
-1
95
-*
*

骨
針

煤
付

着

X9
σ

rl
12
■

層
中

世
土

師
器

90
-2
1-
キ

■
10
YR
8海

浅
黄

倫
色

骨
針

囀
V8
88
78
97
11
21
13
H届

中
世

土
師

器
皿

89
-1
9-

10
YR
8カ

灰
自

色
内

面
一

部
に

煤
付

着

F3
X7
9Y
■

4Ⅱ
層

中
世

土
師

器
mI

92
-2
0-

10
YR
8た

2
灰

白
色

骨
針

X8
3Y
i0
3圧

層
中

世
土

師
器

18
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

煤
付

着

6■
■6

硝
中

世
上

師
器

10
YR
3/
3

浅
黄

澄
色

骨
針

石
英

σ
′ノ
″

F3
X8
3Y
12
7H
層

中
世

土
師

器
92
-1
9-
*
*

内
外

口
縁

部
に
媒

付
着

‐
■
岳

F3
Xμ

Yl
約

Ⅱ
層

中
世

土
師

器
皿

16
7 
5Y
R8
/3

浅
黄

橙
色

6■
■9

F3
X9
CY
l1
2

中
世

土
師
器

皿
10
YR
7々

に
ぶ

い
責

袴
色

骨
針

聘
躙

lY
ll
13
 
Ⅱ
層

中
世

土
師

器
皿

87
-2
0-
**

10
YR
7 
2

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針

X7
9Y
,1
4Ц

層
中

世
土

師
器

7 
5Y
R8
 4

浅
黄

橙
色

骨
針

″
彦

瑯
中

世
土

師
器

1∝
R8
/3

浅
費

澄
色

骨
針

韻 く 柵 　 面 離 ・ 肺 苺
も ぺ Ｎ
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第
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表
 

土
器

・
陶

磁
器
・

土
製

品
一

覧
表

(3
1)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
標

種
類

器
種

(日
径

器
高

底
径

高
台
径

cm
)

胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
煽

考

F3
X“

Y1
20
コ

層
中

世
土

師
器

83
-1
7

7 
5Y
R8
/2

灰
白
色

合
針

内
外

国
縁

部
に
煤
付

着

2疹
F3

X8
1Y
l1
4コ

層
中

世
土

RT
器

皿
ll
lY
R8
/3

浅
黄

橙
色

X7
7Y
12
2Ⅲ

b 
c層

中
世

土
EI
I器

皿
87
-1
65
-イ

*
25
Y4
/1

黄
灰

色
骨

針
内

外
全

面
に

煤
付

着

Si
野

F3
中

世
土

師
器

灰
色

骨
針

6■
23

F3
XV
Yl
12
Ⅱ

層
中

世
土

師
器

皿
87
-1
9-
**

25
Y7
/2

灰
黄

色
石

英

ι
′″

硝
Xt
tY
l1
7Ⅲ

層
中

世
土

師
器

90
-1
9-
**

7 
5Y
R6
 4

に
が

い
橙

色
骨

針
,赤

色
酸

化
粒

媒
付

着

″
卸

F3
X9
0Y
l1
2 

Ⅱ
層

中
世

土
師
器

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

釧

″
′
′

X8
4Y
13
3 

Ⅲ
 a
層

中
世

土
師

器
皿

10
8-
23
-*

10
YR
7/
3

に
が

い
黄
澄

色
骨

針

中
世

土
師

器
皿

10
9-
11
8-
*

25
Y7
/2

灰
費

色
骨

針

夕
″

灰
黄

褐
色

骨
針

ユ
尊

X8
17
10
7Ⅱ

層
中

世
土

師
器

皿
11
4-
20
-*

10
YR
8お

浅
責

澄
色

骨
針

硝
中

世
土

師
器

12
0

25
Y7
/3

浅
黄

色
行

針

″
影

騨
X8
8Y
10
2

中
世

土
師
器

皿
25
Y6
/1

黄
灰

色
骨

針

�
打

11
21
層

X3
■

11
3皿

層
中

世
土

師
器

11
8-
22

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

″
露

F3
X8
8Y
12
8Ⅲ

b層
中

世
土

師
器

皿
10
YR
″

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針
煤

付
着

″
″

中
世

土
師

器
1∝

R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

X8
4Y
l1
7D
l層

δこ
4=

F3
中

世
土

師
器

皿
1∝

R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

″
″

F3
X7
7Y
l1
2Ⅲ

層
中
世

土
師
器

皿
lσ

rR
″

2
に

ぶ
い

黄
橙

色

ク
を

X7
5Y
12
0コ

層
中

世
土

師
器

Il
25
Y6
/1

黄
灰

色

X8
7Y
16
6Ⅲ

b層
中

世
土

師
器

10
YR
″

2
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針

δ
=を
う

中
世

上
ET
器

骨
針

δ■
46

F3
X7
5Y
12
0Ⅱ

層
中

世
土

師
器

皿
16
4-
19
5-
キ

*
25
Y6
/2

灰
黄

色
骨

針

硝
X8
8Y
12
5

中
世

土
師

器
16
4

18
2 
5Y
V2

暗
灰

黄
色

骨
針

5■
48

硝
X8
4Y
■

7皿
層

中
世

土
師
器

17
9

lt
lY
R7
/2

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
,赤

色
酸

化
粒

煤
付

着

″
″

X8
8Y
i0
7 

Ⅲ
層

中
世

土
師

器
皿

25
Y7
/2

灰
黄

色
骨

針
,石

英

X8
9Y
l1
0コ

層
中
世
土

fI
器

18
3-
**
―

半
ll
lY
R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

石
英

'F
'

“

世
上

師
器

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

石
英

′
′ ν

X8
4Y
l1
8Ш

層
中

世
土

師
器

″
″

F3
X7
4Y
95

瀬
戸

美
没

天
目
茶

椀
10
YR
6/
1

掲
灰

色
10
YR
3/
3

暗
褐

色

復
解

F3
X8
7Y
12
8Ⅱ

屈
中

国
製
青
磁

碗
15
8

雨
|ヽ

灰
色

5G
Y6
/ユ

オ
リ

ー
ブ
灰

色

F3
X8
5Y
il
16
 
Ⅲ
層

珠
洲

壺
88
-*
*―

キ
*

25
Y7
/1

灰
白
色

旨
針

X8
5Y
l∞

口
層

珠
洲

Nν
O

灰
色

壺
要

部
灰

黄
色

δ
=勇

邸
X不

明
Y1
24
Ш

層
珠

洲
重

顕
部

94
-*
*―

**
灰

白
色

硝
X7
5Y
96
Ⅱ

層
珠

洲
壺

7 
5Y
ν

l
灰

色
骨

針

″
″

F3
X8
0Y
10
2コ

層
珠

洲
壺

19
0

75
Y6
/1

灰
色

骨
針

″
2

X8
2Y
l■

Ц
層

珠
洲

―
**
-8
5

7 
5Y
υ

l
灰

色
旨

針

夕
″

F3
珠

洲
橘

鉢
7 
5Y
γ

l
灰

色

夕
″

珠
洲

指
鉢

32
0

N6
/0

灰
色

骨
針

灰
色

波
状

文

夕
弗

F3
橋

鉢
32
0

75
Y7
1

灰
色

骨
針

″
%

X6
5Y
13
0H
層

珠
洲

悟
野

35
6

75
Y?

波
状

文

聘
X8
1Y
10
4コ

層
珠

洲
信

鉢
75
Y7
/1

灰
自

色
骨

針

6■
63

F3
X7
2Y
■

2H
層

珠
洲

甕
38
4-
*

灰
色

骨
針

2″
珠

洲
甕

N6
掬

〕
灰

色
V期

F3
灰

色
骨

針
V期

,2
F3

珠
洲

弩

″
/‐
2

瓦
質

土
器

火
鉢

**
―

**
-2
96

25
Y7
/2

灰
賣

色
骨

針
N2
ゐ

黒
色

″
府

F3
X8
6Y
10
11
1層

瓦
質
土

器
風

炉
25
Y7
/1

灰
自

色
N2
湘

黒
色

22
4

F3
あ
86
Y1
38
14
0H
屈

越
中

源
戸

皿
11
0-
19
-4
8

I∝
R‐

/3
に
ぶ

い
黄

橙
色

7 
5Y
R4
れ

褐
色

高
台

内
に

墨
著

2疹
越

中
瀬

戸
皿

14
6-
36
-6
2

7 
5Y
R6
/2

灰
褐

色
7 
5Y
R3
ん

黒
褐

色

号 障 （ ∪ 濠 図 イ Ｈ 詳 図 ）



第
24
表
 
土
器
・

陶
磁

器
・

土
製

品
一
覧
表

(3
2)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

置
構

番
号

座
標

種
 

類
器
 

種
ほ

重
胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
傭

考

57
7

】解
Y8
1Ⅲ

a下
層

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

F4
X5
3Y
83
Ⅱ

層
中

世
土

師
器

皿
11
8-
38

10
YR
8/
3

黄
橙

色
骨

針

2露
X6
3Y
96
Ⅱ

層
中
世

土
師
器

6
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

Xt
tY
98

中
世

土
師

器
Il

82
-1
8-
**

7 
5Y
Rν

4
に
ぶ

い
橙

色

翻
中

世
土

師
器

10
YR
6/
2

灰
黄

褐
色

骨
針

効
′

X6
0Y
10
0■

層
骨

針

勁
F4

Xo
ユ

Y8
8Ⅳ

上
層

中
世

土
師

器
皿

93
-2
1-
**

10
YR
7/
3

効
X6
3Y
90
ma
下

層

“

世
土
師
器

皿
94
-1
7-
*イ

ユ O
YR
7/
3

に
ぶ

い
貢

橙
色

骨
針

物
F4

Xω
Y8
9Ⅳ

上
層

中
世

上
師

器
皿

84
-1
7-
**

ユ∝
R7
/2

に
ぶ

い
黄

橙
色

効
X4
7Y
87
H層

“

世
土
師
器

皿
88
-1
8-
*

ll
lY
V/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

�
2Y
81
Ⅱ

b層
中

世
土

師
器

10
YR
8/
2

灰
自
色

″
7

中
世

土
師

器
皿

96
-2
2-
**

I∝
R6
3

に
ぶ

い
黄

澄
色

骨
針

効
Xω

Y9
7u
a層

骨
針

X6
5Y
ユ

03
El
a上

層
瀬

戸
美

澱
天

日
茶

椀
10
YR
ν

2
灰

自
色

黒
色

″
′0

Xt
tY
83
Ⅲ

a下
居

瀬
戸

美
濃

天
目
茶

椀
**
―

**
-
43

75
Y7
/1

灰
自

色
25
Y2
/ユ

黒
色

勿
′

中
国
製

青
磁

碗
-4
6

N7
/O

灰
白

色
7 
5G
Y7
/2

明
緑

灰
色

?

K6
2Y
68
Ⅳ

上
層

中
国

製
青

磁
碗

lσ
rR
3/
2

灰
自
色

5Y
6/
1

灰
オ

リ
ー

ブ
色

重
ね
焼

き
,蓮

弁
文

″
″

瓦
質

土
器

橋
鉢

25
Y7
/?

灰
貨

色

Xt
tY
92
 H
層

瓦
質

土
器

橋
鉢

骨
針

X6
5Y
97

殊
洲

霊
2 
5G
Y6
/1

V期

ν
′ ι

X6
1Y
95
11
a上

層
殊

洲
橘

鉢
N6
/0

灰
色

X6
5Y
99
Ⅲ

a下
層

床
JI
I

摘
鉢

N6
0

灰
色

Ⅳ
期

X_
A3
Y8
7Ⅲ

a上
層

殊
)|

指
鉢

26
6-
**
―

*
N7
/O

灰
白
色

鳳
期

?

】 “

4Y
80

珠
洲

鉢
5Y
7/
1

灰
白
色

Ⅳ
期

物
珠

洲
信

鉢
32
0-
**
―

**
75
Y6
/1

灰
色

Ⅲ
期

夕
,

C
b層

谷
中

世
土

師
器

骨
針

15
C代

捌
G

X7
4Y
73

層
中

世
土

師
器

皿
25
Y7
/3

減
寅

色

協
k

G
X6
8Y
76

層
中

世
上

師
器

皿
78
-1
6-

7 
5Y
R6
独

に
ぶ

い
橙

色

賜
層

中
世

土
師

器
98
-*

I∝
財

/3
に
ぶ

い
黄
袴

色

閉
G

X6
5Y
74

a層
中

世
土

師
器

皿
88
-*
*―

**
I∝

鸞
れ

に
ぶ

い
黄

橙
色

赤
色

酸
化
粒

中
世

土
師

器
10
YR
7/
4

黄ヽ
橙

色
赤

色
酸

化
粒

G
骨

針
赤

色
酸

化
粒

効
C

中
世

土
師

器
煤

付
着

G
X7
1Y
70
1a
層

中
世

土
師

器
ll
lY
R7
/3

に
ぶ

い
責

橙
色

効
G

X7
1Y
tt
l 
a層

中
世

土
師

器
皿

89
-1
4-
**

25
Y5
/2

暗
灰

黄
色

G
Xt
tY
73
 1
 a
層

中
世

土
師
器

皿
ll
lY
R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

16
C代

煤
付

着

G
Xt
tY
69
Ⅱ

層
谷

中
世
土

師
器

皿
**
-5
6

75
Y6
独

に
ぶ

い
橙

色
底

部
内

面
に
煤

付
着

源
戸

美
没

天
日
本

椀
■

8-
*キ

ー
キ
*

25
Y7
/1

灰
自
色

2「
r2
/ユ

黒
色

G
瀬

戸
美

濃
天

目
茶

椀
ユ∝

R6
/1

褐
灰

色
7 
5Y
R2
/1

黒
色

1∝
(大
窯

2～
υ
け

閉
Xt
tY
70
Ⅱ

c層
谷

灰
白
色

7「
r7
/2

灰
白

色

砕
C

X“
Yi
4 
1 
a層

中
国

製
青

磁
碗

N7
/0

灰
自

色

隊
5

G
Xt
tY
70
Ⅲ

c層
谷

中
国

製
青

磁
盤

23
4-
ネ

*―
*

M′
0

灰
白

色
5G
Y7
/】

明
オ

リ
ー

ブ
灰

色
線

描
蓮

弁
文

%φ
C

X6
3Y
i4
 1
層

中
国
製
青

白
磁

梅
瓶

-1
32

5Y
7/
」

灰
自

色
10
GY

明
緑

灰
色

16
C

Xt
tY
70
Ⅲ

c層
谷

中
国

製
自

磁
皿

5Y
8/
1

灰
白
色

75
Y7
/ユ

灰
白
色

蛇
の

日
釉

剥

5塞
8

中
国

製
青

白
秘

灰
白
色

Ю
GY
ν

l
明

緑
灰

色
漆

接
ぎ

62
49

X6
3Y
73
1層

中
国

製
言

自
磁

灰
白
色

10
GY
ν

ユ
明

緑
灰

色

認
拗

G
X密

“

∝
Y8
5‐

5る
Ia
層

殊
洲

指
鉢

N5
/0

灰
色

骨
針

ク
タ

G
X7
0Y
tt
Э

殊
洲

指
鉢

29
8-
**
―

イ
*

75
Y6
/1

灰
色

骨
針

ワ
ν

G
X側

75
Y7
18
81
層

殊
洲

播
鉢

灰
色

骨
針

波
状

文

X6
5Y
tt
l 
a層

珠
洲

指
鉢

*キ
ー

*キ
ー
15
6

N5
/O

灰
色

骨
針

″
タ

X6
9Y
87
排

水
溝

珠
jl
l

悟
鉢

25
Y5
/1

黄
灰

色
V期

?

ν

"
X7
0Y
Ю

 I
a層

灰
色

骨
針

波
状

文

削 く 柵 　 肺 離 ・ 廊 醤
Ｓ ぺ 燭
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第
24
表
 
土
器
・

陶
磁

器
・

土
製

品
一
覧
表

(3
3)

挿
図
番

号
遺

物
番

号
図

版
番

号
遺

構
番

号
座
 

標
種
 

類
器
 

種
胎
  

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時

期
備

考

5的
越

前
斐

褐
灰

色
75
Y4
/2

13
後

半
～
14
C

ν
%

層
越

前
僑

鉢
灰

白
色

5鬱
″

第
層

“

世
上

師
器

1∝
醒

3
骨

針

効
Xt
tY
″

居
中

世
土

師
器

皿
68
-1
9-
*
*

25
Y6
/2

灰
責

色

%タ
X6
5Y
69

層
72
-1
6-
**
-1
9

25
Y6
海

に
ぶ

い
貢

色
煤

付
着

珈
H

X5
1Y
70

層
中

世
土

師
器

25
Y7
/ワ

灰
黄
色

骨
針

ψ
碑

X5
1Y
硝

層
中

世
土

師
器

皿
10
3-
28
-*
*

ユ O
YR
3/
1

黒
褐

色
RI
l着

ワ
勿

泌
整

ユ
Y6
8

層
中
世

土
師
器

皿
ユ 3
3-
35
-*
*

橙
色

骨
針

閉
′

層
中

世
上

師
器

82
-1
9-
**

10
YR
7/
3

骨
針

勁
X4
1Y
68

層
中

世
土

師
器

Il
38
-*

10
YR
6海

骨
針

ν

"
必
蟄
lY
68

層
中
世

土
師
器

89
-1
65
-*
*

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

媒
付

着

酔
X5
9Y
70

層
中

世
土

師
器

25
Y7
/2

灰
黄

色

X6
2Y
72

層
中

世
土

師
器

皿
25
Y8
/3

淡
黄

色
召

針
,赤

色
酸

化
粒

効
層

中
世

土
師

器
90
-2
ユ

ー
*キ

10
YR
5/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

煤
刊

着

″
π

X5
1Y
73

層
中
世

土
師
器

皿
88
-2
ユ

ー
**

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

中
世

土
師

器
皿

90
-2
1-
**

10
YR
6/
4

″
″

X4
6Y
69

層
中

世
土

EF
器

皿
99
-1
6-
*

10
YR
7/
3

看
針

“

∞
層

中
世

土
師

器
34
-1
6-
**

10
YR
″

3
に

ぶ
い

黄
橙

色
骨

針

X5
5Y
70

層
中

世
土

師
器

10
YR
″

3
に
ぶ

い
黄
橙

色
母

針
媒

付
着

紗
層

中
世

土
師

器
88
-*
*一

半
*

1∝
R7
/3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

翻
X4
16
凶

∞
お

ma
tt
 I
層

中
世

土
師

器
皿

93
-1
55
-*
■

1∝
R7
/3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

翻
中

世
土

師
器

皿
88
-1
8-
*
*

ll
lY
R6
/3

骨
針

翻
X6
8Y
穆

コ
層

中
世

土
師

器
皿

98
-1
7-
*
*

25
Y6
海

に
ぶ

い
黄

色
煤

付
着

翻
H

X6
5Y
69
1層

中
世

土
師

器
iO
YR
7/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

X4
2Y
66
1層

中
世

土
師

器
皿

10
YR
7海

に
ぶ

い
黄
橙

色
骨

針
,石

英

翻
X4
9Y
71
1層

中
世

土
師

器
19

30
に

パ
い

黄
橙

色
煤

付
着

翻
X4
8Y
71
1層

中
世

土
師

器
皿

88
-1
9-
**

灰
黄

色

中
世

土
師

器
皿

ll
lY
Rν

3
内

外
面

に
煤

付
着

″
Fブ

H
X4
9Y
67
1層

中
世

土
師

器
13
8-
*キ

ー
**
-0
8

10
YR
7/
2

に
ぶ

い
責

橙
色

″
′フ

排
土

中
中
世

上
師

器
13
7-
キ

*―
**

10
Y蕊

■
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

X4
6Y
tt
 I
層

中
世

土
師

器
25
Y7
/3

浅
黄
色

骨
針

,赤
色

酸
化

粒

穂
■4

凛
OY
65
 1
層

中
世

土
師

器
10
YR
6/
3

に
ぶ

い
黄

橙
色

骨
針

解
,

X5
5Y
″

II
la
層

中
世

土
師

器
皿

10
0-
22
-5
2

に
ぶ

い
黄

橙
色

回
転

糸
切

り

霧
′
ひ

K4
0Y
65
Ⅲ

a居
中

世
土

師
器

皿
89
-2
4-
38

10
YR
6/
3

骨
針

X3
9Y
67
Ш

b層
中

世
土

師
器

24
[O
YR
7/
3

に
ぶ

い
貢

橙
色

配
お

�
5Y
70
1層

瀬
戸

美
没

10
YR
6/
」

褐
灰

色
7 
5Y
Rユ

7/
1

黒
色

k4
3Y
70
1層

瀬
戸

美
濃

天
目
茶

椀
25
Y6
/1

黄
灰

色

物
K6
5Y
63
H層

源
戸

美
濃

天
目
茶

椀
25
Y7
/ユ

灰
自

色
石

英
灰

褐
色

物
運

6Y
49
1層

瀬
戸

美
濃

天
目
茶

椀
に

ぶ
い

橙
色

修
K5
1Y
73
1居

瀬
戸

美
濃

椀
12
8-
**
―

キ
半

25
Y8
/4

5Y
7/
8

浅
貢

色
15
C後

～
1∝

前
線

猫
蓮

弁
文

ワ
タ

K6
2Y
71
1層

中
国

製
青

磁
碗

13
4

25
Y7
/1

灰
自

色
2 
5G
Y6
/〕

オ
リ
ー

ブ
灰

色
釉

色
が

く
す

ん
で

い
る

。

離
3Y
48
1層

碗
**
―

**
-6
4

75
Y8
/]

灰
自
色

5Y
6/
3

オ
リ
ー

ブ
責

色
漆

接
ぎ

鰺
H

溺
9Y
‐

2コ
層

中
国

製
青

磁
2 
5Y
R5
/4

に
ぶ

い
赤

褐
色

25
Y8
/2

灰
白
色

火
を
受

け
る

″
8

�
6Y
75
1層

中
国

製
青

磁
碗

25
Y7
/1

灰
白
色

灰
オ

リ
ー

ブ
色

重
ね

焼
痕

諺
″

�
lY
53
 1
層

中
国

製
青

磁
碗

2「
r7
/1

灰
白
色

オ
リ
ー
ブ
灰
色

物
X5
1Y
和

Ⅱ
層

中
国
製
青
磁

皿
16
8-
キ

*―
**

灰
白

色
7 
5G
Y6
/1

緑
灰

色
13
C後

～
14
C頃

ν
ワ

壺
25
Y7
/1

灰
白
色

X5
9Y
73
圧

層
25
Y3
/1

黒
褐

色

翻
H

X4
2Y
70
Ⅲ

層
珠

洲
灰

自
を

波
状

文

X4
贄

F7
馬

珠
洲

発
5Y
Rν

3
に
ぶ

い
赤
掲

色

X5
2Y
69

層
珠

洲
霊

7 
5Y
R7
/2

明
褐

灰
色

胸
X5
6Y
72

層
珠

洲
変

灰
色

骨
針

筋
う

珠
洲

壺
灰

色

モ 醇 （ ∪ き 図 ど Ｈ さ 図 ）



第
24
表
 
土
器
・

上
製

品
一
覧
表

(3
4)

挿
図

番
号

遺
物

番
号

図
版

番
号

遺
構

番
号

座
標

種
類

器
種

(日
径

器
高

底
径

高
台
径
m)

胎
 

土
釉
 

調
釉
 

色
時
 

期
詳

細
時
期

備
考

58
3

翻
】 割

"r
72
1層

珠
洲

播
鉢

N5
/0

灰
色

υ
X4
7Y
63
Ⅱ

層
殊

洲
橋

鉢
75
Y6
/1

灰
色

解
�
⊇
Y7
2Ⅱ

層
珠

洲
糖

鉢
片

口
あ

り

翻
25
Y7
/1

灰
自

色

X4
T6
2

珠
洲

橋
鉢

30
0-
**
―

キ
半

25
Y7
/1

灰
白

色

靱
X5
95
3Y
65
51
11
層

珠
洲

播
鉢

25
Y6
/2

灰
黄

色

ν
H

X5
2Y
69

層
瓦

質
土
器

橋
鉢

31
4-
キ

キ
ー

■
10
YR
6/
2

灰
黄
褐

色
骨

針

解
H

X5
3Y
門

層
瓦

質
土

器
悟

鉢
10
YR
3/
2

灰
自
色

骨
針

陸
H

X5
9Y
71

層
瓦

質
土

器
悟

鉢
*キ

ー
キ

キ
ー
16
4

25
Y8
/2

灰
白
色

随
X4
5Y
レ

層
瓦

質
土

器
不

明

*キ
ー

キ
■
―
■

0
25
Y7
/2

灰
黄

色

X4
5Y
6ユ

層
瓦

質
土

器
火

鉢
89
-キ

キ
ー
**

10
YR
6/
3

に
が

い
責

橙
色

効
X4
8Y
71

層
瓦

質
土

器
香

炉
10
YR
7/
3

に
ぶ

い
責

橙
色

骨
針

内
外

面
に
媒

付
着

6欝
X5
1W
5

層
瓦

質
土

器
火

鉢
キ

■
―
**
-1
36

10
Y6
/2

灰
責

色

翻
日

�
9Y
64

層
越

中
瀬

戸
椀

12
0-
*キ

ー
**

25
Y6
/1

資
灰

色

翻
X5
0Y
71

層
越

中
瀬

戸
皿

25
Yレ

8
石

英
7 
5Y
R2
お

極
贈

褐
色

見
込
み

に
印
花

(溝
内
釉

入
ル

),
高
台

内
側

に
墨
書

?

10
YR
7/
3

7 
5Y
R3
/3

暗
褐

色

翻
B

X5
2Y
ω

層
越

中
瀬

戸
皿

*キ
ー

キ
*-
46

10
yR
8/
3

淡
難

色
墨

書

10
YR
3/
3

暗
掲
色

濃 く 柵 　 離 蔀 ・ 肺 彗
岱 翫 ゝ



2 中世 (D地区～H地区)

第25表 木製品一覧 (1)

図
号

挿
番

物
号

遺
番

版
号

図
番

構
号

遺
番

建 物 座  標 種 類 規格 (長 幅 厚 cm) 材  質 備  考

を筋 SK8055 SB157 づ(77Y98 円形板 257-(7.5)-0,9

イ餌σ 3K8055 3B157 X77Y96 箆状 13.3-26-1.0

Fa′ /― 3K8170 3B157 柱 10.5-19.8-15.4 シイ属

を解 229 3P8158 SB 住 〕4.7-14.4-15.2 ヤナギ科

撃膨 θ SP8160 SB158 柱 13.6--23 7--13.4 マテバシイ

77′ 3P8157 SB159 柱 29,3-9,0-5,9 シイ属

菊 〃 229 SP7196 SB171 柱 生3 8--28.6--25 0 エノキ

イ″ク SP9116 SB172 柱 52.5--15,2--17.0 シイ属

密 ω SK7966 SB172 X74Yl13 加工材 26.0--2.5--1 4

灯 ″ SP7381 饂 174 柱 46.8-22.6-22.4 ウルシ科

々 謬 SP7145 SB177 陛 43 6--20.3--18.2 ウリカエデ

密 ″ SP7161 SB177 陛 40,9--9,5--8.3 シイ属

4■■θ SP9419 SB184 下駄 21.5-11.4 ス ギ

密 ガ SP9422 SB185 ll 37.6-284-12.9 シイ属

395 密 ガ SK9754 3B186 箸 19.6-0.5 ヒノキ

密 ツ SP9817 3B195 駐 396-13.6-10,9
4■■σ SP9866 3B195 箸 112-06
4■■ひ SP9866 3B195 箸 30.0-0.5

〃′Fア SP9866 ЫB195 者 19,0-0.8

密 ガ 3P9866 ЫB195 箸 20.2-0.6 ヒノキ

7′′フ 3P9823 3B197 柱 100-12.5-6.6

勿 Z 3P8006 SB L 36.2--13.2--14.7 シイ属

勿 3P8028 3B 柱 14.0--21,7-15.4 シイ属

勿 θ 3P8043 SB 柱 )0.0-22.0-18.8 ク リ

勿 SP8043 SB 底板 3.6-36 ヒノキ

笏 3D71引 SB 箸 23.5-0.5 ヒノキ

勿 SD71M SB 箸 21.5-0.3 ヒノキ

4259 SD7154 饂 180 箸 (18.4)-0.6-0.5

盟 と SK7355 SB X74Yl16 円形板 4-(5,7)-08
4"2 SK7355 SB180 X75Yl18 円形板 201-(3,7)-0.9

翔 SX9320 SB181 X63Y91 底板 3.4-34 ヒノキ

銀 ■ SX9320 SB181 X63Y92 曲物 12.3-24-0.2

蒻 SX9320 SB181 X62Y91 加工板 (■ 2)-2.3-0.4

初 ′ SD4201 X178Y231 卿工板 35.5--6.5--1.3 ス ギ

期 〃 SD6203 加工材 19,8-28-0.7 ス ギ

皓■3 SD6203 Xl12Y159 加工棒 25.3--1.2--1.1

墾′Y SD6203 Xl10Y161～ 162 警 (126)-0.5-0.5

密′σ 3D6203 Xl10Y160 箸

初 σ 3D6203 Xl10Y160 箸 11.3-0.5

生345 232 3D6430 X101Y132 漆 椀 **-6.7-** ブナ 徐黒色漆,内面に赤色漆絵あり

懇

"
3D9157 底板 (14.8)― (53)-0,9

霧 フ 3D7001 X65Y105 加工材 (11.8)-1.6-1.0

431 笙ユ2 232 SD7002 X73Y82 漆椀 **-5,2-** ブナ 総黒色漆,内面に赤色漆絵あり

44■3 233 3D7002 漆椀 **-66-** ブ ナ 総黒色漆,内面に赤色漆絵あり

44■4 SD7002 漆碗 3.2-0,7 総黒色漆.内面に赤色漆絵あり

44■5 SD7002 奈椀 10.3-**― ** ブナ 総黒色漆,内外面に赤色漆絵あり

44■σ SD7002 箸 23.7-0,7 ヒノキ科

″F7 SD7002 下駄 14,7--8.6 バラ科 (カ マツカ?

44■8 SD7002 X73Y81 児符 (55)-3.4-0.3 ヒノキ科

44■フ SD7002 X67Y95 bl工材 11.0-37 ヒノキ科

物 SD7002 X63Y104 加工材 26.3--2,7--0 8 ス ギ

勿 3D7002 X73Y84 加工板 250-2.4-0.6
45縁 SD7003 X86Y104 漆椀 **-60-** ブナ ? 除黒色漆,内面に赤色漆絵あり

4573 3D7003 X85Y106 加工板 10,7-2.7-0 7

巧 〃 3D7003 【85Y106 舟形 )4-2.8-1.2
45あ 3DttЭ 03 箸 (18.4)-0,7-0.6

4576 234 3D7003 XttЭY100 加工板 33.4--2.4--0.6 ヒノキ

4577 3D7003 加工材 1,9-1.0 ヒノキ科

45終 3D7003 木筒 28.8-3.1--0.3 ス ギ

46エア SDttЭ 04 加工材 148-4.2-4.3

生6■8 SD7004 箸 19,0-0,7-0.4

生6■フ SD7004 箸 (196)-0.6-0,7
Z″ SD7005 X94Y127 漆椀 **― **― ** 総黒色漆,外面に赤色漆絵あり

〃餌 SD紹905 X124Y94 漆椀 **一 **-6.2 ブ ナ 総黒色漆.内外面に赤色漆絵あり

▽びフ SD7005 X124Y94 漆 椀 **-7.6-** ブ ナ 総黒色漆,内面に赤色漆絵あり

イ筋 SD7005 公椀 **― **― ** ブ ナ 総赤色漆(高台内のみ黒色漆),底部穿割

生656 SD7005 漆椀 **一 **― ** 総黒色漆.内外面に赤色漆絵あり

4657 SD紹905 公椀 7.8-2.0-** ブ ナ 絵黒負 漆 .内面 に赤色漆絵 あ り

ιν
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第25表 木製品一覧 (2)
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建 物 座 標 種  類 規格 (長・幅・厚 cln) 材  質 備  考

4658 SD7005 漆器 **一 **― ** 表面赤色漆,裏 側面黒色漆

4659 SD7005 X93Y127 円形板 (18,7)― (6.4)-0,9

イうう, 235 SDttЭ 05 X96Y120 円形板 11.7-11,8 ヒノキ

鶴6■ SD7005 X95Y123 折敷 11.7-11.5 ヒノキ

Zうう多 SD7005 X94Y127 麹物 7.0-(8.0)

75硯テ SD7005 X95Y124 加工板 20。 2-2.0-0.5
生664 SD7005 X92Y133 箸 (15.6)-0.6-04
Z筋 SD7005 X96Y124 bl工材 14.1--1 6--0,8

〃ひπ SD7005 X89Y136 加工板 12.2-3.3 ヒノキ

443 Y■機 】DttЭ ll X88Y124 円形板 4.1-4.1-0.2

ど〃θ SD7011 X70Yl16 円形板 5。 7-(3.4)-0.3

を十ミ 3D7011 X70Yl16 円形板 4.5-(3.6)-03
Y翡 3D701ユ 円形板 8.5-(5,2)-0.1

7絡 SD701ユ X87Y125 円形板 5.6-(1,8)-0.8

イ解 3DttЭ ll X88Y125 箸 24.3-0.8-07
F745 3DttЭ l X69Yl15 箸 22.3-10-0.6
Y盈6 SD701 X88Y124 箸 34.5-0.6-0.5

F27 3D70 � 8Y 箸 36.2-0.7-0.5

を,娼 242 SD70 X73Y 箸 23.6-0.8 ヒノキ

777θ 242 SD70 X69Y 5 者 20.2--0,7 ヒノキ

Fr醍 SDttЭ X72Y 如工板 101-2.1-0.2
444 Fク♭′ SD70 下駄 19,3-(105)-1.6

″Zうワ SD701 X88Y 下 駄 (22.2)-7.8-37
ど,テ5 SD7030 X85Y 馬欽 87-53 シイ属

Fヲπ SD7030 X87Y 下駄 16.4-7.8 ヒノキ科

笏 SD7030 X88Y 下 駄 15,1-7.2 ヤマボウシ

イ賜 3DttЭ 30 X87Y 下 駄 21.4-8.5-3.8

イヲ″ SD7030 下 駄 (21.8)-85-3.0
Z%θ 3D7030 X88Y129 下 駄 8,0-7,7 コブシ

496■ SD7030 漆抗 97-87 ブ ナ 徐黒色漆,内外面に赤色漆絵あり

7賜 SD7030 X88Yl19 漆抗 10,3--9.1 ブ ナ 俗黒色漆 ,内面に赤色漆絵あり

イ% 3DttЭ 30 漆 椀 [.3-5,6 ブ ナ 俗黒色漆,内外面に赤色漆絵あり

`陸
3DttЭ 30 漆椀 **― **-4.8 ブ ナ 徐黒色漆,内面に赤色漆絵あり

Z筋 3D7030 漆 皿 3.4-5.2-2,7 ブ ナ 総黒色漆,内面に赤色漆絵あり

4966 3D7030 X87Y128 漆 器 5,9-31 同定不可能 片口の注口部分

Y%7 3D7030 X89Yl19 漆器 13.0-2.8-0,1 赤色漆付着

イ閉 3D7030 X88Y124 曲物 197-72
イ

"
237 3D7030 X88Y124 曲物 **― (3.9)

7フアθ 3D7030 曲物 28.7-(4.2)

49盈 3D7030 桶 16.3-4.2-0.7

″ ″ 237 SD7030 桶側板 20.4-6.4 ヒノキ

拶 Z SD7030 X88Y 桶 10.6-6.2-10
452 49密 SD7030 X87Y 円形板 生。2-3.2-0.2

4975 SD7030 X88Y 円形 板 4-5.2-0.3
4976 SD7030 X88Y 円形板 5.6-(2.7)-0.5

塑 〃 SD7030 円形板 55-53-0.4
巧 β SD7030 X87Y125 円形板 5.1-6.0 ヒノキ

4979 SD7030 X87Y123 円形板 a.7-0.6

Zttθ SD7030 円形坂 7.9-0.5

⇔8■ SD7030 X88Y123 円形板 7.8-(5.8)-0.6

Z賜 SD7030 円形板 13.7-(6.1)-07
イ閉 SDttЭ30 X88Y124 円形板 183-(4.1)-0,7 煤付着

イ賜 3DttЭ 30 円形板 21.8-(69)-0.9 煤付着

∠筋 3D7030 円形板 26.7-(9.4)-13
4986 3D7030 円形板 22.7-(10.8)-09
Z"ア 3D7030 円形板 364-31.5 ヒノキ

〃%, 3D7030 X88Yl18 折敷 3.6-5.5

7賜 3D招930 折敷 5.6-(5.3)-0.4

`フ

ラθ SD7030 X89Y124 折 敷 5.6)-56-0.4
どヲフ′ SD7030 X88Y123 折敷 8-57-06
7フラテ 3D7030 折敷 5.7-5,9-04
イラクテ SD7030 折敷 5.2-6.0 ヒノキ

F解 SD7030 折敷 25--2 3 ヒノキ

ど,ソ5 SD7030 X87Yl18 折敷 18.5-9,2 ヒノキ

イフ% SD7030 X87Yl18 llT敷 90-4.6 ヒノキ科

4997 SD7030 X88Y125 折 敷 10 7--10,7 ヒノキ

イ% SD紹930 折敷 9,7-(39)-0.1 ヒノキ

イθ〃 SD7030 折 敷 10.3-6.3-02

δ
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第25表 木製品一覧 (3)
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建物 座  標 種  類 規格 (長・幅・厚cm) 材  質 備  考

初 SD7030 X87Y125 折致 4.4-4.7 ヒノキ

う妬7 SD7030 麗 7Y124 折敷 21.2-1,9-06
う膠 SDttЭ 30 折敷 25.8--7.4--0,2

効 SD7030 X88Y124 箸 22.8-0.8-0.6

躍 242 3D7030 X88Y124 者 23.7-0.6 ヒノキ

賜 σ 3D7030 X88Yl19 箸 23.6-0.6-0.4

50∞ 3D7030 X89Yl19 箸 33.2-0.6-0.4

うωア 3D7030 X88Y125 箸 14 0-0.6

効 3DttЭ 30 X87Y124 箸 243-0,7-0.5

賜 ク 3D7030 X88Y123 箸 24.5-08 ヒノキ

50ユθ 3D7030 X88Yl19 箸 B5.3-0.6-0.5

筋 ′ 3D7030 X90Yl18 箸 25,3--0.6 ヒノキ

う2フ み42 SD7030 X87Y125 者 25,7-0.6 ヒノキ

5,′♂ SD7030 X87Y 者 (24.7)-0,7-06
論■4 SD7030 X89Y 警 (245)-0.7-0.5

踏ユσ SD7030 X90Y 箸 (24.2)-0.8-5.5

50■ひ SD7030 X87Yl18 箸 (234)-0,7-0.6

5,′π SDttЭ 30 X87Y 箸 (23.1)-05-0,4

う9′∂ SDttЭ 30 X90Y 箸 21.1-0.8-0.4

刀′フ SD7030 X87Y 8 箸 (21,1)-0,7-0,7

勁 3D7030 X88Y124 箸 (19.8)-0.8-0.4

膠 拠2 3D7030 X90Yl17 箸 30.0--0.5 ヒノキ

う% SD7030 箸 (16.3)-0.8-06

う吻 SDttЭ 30 X88Yl19 箸 (18.1)-0.6-0.6

レ 3D7030 K87Y125 者 (9.1)-0,7-0.6

防 3D7030 箸 (12.8)-0.4-0.3

う% 3D7030 X87Yl18 箸 (16.9)-0.6-0.6

う冴7 3D7030 X87Y125 者 (16.9)-07-07
賜 3D紹330 箸 (17.5)-0,8-0.5

ク フ 3D7030 X88Y120 箸 (18.0)-0.6-0.5

捌 SD7030 X88Y120 しゃもじ (25.6)-5.3-0.8

う切 3D7030 X88Y120 筆 18.2-1.5 ヒノキ

膨 SDttЭ 30 X88Y124 将撲駒 3.4-28-0.6 表「銀脂J,裏「金」

閉 SD7030 X90Yl18 将棋駒 3.1-(18)-0.4 ヒノキ科 「王指

形 SD7030 木札 23.7-6.2-04 ヒノキ

5鶴5 SD7030 X88Yl18 木札 (5.0)― (1,9)-0,2

う孵 SD7030 X87Y124 木 札 9,9-13-0.6 ヒノキ科

謬 7 SD7030 X88Y125 木札 (7.5)-2.4-0.3

閉 SD7030 _X83Y129 木札 9.8-2.2-0.4 ヒノキ 墨書あり

賜 フ SD7030 X88Y124 木 札 (13.3)― (1.9)-0.2 ヒノキ

う夕θ ■0 SD7030 X88Y125 木札 (7.0)-1.6-0.3

″ ′ SDttЭ30 X88Y124 木札 (12.0)-2.3-0,7 ヒノキ

厖 3D7030 X90Yl18 木オし (11,8)-1.5-0.1

% 3D7030 X90Yl18 木オし 13.1)-1.0-02
5%ど 3D7030 X88Y120 木札 〕0,0-1.8-0.5 ヒノキ

う夕σ SD7030 加工材 3,7-10-0.2
解 σ 3D7030 X90Yl18 加工材 5。 4-1.2-03
潔 7 3D7030 X88Y125 加工材 30-2.7-1.6
恥48 SD7030 X88Y125 加工材 12.9-1.3-1.2

5%フ SD7030 X80Y 如工材 14.2-2.0-1.3

5,M SD7030 X87Y 911工 材 9.0-2.6-10
刀 ″ SD7030 X91Y 5 如工材 6-2.2 シイ属

刃 ν SD7030 X88Y124 lJD工 材 20.2--1.9--1.6 ヒノキ科

う妍 SD7030 X87Y 加工材 8.3-1.8-1.1

ううフ SD7030 X88Y 加工材 108-2.1-1.5

刃 ″ SD7030 X87Y124 bl工材 18,7-1.3-0.8

50弱 SD7030 X86Y128 加工材 18.5-3.3-1.9

う飯7 SD7030 X88Y124 加工板 ■.4-(3.0)-0,4

う)露 3D7030 X85Y128 加工板 12 8-2.2 ヒノキ科

男 ″ 3D7030 X88Yl19 加工板 6-2.1-0.3

賜 , 3D7030 X90Yl18 加工板 5,7-1.0-0.2

う妨 3DttЭ 30 X88Yl18 加工板 30-2.6
う修 3D7030 X88Y125 加工材 208-5 0-4.5
閉 3D7030 柱 17.2-12 1-8.0 柄穴あり

う物 SD7030 X87Y 加 工 板 22.2--1.6--0.4

う嚇 SDttЭ 30 X88Y 加工板 204-2.2-0.4
う%少 SD7030 X88Y 木札 196-22-0,4 墨痕あり

″ π ]D7030 X89Y 折 敷 15,7-97-02

σ認



第25表 木製品一覧 (4)

図
号

挿
番

物

号

遺

番
版
号

図
番

構
号

遺
番

建 物 座 標 種  類 規格 (長・幅・厚 cln) 材  質 備  考

458 閉 8 SD7030 X87Y125 布片 11,0-3.9-0.1 ヒノキ 漆付着

459 賜 242 SD7133 X76Y120 漆椀 10.0十 -8,0 ブ ナ 総黒色漆,外面に赤色漆絵あり

閉 SD7133 しゃもじ (13.5)-4.1-0.4

膨 SD7133 箸 24 0--0,7 ヒノキ

フ ″ SD7180 X68Yl13 公箆 3.7-2.8-0.3 漆付着

,どθ SD7180 X87Y120 bll工板 (13.2)-5,0-0.3

う′′′ SD7180 X68Y 2 加工板 ll.5-0.7

夕 了″ SD7180 X70Y 3 箸 17.0-0,7 ヒノキ科

タ ガ SD7180 X70Y 3 箸 24.4--0.5 ヒノキ

タ フ SD7180 X70Y 3 箸 (24.2)-0.8-0,8

夕7σ SD7180 X82Y 9 呪符 14.9--2.5--0.2

う77ひ SD7180 木札 5.7-2.8 ヒノキ科 墨書

フ′7 SD7180 柱 455-11.9-9.9 シイ属

フ7J SD7180 X70Yl14 柱 67.4--15.0-12.8 クリ?

5■■9 242 3D7180 櫛 18-4.3 ツゲ ?

2節 3D7551 X72Y92 加工材 49 4--8.9--3.0

5■騎 3D9204 X91lY125 漆 皿 8,7-5,3-2.0 ブ ナ 総黒色漆,内面に赤色漆絵あり

″ ″ 3D9802 漆椀 14.0-**― ** 総早色漆、外面に赤色漆絵あり

Я 宥 3D9802 円形板 (14.4)― (8,0)-0.8

夕 /~7 3D9802 X48Y65 折敷 (16.5)-57-5.5

″ π 3D9802 X48Y65 折敷 (17.3)-5.0-0.5

″ 霧 3E7006 曲物 31.6-13.5

″ ″ SE7006 曲物 37.0--12.4

25, %3 3E7017 曲物 〕8 4--30.2

3■95 3K7092 円形板 17.2-(5.7)-0.5

5■96 3K7092 円形板 19,0-18.2 ヒノキ科

"フ
3E7400 折敷 5.1-6.2-0.6

吻 3E7400 稲 57.2--34 4 ス ギ 側板17枚

吻 SE7400 漆椀 **-13.0-** ハ ンノキ 総黒色漆,内外面に赤色漆絵あり

ν Z 244 SE772 くりぬき材 38.0--14.0 二葉松類

賜 3E772 箸 (16.3)-0.6-0.4

吻 SE772 箸 (13.4)-0.6-0.3

効 SE772 警 (11.6)-0,7-0.6

閉 SE772 箸 (78)-0.6-0.3
潔 ひ SE7812 円形板 13.4-16
勁 7 SE7812 黍椀 13.0-7.3-** ブ ナ 総黒色漆.内外面に赤色漆絵あり

勁 ∂ SE7812 木札 25.4--6.1--0.4 ヒノキ

潔 フ SE7812 木札 17.0-2.4-0.3

閉 9 SE7812 如工材 5,3-4.0-2.3

閉 SE7812 箸 20.8--0.6--0.4

賜 SE7812 箸 (18.6)-0,7-0.4

笏 SE7812 箸 (15.6)-0,7-0.5

52繁 SE7812 箸 (15,0)-0。 7-0.4

効 SE7812 箸 (134)-05-0.4
効 SE7812 箸 (13.9)-06-0.4

"
SE7812 箸 (■ .3)-0.4-0.3

"
SE7812 箸 (8.3)-0.6-0.5

478 %9 SE7812 折敷 34.6--7.2--0.8 会塗布

И SE7812 柱 45。 7--9.5--8,7 シイ属

勁 3E7813 曲物 **― (10.0)

閉 245 SE7900 曲物 **-92
物 3E7952 円形板 ).9-9,7 ヒノキ科

賜 σ 3E7952 桶 16.8--30 4 側板12枚

効 3E7995 桶 [4.3--38 6--1 4

躍 3E8107 曲物 〕8.6--21.0

閉 SE8107 箸 17.5-0.6-0.6

"7
3E8128 山物 15.8--25.0

認騎 247 3E8148 曲物 D4.2-13.4-40

吻 SE8148 曲物 テ5.6-46.0-11.4

勁 ′ SE8148 曲物 1.2--29 4 ス ギ

勁 3E8148 円形板 〕6.3-(5,4)-1.6

勁 SE8169 曲物 〕3.2-20.6

効 SE9213 漆椀 **― **― ** 総黒色漆

認96 247 SE9213 桶 10.0-13.2 ヒノキ 側板21枚

"7
SE9286 加工板 25.2--4 3-0.3 漆塗りか

効 SE9286 箸 19 5-0.4

賜 フ SE9286 X48Y84 箸 16 8-06 ヒノキ

翻 SE9286 箸 13.4-0 5

第V章 遺構 。遺物
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図
号

挿
番

物

号

遺

番
版
号

図
番

構

号

遺

呑 建 物 座  標 種 類 規格 (長 幅・厚cm) 材  質 備  考

489 賜 ′ SE9286 曲物 57.0-12.6 ス ギ

朋 3E9380 漆 椀 **-7.2-** ブナ 総黒色漆,内面に赤色漆絵あり

レ SE9380 折敷 27.4--13.6

阿 σ 3E9380 くりぬき材 1.0-27.0 イヌブナ

492 翻υフ み47 SE9393 桶 30.6--35,0 ヒノキ科 側板21枚

j′′θ SE9393 曲物 50.2--23.5

"′

〃 SE9418 曲物 1.8--23.5

認■3 SE銘 18 由物 472-12.0
盟 σ SE9601 曲物 34.4--9 2

"ひ
SE9602 曲物 32.8--15.5

盟 π SE9603 曲物 38.8-8.4

認■9 拠8 SE9604 曲物 25,0-(13.5)

勁 SE9604 木製箱 11.0-4.5-44 シイ属

彩 SE9605 曲物 35.2--11.8

認25 SE9606 曲物 29 7--8.3

賜 SE9606 円形板 38.0-(8.5)-0.5

形 7 SE9606 加工板 193--0.3-0,7 炭化

物 SE9607 曲物 〕4.0-234
閉 , И9 SE9608 くりぬき材 B7.6-(19.4)-2.4 二葉 松 類

閉 SE9609 踊 18.2-15,0 ス ギ 側板19枚

形 SE9610 桶 1 8--32.6 ンイ属 側板15枚

504 閉 3E9615 漆皿 1-**一 ** ブ ナ 総黒色漆

筋 σ 3E9619 曲物 〕50-10.8
筋 249 3E9621 曲物 〕7.8-21,3-(11.2)

"7
SE9621 箸 18.0-0.5 ヒノキ

閉 3E9622 くりぬき材 14.0--24.5 二葉松類

彩 ′ 250 3E9623 曲物 33.6--15 8

レ 3E9626 曲物 25,1-(9,2)

男 τ 3E9627 曲物 370-(7.4)

解 F 250 SE9627 加工材 生35-13.8-2.7 二葉松類 中灰

505 5345 SE9628 くりぬき材 39.2-31.4-4.4 二葉松類

解 σ SE9628 漆抗 9,0-3.0-5,7 ブ ナ 総黒色漆 ,内面に赤色漆絵あり

認47 SE9630 曲物 184-11.1
5348 SE9630 底板 17.6-176-0.7 漆残存

潔 θ SE9630 折 敷 17.7-17.5-0.8 ヒノキ 漆残存

荊

'

SE9636 曲物 38.8--30.6--1.4

閉 SE9636 箸 190-08-0,4

"
SE9636 漆抗 **-5.2-** トチノキ 総黒色漆 ,内面に赤色漆絵あり

508 閉 SE9638 曲 物 32.0-25,0

開 脇 SE9680 くりぬき材 39 2--21.2 イヌブナ

認55 SE9752 山物 37.0-10.2

筋 2V SE9757 塾物 34.6--25,6

筋 7 2[耗 2 SE9759 曲物 35.0-15,6

筋 SE9821 曲物 45,0-15.6

開59 SE9822 円形板 14.3-4.3 ヒノキ

j湯あθ SE9844 桶 41,0--32.2 二葉松類 限I板21枚

"′
3E9863 曲物 **-15.4 上段

"ν
253 3E9863 曲物 38.0-12.0 下段 ,炭化

筋 3E9867 曲物 **― (5.4) 下 段

男 7 3E9867 曲物 〕5.4--8.2 上 段

筋 3E9868 曲物 **― ■.0

う湯あσ 253 SE9864 由物 35.6-23.2

"7
254 3E9864 箸 20.8--0.5

筋 254 SE9864 箸 202-10
物 2y SE9864 箸 20.4--0.8

″ % 〕54 SE9864 箸 21.4-0.6 ヒノキ

諏 ■ SE9864 警 22 0--0.7

5V2 354 SE9864 箸 210-0.6
露 密 354 SE9864 箸 19,8-0,7

″ 〃 〕M SE9864 箸 19.5-06
″ 疹 SE9864 箸 18.3-0.6 ヒノキ

″ % SE9864 箸 16.6-0.7 ヒノキ

″ 〃 SE9864 箸 12.8--0.5

″ 膠 SE9864 箸 159-0 6
″ 〃 354 SE9864 箸 15.5-06
閉 0 254 SE9864 箸 15.0-0.8

蒻 ′ 2[ン4 】E98翻 箸 16.0--0.8

男 ν 254 3E9864 箸 68- )6

δ5δ



第25表 木製品一覧 (6)

図
号

挿
番

物
号

遺
番

版
号

図
番

構
号

遺
番

建 物 座  標 種 類 規格 (長 幅・厚 cm) 材  質 備  考

閉 SE9864 箸 14.6-0,7

酔 SE9864 警 12.7-0.6

筋 3E9864 者 13.0-0.6

筋 ケ 3E9864 箸 110-0.6

露 7 2開 3E9882 山物 34.0-20,4

賜 SE9882 漆 皿 3.2-5.6-2.1 ブ ナ 総黒色漆

翻 3E9882 漆椀 **-7.1-** ブ ナ 総黒色漆,内外面にオ色漆絵あり

516 翻 3K6409 X91Y123 円形板 3.9-**-0.3
財 ν SK6409 X91Yl% 加工材 (8.8)-3.7-1.7

フ Z′ SK6415 曲物 7.3-1.6-0,4

酵■2 SK6415 X100Y123 所致 12.9--3.1 ヒノキ

フイ′ SK6415 踊側板 13.3-4.6-0.7

うZ′7 SK6415 円形板 (25.0)― (5.6)-1.0

望■5 SK6415 円形板 (5.5)― (2.6)-0.5

妥ユひ SK6415 X100Yl'4 折敷 7.3-(4.3)-0.2

フエア SK6415 桶側板 12.5--5.9--0.9

522 潔 60 SK7088 所致 10.4-4.6-0.3

舅 2 SK7088 箸 (15.8)-0.6-0.4

フ ν SK7088 X79Y100 柱 42.0-14.7-10,9 クヌギ節

524 蒟 9ク SK7166 X80Y122 曲物 **-3.1
銹ユθ SK7166 X81Y122 箸 23.1-0,7-05

筋 ′ 3K7166 加工板 15.6-5.4-0.8

526 鰯 J 3K7322 bl工材 5,0-4.5-4.0

関5■ 3K7336 折敷 3.3-5.2 ヒノキ

55認 3K7336 X69Yl13 折敷 4-3.4-0.1

筋 3K7336 円形板 1-(6.6)-0.2

膨 3K7336 円形板 〕3.5-(13.0)-09

5筋 3K7336 杓子 23.0-4.ユ ヒノキ科

5556 SK7336 X69Yl13 加工材 11.2-1.5-0,7

筋 7 SK7336 箸 11.9-0.6 ヒノキ

筋 8 SK7336 箸 25.0-0.7 ヒノキ

5賜 SK7336 X69Yl13 箸 23.5-0.6 ヒノキ

筋 戌 SK7336 箸 23.5-0.8

関6エ SK7336 箸 24.7--0.8--0 5

笏 ν SK7336 X69Yl14 箸 25,1--0.8--0.6

筋 SK7336 X70Yl14 者 23.8-0.6-0.6

膨 SK7336 箸 (205)-0,7-0.5

筋 SK7336 箸 212-06-0.5
Й % SK7336 X70Yl14 者 (18.5)-07-0.4

"7
SK7336 X70Yl14 箸 (16.3)-0,7-06

筋 3K7336 X70Yl14 箸 (14.8)-0.6-0.5

勁 3K7336 X70Yl14 誓 (14,9)-0.8-0。 7

万 翅 3K7336 X70Yl14 箸 (14.2)-0.6-05

528 ″ π 3K7336 柱 生6.0-12.1-12.4 スダジイ

万 ″ 3K7336 杭 i8,4--11.4--9.2 ウリハダカエデ ?

″ β 255 SK7338 漆椀 72-2.0 モクセイ科
(シ オジ?ヤチダモ?)

総黒色漆,内外面に赤色漆絵あり

万 〃 SK7338 箸 (21.6)-06-0.5
協 SK8149 箸 (■ .5)-0,7-0.5

5酪 膨 SK8061 漆椀 33-7.5 ブ ナ 総黒色漆,内面に赤色漆絵あり

閉 SK8061 漆椀 **-5.3-** トチノキ 総赤色漆(高台内のみ黒色漆),

高台内に赤色漆絵あり

働 SK8061 折敷 35.3-4.0-0.4 ］束

謡 5 】K8061 91工板 (18.0)-10.6-0.6

閉 σ SK8061 X70Y96 加工材 7.6-2,7-1ユ

556 賜 SK9212 漆椀 14.2-5.1--7.4 ブ ナ 総黒色漆,内外面に赤色漆絵あり

閉 256 SK9212 下 駄 16.7-9.4 ヒノキ科
(アスナロ?サワラ?ネズコ?)

賜 テ 3K9389 X60Y87 漆 椀 **-8.8-** トチノキ 総黒色漆,内外面に赤色漆絵あり

弼 路 SK9756 箸 (124)-0.6-0.4

形 SE9807 漆 皿 ),7-**― ** ブナ 総黒色漆,内面に赤色漆絵あり

露 ″ 3E9807 漆 皿 〕2-5.2-27 ブ ナ 総黒色漆,内面に赤色漆絵あり

男 ク 3E9807 漆椀 **-57-** ブ ナ 総黒色漆

男 π SE9807 漆 抗 14.0-**一 ** ブ ナ 総黒色漆,内外面に赤色漆絵あり

筋 少 SK9807 X66Y69 漆 椀 **-6.0-** トチノキ 総黒色漆,内外面に赤色漆絵あり

"7
257 SE9807 漆椀 **-5,7-** ブ ナ 総黒色漆,内外面に赤色漆絵あり

露 露 SE9807 漆椀 12,0-5 3 ブ ナ 内赤外黒色漆

賜 θ SE9807 糸 巻 9,8-3.6

π /~9 258 SE9807 糸巻 7_3-3.5

第V章 遺構・遺物
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2 中世 (D地区～H地区)

第25表 木製品一覧 (7)

図
号

挿
番

物
号

遺
番

版
号

図
呑

構
号

遺
番

建 物 座 標 種 類 規格 (長・幅・厚∽ ) 材  質 備  考

顕 と SE9807 糸巻 3.0-3.5

″ 〃 3E9807 糸巻 10。 9-3.5

″ κ SE9807 糸巻 22.5--2.8 シイ属

″ 〃 SE9807 糸巻 27.8-2.7

露 疹 3E9807 糸巻 10.2-2.5

π 〃 SE9807 加工材 508-1.3-1,3
露 〃 SE9807 加工材 生6.1-4.0-2.6

露 % SE9807 折敷 24.5--5,2--0.6

″ 〃 SE9807 所敷 18.9-6.0-0,2

朋 SK9858 曲物 38.0-(17.0)

59髄 D X177Y2191層 円形板 5.0-4.5-0.6 ス ギ

効 D I層 円形 板 19.2--18.2--1.2 ヒノキ 黍残存

567 潔 フ 1 X127Y172谷 部 奈椀 14.0-**― ** ブ ナ 内赤外黒色漆,外面に赤色漆絵あり

刃 刃 1 X128Y172谷 部 漆抗 **-6,7-** ブ ナ 内赤外黒色漆

筋 二 l X142Y170谷 部 折 致 11.4-5.1-0,2

"
l X142YliO谷 部 折敷 15,3-8.2-0.6

閉 l X129Yl路谷部 しゃもじ 17.9-5.8-07 カマツカ 炭化物付着

勤 Fユ X143Y170 下 駄 192-9。 1 ス ギ

男 節 Fl X143Y170 竹箆 23.5--5 7--1.8 タケ 中灰

ラ ク F2 X9iYl19つ Fオく漏 漆抗 13.1-4.1-5,7 ブ ナ 繹 色漆、内外面に赤色漆絵あり

うフラσ F2 K91Yll引ワ朗せ吉漆椀 **― **― ** グナ 俗黒色漆,外面に赤色漆絵あり

59銘 F2 (91Yll"F水溝 加工材 16.2-1.8-1.ユ コウヤマキ

勁 7 W (113Y164皿 b層 加工板 テ.6-2.2 ヒノキ えぐりあり

″ % F2 Xl10Y163Ⅲ 層 円形板 う。2-6.2 ス ギ

フ ″ F2 Xl10Y159 円形板 16.0-16.0 ス ギ

ぢ肋 F2 (100Y149Ⅲ c層 円形板 (15,4)― (7.5)-0.7

δ防7 F2 X96Y138Ⅲ a層 下 駄 13.6-2.8-2.6

δ賜 F2 Xll14Ylr06Ⅲ  a層 加工材 22.9-3 3-2.2

ぢ% F2 X96Y147Ⅲ  a層 加工材 10,0-2.7-0.9 ス ギ

う躍 F2 加工材 160-2.6-1.0 ス ギ

5笏 F2 X92Y143Ⅲ c層 楔 3.8-2.4-1 0

ぢ肋 F2 X92Y143Ⅲ c層 楔 )。 7-1.6-13
δω7 F2 探 10.3-2.0-1,7

う朋 F2 X96Y130Ⅲ  b層 箸 (13.5)-06-0.5
う吻 F2 X103Y142Ⅲ a層 箸 (8.0)-06-05
う,′θ F2 X104Y155Ⅱ b層 加工板 14.3-4.3-0,7

575 ″ 疹 F3 X67Y99Ⅱ 層 加工板 10.8--4.3--1.1 ス ギ 炭化

2〃 F3 D(70 箸 23.9--0,7--0 5

578 物 F4 みωY83 Ⅲ a層 殉工材 10.7--2.4 ヒノキ

52謗 G X67Y86 漆 椀 14 1-6.4-5.6 ブ ナ 総黒色漆,内外面に赤色漆絵あり

笏 θ X68Y褐Ⅲb層 漆椀 **― **― ** ブ ナ 総黒色漆,内外面に赤色漆絵あり

%′ X69～71Y69～寵

Ⅲb～ Ⅲc層

漆皿 6.8-6.5 ケヤキ

厖 メ69-71Y69-
70皿 b～ Ⅲc層

円形板 17.6--8 5 ヒノキ

% � 9～71Y69-
70Ⅲ b～ Ⅲc層

円形板 15,7-(9.0)-0.8

%7 X74Y681a層 円形板 12.2-(6.0)-1.0

%σ _X69^ヤ 71Y69ヽ一

70Ⅲ b～ Ⅲc層

円形板 (160)― (4.0)-0,9

鈎 少 》る9～ 71Y69～ 70 箸

%π X69^ヤ 71Y69^―

70Ⅲ b～ Ⅲc層

箸 15 7-0,7

物 G XttY69 Ⅱ層谷部 箸 (12.4)-0.4-0.5

物 G X69-71■
‐
69～

70皿 b～ Ⅲc層

貯オと (5.8)-3.4-0.6

581 ν 勉 G � 射 69Ⅱ 層谷叡 下駄 10.6--8.0 ヤナギ科

褪 と X69～ 71Y69～

約Ⅲb～ Ⅲc層

如工材 (12.7)-1.5-1.2

5272 X72Y69■ 層 m工材 27.6--2.0--2.5 ヒノキ

62絡 X72Y69Ⅱ 層 加工材 27.9--2.0--2.5

ν 〃 X66Y731b層 木錘 14 9-4.3-3 8

ν 疹 X66Ytt l b層 木錘 14 5-3.6-3.7

ν 疹 X66Ytt l b層 木錘 14.2-4.0-4.0

ν 〃 X66Ytt l b層 木錘 13.6-39-38 ンイ属

62密 X66Y731b層 木鍾 13.6-4.4-38
ν ″ X66Y731b層 木錘 13.2-4.0-4.0

捌 ワ X66Ytt l b層 木錘 13 8-3.9-3.9

δ5∂



第25表 木製品一覧 (8)

図
号

挿
番

物

号

遺

番

版

号

図

番
構
号

遺
番 建 物 座 標 種 類 規格 (長・幅・厚 clll) 材  質 備  考

581 閉 X66Y731b層 木錘 12.1-3.9-3.7

賜 X66Y731b層 木錘 14.4-3.3-3.5

閉 X72Y69Ⅱ 層 加工板 28.0-1.8-1.6

584 筋 26ユ H X41Y69Ⅱ 層 漆 椀 **-6.0-** ブ ナ 総黒色漆 .内外面 に赤 色漆絵あ り

筋 H X42Y541層 漆抗 **一 **一 ** 総黒色漆,外面に赤色漆絵あり

筋 π H X63Y691層 漆椀 **― **― ** 総黒色漆,外面に赤色漆絵あり

筋 H X6ユY741層 漆皿 **-5,3-** 内赤外黒色漆

584 初 262 H X48Y52Ⅱ 層 漆皿 5.0-5.2-** ブナ 総赤色漆

翻 H X59Y73Ⅱ 層 円形板 3.4-3.2-0,7 ヒノキ

翻 H X61Y711層 下駄 20,7--9.6 ヒノキ科
(アスナロ?サワラ?ネズコ?)

紗 H X36Y55Ⅲ 層 下駄 13.0-8.0 ヒノキ

筋 H X59Y72Ⅱ 層 下駄 17.5-10.0

骸 H X511Y58Ⅱ 層 下駄 17.5--5.0 ヒノキ

効 H X41Y69 m工材 12.5-0,9-0.6

筋 H X42Y691層 b日工材 12.0-3.3 ヒノキ

筋 7 H X42Y691層 しロエ材 ヒノキ

筋 262 H X65Y681層 櫛 15.0-5.2 ヒノキ

初 H X50Y68Ⅱ 層 l」l工板 9。 4-3.9-1.0

第V章 遺構・遺物
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2 中世 (D地区～H地区)

第26表 石製品一覧

挿図
番号

物
号

遺
番

版
号

図
番

構
号

遺
番

建 物 座  標 種 類
規格

(長・幅・厚・重 さcnl・ g)
材  質 備  考

382 イ筋 SP7636 3B169 石硯 (70)― (41)-0.8-30 泥岩

イθ〃 SP7185 3B171 監石 8-4.4-1.4-26.9 疑灰質泥岩 砥石 ?

388 4暢8 SP7221 3B172 石視 (4.0)― (5.6)― (1.1)-21 疑灰岩

舛 SX9320 3B181 X63Y90 石鉢 **― **一 **-135 疑灰岩

4解 SX9320 3B181 X63Y92 石 臼 37.2-(9.0)-1,850 疑灰角礫岩 上 臼

どν SD7002 X73Y79 媛房具 (10.6)― (9.4)-136.7 疑灰岩

どタ 3D7002 X73Y81 石 臼 〕2.0-(10.2)-4,300 疑灰質砂岩 下 臼

穆 SD7002 石 臼 〕2.8--10.0--13.500 疑灰角礫岩 下 臼

4579 3D7003 X78Y102 砥石 (2.6)-1.9-0.5-3.8 疑灰岩

イ閉 SDЮ03 X75Y103 砥石 (5.8)-2.3-0.7-12.ユ 疑灰岩

458■ 3DЮ03 茶 臼 **― (7.6)-498 疑灰 岩

438 ど勿 SDЮ04 X81Y100 石 臼 〕3.6-10.0-2,400 疑灰角礫岩

462■ SD7004 切 石 (13.3)― (9.0)-88-1,000 疑灰岩

Fπ7 SD紹905 砥 石 6.3)― (3,4)― (1.4)-30 疑灰 岩

Y筋 SDラ1911 X80Y120 磨斧 (5.8)-3.8-2.5-64 疑灰岩

Я 〃 3D7180 X83Y120 石硯 (9,3)-5.0-1.6-135 疑灰岩

Я % SD7551 X74Y94 砥 石 (6.6)― (7.0)-2.0-111 疑灰岩

5■44 3D8140 X72Yl17 暖房具 (74)-128-3硲 疑灰岩

5■59 3D9275 X48Y79 石 臼 1.2-(10,8)-3,700 疑灰角礫岩 上 臼

2フア 3E7092 切 石 (27.0)― (13.0)-3.1-800 疑灰 岩

フ π 3E7092 切 石 (21.3)― (11.3)-3.0-800 疑灰岩

閉 3E8±48 石 臼 3と ,2--10.8--5,100 疑灰岩 上 臼

492

"′
3E9393 看 臼 32.8--11.2--3,900 疑灰角礫岩 上 臼

496 33■8 3E9603 石 臼 28.4-9.2-10,000 凝灰角礫岩 下 臼

膠 3E9606 石 臼 29.2--11.2--7,100 凝灰角礫岩 下 臼

醜■8 3K6415 F「e石 (3.4)-3.2-0.4-4.8 疑灰岩

522 舅 ″ 3KttЭ 88 石錘 (13.2)-2.7-2.1-357 凝灰岩

賜 3K7783 砥 石 (5.4)-3.7-0.9-20 凝灰岩

549 ″ SK8007 石 硯 (8,7)― (6.1)-1.8-102 凝灰岩

553 彩 2“ 3K8126 礎石 230-21.2-(68)-4,400 砂質凝灰岩

潔 θ 3K9212 打斧 11,0--7.7-1.9-134 凝灰岩

賜 イ SK9389 X60Y87 砥 石 (9,4)-3.1-(4.0)-980 凝灰岩

564 閉 θ 3K9807 石鉢 **― **― **-1,500 凝灰角礫岩

彩 D X189Y2351 砥石 (59)― (2.1)― (1.8)-30 凝灰岩

5895 D X189Y2351 砥 石 (9.5)-3,9-2.6-141 凝灰岩

567 筋 7 Fl X121Y156 加工品 4.4--3.8--1.7--42 泥 岩

5鰯 Fl X126Yl雅谷 加工品 (5.6)-10.0-3.5-249 砂岩

568 効 266 Fl X129Y173谷 石 臼 30.8--12.4--15.200 疑灰質礫岩 上 臼

羽 9 Fl X128Y173谷 石 臼 27.6-(7.6)-3,800 砂 岩 上 国

閉 Fl X125Y172谷 石 臼 30.8-8.8-13,000 凝灰岩 下 臼

閉 2 267 Fl X129Y173 台 座 41.6-41.6-22.4-34.500 凝灰質泥岩

571 δO′7 F2 X97Y128Ⅲ a 砥 石 (5。 3)-2.7-2.45-48.7 凝灰岩

2膠 F3 X88Y133 加工品 (42)― (33)-2.0-18 凝灰岩 穿孔

″ ″ F3 X88Y14111 五輪 塔 11.4--19.2--1.500 凝灰質砂岩 空風輪

578 修 F4 X61Y101 砥 石 (7.6)-2.8-1.7-M.8 凝灰岩

% F4 X64Y95 砥石 (3.3)― (2.7)-04-4.5 凝灰岩

物 F4 けF土 蓋 ).4-2.4-191.3 凝灰岩

物 F4 X64Y90皿 c 石鉢 **― (10.8)一 **-1,340 凝灰岩

″ π H X59Y651 砥 石 (6.3)― (3.1)-1.3-32 凝灰岩

謝 ■ H X58Y681 蓋 **― **-102 凝灰岩 香炉

″ 〃 H X50Y71] 茶臼 **― (7.0)-3,600 凝灰岩

″ π H X50Y71] 茶臼 〕0,4--13.2--6,900 安山岩

房 〃 H XttY71 1 石 臼 1.2-12.0-4,700 凝灰角礫岩 上 臼

π 疹 H X55Y671 石 臼 30,8-**-3,900 疑灰角礫岩 上 国

″ % H X58Y671 石 臼 1 2-9.8--6,000 疑灰角礫岩 下 臼

房 〃 H X46Y701 石 口 〕20-(8.4)-5,600 疑灰角礫岩 下 臼

63終 H 必監3Y69Ⅲ a 加工品 (22.0)-11.8-10.8-3,800 疑灰岩

″ 〃 H X59Y70] 五輪塔 15.6--25 2--5,400 疑灰質砂岩 ■風輪

δひθ



第27表 金属製品一覧 (1)

図
号

挿
呑

物
号

遺
番

版
号

図
番

構
号

遺
番

建 物 座  標 種 類
規格

(長・幅・厚 重 さcm・ g)
材  質 備  考

374 イ陸 SP8168 3B154 銭 2.44-3.57 銅 開元通費

4005 SP8168 3BlM 銭 3.38--3.13 銅 開元通賓

イ筋 SP8168 3BlM 銭 41--3.01 銅 淳化元賓

イθθ7 SP8168 3BIM 銭 〕.49--2.98 銅 嘉祐元賓

イ膠 SP8168 3Bl「04 銭 3.35--2.53 銅 元祐通賓

イωフ SP8168 3BlM 銭 み。43--2 75 銅 元祐通費

イθ7θ SP8168 3BlM 銭 〕.36--3.73 銅 洪武通費

婚■′ SP8168 3BlM 銭 3.57--3.88 銅 永楽通賓

4■■2 SP9753 SB186 銭 3.41-3,75 銅 県寧元賓

笏 SD7341 SB180 X78Yl15 銭 3.49--2.68 銅 永楽通賓

勿 σ SX9320 SB181 X62Y90 践 **-1.62 鋼 皇宋通賓

勿 ∂ SX9320 SB181 X64Y93 銭 J.39-3.91 銅 元豊通賓

η SD4201 X183Y233 銭 2.39--3.34 銅 聖宋元賓

4346 SD6430 X102Y130 銭 41-(207) 銅 □寧元賓

432 4425 SD7002 X73Y8ユ 銭 2.50-** 銅 6枚接着開元通賓

4426 SD7002 X73Y8ユ 銭 2.40-** 銅 6枚接着嘉祐元賓

霧 7 SD7002 X65Y98 銭 37--2 59 鋼 熙寧元賓

ノ修 SD7004 銭 2.36-(2.21) 熙寧元賓

440 ∠筋 SD7005 X94Y125 切 羽 4--4.1--0.05--6.42 銅

4669 SD7005 X96Yl19 銭 45--4 06 銅 開元通賓

FσZθ SD7005 X96Y124 銭 2.52-3.15 永楽通賓

444 ∠移 SD7011 X74Yl17 刀 子 10,9-1.0-0.2-7.16 鉄

7筋 SD7011 X73Yl16 銭 42--1 98 銅 開元通費

ど筋 SD7011 X70Yl15 銭 2.47--3.62 銅 皇宋通賓

勃 SD7030 X81Y129 銭 2.42--3.39 銅

う,カ SD7030 X87Y125 銭 52--4 37

592 SD7030 X87Y125 銭 2.39--2.88

461 夕J7 SD7551 X72Y91 釘 131-29-1,3-102.73 鉄

効 SE7812 残 2 48--3 96 天聖元賢

″′ど SE9418 銭 2.34--2.61 元豊通賓

516 訊■9 SK6415 X100Y124 銭 2.382--2.61 鋼 元符通賓

Ь軸 SK6415 X99Y124 銭 505--2.88 永楽通賓

565 賜 D X198Y2501 銭 2.40--2.96 銅 政和通賓

賜 7 D X165Y216 Ⅱ b 銭 2.36--2.35 元豊通賓

効 D X209Y2531 銭 **― (225) 寛□通賓

肋 178 D X176Y224 Ⅲc 煙管 (4.45)-1.0-0.05-3.21
吻 D X204Y255 Ⅲ c 煙管 テ.6--1.1--0,1--4.69 鋼 火皿 (径 1 6cm)

590■ 178 D X190Y2511 堕管 1-10-0.1-6.68 吸 口

5賜 178 D Y240  1 堕管 5.45--0,75--0,1--5.65 銅 吸 口

効 D X184Y2311 刀 子 (15.9)-1.8-035-2395 鉄

賜 Fl X129Y164 Ⅲc 刀 子 5--0 9--0 5--7.02 鉄

571 ぢa′′ F2 X100Y129 Ⅲa 刀子 15 9--2,0--0.3--26.91 鉄

う2′ F3 X94Y126 切 羽 1.2--2.0--0.1--4.97

Ю■4 F2 X98Y132 Ⅲa 円盤 状 1 7--0 05--0.65

あ″」 F2 X101Y147Ⅲ a 堕管 (385)-1.4-0.1-10.31
う,′ひ F2 Xl15Y162 Ⅲ b 残 1,77--0.90 銅 至道元賓

う″7 F2 X98Y144 Ⅲ a 銭 32--3.11 元豊通賓

あ″J F2 X96Y147皿 b 残 2 46--3 11 銅 元祐通賓

う″θ F2 X97Y143 Ⅲa 践 2.32--2.43 銅 寛永通賓

あ防 F2 Xl± OYlM 歳 52--3.22 寛永通賢

575 6■80 270 F3 X87Y 27Ⅱ 金具 58-325-0.2-3.49 銅

σ′″ F3 X90Y 36Ⅱ 鑓 (11.16)-1.45-0.4-35,9 鉄

ひ′ν F3 X86Y 鑑 (5,1)-0.6-0.3-464 鉄

σ′

"
F3 X69Y 輸状 )8-07-035-12.72 鉄 半分のみ

6■駐 F3 必協llり7Ⅳ直上 残 2.5--1.1--25.81 銅 8枚接着永楽通賓

ひ′あ F3 X81Y′Ⅳ直上 践 41--2.65 鋼 元豊通賢

σ′5今 F3 X78Y 銭 2 38--2 23 銅 開元通費

6■y F3 X82Y 26Ⅱ 義 2.41--2.50 鋼 開元通賓

6■88 F3 X81Y 残 2.45--1.67 銅 開元通費

576 σ′影 F3 X78Y 銭 2 41-1 66 銅 皇宋通費

ι′〃 F3 X81Y 22Ⅱ 羨 2.39--3 23 銅 紹聖元賓

σ′タ F3 X80Y98] 炭 **― (1.28) 鋼 景徳元賓

ひ′ν F3 X67Y99Ⅱ 銭 2.28--1 80 銅 寛永通費
夕

"
F3 X83Yl15 Ⅱ 銭 2.31-(145) 銅 寛永通賓

σ′タ F3 X75Yl15 Ⅱ 践 78--3.29 胴 寛永通賓

578 物 F4 X60Y100Ⅱ 唖管 3--0.85--0,05--4.6 銅 火皿候を1 6cm短御Э8碗m)

修 7 F4 X40Y8111 鉄淳 1 7-63-20-71.13
5228 馳 X43Y79] 鉄 淳 .25--5,3--4.25-159,26

賜 G X70Y861 浅 2.28--2 73 洪畿 � 奮

1

第V章 遺構・遺物       |

δδ′



2 中世 (D地区～H地区)

第27表 金属製品一覧 (2)

図
号

挿
番

物
号

遺
番

図版
番号

構
号

遺
番 建 物 座 標 種 類

規格

(長・幅・厚・重 さclll・ g)
材  質 備  考

586 閉 θ H X41Y641 鋼 22.3--10.1--0,45--1,156.07 鉄 5381・ 6382と「]―
‐個イ本か

翻 H X41Y651 鍋 10.1-5.0-0.35-62.53 鉄 認80・ 6382と 同一個体か

賜 ロ X42Y651 渦 11.3--7.0--0.4--186.23 鉄 努80・ 6382と 同一個体か

閉 270 ロ X4 Y641 金具 〕.1-(8.6)-0.5-** 鉄

紗 〕70 H X4 Y641 金具 (7.6)― (8.6)-0.5-** 及

"
み70 H X4 Y641 金 具 11.0)-0.5-0.4-** 映

筋 270 H X4 Y641 金具 (8.85)― (2.6)-0.45-** 映

謬 7 H X4 Y651 仏飯器 12.8-10,7-0.2-268.45 嗣

閉 H X46Y651 Jヽ柄 (22.3)-1.15-0.3-型 .56

翻 H X53Y631 煙管 生.2--0.9--0.1--5.58 銅 � (離1,蜘籐 1.3cm)

翻 H X45Y671 銭 2.511-3.30 銅 竜永通賓

"′
I X53Y631 2.19--2.21 嗣 裁永通奮

δ2



第Ⅵ章

1 6世紀の遺物

6世紀の遺物は散発的な出土状況で,古代包含層や後世の遺構に混入 して出上 し,明確な遺構に伴

ったものは少ない。F2・ F3地区からの出土量が比較的多い。

遺物には須恵器杯蓋,杯,醒,甕が,土師器には椀,鉢,高杯,壼,奏がある (第587図 )。

4762の杯蓋は頂部と口縁部の境の稜はほとんど無 く凹線状である。口縁内端部は内傾 して稜をもつ。

2は頂部と口縁部の境に僅かに稜をもつ。杯の5085は 口縁内端部に形骸化 した稜をもつ。これらは細

かな砂礫を多 く含む胎上である。

大型堪 3は器高約22cmを 測 り,顎部には櫛描き波状文を加飾する。117は大型甕で口縁端部を上下に

広げるが,稜は目立たない。顎部は櫛描き波状文と凹線で文様帯を構成する。

土師器椀の5423・ 5424。 1498は黒色土器である。口縁形態は5423は上方にのび,5424・ 1493は「く」

の字状に外反する。5423の 体部内外面は丁寧なヘラミガキが施される。1493の体部下半外面にヘラ削

りを施す。鉢51231ま黒色土器で体部下半外面をヘラ削 り調整する。高杯は杯部の破片で,中位の屈曲

は弱い。119の外面はヘラミガキ,内面はハケメ調整する。

壼には3形態がある。496は伝統的な一般的形態で体部外面上半から顕部内面にかけて赤彩される。

体部下半はハケメ調整する。233は 赤色酸化粒を多く含んだ精製壼で,丁寧なヘラミガキを施す。5086

@

霧

√¬ _Iク

絡

―
閉

尋 轍

0                    20cm

6世紀の土器
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2 古代建物群の構成と変遷

は直立気味の頸部に張 りの弱い長めの体部が付 く。顎部内外面にはヘラミガキを施す。

甕には大小の 2法量がある。小型の1495は体部内外面削 り調整する。大型甕234の体部は球形に近 く,

外面は粗い斜め方向のハケメ調整を施す。                    (池 野正男 )

2 古 代 建 物 群 の 構 成 と変 遷

A 建物群の構成 (第 588図 )

古代の建物は東西約700mに亘って広がり,75棟が確認された。内訳は竪穴建物が 7棟のほかは掘立

柱建物が占める。また,基本的には道路幅約30mの みの調査であり,南北方向への広がりは明確でな

い。建物群は調査区の全面に広がるのではなく,それぞれ集団域を構成する。確認された集団域数は

4箇所を数え,各集団間には50～70m程度の建物等の遺構が確認できない空白域が存在する。集団域

の形成には地形的制約や規制,血縁的紐帯などの諸要素が絡んでいるのであろう。集団域名は東から

I集団と呼称 し,西端の集団域をⅣ集団とする。但 し,Ⅲ ・Ⅳ集団は局部的な建物群の検出に止まっ

た。さらに,各集団域の建物群は配置状況から複数のブロックに細分でき,集団は複数のプロックか

らなる。

I集団はA・ Bの 2プロックから構成される。AブロックはB2調査区からCl 調査区東側にかけ

南北幅約130m程て広が り,更にCl調査区北側に隣接する福岡町教委調査区を含む。

度であろうか。なお,B2と Cl地区の間のB3地区は深 くて大規

模な撹乱により全ての遺構は消滅している。B2・ Cl地区とも中

世の遺構 と重複 し不明確な点も多いが,掘立柱建物 4棟が検出され,

内訳は側柱建物が 3棟,総柱建物 1棟である。建物の規模は3間 ×

2間 ,ま た,総柱建物は 2間 ×2間の一般的な規模である。

町教委の調査では竪穴建物が 2棟 と寺院関連施設に付随すると推

定する当遺跡で唯一の井戸が検出されている。

注目される遺物には,町調査域から瓦塔に納まる阿弥陀三尊像・

東西幅約70m,

瓦塔・灰釉・緑釉,ま た,B2地 区から瓦塔が出土し,遺構は明確 ヽ

でないが,遺物から小規模な寺院等の存在が想定される。

BブロックはCl調査区西側に位置し,中世遺構群と重複する。

西端は河川跡によって境界は明確であるが,東側はAブロックと近

接 し,明確な施設は伴わないが建物が途切れることから分離する。

東西幅は約50m程度であろうか。建物群は竪穴建物 2棟,掘立柱

建物 8棟が検出された。掘立柱建物の内訳は側柱建物が 5棟,総柱

建物が 3棟である。西側の側柱建物は竪穴建物と一部重複 し,柱間

間隔が狭 く,梁行 3間の古い様相を残す建物がある。総柱建物は 2

間×2間の一般的な規模である。

Ⅱ集団はC～ Fの 4ブロックを包括する。CブロックはC2・ D

調査区に広が り,西側は南北方向の溝,東側は空白域,北側は道路

状の 2条の溝,更に,南側は河川跡の近接が想定されることから,

南端を除くと調査区内にブロック全体に近い範囲が含まれる。範囲

は東西約60m,南北幅約100m程度の約6,000ド程度の広が りであろ

雀

，

ノ

／

」
　

ノ

第588図 建物ブロック配置
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第Ⅵ章 考

う。建物群は全て掘立柱建物で構成され31棟 を数える。内訳は側柱建物力認6棟,総柱建物が 5棟であ

る。側柱建物の規模は3間 ×2間 ,総柱建物は 2間 ×2間の一般的な規模である。建物群は南支群と

北支群の 2群に細分でき,それぞれの支群内で建物は重複関係が認められる。特に南支群で重複が著

しく,建物方位も近いことから短期間に建て替えられたものであろう。総柱建物は北支群の西端に位

置し3棟が方位を揃えて南北に並ぶ。また,建物周辺には建物方位と同じ方向の畝状遺構が伴う。

DブロックはD調査区の北側に位置し,C・ Eブロックとは畝状遺構で区分される。検出建物は掘

立柱建物 1棟のみで主体は調査区外 |こ 広がる。 3間 ×2間の側柱建物である。畝状遺構は建物の南側

に広がる。

EブロックはD調査区の西側に位置 し,東・南側は溝によって分離される。ブロックの東側に配置

された建物群の11棟が検出され,西側建物群は調査区外に広がる。建物は全て掘立柱建物で,内訳は

側柱建物が10棟,総柱建物が 1棟である。規模は全容が知れる建物は多くないが 3間×2間が主体で, 4

間×2間の建物が 2棟ある。注目される遺構には建物内に設置された鍛冶炉があり,ま た,建物周辺

の包含層に鍛造剥片等の鍛冶関連遺物が出上 した地点があり,鍛冶集回の存在が予想される。建物の

周辺には畝状遺構が認められる。

FブロックはD調査区の南端からEl調査区に広が り,北側は東西溝,南側は河川跡で区分される。

南北幅は50m程度である。撹乱が多 くみられ建物群は不確実な点もあるが 5棟が想定される。全て側

柱の掘立柱建物である。建物の周辺には畝状遺構が広がる。

Ⅲ集団はGブロックのみで,F2調 査区で検出された。建物群は更に東側の調査区外に広がる可能

性が高い。南北幅は約30m程度である。建物群は 7棟確認され,内訳は側柱の掘立柱建物 4棟,竪穴

建物 3棟である。側柱建物の規模は3間 ×2間で,竪穴建物はカマ ドをもつ 2m程度の小規模建物で

ある。

Ⅳ集団はHブロックのみである。HブロックはF3・ F4地区に広がるブロックであるが,中世遺

構群と重複 し,検出した古代の建物は竪穴建物 2棟のみである。建物群は東側の調査区外に広がる可

能性がある。

これらの他に, Ⅱ集国の河川跡を挟んだ南側のE2地区で多 くの畝状遺構を検出している。周辺に

建物群が存在する可能性が高い。

このように,古代の建物群を4集団 8プロックに区分 したが,前述したように南北方向の広が りは

不確定であり,全体像の把握にはほど遠い状況である。また,各ブロックは部分的な建物検出に止ま

つたため,ブロック内での建物構成も明確でない。ただし,ブロックの規模には大小があり,建物の

数も差がありそうである。建物の配置は 1～ 3棟程度が最小単位で,複数の支群で構成されたブロッ

クもある。建物の規模は側柱建物では3間 ×2間が主体をなし, 4間 ×2間 , 4間 ×3間 , 2間 ×2

間の建物もみられる。建物面積は主屋級で30～ 50♂程度,脇屋級力認0～ 30♂で僅かな格差があるが,

Ⅶ期頃になると主屋級の建物が規模を減じ,格差を解消する方向に進む。また,梁側に庇をもつ建物

はあるが,桁側に庇を持つ建物はみられない。総柱建物は全て 2間 ×2間の規模で, 4プ ロックにみ

られ,ブロック単位で倉を無有 していることがわかる。ただし,cブロックの 3棟の並び倉の存在は

異質であり,有力農民層の出現が窺える。

建物に伴う遺構には,土坑,畠跡と推定する畝状遺構があるが,土坑は少ない。畝状遺構は建物周

辺に,溝の方向を建物の方位にほぼ揃えて認められる。また,井戸は福岡町教委の調査例以外は検出

されていない。
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2 古代建物群の構成 と変遷

B 建物群 の変遷 (第 589～ 592図 )

建物を構成する柱穴からの遺物量は多 くない。また,重複する柱穴もあるが,埋上の土質の関係で

明確にできなかったものが多い。数例の確認例では真北に近い建物は新 しい建物群であることが半J明

している。ここでは建物の方位を中心に建物の配置,出土遺物を援用 しながら変遷を推定する。

I期

竪穴建物のみで構成される。 I集団のAブロックで 2棟 (町教委調査),Bブ ロツクで 2棟 (SI

l・ 2)確認され, 2棟程度で 1単位をなす。主柱穴の方位は西に54～ 55度振れる (東 に90度補正す

ると35度前後)。 遺物が出上しており7世紀第 3四半期である。

Ⅱ期

竪穴建物のみである。Ⅳ集団Hブロツクで 2棟 (S16・ 7)確認された。 2棟は重複しており, 2

小期に分かれる。主柱穴は明確でないが,壁面の方位は30度東に振れ, I期 と大差はない。出土遺物

から7世紀第 4四半期に比定される。

Ⅲ期

掘立柱建物に建物形態が変化する時期である。Bブロックで 3棟確認され,重複関係がみられるこ

とから2小期に分かれる。新旧関係は不明であるが直列の 2棟 (S B12,14)と 単独棟 (S B13)が

それぞれ 1時期であろう。建物は全て東西棟の建物で方位を西に60度 (東 に補正すると30度)振れ ,

I期 の竪穴建物周辺に配置する。 4間 ×3間 (S B12)の 建物面積は42ポ , 3間 ×2間 (S B14)の

建物面積は28♂で,規模差がある大小の建物で構成される。

Ⅳ期

南北棟の建物が主体になり,居住域が拡大する画期で,B～ Fの 5ブロツクで建物がみられる。B

ブロックの建物群は東側に移動 し, 3間 ×2間 の側柱建物 2棟 (SB6・ 7)と 2間 ×2間の総柱建

物 2棟 (SB5・ 8)で構成される。方位は東に28～34度振れる。側柱建物は雁行配置で 2棟とも,19

～23だ と小さい。東側にやや離れて位置する総柱建物は穀稲倉 として問題ないが,隣接する総柱建物

SB8は柱穴が小さく雑舎的倉庫かもしれない。

Ⅱ集国のCブロックの建物は4間 ×2間の東西棟の側柱建物 (S B15)で同一方位の小規模建物と

重複する。桁行の東側の柱穴の間隔が広 く庇になる可能性がある。建物面積は55♂で,方位は50度西

(東 に補正すると40度)に振る。 1棟のみで構成された単独棟である。

Dブロックの建物は3間 ×2間の南北棟の側柱建物 1棟 (S B24)で,方位は40度東に振れる。建

物面積は39ポを測る単独棟である。

Eブロックの建物は側柱建物が 2棟あり雁行配置をとる。 2棟 とも4間 ×2間の建物 (S B52・ 58)

で,面積は44,55rを測 り,主屋級の建物である。方位は 1棟は37度東に振れ当期通有の方位をとる

建物であるが,も う 1棟は東に52度振れ,方位にばらつきがある。南端には 1間 × 1間 の物置程度の

小規模建物 (S B55)がみられ,方位を東に52度振る。

Fブロックの建物は 2間 ×2間の側柱建物 (S B62・ 63)が L字状に配置される。南北棟で方位は

西に14度 ,東に43度それぞれ振れる。建物面積は14～ 16♂ と小規模である。

当期は 7世紀来の居住域から集落が拡大する時期で, 5ブ ロツクで掘立柱建物12棟 を検出した。主

屋級の建物の面積は39～ 50♂程度でⅢ期の規模を踏襲する一方で,10～ 20♂台で主屋を構成する建物

群が出現 している。また,複数棟で構成するブロックと単独棟のブロツクがあり,単独棟の建物は相

対的に大きい。ブロック内での支群構成はまだ認められない。Eブロックの建物は2棟とも大きく,

δδδ
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地 区 建物番号 桁行 ×梁行
桁行長
(m)

梁行 長

(m)
面積
(ギ )

棟方向 方位 柱形式 時期
ブロ

ツク 備  考

C〕 SI 1× 1 26 31 35 N-55° 一W I B
Cユ S12 1× 1 30 30 80 N― M° 一W [ B
町調査 S11 1× 1 N-35° 一E 〔 A
町調査 S12 I A
F4 S16 1961 N-30▽ ―E Ⅱ B S17と重複
F S17 18.55 N-30。 一E Ⅱ H
C 14 3× 2 28 14 東 西 N-63° 一W 側 71a ll B
C 4× 3 43 5 東 西 N-62° 一W 側柱 ll B S B13と 重複
C 3× 2 4.5 30 60 東西 N-60° 一W 側柱 Il B
C 6 3× 2 40 232 南北 N-37° 一E 側 柱 Ⅳ B
Cl 7 3× 2 36 19,08 南北 N-37° 一E 側准 Ⅳ B

8 2× 2 4.2 17 64 南北 N-34° 一E 総柱 Ⅳ B
C 5 2× 2 37 13 69 南北 N-28° 一E 総柱 Ⅳ B
C2 3× 2 8 17 76 東西 N-52ν ―V 側柱 Ⅳ C S B15と 重複
C2 15 4× 2 11,0 55,0 東西 N-50コ ーW 側 柱 Ⅳ C
D 24 3× 2 39 22 南北 N-40° 一E 側柱 Ⅳ D
D 52 4× 2 9,2 52 44 南北 N-37° 一E 側柱 Ⅳ E
D 1× ] 32 10 56 南北 N-52° 一E Ⅳ E
D 弼 4× 2 44.88 南北 N-52° 一E 倒柱 Ⅳ E
E] 2× 2 15 75 南 北 N-43° 一E 側 構 Ⅳ F
El 2× 2 15.64 南 北 N-14° 一W 側荘 Ⅳ F
C2 4× 3 40 67 南 北 N― l ― E 側 /11 V C
C2 3× 3 5.5 23 10 南 北 N-28コ ーE 側柱 V C S B23と 言梅
D 3× 2 54 24 84 東西 N-62° 一W 狽」柱 V C B38と 重複
D 29 (2)× 2 (3.7) 東西か N-62° 一W 側柱 V
D 3× (1) 4.5 (20) 東 西 N-63° 一W 側注 V C
D 3× 2 30 72 東 西 N-61° 一V 側柱 V C
D (4) (1) (33) 南北 N-29° 一E 狽J柱 V C
D 3× 2 47 27 26 南北 N-25° 一E 側 柱 Ⅵ C S B35～ S B37と 重複
D 3× 2 2109 東西 N-65▽ ―W 側在 Ⅵ C S B36～ S B38と 重複,同一場所建て答え
D 3× 2 23 52 東西 N-67コ ーW 側柱 Ⅵ C
D 3× (1 (40) 東西 N-65・ ―W 側柱 Ⅵ C
D 3× 2 34 5 南 北 N-25° 一E 側柱 Ⅵ C S B43 SB4と 重複
D 3× 2 75 36 00 南北 N-23° 一E 側柱 Ⅵ C
D (2) (1) (41 N-26° 一E 側荘 Ⅵ E
D (2) (1) 南北 N-28° 一E 側 柱 Ⅵ C
F2 3× 2 62 47 29 14 南 北 N-30° 一E 側柱 Ⅵ G
F2 S13 Ⅵ G
F2 S14 Ⅵ G
F2 S15 9 28 Ⅵ G
C 3+1× 2 9,5 45 6 属了Jヒ N-21や 一E 側柱 Ⅶ C
D 2× 2 55 24 2 南北 N-20° 一E 側桂 Ⅶ S B29と 重複
D 2× 2 42 16.8 南 北 N-22° 一E 総荘 Ⅶ C
D 39 3× 2 37 23 南 北 N-20° 一E 側注 Ⅶ C SB40 SB41と 重複,同一場所建て誉え
D 40 3× 2 24 94 南 北 N-22° 一E f貝J祥 Ⅶ C
D 43 3× (2) 168 南北 N-21マ ーE 側 柱 Ⅶ C
D 1)×  (1 (40) (32) N-15° 一E 総在 Ⅶ E S B46 S B47よ り古V

D 2× 2 23 00 南北 N-12。 一E 側在 Ⅶ E S B58と 重複
El 2× 1 9 84 南 北 N-17° 一E 側柱 Ⅶ F
El (1) × 2 12 54 東西か N-73° 一W 側柱 ll F
F2 3× 2 43 26 66 南北 N-13° 一E 側 柱 Vl G S B67と 重複
F2 3× 1 10 15 東西 N-76° 一W 側柱 Ⅷ G
F2 68 3か ×2か 30.72 南北 N― %° 一E 側荏 Ⅶ G

ユ 3× 2 30 08 南】ヒ N-5▽ 一E 側柱 Ml A
2 2× 2 147 雨 北 N-3° 一E 総柱 Ⅷ A

Cl 2× 2 17 39 南 北 N-7° 一E 総 住 Ⅷ B
C2 3× 2 27 0 南 北 N-1° 一E 側程 Ⅷ C S B20と重複

3× 2 32 16 南 北 N-2° 一E 側柱 Ⅷ C
D 2× 2 1224 南 北 N-6° 一E 総オ主 Ⅷ C S B27と 重複
D 2× 2 37 15 54 南北 N-5° 一E 総 /11 Ⅷ C
D 2× 2 1892 南北 N-6° 一E 総柱 Ⅷ C S B30 32と 重複
D 2× 2 18 0 南 北 N-6▽ ―E 総柱 Ⅷ C
D 3× 2 27 3 南北 N-6° 一E 側柱 Vl l C
D (2) (1) (3.2) (35) N-7Ψ ―E 側 柱 Ⅷ S B47・ 48と 重複
D (2) (2) (42) (46) 南北か N-8° 一E 側柱 Ⅷ E S B50 51と 重複
D 53 3× 2 23 32 南北 N-7° 一E 側柱 Ml E
D 里 3× 2 55 24,75 南北 N-7° 一E 側柱 Ⅷ E
D ()× 2 41 南北 N-7° 一E Ⅷ F
B2 3 × 2 南北 N-2° 一W 側柱 Ⅸ A
Cl 4 2+1× 2 55 20,9 南北 N 側柱 Ⅸ A
C2 4× 2 70 41 287 南北 N-1。 一E 側柱 Ⅸ C
C2 3× (1) 50 (4.8) (24 0) 南北 N-2° ―E 側柱 Ⅸ C
D (2) (1) 42) (37) N-2° 一E 側柱 Ⅸ E
El (2)× 2か 46) 南北か N-5° 一W 側注 Ⅸ F

1 2× 2 32 29 9 28 東 西 N-77° 一E 側柱

Cl 11 3× (2+1 24 38 南 北 N-19° ―E
)× 2 南北 N-22° 一E
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第28表 石名田木舟遺跡古代建物一覧

び75



2 古代建物群の構成 と変遷

鍛冶関連施設が付随した特異な構成である。時期は必ずしも明確でないが, 8世紀中葉前後を想定し

ている。

V期

Cブロックのみで確認でき, 7棟の側柱建物がある。方位を東に27～ 30度振る建物で,建物群は南

北の 2支群に細分でき,北支群は 3棟 (S B17・ 27・ 29),南支群は4棟 (S B22・ 38・ 41,44)で

構成する。北支群は2棟が梁行の柱筋を通して並置し, もう 1棟を北東に雁行配置する。建物規模は

全て 3間 ×2間 と推定されるが,並列配置建物は桁行が短 く方形に近い。面積は40,24,23ポ を測 り,

雁行配置された建物の規模が最も大きく主屋であろう。

南支群は4棟の内,規模を推定できる建物が 2棟 と少ないが,交互に建物がずれる雁行的な配置で

ある。建物規模は 3間 ×2間 , 3間 ×3間 , 4間 × (2)間で中央側の 1棟は東西棟である。面積は

30,23♂ を測 り,主屋は明確でない。

Ⅵ期

掘立柱建物はCプロックで 7棟,Eブロックで 1棟,Gブロック2棟を検出した。方位を東に23～

28度振る建物群である。また,Gブロックの竪穴建物 3棟 も当期の可能性が高い。

Cブロックの建物群はV期の南支群の居住域で,西偵1と 東側に建物群を並置する。西側建物 2棟 (S

B42・ 45)は直列配置であり,東側建物も基本的には2棟直列配置であるが,南側の建物 3棟 (SB

35～37)は同一場所での建て替えで, もう 1棟 (S B34)は 重複関係をもつ。西側の建物の 2椋は 3

間×2間の側柱建物で,建物面積 も34,36♂で同様の規模をもつ。東側建物群は3間 ×2間 の建物と

推定されるが,面積は20♂代 と西側建物よりも小さい。また,南側の重複する3棟の建物は東西棟で

ある。

Eブロックの建物 (S B50)は 2間 × 1間分を検出したのみで詳細は不明である。

Ⅲ集回のGブロックの建物は3間 ×2間の南北棟の単独棟 (S B65)である。当ブロックの初現建

物であるが北側や東側の溝から8世紀中葉前後の遺物が出土していることから,Ⅱ 集団と同様にⅣ期

が遺構構築開始時期であろう。また,竪穴建物の居住者は隷属的な地位にある人々であろう。

V・ Ⅵ期は方位の変化は少なく短期間での推移が想定され, 8世紀後半代であろう。

Ⅶ期

Cブロックで 6棟,Eブロックで 2棟,Fブロックで 2棟,Gブロックで 3棟を検出した。方位を

12～ 22度東に振る建物をあてる。

Cブロックの建物はV期同様に,南北の 2支群に細分できる。北支群はやや離れて並置された側柱

建物 2棟 (S B20。 28)に ,西側建物の南狽1に倉庫 (S B30)力湘己置される。並置建物は3間 ×2間, 2

間×2間の規模をもち,面積は33,24♂を測 り,東側の建物がやや大きい。倉庫は建物面積16ポの一

般的規模である。南群には雁行配置をとる側柱建物 3棟 (S B39・ 40・ 43)があるが, 2棟は同一場

所での建て替えで,同時期建物は2棟である。建物は3間 ×2間の規模をもち,面積は37,24,16♂

を測る。

Eブロックは2間 ×2間の側柱建物 (S B51)に 柱筋を揃えて北側に倉庫 (S B48)が配置される。

Fブロックの建物の規模は撹乱が入 り明確でないが 2間 ×2間 (S B60), 2間 × 1間 (S B59)

程度の建物であろう。 L字状に配置された側柱建物で,面積は12, 9だの小さな建物である。

Gブロックの建物は東西に並置された側柱建物 (S B66・ 68)で, 2棟は方位をやや異にする。 3

間×2間の規模をもち,小規模な建物が重複する。面積は30,26ポ を測る。
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Ⅷ期

Aブロックに2棟, Bブ ロックに 1棟, Cプ ロックに7棟, Eブロックに4棟, Fブロックに 1棟

がある。方位が東に 1～ 8度振れる建物群である。

Aブロックには3間 ×2間の側柱建物 (SBl)と 西側に並置された 2間 ×2間の倉庫 (SB2)
がある。建物面積は30,14ぽを測る。

Bブロックは2間 ×2間の倉庫 (S B10)の みの検出である。

Cプロックは東西に並置された 3棟の側柱建物 (S B21・ 19。 33)と西側に南北に直列配置された

3棟の倉 (S B25・ 26。 31,32)力 S並び,全体でL字状配置をとる。側柱建物は3間 ×2間で,面積

は32,27,27♂ で全て同規模建物である。

2間 ×2間の倉は,12,15,18だ の規模をもち,南端倉 (S B31。 32)は建て替えがなされる。集団

内に富豪層が出現したことを物語る。

Eプロックの建物は全て側柱建物 (S B46・ 49・ 53・ 54)と 推定される。規模が知 り得る南端建物

2棟 (S B53・ 54)は離れて位置し単独棟に近い。面積は23,24ぽで一般的である。

Fブロックの建物 (S B56)は 梁行きのみの検出で詳細は不明である。

Ⅷ期の時期は明確でないがⅨ期で建物群が終焉を迎える。Ⅸ期の時期は 9世紀第 4四半期初め頃と

推定されることから逆算 してⅧ期は 9世紀中葉前後であろう。

Ⅸ期

終焉を迎える時期で,Aブロックに2棟,Cブロックに2棟,Eプロックに 1棟,Fブロック 1棟

検出した。方位を東に2度から西に5度振る建物で,Ⅷ期 と大差がなく,僅かに真北に近 くなる。

Aブロックの 2棟の建物 (SB3・ 4)はそれぞれ離れて配置された単独棟である。 2棟 とも側柱

建物で,規模が知 り得る建物の面積は20rである。

Cブロックの建物はやや離れた雁行配置をとり, 4間 ×2間 (S B23), 3間 ×2間 (S B18)の

規模をもつ。面積は28,24♂を測る。

E・ Fブロックとも1棟ずつ検出したが,一部分であり詳細は明確でない。

以上のように建物群を9期 に区分した。 I期の 7世紀第 3四半期は建物出現期である。 I集団のA,

Bブロックで計 4棟が検出され,最 も伝統的な有力集団であり,出現時期は明らかでないが集国内に

寺院をもつ。Ⅱ期にはⅣ集団のHブロックにも建物が出現する。周辺域のFl～ F3調査区には古墳

が構築されており,幾 らかの断絶期を経た後,居住区域に替わる。Ⅳ期は居住域が大幅に拡大する時

期で検出建物も倍増する。Ⅷ期のCブロックでの3棟の並び倉の出現は集団構成グループ間で格差が

顕在化する一方で,Ⅵ期のGブロックの竪穴建物の併設は隷属的な人々の存在を伺わせる。

終焉の時期は9世紀第 4四半期に爆発的に増加する土師器椀が少ないことから,第 4四半期でも早

い段階が予想される。

C 桜町遺跡建物群の変遷 (第593～ 596図 )

桜町遺跡は当遺跡の西方約 3 kmに位置する。多くの古代の掘立柱建物が検出されているが本報告が

未刊で実体は明確でない。ここでは石名田遺跡の建物変遷と対比するため刊行されている概報注1,図版

編注2,現地説明会資料鴻から推定する。

建物は小三味前・坂東地区から18棟 ,産田地区から39棟,中出地区から42棟 ,県道調査で 1棟,民
間開発で 1棟の計101棟が検出されている。調査の主な原因は石名田木舟遺跡と同様に国道建設に伴う

調査のため調査幅は30m程度であり,南北方向の広がりは明確でない。
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2 古代建物群の構成と変遷

建物配置状況は東側の小三味前・坂東地区,産田地区,西側の中出地区の 3集団域に大別される。

小三昧前・坂東地区と産田地区とは約120mの 空白域がある。また,産田地区と中出地区は約60mの空

白域が存在 し,東端建物から西端建物までの総延長は約640mである。

小三昧前・坂東地区は東西に約140mの 範囲に建物が広がるが,明確な空白域は見出せなく, 1ブロ

ックで構成される。産田地区は東西に160mに広がり,東西の 2ブロックに分離でき,こ のブロック間

を推定古代北陸道が南北方向に貫通する。中出地区は約220mの範囲に広がり5ブロツク程度に分離可

能である。ただし,終焉期の建物が配置される最も西側の西南ブロックの建物群は疎らな配置状況で

ある。

建物群は出土遺物から7世紀初頭に出現 し,終焉時期は明確でないが,石名田遺跡の建物変遷との

対比から■世紀前半代まで継続すると想定している。時期区分は建物方位を中心に配置状況で判断す

る。

I期

小三昧前 。坂東地区に2棟,産田地区東ブロックに7棟,西ブロックに 1棟がある。方位を東に72

～83度振る東西棟の建物群である。

小三昧前・坂東地区の建物は2棟 (SB一 B06・ B09)あ り, 4問 ×3間の主屋と3間 ×2間の脇

屋が雁行配置をとる。建物面積は46,18♂ を測る。

産田地区東ブロックの 7棟は南北の 2支群に細分が可能で,北支群 4棟 (S B06,07・ 09'38)は

4間 ×3間の建物を主屋に3棟の脇屋が付 く。脇屋の 3棟は梁行きの柱筋をほぼ揃える。主屋の面積

は28だ と大きくない。南支群の 3棟 (S B03。 11・ 12)は 4間 ×3間 を主屋に,桁行柱筋を揃えて雁

行状に配置する。西ブロック建物は4間 ×3間の主屋級の建物 1棟 (S B27)のみで,脇屋は調査区

外か。面積は41ぜ を測る。

Ⅱ期

産田地区東ブロックで 5棟,西地区で 1棟あり,両ブロックに総柱の倉庫が出現する。建物の方位

を東に64～ 68度振る建物群である。

東ブロックの側柱建物 4棟は東西の2支群に細分でき,東支群 (S B05。 10)は 5間 ×3間 の主屋

と3間 ×2間の脇屋の大小の建物がL字状配置をとる。西支群 (S B13・ 14)は 4間 ×3間のほぼ同

規模建物が並置する。 2間 ×2間の倉庫 (S B19)は ブロツクの南西端に離れて位置する。西ブロッ

クの 1棟 (S B31)は 2間 ×2間の倉庫であり,ブロツクの南西端に位置する。側柱建物群は北側に

移動したものと推定する。なお,両ブロックの総柱建物の柱穴は小さく穀稲倉庫とは考えづらく,雑

舎的倉庫であろう。

Ⅲ期

産田地区東ブロックのみで検出し,建物方位を51～58度東に振る。建物は7棟あるが全容が知れる

のはブロック西南端に位置する総柱建物 4棟 (S B18・ 22・ 23・ 33)の みである。Ⅱ期と同様に雑舎

的倉庫であろう。側柱建物は南北の調査区外に広がり,ま た,建物群 (S B15。 20。 21)は 3支群程

度に増加し,分散する。

Ⅳ期

産田地区東ブロックで4棟,西プロックで 1棟があり,方位を44～ 49度東に振り, I期以来の東西

棟建物主体から南北棟建物主体へ変化し始める。

東ブロックの側柱建物は東西 2支群に細別され,東支群 (S B08)は 4間 ×3間の主屋 1棟に2間

σ絡
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第Ⅵ章 考

×2間 の倉庫 (S B04)がやや離れて付随する。倉庫の柱穴は大きく穀稲用倉庫であり,Ⅲ期までの

東ブロックの倉庫域が北東に移動する。西支群 (S B16)は 4間 ×3間程度の建物である。西ブロッ

クは4間 ×2間の建物 1棟 (S B29)である。

V期

産田地区東ブロックで 2棟,西ブロックで 6棟あり,建物群の主体は西プロックに移動する。また
,

当期の建物と推定古代北陸道が重複 していることから,こ の頃に道路機能を失なうのであろう。建物

方位は東に30～ 36度振 り,棟方向はまだ東西棟が 6割を占めるが,比較的大型の主屋 と推定される建

物は南北棟に替わっている。

東ブロックの 2棟 (S B01。 17)は ブロックの両端に離れてそれぞれ位置する単独棟で,東支群は

3間 ×2間の南北棟の側柱建物で,面積は25♂ を測る。西ブロックの建物は全て側柱建物で散在 し,

明確な纏まりを示さないが, 3支群程度に分離でき,北支群は3棟 (S B24・ 26・ 30),中支群は 2

棟 (S B28・ 34),南支群は 1棟 (SB― K01)と なろう。

当期の建物方位が石名田木舟遺跡のⅣ期の方位である35～ 40度に近似することや,棟方向が変化す

ること,更に石名田遺跡ではⅣ期が居住域の拡大期であるが,当遺跡では移動がみられるなど同一現

象が顕在化することから,石名田遺跡Ⅳ期に対比でき,時期は8世紀中葉前後となる。従って I～ Ⅳ

期を単純に区分すると, I～ Ⅲ期は 7世紀代,Ⅳ期は8世紀前葉となる。

Ⅵ期

小三味前・坂東地区で 1棟,産田地区東ブロックで 1棟,西ブロックで 4棟がある。建物の内訳は

5棟が側柱建物で,方位を東に23～ 28度振る。小三味前・坂東地区で I期以来,再び建物が出現する

が別集団への移動は考えられず,南北方向の調査区外に配置されていたと推定する。

小三味前・坂東地区の建物は,単独棟の側柱建物 (SB― B ll)である。規模は3間 ×2間で,面
積は13♂の小規模建物である。

産田地区東ブロック建物は単独棟 (S B02)で , 3間 ×2間の規模をもち,面積は34♂ を測る。西

ブロツクは, 3棟の側柱建物と1棟の総柱建物からなり,側柱建物は2支群に細分できる。東支群は

3間 ×2間 の 2棟 (S B35・ 36)か らなり,雁行配置をとる。建物面積は23・ 22♂ と同規模である。

西支群は部分的な検出で詳細は明確でない。ブロックの南側にやや離れて 2間 ×2間 の総柱建物 (S

B一 M01)が伴う。柱穴は小さく雑舎的倉庫であろう。

当期は石名田木舟遺跡のV・ Ⅵ期に対比される。

Ⅶ期

小三味前・坂東地区に3棟,産田地区東ブロックに 1棟,西ブロックに 1棟 ,中 出地区北東ブロッ

クに4棟検出されている。建物内訳は 7棟が側柱建物,2棟が総柱建物である。中出地区北東ブロック

に新たに建物が出現する。産田地区西ブロック建物群が移動 し始めたもので,当期で産田地区から建

物群が消滅する。当期は方位を東に8～ 16度振る建物群である。

小三味前・坂東地区の建物群は側柱建物 3棟 (SB― B10・ B16・ B17)で構成され,東西棟の 2

棟が直列配置, 1棟が雁行配置で 3棟でL字状配置となる。直列配置された建物は, 4間 ×3間 , 4

間×2間の規模をもち,面積は37・ 34ドを測る。雁行配置された建物は4間 ×3間で,面積は36♂を

測 り,同規模建物で構成される。

産田地区東ブロックは3間 ×2間の単独棟 (S B32)で,面積は23♂である。西ブロックは北端の

2間 ×2間 の総柱建物 1棟 (S B25)の みで側柱建物は北側の調査区外か。
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2 古代建物群の構成と変遷

中出地区北東ブロックは 3棟の側柱建物と1棟の総柱建物があり,大小の 2棟を直列配置した東支

群 (S B60-02・ 03)と単独配置の西支群 (S B60-07)イ こ細分可能である。 2間 ×2間の倉庫 (S

B60-12)はやや離れてブロック西端に位置する。

当期は石名田木舟遺跡のⅦ期に対比される。

Ⅷ期

小三昧前・坂東地区に2棟,中 出地区北東ブロックに4棟,南東ブロックに 1棟,北西ブロックに

1棟があり,北西ブロックに建物が出現する。方位を3～ 5度東に振る建物群である。

小三昧前・坂東地区の建物 (SB一 B14・ B15)は 2間 ×2間の小規模な側柱建物 と3間 ×2間 の

総住建物が直列配置される。主屋は南側の調査区外か。

中出地区北東ブロックからは東西の 2支群で各 1棟の建物 (S B60-01・ 09)がある。また,倉庫

域には 2間 ×2間の小規模の側柱建物 (S B60-19。 20)が直列配置に並ぶ。南東ブロックでは 3間

×2間程度の側柱建物 1棟 (S B60-16)の み。北西ブロックは 2間 ×2間の総柱建物 1棟 (S B62

-03)がある。

当期は石名田木舟遺跡のⅧ期に対比される。

Ⅸ期

小三昧前・坂東地区に 5椋,中 出地区北東ブロックに4棟,南東ブロックに2棟がある。方位を東

に2度から西に 7度振る建物群である。

小三味前 。坂東地区の建物 5棟は全て側柱建物で東 。中・西支群に細分できる。東支群 (SB― K

01,03)は並列 した 2棟からなり,中支群 (SB一 B08・ B13)は L字状配置された 2棟からなる。

西支群 (SB― B07)は調査区外に広がり全容は不明である。

中出地区北東ブロックでは直列配置された東支群 (S B60-04・ 05)と 並列配置された西支群 (S

B60-08。 10)で構成される。南東ブロックの建物 2棟 (S B60-13・ 18)は総柱建物で,北西端 と

北東端に配置される。

当期は石名田木舟遺跡の終焉時期であるⅨ期に対比される。

X期

小三味前・坂東地区に 5棟,中出地区北東ブロックに2棟,南東ブロツクに2棟,中ブロックに3

棟あり,中ブロックに建物が出現する反面,小三味前・坂東地区,中出地区北東ブロツクで建物は終

焉を迎える。方位を西に9～ 15度振る建物群である。

小三味前・坂東地区の 5棟の建物 (SB― K02・ K04・ K05,B12・ B18)は ,散在 した配置状況

で細分は難しい。

中出地区北東ブロックの 2棟 (S B60-06・ 11)は雁行配置をとる。東支群には建物はなく,中 ブ

ロックに移動 したと推定する。南東ブロックの建物 2棟 (S B60-15。 17)の内, 1棟は 2間 ×2間

の小規模な側柱建物である。中ブロックの建物 (S B60-13。 24,62-12)は 大小の建物が並置され,

もう 1棟は雁行配置される。

�期

中出地区南東ブロックで 1棟,中 ブロックで3棟,北西ブロックで 2棟,南西ブロックで 1棟の建

物がある。南西ブロックに建物が出現する。西に21～ 32度振る建物群で散在傾向にある。

南東ブロックの建物は調査区外に廷び詳細は不明である。中ブロックの建物は主屋 1棟 (S B62-

■)とやや離れて配置された小規模な2棟 (S B60-25。 26)の建物で構成される。北西ブロックの

露 ∂
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建物 (S B62-02・ 04)は雁行配置する。南西ブロックの建物 (S B62-06)イ よ単独配置である。

�期

中出地区南東ブロックで 2棟,北西ブロックで 2棟,南西ブロックで 4棟がある。方位を西に35度

前後振る建物群である。

南東ブロックの建物は�期までの居住域から北西にやや移動する。側柱建物 2棟 (S B60-21・ 22)

が並列配置される。北西ブロックの建物 (S B62-01・ 05)イよL字状配置をとり,�期と同一配置で

ある。南西ブロック建物 (S B62-07・ 08・ 10。 15)は明確な纏まりを示さない。

�期

中出地区南東ブロックで 1棟,南西ブロックで 3棟の建物がある。方位を西に50度前後振る建物群

である。

南東ブロック建物 (S B60-23)は 調査区南端に位置し,単独棟か不明である。西南ブロック建物

(S B61-01,02・ 03)は分散配置で,その内の 1棟は3間 ×2間 の総柱建物で南側に庇が付 く。

X期から�期については石名田木舟遺跡 とは対比できない。また,検討資料 もなく明確でないが ,

�期に大型の総柱建物が認められることから,■世紀前半代の時期を想定 しておく。

以上のように居住開始期の I期は小三味前・坂東地区と産田地区の 2集団で始まる。小三味前 。坂

東地区の建物群はⅡ期以降V期 まで未検出であるが,南北方向の調査区外での居住の継続が推定され,

Ⅵ期に再び調査区内に配置される。そしてx期で終焉を迎える。これに対 し,産田地区の集団は規模

が大きく,東西の 2ブロックに細分され,東ブロック建物群がⅣ期まで主体をなす。しかし,V期に

は西ブロックに建物の主体が移動 し,Ⅶ期には建物群が認められなかった中出地区北東ブロックに建

物群が出現する。�期に入ると中出地区に全ての建物群は移動 し,産田地区には建物がみられなくな

る。�期には更に西側の北西 。中ブロックに建物群の主体が移動 し,�期に最も西側に建物の主体が

移動 し終焉を迎える池。
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2 古代建物群の構成と変遷

D 石名田木舟遺跡 と桜町遺跡 との対比

まず集団数であるが,石名田木舟遺跡は4集団,桜町遺跡では2集団で集落が構成されたと想定し

た。集団数は前述したような諸要素で分割されたもので,規模差があり,当然に集落の規模を具象す

るものでもない。石名田木舟遺跡の建物の出現期は桜町遺跡より約50年遅く,ま た, 1集回のみであ

り,Ⅱ 期・Ⅳ期に集落の規模拡大が認められた。これに対し桜町遺跡の場合は,出現期から2集団で

形成され,更にブロツク内に支群が認められるなど,集回規模が大きく集村的な構成である。但し,

全期を通して大きな規模の変化はないと推定する。建物形態は桜町遺跡では出現期の7世紀前葉には

既に掘立柱建物が採用されているのに対し,石名田木舟遺跡での掘立柱建物の採用は約100年遅れる。

桜町遺跡の人々はより早く先進的な建物形態を取り込んだ集団である。

また,居住域は桜町遺跡の場合,固定された居住域に止まる小三味前・坂東地区集団と移動する産

田地区集団がある。産田地区集団の移動はまず同地区のブロック内で始まり,除々に中出地区に移動

し,Ⅷ期の9世紀中葉には全ての建物が中出地区に移る。その後も地区内で西進移動を繰り返す。

終焉時期は遺跡・集団間で異なる。石名田木舟遺跡では I・ Ⅱ集団はⅨ期で終焉を迎えるが,Ⅲ 。

Ⅳ集団は不明である。桜町遺跡の小三昧前・坂東地区集回はX期で終焉を迎えるのに対し,産田地区

集回は�期まで連綿と継続するなど,集団間でも終焉時期が異なる。

建物の規模は,両遺跡とも建物面積で30～ 50ポ の主屋級の建物と10～ 20ぜ台の脇屋的建物があり,

大小対をなす構成が多い。更に,10ぽ程度の作業小屋的な建物が付随する場合もある。突出した規模

の建物はなく,大 きな階層差は認められない一般的な「ムラ」である。石名田木舟遺跡の建物を時期

別に比較するとⅣ期に主屋級の建物が目立つが,それ以降は格差は目立たなくなり,解消方向に進む

(第598図)。 また建物配置は,Ⅷ期頃から分散して配置された単独棟が増え,建物面積は20ぽ台で大

きくない。

桜町遺跡では中出地区建物を検討資料から除外したため,後半代は資料が少なく明確でない (第597
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2 古代建物群の構成と変遷

図)。 検討資料からは, 7世紀代は主屋級 と脇屋級建物の規模差は比較的明瞭であるが,Ⅳ期以降は

主屋級の建物は規模を減 じ,格差は目立たなくなる。

両遺跡の建物規模は同様であり,建物群の構成員は,一般的な農民層クラスの人々であろう。但 し,

石名田木舟遺跡のⅥ期の竪穴建物の付随は,更に低い階層の人々の存在を示す。

特殊な遺構・遺物には,石名田木舟遺跡では寺院の存在が想定される。明確な遺構は検出されてい

ないが,瓦塔等の特殊遺物があり,更に,寺院に付随すると予想される当遺跡唯―の井戸から瓦塔に

収まる阿弥陀三尊像が出土 している。土師器椀が共伴 しており,時期は 9世紀第 4四半期である。集

団の終焉期に廃棄されたものであろう。

桜町遺跡中出地区からは,「長岡神祝」,「大□祝」,「大祝」,「祢宜」などの神職名の墨書土器が

出上したことから,周辺域に長岡神社の存在が予想され,ま た,桜町遺跡は長岡郷域に含まれること

も判明した。墨書土器の時期は9世紀中頃前後である。石名田木舟遺跡は桜町遺跡とは小矢部川を挟

んで 3 km東 に位置するが,桜町遺跡と同様に長岡郷域に含まれるかどうかは定かでない。

E まとめ

「ムラ」の構成は単独ないし数棟の建物 (群)が最小単位をなし,単独ないしは近接した複数の建

物 (群)が集まり,ブロツクを構成する。このブロックの集合体が集団となり,複数の集団の結合体

が「ムラ」である。集団の居住域は,一定のブロック内で移動する建物群と他の居住域ヘブロック全

体が移動するブロックを想定した。

律令体制が弛緩し体制が動揺する時期に,石名田木舟遺跡の人々は移転し「ムラ」は解体する。県

内の多くの古代集落の終焉時期と軌を―にする一方で,桜町遺跡中出地区の集団は「ムラ」を維持し

続ける。                                    (池 野正男)

注 1 小矢都市教育委員会 1985 『富山県小矢部市桜町遺跡産田地区発掘調査概報』

注2 小矢都市教育委員会 1986 『富山県小矢部市桜町遺跡 (小三味前・坂東地区)』 図版編

注3 小矢部市教育委員会 1987 『桜町遺跡 (中 出地区)』 現地説明会資料

注4 中出地区の西恨Iの舟岡地区から平安時代後期から中世にかけての建物群が検出されており,建物群は更に西に移動して遺跡

が継続する可能性がある。

3 古代の遺物

A 遺物の種類

古代の遺物には,須恵器・土師器などの上器類 ,

土錘などの土製品,大型石錘 。砥石などの石製品,

柱根・礎板・斎串・加工材などの木製品,支脚・

鍛冶津・羽口・鍛造剥片などの製鉄関連遺物など

がある。

須恵器は杯類や蓋類の食器が大部分を占め,甕や壼などの貯蔵具は全形を知り得る個体は少ない。

出土量は図化数量でみると,遺構数にもよるが 7世紀後半代はまだ少なく, 8世紀に入ると増え始め,

後半代がピークで 9世紀代は除々に減少する。

土師器は甕,鍋の煮炊具が主体で,鉢が僅かに伴う。土師器食器は7世紀には黒色土器の高杯や椀

があり, 8世紀から9世紀前半代には彩色を施した高杯・皿・椀・杯と黒色土器の椀があるが比率は

高くない。 9世紀後半に入ると土師器粗製彩色椀が増加傾向にある。

施利陶器は軟陶の緑釉陶器の小破片が 1点あるのみで,灰釉陶器はない。
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製塩土器は 7世紀後半代には比較的出土量はあるが,8,9世紀代は極希である。

柱根が遺存する掘立柱建物は多 くないが, S B28,29・ 49な どがあり,その中でもS B28は 6柱穴

に柱根が残る。遺存状況の良い柱根は面取 りされた加工痕が残 り,多角面になる。礎板はSB8・ 44・

51な どの柱穴から検出され,板材などの部材が転用されている。

支脚はカマ ド用で 7世紀代の遺物である。土錘は調査区全体の包含層から散発的に出上 したが,特
にD地区からの出土量が多い。時期の特定は難しいが,形状や重量から数種類に分類が可能である。

石錘は河原石を利用 した大型の石錘で,縄掛け溝が刻まれる。

製鉄関連遺物の羽口や鍛冶津は散発的に出土するが,鍛造剥片等は S B30・ 36周辺に集中し,鍛冶

関連建物である。

B 遺物 の出土状況

古代の土器は相当量になるが,大部分は包含層からの出土である。遺構の内訳は掘立柱建物を主体

に溝や土坑が伴う。掘立柱建物の柱穴からの遺物の出土量は少なく,ま た,地鎮等による埋納遺構 も

ない。溝は比較的検出量が多いが,その大部分は畠に伴う小規模な溝であり,遺物は断片的資料に止

まる。その中で,D地区 S D4355や F2地区 S D 6461の 区画的な溝からは比較的多 くの遺物が出土 し

た。 しかし,前者の出土遺物は 8世紀中頃を主体にするが,長期間の時間幅が認められ,一括性を欠

く。また,後者の場合は, 8世紀中頃前後と9世紀後半代の大枠で二時期の廃棄時期が想定される。

上坑は比較的一括資料を得やすい遺構であるが,検出数が少なく良好な資料はない。但 し, 7世紀後

半代の竪穴建物からは比較的良好な一括資料が得られた。

C 須恵器 の検討

(1)窯跡群の分布 と時期

石名田木舟遺跡は砺波郡の北端,小矢部川の右岸に位置する。須恵器供給窯を推定する場合には
,

同じ砺波郡域に立地する松永埴生窯跡群・平桜岡山窯跡群 。安居岩木窯跡群・栴檀野窯跡群・末窯跡

が第一候補に上げられ,隣接する射水君【域の下条川左岸窯跡群・下条川右岸窯跡群なども候補窯跡で

あろう。

最 も距離的に近い窯跡群は南西方向約 6 kmに位置する松永埴生窯跡群である。松永埴生窯跡群の調

査は部分的調査に止まっており,実体は必ずしも明確でないが, 7世紀第 3四半期から8世紀第 2四

半期までの資料が報告されている注1。

平桜岡山窯跡群は南々西方向約 9 kmに位置し,数基で構成された小規模な窯跡群である。 3基が調

査され, 1基が報告されている。時期は8世紀第 3四半期を中心とする短期間の窯跡群で,近年, 7

世紀第 3四半期の窯跡が発見されている注2。

安居岩木窯跡群は当遺跡からは南方向約10kmに位置する。 8世紀第 3四半期の窯 2基が調査されて

いるが,未報告である。その他の窯資料は採集遺物で実体は必ずしも明確でない。断片的資料である

が 7世紀第 1四半期から9世紀第 2四半期頃までの資料が報告されている注3。 また,最近, 7世紀中頃

から第 3四半期の窯跡が調査されている。

梅檀野窯跡群は砺波平野を挟んだ南東方向約13kmに位置する窯跡群で,昭和38年に 1基調査されて

いるが,その他の窯資料はすべて採集資料である。断片的資料であるが 8世紀中頃から10世紀初頭ま

での資料が報告されている緻。

末窯跡は小矢部川を挟んだ北方向約 8 kmに位置する窯跡で,数基の窯跡の存在が予想される。未調

査で,資料は採集遺物のみである。時期は 9世紀第 3四半期から末頃である注5。
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3 古代の遺物

射水郡域の下条川左岸窯跡群は,現在の庄川を挟んで東方向約14kmの位置にある。調査例は多 く,15

基が調査報告されている。時期は 7世紀第 1,3四半期, 8世紀第 2四半期の窯跡群である注6。

下条川右岸窯跡群は広範囲に分布する窯跡群で,10数基の窯跡が調査されているが,報告されてい

る窯跡は多 くない。時期は 7世紀第 2四半期, 7世紀第 4四半期から9世紀末までの資料がある注7。

(2)窯跡群の蛍光X線分析と肉眼観察による窯跡群の分別

蛍光X線分析は奈良教育大学の三辻利一先生に依頼 した。各窯跡群及び石名田木舟遺跡出土遺物の

分析結果は玉稿を賜 り,第 3分冊に詳述されている。ここでは総体的な窯跡群の分析結果と,それを

援用 した肉眼観察による各窯跡群の胎上の特徴を概述する。

松永埴生窯跡群からは4窯跡の資料の分析を依頼 し,その結果,窯跡間のRbやSrの ばらつきが大き

く産地を同定する母集団から除外された。

肉眼観察では花商岩の介在物の白色小粒や中・大粒の長石,石英などの混入物が最も多い胎土であ

る。また,海綿骨針は埴生谷内窯には全ての資料に含まれ,その他の窯資料にも3割程度含まれる。

平桜岡山窯跡群は3基の窯跡資料を分析 して頂いた。当窯跡と安居岩木窯跡とは同じ医工山の山麓

上に位置し,両窯跡群は約 4 kmの 近接 した位置にある。分析結果からも非常に類似 した特性が提示さ

れている。

肉眼観察からは花筒岩の細かな白色粒や長石・石英が比較的多 く混入 し,下条川左岸窯跡群の特徴

とも類似する。海綿骨針は全ての窯資料に含まれるが,比率は 1～ 3割程度とばらつきが認められる。

安居岩木窯跡群は 8基の資料を分析依頼 した。また,五社遺跡の蛍光X線分析時に 1基お願いして

いることから計 9基になる。安居大堤 1・ 2号窯の分析値を主体に安居岩木領域として設定されたが ,

各窯跡の分析値は微妙に異なる。

肉眼観察では焼成良好な遺物はコンクリー ト質に焼き上がり,胎土には混入物は少なく,細かな鉄

分の斑点が日立つ資料が一般的である。また,分析資料には認められなかったが,前述胎土とは別に

小・中粒の長石・石英が僅かに混 じり,石央の比率が高い特徴をもつ一群があり,松永埴生窯跡群や

平桜岡山窯跡群の胎土に類似する。当初は産地不明の資料として分離 していたが,安居岩木窯跡群の

胎土の可能性が高まったため,こ こに含める。この特徴をもつ須恵器は 7期以降比率が高 くなる。海

綿骨針は窯によつて有無が異なり,安居大堤 1・ 2号,安居中野山 1号 ,岩木北谷 3号資料には3割

程度の比率で含まれるが,他の窯資料には全 く含まれない。

栴檀野窯跡群は3基の窯資料の分析を独頼した。また,五社遺跡の蛍光X線分析の折に 1基分析を

お願いしていることから計 4基 となる。但 し,資料的制約から分析窯跡数が少なく,ま た,分析窯跡

の内,福山窯跡は窯跡群域の南端,西谷A・ 立神窯跡は北端に位置し,データに偏 りが懸念されたが ,

分析結果は比較的纏まりがある。

肉眼観察からは福山窯跡は花闘岩の小粒の白色介在物や長石・石英が僅かに混 じる胎土で,海綿骨

針は極希にしか混入 しない。これに対 し,西谷A・ 立神窯は砂気の胎土で長石・泥岩粒が僅かに混入

し,海綿骨針は4～ 7割程度含まれ比率が高い。また,西谷A窯跡には杯 Bに ,立神窯跡には杯Aに

糸切 り技法が客体的に採用される。増山笹山窯跡も同様の胎土で,窯跡差が顕著である。

末窯跡は五社遺跡の分析時にお願いした。肉眼観察では均―な泥岩系の胎上で,混入物は少なく,

細かな鉄分の斑点が目立つ。海綿骨針は8割程度の高比率で混じる。

下条川左岸窯跡群は 8窯跡を分析して頂いた。分析の結果,流団No16・ 18A・ 石名山窯跡でSrの ば

らつき大きく,供給地を検討する母集団から除外された。下条川左岸窯跡群と栴檀野窯跡群は射水丘
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陵を貫通 して北上する下条川の左岸に位置し,前者は丘陵の先端部に後者は中流域にあり,両者は約

6 km隔 てる。

肉眼観察からは,花商岩の小粒の白色粒や小粒の長石・石英が僅かに混 じる。梅檀野窯跡群の西谷

A・ 立神窯跡ほど砂気は強 くない。海綿骨針は 1～ 2割の比率で混入するが,石名山・流団No 7窯跡

には含まれてない。

下条川右岸窯跡群は14基 を分析依頼 した。各窯跡のデータは微妙に異なるが,比較的纏まりのある

石太郎 F・ I,赤坂 C・ B窯跡のデータで下条川右岸域を設定された。栴檀野窯跡群のデータと重複

部分が多 く,纏めることが可能であるとの結論がでている。このため供給地の同定に両者が併記され

たケースも多い。

肉眼観察では下条川左岸とは胎土,混入物は類似するが,中 。大粒が混じる比率が高 く,泥岩粒が

混 じる資料などが異なる。海綿骨針は基本的には含まれない。また,栴檀野窯跡群とは海綿骨針の有

無や分析結果で分離 したが判別のつかない資料 も多い。

以上のような蛍光X線分析結果及び肉眼観察から産地推定を行った。

(3)須恵器食器の編年と供給窯跡群 (第599～ 601図 )

古代 1期

杯 H・ 杯 H蓋が 3点ある。日径は11.6cm～ 11.8cmを 測 り, 2点 は焼成が不十分である。粘土質の胎

上で混入物が少ない特徴をもつが,産地は特定できない。当期の遺構は未検出である。

古代 2期

杯 Gが 2′点あるが,図示は 1′点のみ。口径は8.5cm,器高3.9cmを 測 り,胎上には細粒砂を多 く含む。

供給窯跡は未発見であるが松永埴生窯跡群を推定 したい。当期の遺構は未検出である。

古代 3期

竪穴建物などの遺構が出現する時期で,杯 G,杯 G蓋,杯 Bがある。出土量は杯 G,杯 G蓋が主体

をなし,主にC地区S11,S12及 び周辺から出上 している。杯 Gは 口径 9 cm台 の一法量のみで
,

径高指数は35前後である。杯 Bは 口径15cmで ,細 くて高い高台が付 く。

胎上には 2種があり,松永埴生窯跡,安居岩木窯跡が推定される。量比は前者が 7点 (70%),後
者は 3点 (30%)あ り,松永埴生窯跡群から本格的な供給が始まる。当該期の窯跡は松永埴生窯跡群

では西連沼窯跡がある。また,安居岩木窯跡群では安居ロノ部地区周辺に存在する可能性が高い。

古代 4期

広範囲から遺物が出上 し,量 も増加する時期である。特にF4地区S16・ S17か ら一括資料が

出上 した。器種は杯 G,杯 G蓋,杯 B,杯 B蓋があり,杯 G,杯 G蓋が主体をなす。杯 Gは 日径 9 cm

～1lcm台 が主体をなし,12cmを越える法量も少量みられるが,基本的には一法量のみであろう。径高

指数は30前後が主体をなすが,25前後の浅いものもある。杯 G蓋は国径12cm～ 18cm台 があり,法量分

化が認められる。但 し,13cmを越える法量の蓋は杯 Bと セットをなすであろう。つまみは大型で扁平

な擬宝珠形に替わる。杯 Bは 回径 9 cm～ 18cm台 があり,法量分化が認められる。器高は 5 cm以下で
,

大型法量ほど径高指数が低 くなり,36～ 28を測る。この他に,器高が 5c14を 越え,径高指数は37を測

る例外品もある。

供給窯跡群が判明した資料は55点 ある。その内,53点 (96%)が松永埴生窯跡群の製品で,僅か 2

点 (4%)が安居岩木窯跡群であり,全量に近い量が松永埴生窯跡群から供給されている。安居岩木

窯跡群では当該期の窯跡は知られていない。
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3 古代の遺物

古代 5期

4期 と同様に広範囲から出上 し,量 も多い。器種は杯 G蓋は消滅 し,杯 Aは無蓋杯になり,杯 B,

杯 B蓋,杯 Aで構成する。ttBは 口径 9 cm～ 14cm台 があり,法量分化が認められるが,12cm～ 14cm台

が大部分を占める。径高指数は30前後が多い中で,40を 測る深いものが少量存在する。体部の外傾度

は4期 と同様に強い一群と6期 に通じる弱い一群がある。高台は体部と底部の境に付 く。ttB蓋は口

径1lcm～ 17cm台 がある。器形は扁平でスムーズに端部に至 り,端部は短 く尖 り気味に収めたものが多

い。頂部外面には右回りのロクロ削 りを施す。杯Aは 回径10cm～ 12cm台の小型と14cm台 の大型の二法

量があるが前者が主体である。径高指数は小型品は33前後,大型品は27,34を 測 り,浅いものもある。

供給窯は産地が特定できた98点 の全てが松永埴生窯跡群の製品である。供給窯としては埴生谷内 1

号窯跡がある。この他に明らかに松永埴生窯跡群と胎土が異なる杯 B蓋がある。胎土からは下条川右

岸窯跡群ないしは栴檀野窯跡群の可能性があるが判断がつかない。

古代 6期

器種には杯B,杯 B蓋,杯 Aがある。杯 Bは口径1lcm～ 15cal台があり,13cm～ 14cm台 が多 く,法量

分化は存在するが明確でない。径高指数が最も小さくなる時期で23～ 32を浪1る 。体部のタト傾度は 4・

5期 と同様に強いものは客体的となり,タト傾度の弱いものが主体となる。高台は体部と底部の境から

やや底部に入った位置に付 き,低 く踏ん張る形態のものが多い。杯B蓋は口径14cal～ 17cm台 がある。

頂部外面は全てロクロ削 りを施すが,端部形態に鋭さを欠 く。杯Aは 口径12cm～ 14cm台 があり,13cm

台が主体をなす。径高指数は23～28を測 り,浅いものが多い。

供給窯跡群を推定できたのは密点である。内訳は松永埴生窯跡群が54点 (73%),下 条川左岸窯跡

群が10点 (140/O),栴 檀野窯跡群が 7点 (9%),安 居岩木窯跡群が 3点 (4%),平 桜岡山窯跡 l

点の割合である。当期 も松永埴生窯跡群の製品が 7割 を越えているが,他窯跡群からの製品も流入 し,

一極集中供給体制が崩れつつある。また,栴檀野窯跡と下条川左岸窯跡群の製品は判別が難しく混在

の可能性は否定できない。当該期の窯跡は栴檀野窯跡群では宮新窯跡が可能性をもつが採集資料数が

少なく明確でない。また,安居岩木窯跡群では当期の窯跡は知られていない。下条川左岸窯跡群では

流団No16窯跡や石名山窯跡等が想定される。

古代 7期

出土量が最も多い時期で,器種には杯B,杯 B蓋 ,杯A,稜椀,皿 Aがある。杯 Bは口径10cm～ 17

cm台のものがあり,法量分化が認められる。更に,口径が15cmを越える大型品は器高が 5 cmを 越える

深いもののみになり, 5 cm以下の浅いものは消滅する。 6期で主体をなした13cm～ 14cm台 は客体とな

り,法量が一回り小型の1lcm～ 12c14台が量を増す。また,小型化に伴って器高を増し,径高指数が38

～40と 大きくなる。高台は踏ん張 りが弱 くなり,体部と底部の境は九味をもつものが一般的になる。

大型品の体部外面に沈線を巡らす個像は多 くない。ttB蓋は口径12cm～ 19cm台 が認められる。頂部外

面はロクロ削 りを省略する個体が増え始め,端部は内端面に稜が認められるなど稚拙な形状となる。

つまみはまだ扁平な擬宝珠形を保っているが鋭さを欠き,ボ タン状を呈するものや,背が高 くなるも

のも出現する。杯 Aは口径1lcm～ 13cmの ものがあり,12cm台 が主体をなし,小型化する。また,径高

指数が30を越える深いものも客体的に存在する。稜椀は口径10cm～ 12cm台の小型品と20cmの大型品が

あるが,体部外面のロクロ削 りの省略や形状に変質傾向がみられる。ttAは 口径13cmの小型品で,底

部外面はヘラ切 り未調整である。

蛍光X線分析及び肉眼観察から当該期の遺物の内,145点 の供給窯跡群を推定した。内訳は平桜岡山

び%
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窯跡群が61点 (42%)と 最も多 く,栴檀野窯跡群54点 (370/0),安居岩木窯跡群27点 (18%),下 条

川右岸窯跡群 2点,松永埴生窯跡群 1点である。

7期 に入 り栴檀野窯跡群や安居岩木窯跡群が量産体制に入 り,供給量を増す。それに伴って平桜岡

山窯跡群からの比率が低下する。 7期 は県下の窯跡群が一斉に移動 し,生産・流通体制が再構築され

る画期であり,供給比率の変化は軌を―にする現象なのであろう。安居岩木窯跡群は安居大堤窯跡か

らの供給が想定される。また,当期を主体に杯 Bや杯Aの体部外面に2本の縦線を加えた特異なヘラ

記号があり,類似品は栴檀野窯跡群の福山窯跡にみられる。

古代 8期

出土量は 7期 に比べて減少 し,器種は杯B,杯 B蓋 ,杯Aがある。杯 Bは 口径10cm～ 17cm台 がある。

10cm～ 12側台が主体をなし,13cm台 の中型品,15cm以 上の大型品の三法量となる。但 し,中型品は減

少気味である。体部のタト傾度は弱まり,器壁は全体的に薄 くなる。 6期 に出現 した浅 くて高台が内側

に付 く,皿に近い特異な形状の杯 Bも 当期まで残存する。杯 B蓋は口径1lcm～ 17cm台 があるが,杯 B

と同様に1lcm～ 13cmの小型品が主体を占める。頂部外面にロクロ削 りを施す個体は希 となり,つ まみ

の形状は多様化する。端部の形状は内端面に弱い稜をもち,方形に近 くなる。杯 Aは 口径10cm～ 12cm

台があり,1lcm台 が主体をなす。径高指数は27前後と浅 く,底部は平坦で体部との境が明瞭な個体が

量を増す。

供給窯跡群を推定できた個体は80点 である。内訳は栴檀野窯跡群力滋5点 (56%),安居岩木窯跡群

が25点 (31%),下条川右岸窯跡群が10点 (13%)と なり,主要供給窯跡群は栴檀野窯跡群に替わり,

平桜岡山窯跡群は供給を停止する。当期の杯 Bには,高台の外端部が高い位置にあり,断面の形態が

三角形を呈する異質なものがある。蛍光X線分析では産地は不明であるが,肉眼観察から安居岩木窯

跡群を推定 した。但 し,類例は知られていない。

古代 9期

出土量は 8期 に比べて減少傾向にある。器種には杯B,杯 B蓋 ,杯Aがある。杯 Bは 口径10cm～ 16

cm台があり,10。 1lcm台 ,12cm台 ,14cm台 以上の三法量があるが,12cm台 の中型法量は少なくなり,

二法量に近い。10。 1lcm台 の小型品の径高指数は40前後で 8期 と変化はないが,底部径力Mヽ さくなり,

体部の外傾度を増す。杯 B蓋は口径10cm～ 16cm台 があり,1lcm台 が多い。端部の形態は栴檀野窯跡群

や下条川右岸窯跡群が内端部に明瞭な稜をもって扁平になり,巻 き込む形態への変化の兆 しを示すの

に対 し,安居岩木窯跡群で端部が垂下する旧形態を維持 し,両者は当期以降は異なった端部形態を示

す。杯Aは 口径1lcm～ 13cm台 があり,12cm台 が多い。体部と底部の屈曲が明瞭になり,径高指数は25

前後の浅い形態が主体を占める。

供給窯が判明した個体は77点 である。内訳は梅檀野窯跡群力�5点 (58%)で 最も多 く,安居岩木窯

跡群力認4点 (310/O),下 条川右岸窯跡群が 8点 (H°/。 )で , 8期 と供給窯跡群や供給比率に変化がな

ヤヽ。

古代10期

出土量は減少傾向で,器種には杯B,杯 B蓋,杯Aがある。杯 Bは口径 9 cm～ 15cm台があり,10・

1lcm台 と13cm以上の二法量となり,小型品が主体である。体部は更に外傾度を増す。杯 B蓋は回径■

C14～ 13cm台があり,端部の形状は安居岩木窯跡群は低い嘴状を呈 し,そ の他の窯跡群は内側に巻き込

む形状である。杯 Aは 国径1lcm～ 13cm台があり,体部は外傾度を増す。

供給窯跡が判明した個体は45点である。内訳は安居岩木窯跡群力認6点 (58%)で最 も多 く,栴檀野

解



3 古代の遺物

窯跡群が17点 (380/0),下 条川右岸窯跡群が 2点 (4%)の比率で,主要供給窯跡群が安居岩木窯跡

群に替わる。

古代ユ期

出土量が激減する。器種は杯B,杯 B蓋,杯 A,皿Aがある。杯 Bは口径1lcln～ 13cm台があり,二

法量である。栴檀野窯跡群から底部切 り離しに回転糸切 り技法を用いた製品が供給される。杯 B蓋は

口径10cm～ 15cm台があり,小型で形骸化 したつまみが付 き,つ まみが付 く最後の段階である。杯 Aは

口径12cm～ 13cm台 で外傾度の強い体部が付 く。ttAは 口径15.8cm,径高指数は15を測る。

供給窯跡群が判明した個体は36点である。内訳は安居岩木窯跡群力認8点 (78%),栴檀野窯跡群が

6点 (17%),下条川右岸窯跡群が 2点 (50/0)の 比率で,安居岩木窯跡群の占有比率が高 くなる。

古代12期

出土量は更に減少する。器種には杯B,杯 B蓋,杯Aがあるが,法量等の実体は明確でない。杯 B

は 1点のみで,口径は12cmを測る。杯B蓋は口径13cm～ 18cm台があり,無鉦の蓋である。この他に環

状つまみの大型蓋が 1点ある。杯Aは 2点のみで,外傾度の強い体部が付 く。

供給窯跡群が判明した個体は■点である。内訳は栴檀野窯跡群が 5点 (45%),安居岩木窯跡群が

5点 (45%),下条川右岸窯跡群が 1′点 (9%)の比率となるが,検討資料が少なく明確でない。

各期の時期と供給窯跡群の変遷

歴年代を知る資料はないが,県内の窯跡調査の成果や近県の土器編年を参考に各期の時期を推定す

る。

各期の時期は,古代 1期から古代 4期を7世紀代,古代 5期から古代 8期 を8世紀代,古代 9期か

ら古代12期 を9世紀代に比定したい。古代 1期ないし2期は後の古代の 4郡全てで須恵器生産が開始

される時期であり,一般集落にも県内産の須恵器が流通し始める。石名田木舟遺跡では当期の遺構は

検出されていないが,少量の須恵器が出土している。同様に6世紀の遺物も遺構は検出されていない

が断片的に出土 している。当期の遺物はFl～ F3地区にある古墳の供献遺物の可能性があるが,周

溝からの出土例はなく,明確でない。今後の調査によっては遺構が検出される可能性がある。

古代 3期は小型の杯 G蓋・杯 Gが主体となる時期で法量分化は目立たない。また,後半代には高台
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第Ⅵ章 考

が付 く杯 Bが出現する。古代 4期 には杯 G蓋・杯 B・ 杯 B蓋に法量分化が認められる時期である。杯

Gは僅かに大型化するが,基本的には一法量である。また,古代 3期は竪穴建物などの遺構が出現す

る画期で,古代 3・ 4期 とも最短距離に位置する松永埴生窯跡群からほぼ一元的に供給される。

古代 5期 は須恵器の供給量が増え,大量消費に進む時期で,建物形態は掘立柱建物に替わる。須恵

器の器種は杯 G蓋が消滅 し,端部が垂下 した杯 B蓋のみになり,杯 Aは無蓋杯になる。供給地は古代

4期 と同様に松永埴生窯跡群から一元的に供給されている。

古代 6期 は須恵器供給地が多極化 し,松永埴生窯跡群の占有比率が低下し始めるが,ま だ 7割以上

の比率を保っている。古代 7期 には松永埴生窯跡群が操業を停止 しており,新たに平桜岡山窯跡群が

開窯 し,供給される。しかし,古代 6期のような供給力はなく,比率が 4割程度に下がり,栴檀野窯

跡群の供給量が肉薄する。

古代 8期 には平桜岡山窯跡群が操業を停止 し,栴檀野窯跡群が主要供給窯跡群に取って替わる。ま

た,安居岩木窯跡群も供給力を高め,両窯跡群で 9割弱を占める。古代 9期 も同様の比率で供給され

るが,供給量は減少傾向に入る。

古代10期でも栴檀野窯跡群と安居岩木窯跡群が供給量の 9割以上を占めるが,主要供給窯跡群が安

居岩木窯跡群に替わり,古代11期 も同様に推移する。

古代12期 は検討資料が少なく明確でないが,古代11期 と同様に栴檀野窯跡群や安居岩木窯跡群が高

比率を占める。

越中の場合, 7世紀前半代には須恵器生産を政治力をもって推進し,郡域内を中心とした狭域供給

を目指す。石名田木舟遺跡では,全時期を通 して郡域内窯跡群からの供給が 9割以上を占め,補完的

に隣接する射水郡の窯跡群から供給されていることが判明した。

また,比較検討遺跡として,射水郡に位置する北高木遺跡出土の須恵器を蛍光X線分析及び肉眼観

察から産地推定を行った。詳細は後述するが,結論のみを記述すると, 8世紀第 3四半期から10世紀

初頭までの須恵器の供給の大部分は,郡域内の下条川右岸窯跡群と砺波郡の梅檀野窯跡群からである

ことが判明した。石名田木舟遺跡と同様に狭域供給が実証され,須恵器の流通は強力な政治力をもつ

て管理されていたことが裏付けられた。

(4)重ね焼 き痕跡

重ね焼き痕跡は5期以降,杯 B蓋の外面や内面に比較的明瞭に痕跡を残す。 8期 までは北野分類注8の

I類が主体をなすが, 6期 には北野分類Ⅱa類 , Ⅱb類の新たな重ね焼き技法が出現 し, 9期以降取

って替わる。Ⅱ類の最古例は流団No16遺跡のⅡa類である。

当遺跡の重ね焼きⅡ類は, 7期のⅡa類が最古であるが窯跡群は特定できない。 8期は安居岩木窯

跡群にⅡa類が 1例ある。 9期 には安居岩木窯跡群にⅡb類が 2例,梅檀野窯跡群にⅡa類が 6例 ,

下条川右岸窯跡群にⅡa類が 1例ある。10期 は安居岩木窯跡群にⅡb類が 3例,栴檀野窯跡群にⅡa

類が 1例ある。11期 は資料はなく,12期 には安居岩木窯跡群にⅡb類が 1例,栴檀野窯跡群にⅡa類

が 1例ある。

安居岩木窯跡群では, 8期 にⅡa類が 1例あるが, 9期以降は全てⅡb類である。それに対 して,

栴檀野窯跡群では, 9期以降全てⅡa類で両窯跡群間で窯詰め方法が異なる。両窯跡群とも当該期の

窯跡の調査例はなく,比較検討できないが,主体をなす窯詰め方法なのであるう。今後,技術系譜を

知る上で注目される。

県内での 9世紀代の窯跡の調査報告例は少なく,新川郡の上末窯跡群が唯一例である注9。 9世紀第 1

799~



3 古代の遺物

四半期の釜谷 1号窯ではⅡb類が主体 をなし, IoⅡ a類 は客体である。第 2四半期の法光寺谷 1号

窯では I類が消滅 し,Ⅱ b類が主体をなす。また,第 3四半期の釜谷 4号 も同様で, 9世紀末から10

世紀第 1四半期の釜谷 3号窯では,Ⅱ a類がなくなり,新たにⅢ類が加わる。このように上末窯跡群

の窯詰め技法はⅡb類が主体で推移する。

射水郡では 9世紀第 1四半期の南太閤山Ⅱ遺跡ではⅡa類 , 9世紀後半代の室住池窯跡群ではⅡa

類, コb類両者が確認されているが,検討資料が少なく主体になる技法は明確でない。但 し,県内の

窯跡群には,両者の窯詰め技法が採用されていることが判る。

D 土師器 と須恵器貯蔵具

土師器や須恵器貯蔵具は出土量が少なく,さ らに,包含層からの出土が主体を占めるため,細分は

難しく概要を記述するに止める。

土師器にロクロ技法の導入が認められる初現は 7世紀第 4四半期のS16。 S17出上の甕,高杯

である。大型甕の一部資料にカキメ技法の使用が認められる。但 し,成形は非ロクロであり,部分的

な使用にとどまる。これに対 して高杯はロクロ成形され,器形も須恵器を模倣 した黒色土器である。

8世紀後半代には全ての上師器にロクロ技法の導入が想定されるが, 9世紀代を通して大型甕の体

部下半部の調整は外面に削 り,内面をハケメ調整 したものが大部分である。外面にタタキ,内面に当

て具痕を残 したいわゆる北陸型土師器奏は図示できたものは 1点のみで,破片数を数えても一割にも

満たない量である。鍋 も同様である。

県内でも古代の集落跡の調査例が増加 し,窯跡関連遺跡を除くと必ずしも北陸型甕の比率は高 くな

いことが半J明 しつつある。特に県西部でも同様であることが注目される。

7世紀 (第603図 )

土師器には椀,高杯,鉢,甕,鍋,壼が,須恵器には高杯,短頸壺,長顎瓶,堪,鉢,提瓶,平瓶 ,

甕があり,その他の遺物には製塩土器,支脚がある。

土師器椀は非ロクロ製の黒色土器で,外面はヘラミガキ,ヘラ削 り,ハケメなどの調整を施す。全

形を知 り得る資料はないが,口縁端部は外屈気味のもの,内湾気味のものがある。488の外面には赤彩

痕を残 し, 8世紀に下るかもしれない。高杯 も全形を知 り得る資料はない。杯部695。 1127,脚部1452

は非ロクロ, S16。 S17出上の35'36・ 52は ロクロ成形で,695以外の杯部内面は黒色処理される。

鉢には口縁端部が外反気味で体部外面にヘラ削 り調整をする4102,口縁を内湾におさめ,体部上半

をハケメ,下半をヘラ削 り調整する1171,黒色土器の490がある。490の 口縁部の端面は凹線状に窪む。

体部は斜め方向のハケメ調整後 2条のカキメを加える。内面は丁寧なヘラミガキを施す。

時期が特定できる甕には, S11・ S12出土の 8～ 12があり,第 3四半期である。 8。 10は体部

の短い甕, 9,11。 12は体部が長い甕の 2種がある。第 4四半期の甕にはS16・ S17出 上の42・

45。 53がある。第 3四半期の甕は6世紀代の奏に比べて体部の張 りが弱 く,体部の長胴化傾向や底部

の大型扁平化が進む。第 4四半期の甕は器壁が一定でなく,ま た,厚 く,稚拙なものが多い。体部の

調整は外面に縦方向に近い粗い目のハケメを施す。45は 近江系の甕,42に は縦方向のハケメ調整後カ

キメを加える。

鍋にはS16・ S17の 48,49がある。深い体部の鍋で薄作 りである。鍋の初現である。

重にはS11'S12の 周辺から出土した120がある。張 りの強い球形の体部に大型平底の底部が付

く。体部内外面にはハケメやヘラミガキ痕が部分的に残る。

須恵器高杯は461の杯部のみ。長頚瓶の1072は体部のみの破片で,外面下半にはロクロ削 りを施す。

筋



呪

″　‘ん〃川Ｈキ‐Ｈ″

也 逍

了硯る(鯵 卜
~l會

邊塾瓜通物

●
′υ

囮 △ 身

く「

~=声

≡
軍

=三 ==石

死
ν

/

0                          30cm
|

第Ⅵ章 考

軒ミ
ド

3ヽ

第603図  7世紀の上師器 。須恵器貯蔵具

知 7



3 古代の遺物

短頸壼には1445・ 2698・ 4349が あ り,1445は著 しく歪み,内面に降灰物が付着する。2698は大型品で

体部の肩は強 く張る。体部の外面上半にはカキメ,底部近 くに手持ち削 りを施す。胎土から松永埴生

窯跡群の製品で後半代の遺物であろう。堪469・ 1444は小型の体部で最大径は 9 cm前後である。1444の

外面下半にはロクロ削 り,469は不定方向のナデ調整を施す。

平瓶は231・ 4318の 2点がある。231は九味の強い体部にやや長めの頭部が付 く。体部タト面の上半は

カキメ,下半にはロクロ削 りを施す。4318は大型の平瓶で回縁部を欠 く。体部は扁平で肩の張 りが目

立つ。2311よ 中頃前後,4318は後半代の遺物である。

外弱8は深めの体部をもち,口縁端部は九 くおさめ,体部外面には粗いカキメを施す。松永埴生窯跡

群の製品である。甕には34・ 1448がある。1448は前半代,34は S16・ S17出上で第 4四半期の遺

物である。提瓶244に 1よ 退化 した把手が付 く。

製塩土器は尖底土器で輪積痕を残 し,胎土に多 くの海綿骨針を含む。

8世紀 (第604・ 605図 )

8世紀の上師器には椀,杯,高杯,皿,鉢,甕,鍋があり,その他の遺物に製塩土器がある。 8世

紀前半代には,当然非ロクロ成形の上師器が多数存在するはずであるが, 7世紀後半代の遺物と区別

できないためここでは除外 した。

椀57・ 1114・ 1449は ロクロ成形の黒色土器で外面は赤彩される。1449は 口縁部外面に浅い沈線が巡

り,体部下半と底部外面は手持ち削 りを施す。57・ 1114の体部下半から底部外面はロクロ削 りを施す。

なお,1114は漆液容器に転用されている。1114。 1449は 前半代,57は後半代の遺物であろう。大型椀

の1130は彩色品かは不明である。体部下半にロクロ削 りを施 し,底部外面には静止糸切 り痕を残す。

1110は非ロクロ成形の赤彩椀で体部内外面の下半に手持ち削 りを施す。前半代の遺物であろう。

300。 301・ 691。 1121は底部が平坦で大きいため杯 とする。1121は 黒色土器,300,301・ 691は赤彩

土器である。底部の切 り離しは691・ 1121がヘラ切 り,300・ 3011こ は静止糸切 り痕を残す。300。 301・

1130の 時期は後半代から9世紀初頭が想定される。

高杯には小型の20・ 359・ 696・ 1554,大型の699。 1553がある。全て赤彩品で,杯部は皿型のやや深

めのものと倒杯蓋形の 2種がある。20・ 359。 1554は後半代であろう。

皿には■18・ 1139があり,1118は 黒色土器,1139は赤彩の皿で内面には暗文を施す。鉢189は 口縁に

片口が付 く。体部の内外面はカキメ調整を施す。

甕には小型の75。 215。 289,1165,大型の293,353・ 712・ 1459がある。小型品の口縁部は九 くJ又め

たもので,体部外面は無調整のもの,上半にカキメ,下半に斜め方向の削 りを加えるものがある。底

著llp卜面は2891こ は静止糸切 り,75はヘラ切 りである。

大型甕の口径は22cm前後で,口縁部形態は九 く収めたもの,面取 り状をなすもの,内端部を引き上

げたものがある。体部タト面は縦ハケの後カキメを加えたもの,カ キメの範囲が狭いものがあり,下半

は削 り調整する。

鍋は体部が深い363,浅 い219,268が ある。体部タト面は上半にカキメ,下半を削るのが一般的である。

口縁端部は面取 り状である。

須恵器には長頸瓶,広口瓶,短顎壷,董蓋,鉢,盤,平瓶,直口壺,横瓶,甕がある。長頸瓶は比

較的出土量は多いが,全形を知 り得る資料は無い。1073は 比較的高い高台が付 き,前半代の遺物であ

る。1074は 無高台の長頸瓶で体部タト面下半は手持ち削 りを施す。松永埴生窯跡群の製品である。1078

の高台の断面形状は長方形をなし,松永埴生窯跡群の製品である。長頸瓶は窯跡では第 3四半期以降

筋
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急激に焼成量を減らすため,大部分は前半代の遺物であろう。

広口瓶6831ま 体部の肩に注目部が付 く特異な形態である。類似品は石川県人野ガメ山 1号窯にある注10。

短頸重1068は 有蓋で体部下半は九味が無 く,高台径 も狭いことから後半代の遺物であろう。1070は

体部に九味を持ち上半には2条の沈線が巡る。松永埴生窯跡群の製品である。

鉢6盈の口縁部は面取 りされ,胎上に長石,石英を多 く含む松永埴生窯跡群の製品である。盤4307は

焼成不良品で体部の中位に把手が付 き,沈線が巡る。外面下半に手持ち削 りを施す。中頃前後の遺物

である。

直口壼は窯跡では中頃に出現 し,後半代に焼成量を増やす器種である。1086は安居岩木窯跡群の製

品である可能性が高い。横瓶は破片の出土は比較的あるが全形を知 り得るものは無い。1576は 長い顎

部が付 き7世紀に遡るかも知れない。
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3 古代の遺物

中型甕1107は 平桜岡山窯跡群の製品である。大型奏の出土量は多 くない。

9世紀 (第606図 )

9世紀の上師器には椀,皿,甕,鍋がある。椀には土師器椀と黒色土器椀がある。

1131は底部外面や体部外面下半に手持ち削 りを施 し,■32に は底部外面から体部外面下半にロクロ

削 り調整を加える。両者 とも前半代の遺物である。

底部外面に回転糸切 り痕を残す粗製椀や黒色土器は第 4四半期の遺物である。 3法量があり,■44・

1147な どは口径12cm台の小型品,■37・ 1141な どは14cm～ 15cm台の中型品,4295は それ以上の大型品

であり,小型品が主体をなす。

皿には高台が付 くものと無高台があり,高台付き皿は赤彩される。無高台皿の底部外面には回転糸

切 り痕を残す。両者 とも第 4四半期の遺物である。

甕の口縁部の形態は上方へ廷びるもの,内側に巻き込む1221があり,後者は後半代の遺物である。

小型甕は水挽き成形され,底部外面に回転糸切 り痕を残すものが多い。大型奏333・ 274は体部外面上

半の広い範囲にカキメを施 したもので,中位の削 りは省略される。鍋は体部が深いものは減 り,九味

を失い尖底気味である。
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須恵器には瓶,短顕壼,双耳瓶,横瓶があるが出土量は少ない。瓶は小型品の破片のみである。■5・

1090は撫で肩の体部に,低い高台が付 く。1090は栴檀野窯跡群の製品である。115は高台を打ち揃えて

再使用される。安居岩木窯跡群の製品である。1098は体部破片で栴檀野窯跡群の製品である。

短顎壷1069は 無蓋壷で体部の最大径は上半にあり,下半にはロクロ削 りを施す。高台の断面形態は

長方形を呈 し,踏ん張る。

双耳瓶部分的破片のみである。1088・ 4293は安居岩木窯跡群の製品であろう。横瓶1546は比較的長

い頸部をもち,体部内面には放射状当て具痕が残る。

E 文字 関連遺物 (第607・ 608図 )

文字資料には墨書土器,漆書き土器,刻書土器がある。また,関連遺物には円面硯,転用硯,漆容

器がある。

(1)墨書土器

墨書土器は36点が出上 した。上器の種類は須恵器が35点,土師器が 1点である。須恵器35点の器種

の内訳は,杯 B蓋が 8を重,杯 Bが 4点,杯A類が13を点である。ttAが最も多 く,一般的な出土比率で

ある。時期は 8世紀代が17点 , 9世紀代が18点で,時期が特定できるものでは, 8世紀第 2四半期か

ら9世紀前半代が多 く,18点 を数える。また, 9世紀代は記号や則天文字の比率が高 くなる傾向にあ

る。

墨書土器の出土地区はD地区力認1点で最も多 く,C2地 区 6点,F2地 区 5点,Cl地 区・El地
区が各 2点である。

杯 B蓋は 8世紀第 3四半期から9世紀中頃前後までの遺物がある。墨書の部位は外面が 2点,内面

が 6点の比率である。表記文字は「大」,「菩文」・「□麻呂」・「河王力」,「甲」があり,「大」は

吉祥句,「善文」 。「□麻呂」は人名であろう。また,「○」は則天文字,「十」 。「汁」は記号で

あろう。752の 「○」力預!天文字とすれば県内最古例である。

杯Bは 8世紀第 2四半期から9世紀第 1四半期の遺物で,「厨」,「真□」がある。127の 「厨」は

施設名を表し,C地区からの出上であることから寺関連施設の遺物と推定される。墨書の部位は全て

底部外面である。

杯A類は8世紀第 2四半期から9世紀代の遺物で,判読できるものは少ない。その中で, 8世紀代

の「林」, 9世紀第 1四半期の「田」, 9世紀後半代の「□女」がある。また,「Oo」 , にお」の則天

文字,「 ↑」 。「T」 。「汁」 。「北」などの記号墨書の比率が高い。墨書の部位は体部外面が 2J点
,

底部内面が 1点の他は底部外面である。体部外面に墨書した土器1537。 1539の 時期は9世紀後半代で

ある。底部内面の184は 9世紀代であろう。

土師器の墨書土器1549は椀と推定され, 配る」の則天文字で, 9世紀後半代の遺物である。

(2)漆書き土器

漆書き土器は9点ある。種類は全て須恵器である。器種は杯B蓋が 1点,杯 Bが 1点,杯Aが 7点

である。墨書土器と同様に杯Aの比率が高い。

杯B蓋は8世紀第 4四半期の遺物で,外面に「十」,内面に「一」を漆書きする。杯Bに は底部外面

に「十力」の記号を書く。

杯Aは 8世紀中頃から9世紀代のものがあり,判読するものは底部外面に「十」 。「〒」の記号を

漆書きする。漆書き土器の表記は全て記号である。墨書の「十」は 1′点のみで,当遺跡では明らかに

書き分けがなされているが,意味相は明確でない。
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3 古代の遺物

(3)刻書土器

刻書土器は5点があり,「一」 。「×」などの一般的なヘラ書きは除外する。1137以外全て須恵器

で,焼成前の刻書である。器種は杯B蓋・杯Bが各 1点,杯Aが 3点である。杯B蓋の4319は 8世紀

第 2四半期の遺物で,項部外面に2文字程度が刻書されるが判読できない。ttBは 8世紀前半代の遺

物で底部内面に「下」の文字を刻む。

杯Aの 2点は底部外面に「七」を刻む。文字と推定され,933は 8世紀第 1四半期の遺物である。 9

世紀第 4四半期の1137は底都外面に「富」の吉祥句を刻む。

この他に草花様の文様を描いた杯B蓋143がある。

(4)円面硯・転用硯

円面硯は2点,転用硯の杯蓋が15点 ,杯が 1点ある。円面硯1063は やや開いた脚部に断面三角形の

凸帯が巡り,透 し孔はみられない。硯面には二帯の堤が巡り,断面形状は三角形で,内堤が高い。陸

は摩滅し,使用痕跡が認められる。砂気の胎上で,栴檀野窯跡群の製品であろう。668は硯面に焼成時

の降灰物が付着し,使用痕跡は認められない。

転用硯は使用痕跡が認められるもののみ図示した。杯蓋15点の内,91のみが朱墨痕である。つまみ

付きのままの使用例が多いが,つ まみを打ち欠いた例や口縁部を打ち欠き揃えたものもある。762と 杯

硯1001は墨痕・使用痕とも円形を呈する。

杯蓋硯の時期は8世紀代が12点 , 9世紀代が 7点で,その中でも8世紀後半代が10点 と多い。出土

区はD地区が10点 と多く,隣接するC2,El地 区が各 3点である。

(5)漆液容器

漆は利用範囲が広く文字関連遺物のみに限定できないが,こ こで取り上げる。漆液容器として図化

したものに土器転用が 3点,曲物転用が 1点ある。土器には須恵器杯Aが 2点,土師器椀が 1点であ

戸===巧百五百嗽筋

∠ ≡ 璽 匠 ユ 主 閉

0                                  15cm

第608図 硯・漆液容器
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第Ⅵ章 考   察

る。

995は口縁部近 くまで,1534は 口縁部にまで漆が薄 く付着する。全体に掻 き取 り痕を戎 し, くろめ漆

である。1114は破損品を利用 し,割れ口にも漆が付着する。1394は 曲物転用で漆膜のみが遺存する。

F 管 状 土錘 ・石錘 (第609図 )

管状土錘は欠損品を含めて246′点余りがある。出土量はD地区から220′点,C地区が17点,F2地区

が 9点で,D地区が 9割弱を占め,偏在した出土状況である。D地区の人々が漁具を管理した人々な

のであろう。

管状土錘は細長い細形と,九 くて太い太形に大別される。細形は長さが最大幅の2倍以上,太形は

2倍以下を目安とする。細形は3g～47g程度の重量幅があるが, 4g～ 8g程度のものが主体で,

10gを越えるものは少量である。出土量は75点がある。

太形は14g～ 130g程度の重量幅がある。端部は平坦に面取りしたもの,面取りがなく薄く尖り気味

のものがあり,60g以上の中 。大型品は九味力謁母く長方形に近いものが多い。量は171点があり,細形

と太形の比率は太形が 7割を占める。

形状や出土状況からは時期の特定は難しく,D地区に遺構が構築される8・ 9世紀代の管状土錘が

主体であろう。その中で,F4地区の竪穴建物から管状土錘が 2点出上している。時期は7世紀第 4

四半期で,細形,太形の両者があり,太形は端部は面取りされ,長 さ6 cm,重量は110gを 測る。

時期が特定できる須恵器窯跡出上の管状土錘をみると,石名山窯,小杉九山窯,流団h16遺跡窯跡

などの射水丘陵窯跡群に少量ある。

石名山2号窯は7世紀第 1四半期の窯跡で長さ6.5cmの細形土錘 1点が出上している。小杉丸山窯は

7世紀第 3四半期の窯跡で太形土錘が 8点ある。九味が強い形態で長さは約4.5cm～ 9 cmま での法量差

があるものと,太形であるが丸味が弱く長方形をなし長さは約7.5cm～ 8.5cmの ものがある。 7世紀代

には細形,太形の両者が存在する。

8世紀第 2四半期の窯である流回No16遺跡窯跡からは太形で丸味の弱い長方形の形態で長さ8 cm～

8。 6cmを 測るものが 3点ある。

0                                              15cm

第609図 管状土錘・石錘
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3 古代の遺物

上記 の窯跡 出上 の管状 土錘 と比較 す る と,資料 が少 な く不確 実 な点が多 いが ,当遺跡 出上 の太形 の

大型 品 は最 長 で 7 cmで , 5 cm～ 6 cm台 の短 い ものが主体 をな してい る。 また ,細形 の大 型 品が少 ない

な どの特徴 が あ る。 これが地域 的特徴 なのか時期 的 な様オロ差 なのか明確 で ない。

関連 遺物 に大 型石錘 が あ る。河 原石 を利 用 し,上半部 に逆 「 T」 の字状 の縄掛 け溝 を刻 む。類 例 は

新 潟県 的場 遺跡 にあ る注11。                           (池 野正男 )

注 1 西井龍儀 1988「松永・埴生窯跡群の概要」Fシ ンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題』資料編

北陸古代土器研究会

注2 伊藤隆三 1988「平桜岡山窯跡群の概要」Fシ ンボジウム北陸の古代土器研究の現状と課題J資料編

北陸古代土器研究会

伊藤隆三 1995『 7世紀後半の越中国砺波郡」第67回北陸古代土器研究会シンポジュウム資料

小矢部市教育委員会 1994 「谷内窯跡群」F平成 5年度小矢部市埋蔵文化財発掘調査概報』

注3 安念幹倫他 1984「安居・岩木窯跡における新資料の紹介 I」 『大境』 8号 富山考古学会

安念幹倫他 1985「安居・岩木窯跡における新資料の紹介Ⅱ」F大境』 9号 富山考会学会

安念幹倫 1988「安居・岩木窯跡群の概要」Fシ ンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題』資料編

北陸古代土器研究会

西井龍儀 1988「 /Jヽ矢部川左岸における須恵器生産開始期の検討」「両越地域史研究』創刊号

両越古代・中世史研究会

富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所 2000『安居窯跡群発掘調査現地説明会資料』

注4 安念幹倫 1988「栴檀野窯跡群の概要」Fシ ンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題』資料編

北陸古代土器研究会

西井龍儀 1990 F砺 波市史』資料編 I考古厩波市

西井龍儀 1994 跡U波郡における分窯とその背景」F北陸古代土器研究』第 4号 北陸古代土器研究会

注5 西井龍儀 1986「末窯跡」『埋蔵文化財分布調査概要Ⅲ』高岡市教育委員会

山口辰- 1999「末窯跡」『国吉・石堤地区の遺跡調査概要』高岡市教育委員会

注6 富山県教育委員会 1980 F/1ヽ杉流通業務団地内遺跡群第2次緊急発掘調査概要』

富山県教育委員会 1982 F/1ヽ杉流通業務団地内遺跡群第 3・ 4次緊急発掘調査概要』

富山県教育委員会 1984『小杉流通業務団地内遺跡群第 6次緊急発掘調査概要』

富山県教育委員会 1986 F/1ヽ 杉流通業務団地内遺跡群第 8次緊急発掘調査概要 小杉九山遺跡』

富山県埋蔵文化財センター 1993 F/Jヽ杉流通業務団地内遺跡群第10・ ■次発掘調査概要』

大門町教育委員会 1986『石名山窯跡発掘調査報告]

池野正男 1988「下条川左岸窯跡群の概要」『シンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題』資料編

北陸古代土器研究会

注7 山本正敏他 1986「 /Jヽ杉町石太郎F窯跡採集の須恵器」『大境』第10号 富山考古学会

池野正男 1986「 富山市平岡窯跡採取遺物の紹介」F大境』第10号 宮山考古学会

池野正男 1987「射水丘陵における8世紀後半代の須恵器窯跡」『大境』第11号 富山考古学会

池野正男 1988「下条川右岸窯跡群の概要」『シンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題」資料編

北陸古代土器研究会

小杉町教育委員会 1990『赤坂C遺跡現地説明会資料』

小杉町教育委員会 1993 F/Jヽ杉町埋蔵文化財発掘調査一覧1992年度』

小杉町教育委員会 1994 F/1ヽ杉町埋蔵文化財発掘調査一覧1993年 度』

富山県埋蔵文化財センター 1993『石太郎 I遺跡・石太郎 J遺跡」

注8 北野博司 1988「重ね焼きの観察」F辰口西部遺跡群 I』 石川県立埋蔵文化財センター

注9 宇野隆夫他 1989「越中上末窯』富山大学人文学部考古学研究室

注10 高松町教育委員会 1985『八野古窯跡群発掘調査概要報告書』

注■ 坂井秀弥 1994『新潟市史』資料編 I新潟市
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第Ⅵ章 考

4 蛍光X線分析と考古学的見解

A 蛍光X線分析須恵器窯

県下4郡全ての須恵器窯を対象に,50基の1須恵器窯跡資料を蛍光XI線分析を依頼した。またぅ必前
に5基の資料を分析して頂いており,ほぼ県下一日の資料が揃うことになるd

(1)砺波郡

石名日本舟遺跡が所在する砺波郡,こは,松永埴生窯跡群・平桜岡山窯跡群・安居岩本窯跡群・梅檀

野窯跡群の4窯跡群と木窯跡・大薮窯跡の2単独窯がある。

松永埴生窯跡群は9基の窯跡が知られている.。 分布状況から7基で構成された松永支群と-2基の埴

生支群に細分が可能で,両支群は1約 1-.5km隔 てた位置関係にある。松永支群からは西蓮沼窯i山工奥尭

窯・連沼新提窯の3基チ埴生支群からは埴生谷内1号窯の計4基の資料の分析を依頼した。松永支群
の西蓮沼燕は7世紀第3四半期つ1当窯跡群最古窯である。山主奥堤窯|・ 蓬沼新堤窯は7世紀第4四半

期,ま た.,埴生谷内1号窯は8世紀第1四半期の窯跡である。

平桜岡
―
Ⅲ窯跡群は4基の窯跡が知られる。7世紀第3四半期の平桜岡山6号窯,8世紀第3四半期の

平桜―岡山13～ 5号窯がある。購上分析は平桜岡山3～ 5号窯の3基の資料の分析を依頼し.た。

安居岩本窯跡群は十数基の存在が想定される力ヽ 調査例が少なぐ実体は明確でない。窯群は比較的
狭い範|四 に集中するが,ハ″ラー身デン窯は約6km4度離れて位置し―)単独窯に近い。

第010図 富山県の須恵器窯分布図
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4 蛍光X線分析と考古学的見解

蛍光X線分析は,安居大堤 1・ 2号窯,安居中野山 1～ 3号窯,岩木北谷 1～ 3号窯,岩木中宮谷

窯の 9基の資料の分析を依頼 した。安居大堤窯は8世紀第 3四半期,安居中野山窯は 8世紀第 4四半

期から9世紀第 1四半期,岩木北谷窯跡群は 8世紀後半代,岩木中宮谷窯は 8世紀第 4四半期から9

世紀第 1四半期が想定されるが資料が少なく明確でない。また,以前に分析 して頂いたぐみ谷奥窯跡

群は9世紀第 2四半期,ハ クラクデン窯は 9世紀第 3四半期である。

栴檀野窯跡群は17基程度が想定される増山支群と4基程度で構成される福山支群に細分される。両

支群は約 3 km隔 てる。分析は増山支群の西谷△窯・立神窯の 2基の資料を,福山支群からは福山窯の

資料の分析を僚頼 した。西谷△窯・立神窯は 9世紀前半代,福山窯は8世紀第 3四半期である。また,

以前に分析 して頂いた増山笹山窯は 9世紀第 4四半期である。

末窯跡は単独ないしは数基で構成された窯跡で,以前に分析して頂いている。時期は 9世紀後半代

である。

犬藪窯は実体は明確でないが単独窯と推定される。以前に分析して頂いている。時期は 9世紀第 2

四半期であろう。

(2)射水郡

越中国府が所在する射水郡の須恵器窯跡群は,射水丘陵を分断して北上する下条川の左岸域に展開

する左岸窯跡群と右岸域に展開する右岸窯跡群がある。左岸窯跡群は21基前後で構成され,県内で最

も調査例が多い。広範囲に窯跡群が分散する右岸窯跡群は,以前は右岸窯跡群と東端窯跡群に細分 し

ていたが,その後の調査で両支群は連なることが判明し,右岸窯跡群に統一呼称 している。30～ 40基

程度の規模が想定され,大局的には西域から東域に時期を追うごとに移動 し東端域で終焉を迎える。

左岸窯跡群からは 6基の資料の分析を依頼 した。時期は 7世紀第 1四半期の流団No 7遺跡窯群, 7

世紀第 3四半期の小杉九山 1号窯, 8世紀第 2四半期の石名山 1号窯・流団No16遺跡 2号窯・流団No

18A遺跡 1号窯・流団No30遺跡窯である。

右岸窯跡群は18基の資料を依頼 した。時期は 7世紀第 2四半期の天池 C遺跡 S22窯 , 7世紀第 4四

半期の平岡窯跡, 8世紀第 1四半期の天池 C遺跡 S21窯 , 8世紀第 3四半期の天池 2号窯・石太郎 I

遺跡窯・石太郎 F窯・山本藤ノ木窯 。平岡Ⅱ遺跡 1号窯・同 2号窯・赤坂B遺跡Ⅱ地区801窯 ・栃谷

南窯跡群, 8世紀第 4四半期の赤坂 C遺跡 1地区S01窯 。赤坂 C遺跡15地区 S03窯 , 9世紀第 1四半

期の太閤山Ⅱ遺跡窯, 9世紀前半代の明神窯,第 3四半期の室住池窯跡Vl地区 3～ 5号窯がある。

また,前回 9世紀第 3四半期の草山窯, 9世紀第 4四半期の山本窯の資料を分析して頂いている。こ

れらの窯跡群の中で,栃谷南窯跡群だけは射水丘陵と婦負郡の窯跡群が立地する呉羽丘陵の中間域の

平野部中の小丘陵上に位置し,特異な位置関係にある。

(3)婦負郡

婦負郡の須恵器窯跡群は呉羽丘陵西斜面に展開し,他郡に認められた時期による大きな窯場の移動

はない。調査された窯跡は少なく実体は明確でないが, 7世紀第 2四半期から9世紀後半代の資料が

知られている注1。

分析は 5基の資料を依頼 した。時期は 7世紀第 2四半期のセンガリ山窯, 8世紀第 1四半期の金草

3号窯, 8世紀第 3四半期の法尻窯, 8世紀代の西金屋窯・古沢窯跡A地点窯である。

(4)新川郡

新川郡の須恵器窯跡群は上市窯跡群,上末窯跡群と単独窯の万年寺谷窯跡がある注2。 上市窯跡群は約

3.5kmの範囲に広がる窯跡群であるが,実体は明確でない。断片的資料であるが, 7世紀初頭から8世

2∂



第Ⅵ章 考   察

紀後半代の資料が報告されている。上末窯跡群は10数基で構成された窯群で, 3基 は調査がなされて

いる。窯跡群は8世紀末に操業を開始 し,10世紀中頃に終焉を迎える。

万年寺谷窯は試掘調査で灰層の一部が確認されているが窯体は不明である。遺物には上末窯跡群と

同様に糸切 り技法が用いられ,関連が注目される。時期は 9世紀第 2四半期である。

分析は上市窯跡群の中山王窯跡A地点窯,万年寺谷窯の資料を依頼 した。尚,上末窯跡群の分析結

果は既刊の調査報告書に記載されている。

B 肉眼観察

蛍光X線分析を依頼した資料の肉眼観察を行った。以下,窯資料の特徴を記述する。

松永埴生窯跡群

(1)西蓮沼窯

奏のみ10点である。胎土には小・中粒の長石・石英などの混入物を多く含み,器面にややザラザラ

感がある。細粒の鉄分粒を通有量含むものが一般的であるが,多 く含む個体もある。海綿骨針は300/0

の個体に含まれる。

(2)山王奥堤窯

杯類を主体に壺,奏など21,点である。長石,石英などの混入物が多いものと,やや多い程度のもの

があり,器面はザラザラ感がある。細粒の鉄分粒を多く含む個体もある。海綿骨針は290/0の個体に含

まれる。

(3)蓮沼新堤窯

杯類を主体に9点である。混入物はやや多い程度で,小粒の長石・石英が混じる。中には中粒が混

じる個体がある。細粒の鉄分粒が多い。海綿骨針は30%に含まれる。

(4)埴生谷内 1号窯

杯類を主体に甕など19′点である。小 。中粒の長石・石英などの混入物を多く含み,細粒の鉄分粒が

目立つ。海綿骨針は全ての個体に含まれる。

平桜岡山窯跡群

(1)平桜岡山3号窯

甕のみ20点で,土師器秦 2点を含む。小粒の長石・石英をやや多い程度に含む。鉄分の吹き出しが

目立つ個体もある。海綿骨針は10%の個体に含まれる。土師器奏の混入物は須恵器甕に比べて多く,

混和材を加える。

(2)平桜岡山4号窯

杯類のみ19点である。混入物が少なく緻密感のあるものが少量あるが,多 くは小・中粒の長石・石

英を多く混入する。細粒の鉄分粒を通有量含むものが一般的である。10%に海綿骨針が混じる。

(3)平桜岡山5号窯

杯類を主体に甕,壷など21サ点である。小 。中粒の長石・石英を比較的多く含み,器面はザラザラ感

がある。細粒の鉄分粒が通有量含まれる。300/Oの比率で海綿骨針が混じる。

安居岩木窯跡群

(1)安居大堤 1・ 2号窯

1号窯は杯類と甕・壼類の15点である。 2号窯は杯類と甕・横瓶などの11点である。混入物が少な

く緻密感のある個体が多いが,砂気で器面はザラザラ感が強いものもある。細粒の鉄分粒が通有量よ

り多いものと少ないものがある。海綿骨針は27%の個体に含まれる。
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4 蛍光X線分析と考古学的見解

(2)安居中野山 1号窯

甕を主体に杯類など11点である。小粒の長石・石英が僅かに混入 し,器面はザラザラ感が強い。細

粒の鉄分粒が通有量含まれる。海綿骨針は38%の個体に含まれる。

(3)安居中野山2,3号窯

2号窯は奏を主体に杯類の15点である。甕には土師器甕が 2点含まれる。 3号窯は杯類 と奏,重な

ど15点である。小粒の長石・石英が僅かに混入 し,器面はザラザラ感が強い。細粒の鉄分粒が通有量

含まれる。海綿骨針を含む個体はない。

(4)岩木北谷 1～ 3号窯

1号窯は杯類 と甕の■点で,甕には土師器甕が 1点含まれる。 2号窯は甕を主体に杯類を加えた10

点, 3号窯は杯類 と甕,壼類の16点で,奏には土師器甕が 1点含まれる。小粒の長石・石英が僅かに

混 じり,器面はザラザラ感が強い。細粒の鉄分粒は通有量より少ないが,吹き出したものも少量ある。

海綿骨針は 1号窯には含まれず, 2号窯には100/0, 3号窯には31%に含まれている。

(5)岩木中宮谷窯

杯類 と奏,壺の13点である。甕には土師器甕が 1点含まれる。小粒の長石・石英が僅かに混 じる。

器面はザラザラ感が強い。細粒の鉄分粒が通有量より少なめである。海綿骨針を含むものはない。

(6)ハ クラクデン窯

粒子の細かな緻密な胎上で,焼成良好な個体の断面は岩石の様に鋭利である。小粒の長石・石英の

混入は少なく,極希に中粒が混じる。鉄分粒は通有量含まれる。海綿骨針を含むものはない。

栴檀野窯跡群

(1)福山窯

杯類 と奏,横瓶の15点である。小粒の長石・石英が僅かに混じるものが一般的で,中粒が混 じるも

のも少量ある。細粒の鉄分粒を通有量含むものと,多 く含むものがある。海綿骨針を含むものは 1を点

のみで比率は 60/Oで ある。

(2)西谷A窯

杯類 と甕の10点である。砂気の胎土で小粒の長石・泥岩を僅かに混入する。細粒の鉄分粒は通有量

より少ない。海綿骨針は700/0に含まれる。

(3)立神窯

杯類 と甕の10点である。砂気の胎上で,小粒の長石・泥岩が僅かに混入する。焼成不良品はずラザ

ラ感が強い。細粒の鉄分粒は通有量より少ない。海綿骨針は400/0の個体に含まれる。

(4)増山笹山窯

粘性のある細かな粒子の胎上で小粒の長石・石英が少なめに混入する。器面のザラザラ感は弱く,

鉄分粒は通有量含む。海綿骨針は80%に含まれる。

末窯跡

胎土は比較的均―な泥岩系の緻密な粘上で,小粒の長石が僅かに混入する。器面のザラザラ感は弱

い。細粒の鉄分粒が多く含まれるものが一般的である。海綿骨針は80%の比率で含まれる。

下条川左岸窯跡群

(1)流団No 7窯跡群

甕を主体に杯類,高杯など15点である。小粒の長石・石英がやや多く混入する。中粒の混入物は少

ない。細粒の鉄分粒が通有量混じる。海綿骨針を含むものはない。
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(2)小杉九山 1号窯

杯類 と甕,壺,瓦など16′点である。小粒の長石 。石英がやや多 く混入し,器面はザラザラ感がある。

細粒の鉄分粒が僅かに含まれるものが一般的であるが,多いものも少量ある。海綿骨針は15%に含ま

れる。

(3)石名山 1号窯

杯類を主体に奏,壼など14点である。小粒の長石・石英がやや多 く混入するものがす般的であるが
,

中粒を含むものもある。細粒の鉄分粒が通有量含まれる。海綿骨針を含むものはない。

(4)流団No16遺跡 2号窯

杯類を主体に奏,重など20点である。小粒の長石 。石英がやや少なめに混入するものが主体である

が,比較的多 く混入するものもある。中粒の長石・石英も希に混じる。鉄分粒は少なめのものが多い。

海綿骨針は200/Oの個体に含まれる。

(5)流団No18遺跡 1号窯

杯類を主体に奏,壼など20点である。小粒の長石 。石英がやや多 く混入 し,中粒 も僅かに混じるも

のが一般的である。細粒の鉄分粒が少なめに含まれるものが多いが,中粒のものもある。海綿骨針は

15%の比率で含まれる。

(6)流団胞30窯

杯類 と奏,壼など10′点である。小粒の長石・石英がやや少なめに混 じり,中粒 も希に混入する。

細粒の鉄分粒は少なめのものが一般的である。海綿骨針は20%に含まれる。

下条川右岸窯跡群

(1)天池 C遺跡 S22窯

杯類を主体に甕,重など15′点である。小粒の長石 。石英がやや少なめに混じり,中粒 も希に混入す

る。鉄分粒は少なめが多い。海綿骨針を含むものはない。

(2)天池 C遺跡 S21窯

杯類 と奏の17点である。小粒の長石・石英の混入は少なく,極希に中粒が混じる。細粒の鉄分粒は

通有量より少ない。海綿骨針は6%の比率である。

(3)平 岡窯

杯類を主体に甕,重,横瓶など18点である。小粒の長石 。石英を通有量混じり,中粒 も比較的混入

する。鉄分粒は僅かに含まれるものが一般的である。海綿骨針を含む個体はない。

(4)天池 2号窯

杯類を主体に奏,壷など■′点である。小粒の長石・石英をやや多 く混じり,中粒 も希に混入する。

鉄分粒はやや少なめである。海綿骨針を含むものはない。

(5)石太郎 F窯

杯類を主体に奏の10点である。小・中粒の長石・石英を通有量混 じり,中粒の比率は他窯に比べて

高い。鉄分粒の混じりは比較的少ない。海綿骨針を含むものはない。

(6)石太郎 I窯

杯類を主体に甕,壼,横瓶の20点である。甕には土師器甕が 2点含まれる。小・中粒の長石・石英

が通有量含まれ,中粒の比率が高い。鉄分粒は通有量含まれる。海綿骨針は 1点のみに含まれ 6%の

比率である。
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4 蛍光X線分析と考古学的見解

(7)赤坂B遺跡Ⅱ地区 S01窯

杯類,奏,壼の13点で,土師器甕が 1点含まれる。小 。中粒の長石 。石英を通有量混 じり,明灰色

に発色するものと,混入物が少なく暗灰色に発色するものの 2種がある。鉄分粒は少なめである。海

綿骨針を含むものはない。

(8)山本藤ノ木窯

杯類 と甕,重の15点である。小 。中粒の長石 。石英が少なめに混 じり,中粒の比率が高い。鉄分粒

は通有量含まれる。海綿骨針は含まれない。

(9)平岡Ⅱ窯跡 1・ 2号窯

杯類 と甕,壷,横瓶の29点である。小・中粒の長石・石英がやや少なめに混 じり,中粒の比率が高

い。鉄分粒はやや少なめのものが一般的である。海綿骨針を含むものはない。

(10)赤坂 C遺跡 1地区 S01窯

杯類,甕,壼の17点である。胎土には小・中粒の長石・石英 。泥岩がやや少なめに混じり,大粒 も

極希に混入する。鉄分粒は少なめである。海綿骨針は12%に含まれる。

(11)赤坂 C遺跡15地区 S03窯

杯類,甕,壺の17点である。砂気の胎土で小粒の長石・石英は少なめに混 じる。暗灰色に発色 した

ものが比較的多い。鉄分粒は少なめである。海綿骨針を含むものはない。

(12)南太閤山Ⅱ遺跡窯

杯類,奏,壼の10点で,土師器奏を 1点含む。小粒の長石 。石英の混入は少なめである。鉄分粒は

細粒から中粒を多 く含む。海綿骨針は10°/0の比率で含まれる。

(13)明神窯跡Ⅲ地区 1。 2号窯

杯類,甕,重,横瓶の16点で,土師器養が 2点含まれる。小粒から大粒の長石・石英が通有量混じ

り,中 。大粒の比率が高い。鉄分粒は少なめである。海綿骨針は 60/Oの比率で含まれる。

(14)室住池窯跡VI地区 3～ 5号窯

杯類,壼,奏 ,双耳瓶,横瓶の45点である。胎土には小 。中粒の長石・石英がやや少なめに混 じり,

大粒は極希に混入する。鉄分粒は細粒が通有量含まれるのが一般的であるが,中粒や吹き出したもの

もある。海綿骨針を含むものは 1点のみである。

(15)栃谷南窯

杯類を主体に甕,壼,横瓶,瓦など77点 である。小・中粒の長石・石英がやや少なめに混 じり,極

希に大粒 も混入する。鉄分粒は少なめである。海綿骨針は 2J点 のみに含まれる。

呉羽窯跡群

(1)セ ンガリ山窯

杯類,横瓶,奏の10点である。小粒の長石・石英がやや多 く混 じるものが一般的であるが,混入物

の少ないものもある。鉄分粒は通有量含まれる。海綿骨針を含むものはない。

(2)金車 3号窯

杯類を主体に壷を含めた15点である。小 。中粒の長石・石英がやや多 く混 じり,中粒の比率が高い。

鉄分粒は通有量混 じる。海綿骨針を含むものはない。

(3)西金屋窯

杯類を主体に奏,横瓶の14点である。小・中粒の長石・石英が少なめに混じるものが主体をなすが

混入物に少ないものもある。鉄分粒は通有量が含まれる。海綿骨針は含まれない。
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(4)古沢窯跡A地′点窯

杯類を主体に甕,壺の12点である。小粒の長石・石英がやや少なめに混 じるものと,混入物が少な

いものがある。鉄分粒は通有量が含まれている。海綿骨針は 1点 に含まれる。

(5)法尻窯

杯類,養,壼の23点 である。小粒の長石・石英が僅かに混 じる。鉄分粒は僅かに混 じるものが一般

的であるが,比較的多 く混じるものもある。海綿骨針は9%に含まれる。

上市窯跡群

(1)中 山王窯跡A地点窯

奏を主体に杯類の10′点である。小粒の長石・石英が比較的多 く混 じる。鉄分粒は通有量が含まれる。

海綿骨針は含まれない。

万年寺谷窯

杯類を主体に奏,董の28点 で,土師器奏が 8点含まれる。胎土には小粒の長石・石英 。泥岩が希に

混 じる。鉄分粒は通有量が含まれる。海綿骨針を含むものはない。

C 窯跡群による胎土の特徴 と蛍光 X線分析結果

松永埴生窯跡群

胎土に混入物の最も多い窯跡群である。小粒の長石を主体に,中粒の混じる比率が高い。海綿骨針

は全ての窯跡に含まれ,比率は300/O以上で,特に埴生谷内 1号窯では全ての製品に含まれる。

蛍光X線分析で設定された松永領域には,蓮沼新堤窯,山王奥堤窯はよく符合するが,西蓮沼窯は

Kと Rbの数値が高く,半数が外れる。また,埴生谷内 1号窯ではKの数値が高く約 3分の2が外れ,

Rb,Srと も大部分は領域から外れる。松永支群と埴生支群は胎土が異なり,分離して考えたほうがよ

いかもしれない。

産地の推定では,上記理由と分析資料に松永領域に対応する資料はないとの結論で母集団から除外

されたが,肉眼観察ではかなりの資料を松永埴生窯跡群の製品の可能性を想定している。今後の検討

課題であろう。

平桜岡山窯跡群

混入物をやや多い程度に含む。小粒の長石・石英を主体に,中粒の混じる比率がやや高い。海綿骨

針は10～30%の比率で含まれる。下条川左岸窯跡群と混入状況が類似し,両者を比較した場合,平桜

岡山窯跡群の胎土は,混入物の比率や海綿骨針の比率がやや高い程度で,判断できないものもある。

3基の窯の内,4・ 5号窯跡の資料が纏まりをもち,平桜領域を設定された。 3号窯の分析資料は奏に

偏ったことが原因かもしれないが,CaやSrに バラツキが大きい。

安居岩木窯跡群

最も混入物の少ない窯跡群である。焼成の良い個体は非常に堅く焼き締まった感があり,コ ンクリ

ート質で,器面はザラザラ感が強い。この他に,分析資料には認められなかったが,石名田木舟遺跡

の資料には小 。中粒の長石・石英を僅かに混入し,石英の比率が高い一群がある。この特徴をもつ遺

物は8世紀後半代から9世紀全般にみられ,存続時期が長い。また,平桜岡山窯跡群に近い胎土があ

ることから,安居岩木窯跡群の製品とした。鉄分粒は比較的少ないが一般的に含まれる。

海綿骨針の有無や比率は窯跡によって異なる。安居大堤窯跡,安居中野山 l号,岩木北谷 3号窯に

は30～ 400/0の比率で含まれるが,安居中野山 2・ 3号,岩木北谷 1号,岩木中宮谷窯跡,ハクラクデ

ン窯では未検出である。
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設定された安居領域に大部分の資料が含まれるが,岩木北谷 3号窯ではKと Rbの数値が低 く,領域

外のものが 3～ 4割程度ある。安居中野山3号窯では全体にRbの数値が高く,安居中野山 1号窯では

偏在 して一部が領域外になるなど,窯によって微妙に分布域が異なる。相対的に平桜岡山窯跡群と比

較的類似 した特性をもつ。

栴檀野窯跡群

砂気の強いものと粘土質の胎土があり,小粒の長石・石英・泥岩がやや少なめに混入する。消費遺

跡から出土する栴檀野窯跡群の製品は,使用痕跡とは別の器面全体にスベスベ感がある。鉄分粒は通

有量含まれる。海綿骨針の含まれる比率は福山支群と増山支群で異なり,前者はほとんど含まないの

に対 し,後者は40～ 800/Oの 高い比率で含まれる。

設定された栴檀野領域に,ほぼ全ての資料が含まれ,纏まりが良い。

下条川左岸窯跡群

小粒の長石・石英が通有量混入し,中粒が僅かに混 じるのが一般的である。鉄分粒は一定量含まれ

る。海綿骨針の有無は窯によつて異なり,小杉九山 1号窯,流団No16遺跡 2号窯,同No18遺跡 1号窯 ,

同No30窯 には15～20%の比率で含まれるが,流団No 7窯跡群や石名山 1号窯には含まれていない。

分析ではK,Ca数値は比較的纏まり,安居領域に近い。Rb,Srの数値は小杉丸山 1号窯,流団No30

窯では比較的纏まるが,石名山 1号窯,流団No16遺跡 2号窯,同No18遺跡 1号窯,同XTo 7窯跡群では

Srの バラツキが大きい。流団No16遺跡 1・ 2号窯や同No 7窯跡群は隣接または周辺域に工房をもち,

当地での一括生産を想定し,数値の纏まりを予想 していたが,分析値には周辺域に工房をもたない石

名山 1号窯と同様に大きなバラツキが認められる。今後の検討課題である。

下条川右岸窯跡群

広範囲に展開する窯跡群で様相差があるが,左岸窯跡群の胎土に比べて小粒の長石・石英の混入量

は少なく,中 。大粒の混入比率が高い。また,泥岩が混 じるものもある。鉄分粒は少なめに含まれる。

海綿骨針の含有比率は低い。

分析による右岸領域は,ほ ぼ中央部に位置する5窯跡の資料を用いて設定された。石太郎 I窯 ,同

F窯,赤坂 C遺跡 1地区S01窯 ,同遺跡15地区S03窯 ,赤坂 B遺跡 Ⅱ地区S01窯は良 く符合するが ,

天池C遺跡 S21・ 22窯のSrにバラツキがあり,半数程度が領域外である。また,西端近 くに位置する

南太閤山Ⅱ窯,天池 2号窯ではCaゃ Srの 数値は半数程度が領域外 となる。

右岸領域に加えて,東端域に立地する窯資料を用いて東端領域を設定された。右岸領域のK,Ca

の数値は僅かに高 く,ま た,Srの数値も高い。平岡Ⅱ窯跡 1・ 2号窯,山本藤ノ木窯は比較的領域内

に纏まるが,平岡窯,室住窯跡群はSrが,明神Ⅲ地区窯跡群ではRbと Srの 半数程度が領域外になる。

また,栃谷南窯は全てにおいてバラツキが大きく2種類の胎土が想定されている。

呉羽窯跡群

長石 。石英の混入は比較的少なめが一般的である。鉄分粒は通有量含まれる。海綿骨針は基本的に

は含まれない。

設定された婦負領域には,ほぼ全ての資料が含まれ,安居領域と重複する部分が多い。

D 石名田木舟遺跡出土須恵器の産地同定

石名田木舟遺跡出上の須恵器250点 を蛍光X線分析して頂いた。 6世紀代から9世紀代の食器を中心

に無作為に抽出した。分析結果及び産地同定は三辻先生の報告を参照願いたい。ここでは分析結果を

参考に肉眼観察による産地推定を行う。

″ ど



第Ⅵ章 考

肉眼観察による産地推定には松永埴生窯跡群,平桜岡山窯跡群,安居岩木窯跡群,栴檀野窯跡群 ,

下条川右岸窯跡群,下条川左岸窯跡群の製品がある。

松永埴生窯跡群の製品

当窯跡群の製品と推定したものは43点である (第611図)。 7世紀第 2四半期から8世紀第 2四半期

までの遺物で, 7世紀第 4四半期と8世紀第 1四半期の資料が多い。尚, 7世紀第 2四半期の窯は知

∠室≡≡畳≧型≧≧、 2
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第611図 松永埴生窯 (1/4)
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4 蛍光X線分析と考古学的見解
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られていない。

蛍光X線分析による産地同定では,松永埴生窯跡群は母集団から除外されたため,産地不明ないし

は他の窯跡群に同定されている。22点が産地不明となったものである。

平桜岡山窯跡群の製品

当窯跡群の製品と推定したものは14点である (第612図)。 8世紀第 3四半期に限定され,海綿骨針

0                   15cm

第615図 栴檀野窯 (1/4)

物



4 蛍光X線分析と考古学的見解

を含む製品は 1点のみである。

蛍光X分析による産地同定では,上記14点 は平桜岡山窯跡群が 8点,産地不明が 5点,栴檀野また

は安居岩木窯跡群が 1点である。

安居岩木窯跡群の製品

当窯跡群の製品と推定したものは70点がある (第613・ 614図 )。 7世紀第 3四半期から9世紀第4

四半期までの遺物があり, 7世紀代は後半代の遺物が僅かに認められる。 8世紀前半代の製品はみら

れないが,後半代に入ると急激に供給力を増し, 9世紀代 も供給量は多い。海綿骨針を含むものは8

点である。
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蛍光X線分析の産地同定は,上記70点 の内,産地不明とされたものが50点 ,安居岩木窯跡群が12点 ,

平桜岡山窯跡群が 7点,栴檀野窯跡群が 1点である。

梅檀野窯跡群の製品

栴檀野窯跡群の製品と推定したものは66点 である (第614・ 615図 )。 8世紀第 2四半期に比定 した

ものが少量あるが,主体は後半代の第 3四半期からで 9世紀第 4四半期まで認められる。海綿骨針は

38点 に含まれ,比率は580/Oで ある。

蛍光X線分析による産地同定は,66点の内,栴檀野窯跡群は35点,下条川右岸窯跡群または栴檀野

窯跡群が 8点,梅檀野窯跡群または下条川右岸窯跡群が 6点,産地不明が 7点,平桜岡山窯跡群が 4

点,安居岩木窯跡群が 3点,下条川右岸窯跡群が 2点,安居岩木窯跡群または栴檀野窯跡群は 1点で

ある。

下条川左岸窯跡群の製品

当窯跡群の製品と推定 したのは 1点のみである (第612図)。 8世紀第 2四半期頃の製品で,蛍光X
線分析では下条川右岸窯跡群または栴檀野窯跡群の製品とされる。

下条川右岸窯跡群の製品

下条川右岸窯跡群の製品と推定したものには27点がある (第612図 )。 8世紀第 3四半期から9世紀

第 4四半期までの製品があり, 9世紀後半代の量は減少する。海綿骨針は10点 に含まれ,窯跡分析資

料の比率より高 く,今後の検討課題である。

蛍光X線分析による同定では,27点の内,下条川右岸窯跡群が12点 ,下条川右岸窯跡群または栴檀

野窯跡群が15点である。

産地不明の製品

産地不明の製品は29点がある (第616図 )。 6世紀の遺物は現在知られている窯の製品ではないであ

ろう。また,重や瓶,焼成不良品などは特定しづらい。8,9世紀の食器は,蛍光X線分析では産地

同定されているものを多く含んでいるが,肉眼観察からは断定できなかったものである。

E 北高木遺跡出土須恵器の産地同定 (第617～ 618図 )

砺波郡に位置する石名田木舟遺跡の須恵器供給圏と対比するため,射水郡に位置する北高木遺跡出

上の須恵器の蛍光X線分析を依頼した。北高木遺跡の報告書は未刊で,詳細は不明であるが庄園関連

遺跡である。分析資料はC・ D調査区大溝出土品を主体とする122点 である。

8世紀前半代の須恵器は断片的資料のみであるが,第 3四半期に爆発的に増え, 9世紀第 3四半期

まで食器の主体を占める。しかし, 9世紀第4四半期には土師器椀に取って替わられ,出土量を急激

に減らすがlo世紀第 2四半期までの資料がある。

蛍光X線分析を参考にして,肉眼観察による産地推定を行う。

5期

8世紀第 1四半期の遺物である。杯B蓋,杯 Bの 3点がある (第617図 1～ 3)。 杯B蓋は背が高い

山笠タイプで,鋭角な口縁端部がつく。ttBは外傾度の強い体部に,踏ん張った高台が付き,体部外

面の下半にロクロ削りを施す。分析の結果は全てが産地不明である。肉眼観察でも判断がつかなかっ

た。

6期

下条川左岸窯跡群,下条川右岸窯跡群,栴檀野窯跡群の製品がある。

下条川左岸窯跡群の製品には杯B蓋,杯 B,杯 Aの 4′点があり,杯 Aは海綿骨針を含む (4～ 7)。

宥 ′



4 蛍光X線分析と考古学的見解

杯B蓋は扁平タイプで,短い断面三角形の口縁端部が付 く。ttBは口径16cmの大型品で,体部外面に

1条の沈線を巡らす。杯 Aの 口径は13cmを測 り,外傾度の強い体部が付 く。蛍光X線分析では全てが

産地不明である。

下条川右岸の製品は杯 Aの 1点のみで,外傾度の強い体部が付 く (8)。 蛍光X線分析では栴檀野

窯跡群または下条川右岸窯跡群に産地同定されている。

栴檀野窯跡群の製品は杯 Bの 1点のみである (9)。 口径13cm,器高3.8cmで,径高指数は29を測る。

蛍光X線分析では安居岩木窯跡群に同定される。

産地不明品には杯B蓋,杯 Bの 2点がある (10,■ )δ 蛍光X線分析では 2点 とも栴檀野窯跡群ま

たは下条川右岸窯跡群とされるが判断が付かない。

7期

下条川右岸窯跡群,栴檀野窯跡群の製品がある。

下条川右岸窯跡群の製品には,杯 B蓋 (12～ 14),杯 B(15～ 18),杯 A(19～ 22)の ■点がある。

海綿骨針を含む資料はない。杯B蓋は扁平タイプの中・大型法量品で,鋭さを失った短い口縁端部が

付 く。ttBは小・中法量品で,15は当期に出現する深めタイプ,16～ 18は従来型の扁平タイプである。

杯Aは底部と体部の境に九味が加わる。

蛍光X線分析では,11点の内,下条川右岸窯跡群が 5点 ,栴檀野窯跡群または下条川右岸窯跡群が

2点,下条川右岸窯跡群または栴檀野窯跡群が 1点,安居岩木窯跡群または下条川右岸窯跡群が 1点
,

産地不明が 2点である。

栴檀野窯跡群の製品には,杯 B蓋 (23),杯B(24～ 27),杯△ (28)の 6′点がある。海綿骨針を

含むものは27・ 28の 2点である。

杯 B蓋は形骸化 したつまみに,鋭 さを失った口縁端部が付 く。ttBは小 。中 。大の 3法量があり,

小 。中型品は扁平タイプ,大型品は深めタイプである。

蛍光X線分析では 6点の内,栴檀野窯跡群が 5点,栴檀野窯跡群または下条川右岸窯跡群が 1点で

ある。

8期

下条川右岸窯跡群,栴檀野窯跡群の製品がある。

下条川右岸窯跡群の製品には,杯 B蓋 (29),杯B(30～ 32),杯A(33)の 5点がある。海綿骨

針を含むものは32の 1点である。

杯B蓋は形骸化 したつまみに,折 り返しのない口縁端部が付 く。ttBは小 。大法量品で,体部は直

線的に外傾する。杯 Aは平坦な底部に直線的に外傾 した体部が付 く。

蛍光X線分析では 5点の内,下条川右岸窯跡群が 3点,下条川右岸窯跡群または栴檀野窯跡群が 1

点,栴檀野窯跡群または下条川右岸窯跡群が 1点である。

梅檀野窯跡群の製品には,杯 B蓋 (34～36),杯 B(37～41),杯 A(42～ 44)の 11点がある。海

綿骨針を含むものは34。 36～43の 9点である。

杯 B蓋は頂部のロクロ削 りを省略するものが主体となり,口縁端部は短 く,内端部に稜をもつ。杯

Bは小 。大法量の 2法量に減少する。杯Aは平坦な底部に直線的な体部が付 き底部と体部の境の稜が

目立ち始める。

蛍光X線分析では,■点の内,栴檀野窯跡群が 8点,下条川右岸窯跡群が 1点,栴檀野窯跡群また

は下条川右岸窯跡群が 1点 ,産地不明が 1点である。
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第617図 北高木遺跡出土須恵器の推定供給窯跡群別編年図(1)
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第618図 北高木遺跡出土須恵器の推定供給窯跡群別編年図(2)
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図番号 時期 分析番号 器種 口径 (cm) 器高 (cm) 蛍光X線分析 肉眼観察 骨針 備考

ユ 5 杯B蓋 不 明 不 明

2 5 杯B蓋 不 明 不 明

3 5 杯B 不 明 不 明

4 6 杯B蓋 2.6 不 明 下条川左岸

5 6 杯B蓋 17.0 不 明 下条川左岸
6 6 杯B 7.2 不明 下条川左岸

7 6 杯A 不明 下条川左岸 含

6 122 杯 A 栴檀野または下条川右岸 下条川右岸

9 6 杯 B 13.0 安居岩木 栴檀野

6 5 杯B蓋 16.0 2.6 梅檀野または下条川右岸 不 明

11 6 % 杯B 160 栴檀野または下条川右岸 不明

7 杯B蓋 14.0 梅檀野または下条川右岸 下条川右岸

7 11 杯B蓋 7.2 下条川右岸または栴檀野 下条川右岸

7 杯B蓋 不 明 下条川右岸

15 7 杯 B 下条川右岸 下条川右岸

7 杯B 40 下条川右岸 下条川右岸

7 杯B 安居岩木または下条川右岸 下条川右岸

7 杯 B 4,75 下条川右岸 下条川右岸
7 杯 A 14 下条川右岸 下条川右岸

7 杯A 3.7 下条川右岸 下条川右岸

7 杯 A 4.45 不 明 下条川右岸

7 110 杯 A 3.95 栴檀野または下条川右岸 下条川右岸

7 杯B蓋 梅檀野 栴檀野

7 杯B 栴檀野 栴檀野

7 64 杯 B 栴檀野か 栴檀野

7 杯B 14.0 栴檀野または下条川右岸 梅檀野

7 杯B 16.0 栴檀野 栴檀野 含

7 杯 A 118 3.7 栴檀野か 栴檀野 含

杯B蓋 120 下条川右岸 下条川右岸

杯B 1.0 下条川右岸または栴檀野 下条川右岸

杯B 5,2 下条川右岸 下条川右岸

杯B 下条川右岸 下条川右岸 含

杯A 梅檀野または下条川右岸 下条川右岸

杯B蓋 2.0 栴檀野 梅檀野 合

杯B蓋 2.5 栴檀野 栴檀野

杯B蓋 2.7 栴檀野か 栴檀野 含

杯B 114 梅檀野 梅檀野 含

杯 B 下条川右岸 梅檀野 含

8 杯 B 栴檀野か 梅檀野 含

8 杯B 6.3 栴檀野か 栴檀野 含

8 杯 B 15.2 不 明 梅檀野 含

8 杯A 栴檀野 栴檀野 含

8 杯 A 11.2 梅檀野または下条川右岸 栴檀野 含

44 8 108 杯 A 不 明 梅檀野

8 杯B蓋 11.8 安居岩木または桁檀野 不 明

9 3 杯B蓋 13.6 栴檀野または下条川右岸 下条川右岸

9 杯B 10.6 平桜岡山または安居岩木 下条川右岸

9 杯B 0 4.45 梅檀野または下条川右岸か 下条川右岸 合

9 弘 杯B 4 梅檀野 下条川右岸 合

9 杯B 下条川右岸 下条川右岸

9 杯B 4 栴檀野または下条川右岸 下条川右岸

9 杯 B 下条川右岸または栴檀野 下条川右岸

路 9 杯A 6 下条川右岸 下条川右岸 含

9 杯A 下条川右岸 下条川右岸

9 杯 A 平桜岡山または安居岩木 下条川右岸

9 杯 A 不 明 下条川右岸

9 杯A 安居岩木または下条川右岸 下条川右岸

9 6 杯B蓋 12.0 栴檀野 栴檀野

9 杯B 14.4 梅檀野 梅檀野

9 杯B 6.75 下条川右岸か 栴檀野 含

杯B 栴檀野 栴檀野 含 底部糸切 り

第30表 北高木遺跡出土須恵器産地同定 (1)

/~」 7



4 蛍光X線分析と考古学的見解

第30表 北高木遺跡出土須恵器産地同定

図番号 時期 分析番号 器 種 ヨ径 (cnl) 器高 (cm) 蛍光X線分析 肉眼観察 骨針 備考

9 皿 A 15,0 2.6 安居岩木または栴檀野 栴檀野

9 杯 A 栴檀野 格檀野 含 底都糸切 り

9 杯 A 11.5 平桜岡山 栴檀野

9 杯 A 12.4 栴檀野か 栴檀野 含

杯B蓋 2,7 不 明 不 明

ユ 杯B蓋 下条川右岸 下条ナ| 右岸

4 杯B蓋 12.8 栴檀野または下条川右岸 下条ナI 右岸 含

8 杯B蓋 17 2 下条川右岸 下条, 右 岸

杯B 110 47 梅檀野 下条) 右岸

71 杯B 11.2 下条川右岸 下条) 右岸

杯B 12.8 6.05 下条川右岸 下条チ右 岸

杯B 下条川右岸または安居岩木 下条, 右岸

杯Bか 不明 下条川右岸

杯 A 3.7 下条川右岸か 下条川右岸

杯 A 不 明 下条川右岸

杯B蓋 122 3.2 梅檀野 栴檀野 含 頂部糸切 り

杯B 梅檀野か 栴檀野

杯B 栴檀野 栴檀野 含

杯 B 15.0 安居岩木 梅檀野

杯B 梅檀野または下条川右岸 栴檀野 含

杯A 12.0 3.25 栴檀野 栴檀野 含 底部糸切 り

杯B蓋 下条川右岸 不 明 頂部糸切 り

17 杯B蓋 10.2 悔檀野または下条川右岸 下条川右岸

杯B蓋 11.6 下条川右岸 下条川右岸

杯B 4 25 下条川右岸 下条川右岸

杯B 0 下 条 チ| 右 岸 下条川右岸

杯B 0 下条, 右岸 下条川右岸

11 杯 B 下条)| 右岸 下条川右岸 含

11 杯B 下条ナI 右 岸 下条川右岸

11 杯A 32 下条, 右岸 下条川右岸

皿 A 2.5 栴檀野か 下条川右岸

杯 B 4.35 栴檀野 栴檀野 含 底部糸切 り

銘 11 杯B 栴檀野 梅檀野 含 底部糸切 り

11 杯A 3.4 不 明 不 明

9 杯B蓋 1.6 2.05 下条川右岸 下条川右岸 含

7 杯B蓋 21 不 明 下条川右岸

杯A 11 4 下条川右岸か 下条川右岸

12 94 杯 A 12.5 下条川右岸 下条川右岸

杯 A 下条川右岸 下条川右岸

杯 A 13.2 下条川右岸か 下条 右岸

84 皿 B 下条川右岸 下条川右岸

皿 B 下条川右岸 下条川右岸

2 杯B l.6 栴檀野か 栴檀野 含

2 杯B 不 明 格檀野 含

3 杯B蓋 2.5 下条川右岸 下条川右岸

3 杯B 7.2 下条川右岸 下条川右岸

3 杯A 不 明 下条川右岸

3 104 杯 A 32 不 明 下条川右岸

杯 A 不 明 下条川右岸

杯A 13.6 小 明 下条川右岸

12 102 杯A 13 2 不 明 下条川右岸 含 底部糸切 り

13 杯 A 15.0 3 75 下条川右岸 下条川右岸 底部糸切 り

llllA 14.6 2.1 下条川右岸 下条川右岸 含 底部糸切 り

杯 B 6,75 栴檀野または下条川右岸 栴檀野 底部糸切 り

13 杯 B 栴檀野 栴檀野 底部糸切 り

13 杯 A 13.4 不明

14 杯B 栴檀野または下条川右岸 梅檀野 含 底部糸切 り

杯 B 50 下条川右岸か 栴檀野 含 底部糸切り

14 И 杯B 栴檀野 栴檀野 含 底部糸切 り

14 杯B Ti檀野 栴檀野 含 底部糸切 り

杯 B 不 明 不明 底部糸切 り
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第Ⅵ章 考   察

産地不明品に杯 B蓋が 1′点がある (45)。 小型品でボタン状のつまみに,短い回縁端部が付 く。蛍

光X線分析は安居岩木窯跡群または栴檀野窯跡群に比定される。

9期

9世紀第 1四半期の遺物で,下条川右岸窯跡群,栴檀野窯跡群の製品がある (第618図 )。

下条川右岸窯跡群の製品には,杯 B蓋 (46),杯B(47～ 52),杯 A(53～ 57)の 12点がある。海

綿骨針を含むものは,48・ 49・ 53の 3点である。

杯 B蓋はボタン状のつまみに,巻 き込み口縁端部が付 くが外端部に稜を残す。杯 Bは 2法量で,口
径1lcm代の小型品と口径13～ 15cm代 の深めの大型品で,大型品には口径が縮小 したものが出現する。

杯Aは平坦な底部に直線的に廷びた外傾度を増 した体部が付 く。

蛍光X線分析では12点 は,下条川右岸窯跡群が 3点,栴檀野窯跡群または下条川右岸窯跡群が 3点
,

平桜岡山窯跡群または安居岩木窯跡群が 2点,下条川右岸窯跡群または栴檀野窯跡群,栴檀野窯跡群 ,

安居岩木窯跡群または下条川右岸窯跡群,産地不明が各 1点である。

栴檀野窯跡群の製品には,杯 B蓋 (58),杯B(59～ 61),杯 A(63～ 65),皿A(62)の 8点が

ある。海綿骨針を含むものは,60,61・ 63～ 65の 5点である。

杯 B蓋はボタン状のつまみに巻き込み形態の回縁端部が付 く。杯 Bは大小の 2法量で,小型品の61

は底部外面に回転糸切 り痕を残す。杯Aは平坦な底部に直線的な体部が付 き,63の底部切 り離 しは回

転糸切 りである。ttAは器壁が薄く類例は少ない。

蛍光X線分析では,梅檀野窯跡群が 5点 ,下条川右岸窯跡群,平桜岡山窯跡群,安居岩木窯跡群ま

たは栴檀野窯跡群に各 1点が比定されている。

産地不明品に杯 B蓋 (66)がある。ボタン状のつまみに,平坦な頂部が付 き,ロ クロナデ後に肩に

1条のロクロ削 りを施す。国縁部は屈曲して端部は嘴状になる。重ね焼き痕を残 し, Ⅱb類である。

これらは上末窯跡群の製品に類似するが断定できなかった。蛍光X線分析は産地不明である。

10期

下条川右岸窯跡群,梅檀野窯跡群の製品がある。

下条川右岸窯跡群の製品には杯 B蓋 (67～69),杯 B(70～雅),杯 A(75,76)の 10点がある。

海綿骨針を含むものは,68の 1点である。

杯 B蓋のつまみは形骸化 し,日縁端部は九 く巻き込む。杯 Bは大小の 2法量で,大型品は深さを増

し口径は縮小する。高い高台が付 く74は特殊な器種であろう。杯Aの体部は外傾度を増 し,深いもの

も加わる。

蛍光X線分析では,下条川左岸窯跡群が 5点 ,栴檀野窯跡群または下条川右岸窯跡群,栴檀野窯跡

群,下条川右岸窯跡群または安居岩木窯跡群が各 1点,産地不明が 2点である。

栴檀野窯跡群の製品には杯 B蓋 (77),杯 B(78～81),杯A(82)の 6,点がある。海綿骨針を含

むものは77・ 79・ 81・ 82の 4点である。

杯 B蓋の頂部は狭い平坦面をもち,回転糸切 り痕を残す。また,肩に近い部分に 1条のロクロ削 り

を施 し,口縁端部は九 く巻き込む。海綿骨針は比較的多 く含む。胎上の肉眼観察などからも栴檀野窯

跡群の製品と推定される。しかし,栴檀野窯跡群には杯 B蓋の切 り離しに回転糸切 り技法を使用 した

例は知られていない。杯 Bの 78は高台が高 く特殊品か。杯Aの底部外面には回転糸切 り痕を残す。

蛍光X線分析では,栴檀野窯跡群が 5点 ,安居岩木窯跡群に 1点が比定されている。

産地不明に杯 B蓋 (83)がある。頂部外面に回転糸切 り痕を残 し,肩に2条のロクロ削 りを施す。
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4 蛍光X線分析と考古学的見解

蛍光X線分析では下条川右岸窯跡群に同定されている。

9期の杯 B蓋66は 回転糸切 り痕は明確でないが可能性を残 し,ま た,10期の77,83は 回転糸切 り技

法の導入に共通性がみられるが,胎土や口縁端部の形態差などの相違点もあり,今後の検討課題であ

る。

11夷月

下条川右岸窯跡群,栴檀野窯跡群の製品があるも

下条川右岸窯跡群の製品には杯B蓋 (84・ 85),杯 B(86～ 90),杯A(91),皿 A(92)の 9J点

がある。海綿骨針は89の 1点に含まれる。

杯 B蓋 には小さな形骸化 したつまみが付 き,日縁端部は九 く巻き込む。ttBは大小の 2法量があり,

体部は外傾度を更に増す。杯Aも 同様に体部の外傾度は強い。

蛍光X線分析同定では,下条川右岸窯跡群は 7点,栴檀野窯跡群,栴檀野窯跡群または下条川右岸

窯跡群が各 1点である。

梅檀野窯跡群の製品には,杯 Bが 2点ある (93・ 94)。 2点 とも海綿骨針が含まれる小型品で,底

部外面には回転糸切 り痕を残す。

蛍光X線分析からは 2点 とも栴檀野窯跡群に同定されている。

産地不明品に杯△ (95)が ある。1底部と体部の境の稜は明確で,胎土に大粒の石英が僅かにまじる。

胎上の特徴は安居岩木窯跡群に類似するが明確でない。

12期

下条川右岸窯跡群,栴檀野窯跡群の製品がある。

下条川右岸窯跡群の製品には,杯 B蓋 (96。 97),杯 A(98～ 101),皿 B(102・ 103)の 8点があ

る。海綿骨針は96の 1点に含まれる。

杯B蓋はつまみはなく,頂部は未調整である。杯△は底部が更に小さくなり,体部の外傾度は強い。

皿Bは浅い体部に高い高台が付 き,底部外面はヘラ切 りされる。

蛍光X線分析では,全てが下条川右岸窯跡群に同定されている。

梅檀野窯跡群の製品には,杯 Bが 2点ある (104・ 105)。 2点 とも海綿骨針を含む。杯 Bは 2法量

があり,更に底部が縮小 し,径高指数を増す。底部外面はヘラ切 りである。

蛍光X線分析では栴檀野窯跡群,産地不明が各 1点である。

13期

10世紀第 1四半期の遺物である。下条川右岸窯跡群,栴檀野窯跡群の製品がある。

下条川右岸窯跡群の製品には,杯 B蓋 (106),杯 B(107),杯 A(108～ l13),皿 A(■4)の 9

点がある。海綿骨針は■2。 114の 2点に含まれる。

杯 B蓋はつまみが無 く,口縁端部は垂下気味に収める。頂部は九味をもち,器壁は薄い。杯 Aはへ

ラ切 り (108～ 111)と 回転糸切 り (112・ ■3)がある。ヘラ切 りの杯 Aは底部に丸味が加わり体部と

の境が不明確になる。また,器高は浅 くなり,器壁は全体的に薄 くなる。回転糸切 りの杯Aは , 2形

態があり,112の 器壁は薄い。皿Aは器高は浅 く,底部外面には回転糸切 り痕を残す。

蛍光X線分析では下条川右岸窯跡群が 3点,産地不明が 5点である。

栴檀野窯跡群の製品には杯B(115'116)が 2点ある。 2,点 とも底部外面には回転糸切 り痕を残す。

海綿骨針は■6に含まれる。

蛍光X線分析では栴檀野窯跡群,栴檀野窯跡群または下条川右岸窯跡群が各 1点である。
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第Ⅵ章 考

産地不明品には杯A(117)があり,底部外面はヘラ切 りである。

14期

栴檀野窯跡群の製品がある。器種は杯 Bで 2種がある (■8～ 121)。 118・ 1191ま形骸化 した断面が

三角形状の高台が付 き,底部外面には回転糸切 り痕を残す。120。 121は底部外面に回転糸切 り痕を残

し,つ まみ出した低い高台が付 く。海綿骨針は全てに含まれる。

蛍光X線分析では,梅檀野窯跡群が 2点,下条川右岸窯跡群,栴檀野窯跡群または下条川右岸窯跡

群が各 1点である。

産地不明品に杯 B(122)がある。底部外面には回転糸切 り痕を残 し,外周部をロクロナデで窪ませ

擬高台を作る。器形の特徴は上末窯跡群の製品に類似する。蛍光X線分析は産地不明である。

F まとめ

北高木遺跡の須恵器食器の供給は,極一部の例外品の可能性を残すものがあるが,全時期を通して

ほぼ全てが下条川右岸窯跡群,栴檀野窯跡群から供給されている。僅か122点の分析・検討のため両窯

群の供給比率は明確でない。しかし,栴檀野窯跡群の供給量は,下条川右岸窯跡群を補完する程度の

比率でないことが予想される。栴檀野窯跡群は,古代の郡境は明らかでないが,砺波郡と射水郡にま

たがって立地することが想定され,砺波郡,射水郡の両郡に供給販路を目指した選地なのでなかろう

か。

県内では,以前から窯資料や瓦などは蛍光X線分析が実施されてきた。しかし,長期に亘る消費遺

跡での須恵器供給地の解明を,蛍光X線分析と肉眼観察を併用させて実施した例はなく,今回が端堵

となる。蛍光X線分析と肉眼観察による産地の同定は,一致しない資料が多くあった。窯跡群の再検

討と共に肉眼観察の精度を高めることが今後の課題である。

細部の検討は今後に委ねるが,少なくとも,各郡によって須恵器供給圏が異なり,一郡一窯体制が

整えられ,狭域供給体制であることが実証できたことは一定の成果である。     (池 野正男)

注 2

富山市教育委員会 1970『富山市金草第 1号窯跡調査報告』

林 浩明 1988「婦負郡の須恵器生産の概要」『シンポジウム北陸の古代土器研究の現状と課題』資料編
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5 石名田木舟遺跡C地区における中 。近世の遺構の変遷について

A はじめに

石名田木舟遺跡 C地区は遺跡調査範囲の中では中心部に位置し,古代 と中 。近世の二時期の遺構が

検出されている。既述の通 りC地区は調査区中央西寄 りに於いて南北方向に谷地形が形成されており,

その東側では多数の中・近世の遺構が検出された。谷部西側では古代の遺構が廃絶後黒褐色の包含層

が堆積 し,近世以降になってその上面では僅かながら溝・土坑などを検出することができた。このこ

とから一帯は中世においては何ら遺構が検出されていない点からも,古代以降荒れ地,ま たは耕作地

となっていた様子が窺われる。一方谷部東側は中世の包含層が後世の削平によって攪乱されており,

古代・中世 。近世の 3時期の遺構を同一面で検出している。このためこれらの遺構をまず,大 きく3

時期に細分するという仕事から始めねばならなかった。覆上の色は上面が削平されているため決定的

な判断材料 とはいえず,遺構の形態・出土遺物などから判断しようと試みたが,遺物の出土がないも

のや不明瞭な点が多い遺構は積極的に時期決定をすることを避けている。従って結果的には古代の遺

構については竪穴建物・掘立柱建物・畠と僅かの溝と土坑を抽出したに止まっている。

以下,谷部東狽1において古代の遺構の抽出後に残された追構について大きく時期分類 し,遺構の変

遷を辿ってみたいと思う。

B 中世前期

掘立柱建物 この時期に該当すると考えられる建物は3棟の総柱建物である。 4間 ×4間の規模の

建物が 2棟 (S B 143・ S B145), 3間 ×3間以上の建物が 1棟 (S B 147)が検出されており, 3棟

が重複せずに散在するといった分布を示 している。建物方向は若干 1～ 3° 西に振つてはいるがほぼ

南北又は東西を向いてお り,古代の掘立柱建物が比較的大きく東西に振れていたのに比べれば中世以

降の建物はほぼ建物方向が揃っており,明 らかに北を意識 した建物配置をとっていたと考えられる。

これは一つの時期決定の目安になるとも考えられよう。また,柱穴の大きさも古代が平均直径50cmで

あったのに比べれば,中世の建物の柱穴は30cm～ 50cmと やや小さくなる。建物の時期は柱穴の埋土 ,

及び包含層から当該期の遺物が少ないため,詳細な時期は不明である。しかし,総柱建物という建物

の形態から,おおよその時期が推定できる。富山県の今までの傾向から推定すれば,総柱建物が出現

するのは11世紀頃で,小矢部市五社遺跡の古代上層面で,小規模なものを含めて 8棟の総柱建物が見

つかっている。五社遺跡では古 くは3間 ×2間の総柱建物がll世紀中頃に出現 しているが, 4間 ×4

間とやや大型化 した建物は11世紀後半の年代が当てられている。一般に総柱建物がより大型化するの

は12世紀後半の中世に入ってからのことで,県内においても調査例が増加 している。C地区の総柱建

物の規模は中型クラスであり,古代の後半代に遡る建物と考えられなくもないが,周辺の包含層から

は11世紀代の古代の遺物の出土は少ない。また,石名田木舟遺跡全体においても古代の集落は 7世紀

後半から8・ 9世紀を中心に展開しており,10世紀代の遺物は僅かに出土するが11世紀には完全に終

息してしまっている。一方,中世前期の遺構 も石名田木舟遺跡全般では他の地区では確認されず,包

含層に若千その時期に相当する遺物が混在するのみである。従ってこの総柱建物の 3棟は調査地区全

体の中では稀少な位置にあるわけであるが,周辺には同時期に属する 7基の上坑が存在することから

も中世前半というおおよその時期におけると考えている。

上坑 土坑は建物周辺で 7基検出している。平面形は円形や長円形を呈 し,方形のものはない。明

らかに建物に伴うと考えられるのはS B 147の南西隅に位置するS K2917の みである。 S B 145の北側

筋
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で接するS K3577は S B 145の柱穴よりは切り合いでは新しいが,こ の建物と関連する土坑と考えてい

る。この上坑からは珠洲Ⅱ期 (13世紀前半)の鉢が出土しており,建物の時期決定の参考となる。ま

た, S B 143の北東隅に位置するS K3773か らは遺物は出上しておらず, S B 143の柱穴との切り合い

では負けているものの,S B 143に伴うものと考えている。S B143の周辺の小さな土坑 (S K4037・

S K4041)か らは14世紀頃の中世土師器が出上している。

この他にはこの時期に属すると考えられる遺構は存在せず,溝など区画を目的とするものや井戸な

どは検出していない。4間 ×4間 という同規模の建物が 3棟同時に存在していたかさえ切り合い関係

もなく,少量の遺物では推し量りようもないが,おおよそ13世紀から14世紀にかけて中規模の建物が

周囲に小規模な土坑を伴いながら散在するという様子が窺える。

C 中世後期

掘立柱建物 この時期になると調査区の東側は幅1,5m～ 2mの溝によって方形に区画され始め,そ

の内部や周辺に建物が築かれる。 S D3534・ S D3535に よって区画された内部ではS B 140。 S B141・

S B 142を検出した。S B 140は 4間 ×2間の細長い側柱建物で,S B 142は 2間 ×2間の総柱建物で倉

庫のような小規模の建物である。何れにしても区画内にありながら主屋を構成するような建物とは言

えない。S B 140の柱穴には柱根は遺存していなかったが,こ の建物の東側には柱根が遺存する土坑が

6基あり,柱穴として建物を構成していたと考えられる。調査終了段階では検討されてはいないが,

ここで若干の復元を試みた。その結果, 5基の柱穴を基に4間 ×2間 , 3間 ×1間の南北棟の側柱建

中世前期 ▲

第619図 C地区の遺構の変遷 (中世前期 )

密



5 石名田木舟遺跡C地区における中・近世の遺構の変遷について

物 を想定することがで きた。 しか しなが ら棟方向は S B 140と ほぼ同 じであるが,柱間は S B140に 比

べ約1.5倍 と長 く,加 えて 2棟の建物の間隔が柱穴間で lmしかないため同時に存在するとは考えにく

いであろう。また,「 L」 字形を呈する S D3691の 内部では S B 139を部分的に検出している。総柱建

物の様相を呈するが,部分的検出のため全体像は掴むことはできない。どちらにせよ,溝に囲まれた

空間の中の建物は,発掘 したC地区範囲においては貧相といった印象は拭えない。この他に,区画溝

の外側では調査区南端で 2間 ×2間の小規模な総柱建物である S B 144を 検出した。この建物は東に隣

接するS E3912の 関連施設と考えられ,こ れの主屋は調査区外に広がっているものと推察される。

溝 幅 lm～ 2mの 区画溝が 3条検出されている。南北に延びるS D3534と これに合流するS D3535

は同時に存在 していたと考えられ,方形の区画を構成 している。C地区ではこのS D3534よ り西側で

は中世後半の遺構は検出しておらず,こ の溝がB2地区を中心とする16世紀後半の遺構群の西偵1の境

界となっていたようである。東側への広が りについては残念ながら隣接するB3地区は削平によって

遺構の痕跡は残っておらず,B2地 区への連続性は掴みようがない。ほぼ同時期のB2地区が南北に

廷びる溝や道路によって約20mの 間隔で区切られて町屋のような様相を呈 しているのに対 し,当地区

の東西の区画幅は内部で約32mを測る。同じ16世紀後半でありながら区画の様相が異なるのは,建物

の性格が異なるためか,時期差があるためかもしれない。 S D3535と 切 り合う「 L」 字形の S D 8691

はS D3535が構成する区画より新 しい。調査区の東端で検出したこともあり,こ の溝に伴う建物は確

認はできなかったが,同時期に属すると考えられる井戸を検出している。

これらの区画溝がいつ掘削されたかであるが, S D3691の 埋土からは大永 2(1522)年 と天正11

(1583)年銘をもつ鰐口が出土 している。溝の深度力認Ocm～ 35cmと けっして深 くはないことから溝の

埋没時期の参考となる遺物といえるであろう。また,こ の鰐口という宗教的遺物の出土は周辺に神社

仏閣の存在を予測させるものではあるが,こ れ以外には宗教的な性格を帯びる遺物は出土 していない。

しかしながら,同 じくこの溝からは「交趾」というベ トナム陶器の皿が出土しており,周辺のB2地

区からも数個体出土していることからも,あ る程度の流通網をもっていた階層の人々が生活していた

と考えられ,一般的な屋敷地とは性格を異にしていたことは間違いないであろう。

井戸 井戸は石組井戸と素掘 りの井戸が検出された。井戸は2基を除きすべてが区画溝の内部で検

出された。素掘 りの井戸は深さが lm未満の単層で,遺物の出土はほとんどない。段掘 り状のものも

2基あるが,詳細は不明である。石組井戸は自然礫を円筒形に積み上げ,水溜には曲物や丸太到 り抜

き材を使用 している。ここでは石組井戸を中心にその変遷を追ってみたい。石組井戸は前述のように

石組の残 り方で大きく5段階に分かれる。 1.遺構検出面まで石組が残る。 2.石組の上段が欠ける。

3.石組が中段まで欠ける。 4.石組が下段 しか残らない。 5。 石組が全 く残らず,水溜の施設が残

るのだけのもの。少なくとも,石組の石が選別された自然石を使用 していると考えれば,近接地で井

戸を掘削 しようとした場合,その石を転用 しようと考えるのは当然であろう。単純に考えれば,少な

くともこの 5段階のうち検出面まで石組が残っている第 1段階が一番新 しいと推定されよう。そうし

て見てみると第 1段階のものはこの時期にはなく,すべて近世の遺物が出土している井戸であること

が分かった。 S D3534,S D3535に よる区画の中では石組井戸は 3基検出され,第 2段階が 2基,建

物と重複する位置にある井戸が 1基第 4段階の残 り方をしている。この第 4段階の井戸の最下段の石

の組み方は他の井戸と異なり,こ の組み方はS D3691の 内部の S E 3698と 同じで,石組の残 り方も同

じく第 4段階である。 S D3691の 内部では第 3段階が 2基,第 4段階が 1基,第 5段階が 2基みられ,

第 3段階と第 5段階のそれぞれの 2基は隣接 した位置関係にあり,同 じような残 り方をしていること
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から同時期にセットで使用されていたことが分かる。区画溝のタト側で検出した 2基は第 4段階で, S

D3691の南側に位置するS E3盈4の石組は西側に隣接する近世の S E 3952,S E 3953に転用されたと

推定される。

土坑 S D 3534・ S D3535の 区画内で円形の上坑 1基 と方形の上坑 3基を検出しているが,性格の

わかる遺構はない。大型の方形土坑 S K3706イ よ単独で検出したが,軸方向が内部の建物と同じである

ことから建物に伴う土坑であろう。

D 近世

建物 近世の遺構は調査区中央と東側でまとまった状態で検出している。このうち建物は調査区中

央で 3棟検出した。周辺では石組井戸や大型土坑も検出している。検出した 3棟は重複 してお り, S
B151と S B 153と は切 り合い関係があり,大型の建物であるS B 151の 方が新 しい。棟方向はほぼ北を

向くかまたはこれに直交するものであり,中世以降明らかに北を意識 して建物を建てていたことは近

世に入っても引き継がれる。大型の建物 S B 151は大型の不整形な楕円形柱穴をもつ建物で, 3棟のう

ち 1番新 しいものである。 S B 152は逆に2間 ×2間の小型の建物で,柱穴に柱根が遺存するが10ぽ に

満たない簡素な作 りである。中世以降になると建物の柱穴は単純に揃わなくなり,上屋構造が複雑化

し,下部構造からは家の構造が推定しにくくなっている。これらの建物も本来はどのような家の造 り

であったかは推定の域を出ない。しかし,近世の遺構は埋土に礫が混じり,狭い範囲でしか検出でき

なかったことからも,建物域の範囲は限定できると考えられる。

また,こ の他にも調査区東端の S D3691の 南側には井戸の周囲に柱根の残る穴が 1基あり,溝の南

辺に平行する 1間 ×2間以上の側柱建物 2棟の存在が予測され,こ のうちの柱穴からは唐津の九椀が

出上 している。建物方向が溝 と平行することからこの建物の時期にはまだS D3691が存続 していた可

能′
陛もある。

溝 溝は3条検出しているがいずれも新 しく,18世紀の伊万里などが出土 しており,検出した建物

に伴う時期のものではない。後世の農地の区画などに伴うものであろう。

井戸 調査区中央で,建物周辺に2基,調査区東側で 2基検出している。S B 151の 内部に位置する

S E 3497は 石組井戸で,上段の石組は検出面から約30cmの深さまでは欠損 している。埋土からは越中

瀬戸・唐津・伊万里などユ7世紀前半の遺物が一定量出上 している。 S E3525は S D 3534と 重複 してお

り,こ の溝より新 しい。近世の遺物は出上 していないが,溝 との切 り合い関係からこの時期にあてて

いる。 S E 3952と S E3953は 区画溝 S D3691の 南辺のタト側で検出した井戸である。両者ともに石組井

戸で石組は検出面まで残 り,石組の残 り方が一番良好な丼戸である。この 2基は重複 してお り,切 り

合い関係では S E3953が新 しい。 S E 3953か らは唐津の小破片が出上 し,東側に近世の遺物が出土す

るS K4066が存在することから近世の井戸と判断している。

土坑  S B 151の 東側に隣接 して大型の土坑 S K3502,S K3531を 検出した。どちらも平坦な床面全

体に10帥大の自然礫が埋め込まれていた。床面に石を敷き詰めるのは防湿のためかどうかは不明であ

るが,作業床として使用されていたことは間違いないと思われる。 S K3502か らは大型の輔の羽口が

出土している。このことから鍛冶が行われていたことが推定されるが,関連遺物 もなく,農鍛冶的な

小規模な鍛冶を営んでいたと考えられる。共に出土 した越中瀬戸の年代から17世紀前半の遺構 と考え

られ,建物の時期 と同じである。

このように近世においては遺構は大きく2ブロックの集まりで検出したにとどまる。
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E 結び

以上,中世前半 。中世後半 。近世と各時期に分けて遺構別にまとめてみた。遺構別に既述した故に

遺構毎のつながりが不明瞭であったかもしれない。概ね,C地区においては中世前半頃に数件の中規

模の建物が建ち始めるが,長 くは続かず,一旦耕作地 。または荒れ地となる。16世紀後半頃になると

木舟城の城下町の繁栄の影響によってか,ま たはそれに先行するものかは不明であるが,区画溝によ

つて区切られた屋敷地が作られるようになる。敷地内には主屋に相当するような建物は復元できなか

ったが,区画溝からは紀年銘が刻まれた鰐口が出上しており,周囲に神社仏閣のような宗教的施設の

存在を予想させた。「福岡町史」によれば,中世の頃木舟には8寺が存在していたと伝えられている。

何れも中世の伝承をもち,木舟城陥没後に移転したことを伝えている。その8寺は下表に示したが,

この中でも特に宝性寺は西本願寺蔵天正19(1591)年 「末寺帳」や西本願寺「木仏留」の元和 5(1619)

年にその名が登場する寺である。しかし,この寺は慶応 2(1866)年に小矢部市岡に移り,その跡に

は現存する鐘泉寺が建立されている。残念ながらこの他の寺院については詳細な伝承は残っていない。

また,この他の遺物では交趾のようなベトナム陶器が出土していることから,あ る程度の階層の人々

が暮らしていたことが推測される。しかしながら,遺物包含層の削平の影響によるためのものかC地

区における遺物の出土量は相対的に少なく,B2地区からは白磁 。青花などの輸入陶磁器が大量に出

土しているのに比べれば,輸入陶磁器の出土量も貧弱なものである。国内産の陶器である瀬戸美濃の

出土量も少なく,これは時期差によるものか階層差によるものかは不明である。これも区画溝内の遺

構の貧弱さを物語る所以かもしれない。惜しむべくは,B2地区との間にあった削平されてしまって

いたB3地区である。この地区が本来の姿を残していればB2地区との関連,時期差等がもう少し明

らかになったかもしれない。

17世紀前半の江戸時代に入ると,区画溝S D3691は 17世紀前半まで存続する可能性があるが,他の

溝による区画は姿を消し,個人の屋敷が点在するという様相となる。そして17世紀後半になると谷部

東側においても人家の姿は消え,耕作地へと変容していったようである。 (島田美佐子)

寺院名 宗 派 創建年代 移転先

光顔寺 真 宗 文明年間 (1496～ 1486) 土山→高木→木舟→石動

等源寺 真  宗 天正 2(1574)年 木舟→石動

光雲寺 真 宗 天正 9(1581)年 木舟→石動

西恩寺 真 宗 延徳年中 (1489～ 1491) 木舟→浅地

尊光寺 天台→真宗 文明 5(1473)年 土山→末友→木舟→石動

超証寺 真 宗

観音寺 真言宗 木舟→石動

宝性寺 真 宗 寛正 4(1463)年 能登→上蓑→木舟→小矢部市岡

第31表 木舟周辺寺院創立伝承一覧
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6 石名田木舟遺跡F～H地区の建物群の変遷について

A はじめに

石名田木舟遺跡の西南端にあたるF2地区南端の S D 6430以 南,H地区中央の S D9760以 東には中

世の遺構が集中している。建物はF3地区を中心にして方形に巡る区画溝の内部に27棟,外部に27椋

検出している。建物は重複しているが新旧関係が明らかなものは僅かなため,F3・ F4・ H地区で

確認した建物の新旧関係を参考にして,区画溝の新旧関係とあわせて遺跡の変遷をみていく。なお ,

個々の遺構の詳細については前章を参照していただきたい。

B 建物 (第621図 )

建物の分布は方形に巡る区画溝の内部と外部とに分かれるが,内部には整地層をもつ比較的敷地面

積の大きな建物がみられる。最大の敷地面積をもつと考えられるS B 157においては,その整地層下部

で重複する S B 156・ S B 158～ S B160,整 地層上面で S B 154・ S B155を確認していることから, 6

段階の変遷を示唆する。建物の時期についてはS B 157の整地層からは15世紀前半～中頃の中世土師器

が多 く出上 しているが,下部の S B 156か らは15世紀後半の中世土師器が出上 していることから,SB

156が廃棄された時期は15世紀後半であるが,15世紀前半～中頃には既に建物が存在 していたことが推

祭される。また,S B 174は 中世遺構検出面では未検出で,古代・古墳時代の遺構検出面で確認 した柱

穴で構成されていることから,構築された時期が明らかに異なっている。柱穴からの出土遺物は僅か

であるが,15世紀後半の中世土師器が出土していることから,最 も古い建物が廃棄された時期を示す

ものと考えられる。

区画溝外部で確認 した建物においては, S B 182～ S B184の 重複する3棟では S B 183が古いこと,

S B195～ S B197で はS B 196が S B 197よ り古いことが確認されている。

建物の構造においては掘立柱建物50棟,土台建物が 2棟,土台建物に側柱,間柱を併用するものが

2棟みられる。掘立柱建物は区画溝内外部にほぼ同数みられるのに対 し,土台建物・土台と側柱・間

柱を併用する建物は区画溝外部に土台建物が 1棟ある以外は全て区画内部に位置し,その分布には偏

りがみられる。

建物に関連する可能性が高い遺構 として方形竪穴状土坑や井戸があるが,明 らかに関連づけられる

ものは少ない。特に約70基検出された井戸のうち,F3地 区西端からG・ H地区東端までの幅30m前

後の砂礫層が隆起 した自然堤防上に約60基が確認され,その構造や廃棄状況は様々で,建物との関連

づけが非常に困難である。建物との関連が明らかなものは,F3地 区のS B 173,S B 178,S B179内

部に位置するもの,F4地 区においてSD%74・ S D 9480を挟んであるS B 182～ S B 185に各々 1基

の井戸が溝側に位置しているもの等である。

C 区画溝 (第622図 )

区画溝として機能していた可能性があるものは多いが,特に大きく方形に巡つているものとして S

D7001'S D7002,S D 7005。 S D 7030'S D 7180が ある。それぞれに新旧関係が確認されているが ,

大きくは 3時期と考える。最も古いものは S D7180で ,埋上の特徴からS D 7001と 繋がる可能性が高

い。出土遺物は15世紀後半の中世土師器の他,特筆すべきものには呪符・斎串などがある。 S D7001

はS D 7003と の交点付近で途切れており,陸橋状になっていたことが推祭されることから,溝 という

よりは堀とする方がよいと考える。次に古い S D 7030の 北側はS D 7180と 流路を同じくしており,調

査区東端ではS D7001と 同様に陸橋状になっていたと考えられる。掘形は逆台形で陸橋側へは急勾配

密∂
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第621図 建物出土遺物
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♂r SD7005

第622図  区画溝出土遺物
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で立ち上がることから,こ れも堀 とする方がよいと考える。出土遺物は膨大な量で,多量な中世土師

器は15世紀後半を主体に16世紀前半のものがある。多 くの木製品には墨書されたものも含むが,最 も

注目すべきものに「長享二年 (1488年 )」 の文字が書かれた木簡があり,遺跡の時期を示すものとして

貴重である。流路は調査区外で西へ屈曲しS D 7002へ と繁が り,G地区西端ではさらに南北へ分岐し,

方形に巡る可能性がある。 S D7002の 出土遺物には呪符の他,中 国製青磁が目立つ。最も新 しいSD
7005は その幅も最大で,調査区東端で大きく南に屈曲してお り,調査区外で西に屈曲して S D7002へ

繋がる可能′
陛が高いと考える。したがって s D70021よ S D 7030と S D 7005の 2時期にわたって区画溝

として機能していたと考えられる。出土遺物には16世紀前半～中頃の中世土師器がある。

前述の方形に巡る大区画溝以外にも区画内を細分する溝 S D7003・ S D7011,S D7324・ S D9474・

S D9802がある。これらは大区画溝内部を南北方向もしくは東西方向に区画しており,南北方向のも

のの規模が大きい。

D 変遷 (第623～ 625図 )

建物と区画溝の新旧関係から,遺跡の変遷を大きくI～ V期 , 6段階に捉えることが可能と考え,

以下にその概要をまとめる。                               .
I期 新旧関係で区画溝 S D 7180よ り古い建物群で,区画溝がない段階である。主軸はN-15° ～22°

―E,N-58° ～76° ―Wの 5棟で構成されており,最大規模の S B 178は整地層をもち側柱を併用 し

た土台建物であるが,それ以外は 1間 ～ 2間 ×2間の小型の掘立柱建物である。

Ⅱ期 区画溝 S D 7180,S D 7001に よる南北約60mの 方形もしくは「コ」字状の区画が確立 した段

階である。方形区画内部に4棟, S D 7001に並行する道路の側溝と考えられる S D 9403・ S D 9404の

西側に 1棟,さ らに南に少 し離れて 1棟の 6棟で構成されている。これらの滞の埋土は人為的に埋め

られたと推測できるような,数種類の上がブロック状に混 じり合ったものであり,同時期に存在 し,

廃棄された可能性が高い。S B 181が土台建物である以外は掘立柱建物で,区画内のものは柱間がやや

不揃いではあるが I期 より規模が大きい。

Ⅲ期 区画溝 S D 7002と S D 7030に より南北約70m,東西方向80m前後とやや東西に長い方形区画

が確立 した段階である。東辺のやや北寄 りにはこの区画内部への出入口と推測する陸橋がみられる。

また, S D 7002の西端部分が南北に分岐していることから,南側にも区画が存在 していた可能性が高

い。これら大区画の内部に小区画が確立する段階がみられることから,二段階に細分する。

Ⅲ-1期 方形の大区画が確立する段階であり,S D7002の 北側の区画内部には土台建物 S B 180と

掘立柱建物 4棟,南側には掘立柱建物が 4棟あり,北側の区画のものの規模が大きい。主軸の方向に

はN-4° ～10° 一Eと N-13° ～22° 一Eの 2方向がみられる。

Ⅲ-2期 大区画内部に小区画が確立する段階である。北側の区画内を東西に二分するようにSD
7003が位置し,東側の小区画内はさらにS D 7324に より南北に区画されており,各小区画内には建物

1棟～ 2棟みられる。南側の区画西端はS D 9760内 で検出した S D9802と 考えられることから,内部

はS D94留 。S D 9480に より東西にやや歪んで三分されている。建物は小区画東側に2棟,西側に4

棟の掘立柱建物が確認されている。建物の規模は北側の区画内のものがやや大きいが,主軸の方向に

はN-17° ～28° ―Eと N-37° ～41° ―Eの 2方向がある。南側の区画内部には全段階を通 して最多

の 6棟が存在 し,遺跡の最盛期 といえる。

Ⅳ期 区画溝 S D7002と S D 7005に よリー辺約85mの 方形区画が確立し,最 も区画が拡大 した段階

である。前段階と同様に南北 2区画があるものとみられる。主体は北側の区画で,内部はS D7011に

bF
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より東西に区画されているが, S D70■が中央よりやや東寄 りに位置することや前段階の小区画溝 S

D7003が まだ機能していた可能性も考えられることから, 2分割もしくは 3分害」されていたと推測す

る。小区画内には整地層をもつ S B 157・ S B167な ど4棟があるが,いずれも南側の区画内にみられ

る2棟より規模が大きい。主軸の方向にはN― O° ～15° 一Eと N-22° ～28° ―Eの 2方向がある。

V期 区画溝より新しい時期の建物 7棟で構成される段階である。規模は縮小し,主軸の方向が様々

であることから,遺跡における衰退期 といえる。

段 階 建物番号 地 区 桁行×梁行 面積 (『 ) 方位 備 考 付属施設

I

F3 2× 2 38.4 N-76° 一W

F3 2× 1 20.4 N-15° 一E

4 F3 2× 1 129 N-22° 一E

F3 (1)× ユ 20.2 N-58° 一WV

F3 107.1 N-77° 一W 土台建物,側柱あり,整地層あり

Ⅱ

F3 3× 3 53.0 N-29° 一E 方形竪穴状土坑

F3 5?× 3 68.6 N-16° 一E 整地層あり 井戸

F3 2× 2 23.2 N-18° 一E

F3 4?× 3? 69.6 N-4▽ ―E 方形竪穴状土坑

F3 109.2 N-62° 一W 土台建物

H 3× 1 37.1 N-76° 一W

Ⅲ-1

F3 3× 2 21,7 N-86° 一E

F3 2× 2 64.8 (82.4) N-77° 一W l間 ×2間の付属屋あり 方形竪穴状土坑

F3 4× 3? 132.3 N一 8° 一 E 方形竪穴状土坑

F3 2?× 1? 55,4 N-13° 一E 一部上台

F3 108.3 N-22° 一E 土台建物,整地層あり

F4 4× 3 38.48 N-50° 一W 2問 × 1間 の付属屋 井戸

G (3)× (2) 40 3 N-10° 一E

G (2)× 2 40,3 N-84° 一W 竪穴状土坑

H 2× 1 30 0 N-8°  一E

Ⅲ-2

F3 3× (2) 60.1 (67 5) N-28° 一E 1間 ×1間 の付属屋あり 水屋

F3 4× 3 83 7 (88.6) N― ― E 1間 ×1間 の付属屋あり

F3 2× 2 36.0 (76.0) N-68° 一E 1間 ×5間の付属屋と土間あり 方形竪穴状土坑

F3 N-73° 一 Aヽ「 土台建物,内部に柱あり,整地層あり

F4 2× 2 33 39 N-43° 一E 井戸

F4 2× 2 28,67 N-32° 一E 3聞 ×1間 の付属屋 井戸

F4 3× 3 53 46 N-36° 一E 井 戸

G 4?× 2 37.8 (474) N-41° 一E 付属屋あり

G 3?× 2 34 2 (37,7) N-40° 一E 1間 ×1間 の付属屋あり

H 2× 1 22.4 N-37° 一E

Ⅳ

F3 5× (4) 158.1 N-15° 一E 整地層あり

F3 (3)× (2) 37.8 N-28° 一E 方形竪穴状土坑

F3 4× 3 113.1 N-22° 一E 整地層あり,内部に柱穴あり,一部上台

173 F3 2× 2 92.6 N-8° 一E 整地層あり,一部土台

G 3× 2 51.7 N

H (1)× 2 17.4 N-87° 一E

V

F3 3× (1) 29.l N―磁
° 一E

F3 (2)× 2 29.2 N-66° 一部/ 方形竪穴状土坑

F3 2× 2 42.2 N― 7°  一―WV

F3 2× 1 33.1 N-20° 一E 方形竪穴状土坑 ?

F3 2?× 2? 40.3 N-85° 一W 一部上台

G (上 )× 1 N-85° 一E 方形竪穴状土坑

193 G 2× 2 58.9 N-50° 一E

第32表 段階別建物一覧
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第623図 建物群の変遷 (1)
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第624図 建物群の変遷 (2)
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第625図 建物群の変遷 (3)
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E まとめ

以上,建物と区画溝の 6段階の変遷において,その形成から衰退までをlll観 したが,こ の遺跡の性

格について考えてみたい。

まず遺跡の性格について考える際に最も重要な点は,区画溝である。区画溝による方形区画は (Ⅲ

期において南北 2区画存在 した場合,主体である北側の区画),その内部と外部とでは建物の規模が

異なり,内部の方が大きく整然と建物が配置されている。これらの区画溝はその構造から「堀」 と考

えられる。また,建物の構造においては,上台建物や側柱や間柱を併用 した複雑な構造をもつ建物が

各段階にみられる。堀に囲まれた様相は梅原胡摩堂遺跡・友坂遺跡にもみられ「居館」 といえる。ま

た, 3段階にわたり徐々に規模が拡大され,内部の主となる建物規模 も大きくなることは,館内に居

住する人々の勢力を示すと考えられる。

次にこの館に居住 した人々について考える場合,出土遺物の構成が重要である。出土遺物は中世土

師器が圧倒的に多 く,椀皿類では中国製青磁が目立つ。壼・甕・悟鉢類では珠洲がほとんどで,越前

は少量である。中世土師器は区画溝へ多量に一括廃棄されており,多 くがほぼ完形のままで,何枚 も

積み重なった状態で出土 している。中世土師器は儀式等の場で使用されたと考えられるが,未使用の

ものや内外面に油煙が厚 く付着 しているものもあり,使用の有無は重要視されていないようである。

中には墨書があるものもあり,呪いに使用 したと推測されるものも含まれている。墨書に関連した遺

物としては,硯 と筆が出上 している。また,瓦質の風炉・火鉢が出上しているが,茶道具である風炉

や茶臼からも風流な暮らし向きが伺われる。

最後に木舟城との関連については,城下町とみられる町割 りが確認されたB2地区,短冊形の地割

と出土遺物から職人町と推定される開帯大滝遺跡では16世紀中頃～後半の遺構が確認され,木舟城が

城として繁栄をみせていた時期と一致している。B2地区でも15世紀後半から遺跡が形成されており,

この時期は木舟城が城として整備された時期とみられるが,遺跡としては館が最盛期を迎えているこ

とから,館が城の整備に関わる領主級の有力者の屋敷と推察する。しかし木舟城の完成と共に館は衰

退し,城の北から北束に広がる城下町へとその居住域を移 していったと考えられる。

なお,今回は力不足から遺跡の概観のみに終始 したが,遺物の細かな分析や,遺跡と文献資料 との

対比など多くの課題が残っており,機会を改めて考えてみたいと思う。
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石名田木舟遺跡B2地区の建物変遷

B2地区では,木舟城の城下町が確認された。町屋は大きな2度の火災に見舞われており,火災に

伴う 1回 の整地,盛土と城下整備に伴う初期の整地の 2回 ,大きな造成がなされている。また,区画

は北陸道から木舟城に統 く上使道路の両側に沿って造られていたようである。この上使道路は,B2
地区の南で富山へ続 く勅使道路と木舟城の東側を通つて砺波・城端へ向かう大門道路とに分岐してい

たとされている。

ここではB2地区の変化をこの 2回の造成に合わせて 4期 に分け考える。

1期 (S D2515が開削されてから埋められるまでの期間)

中央にみられるS D2515と 西側の道SFlと その側溝 S D2831を 軸に両側に規模 1間 ×2間程度の

建物が 2～ 3棟建つ程度の時期を想定する。

はっきりとした建物はないが,細い雨落ち溝が平行や直角に並ぶ区画がみられ,その空間には,柱
穴が10～ 20基程度ある。 S D2515西狽1で はX220Y377付 近のS D2665。 2670・ 2671がみられる部分に

南北棟の建物を,ま たX228Y377付 近の柱穴がみられる部分に 1棟程度想定しておく。東側では, S

D2508・ 2727の 間に 1棟,X220Y390付 近の柱穴がまとまる部分に 1棟程度推定する。

S D2515は 当初自然流路と考えていたが,掘 り上げてみると溝は西側にテラスをもつ 2段掘 りとな

っていることや,直線的に流れていることから,人工的に造られた水路である可能性が強 く,城など

へ物資を逗ぶために開削されたと考える。

SF3の 西側では,中世遺構は 1面で検出されているが,古い時期から建物が建てられていたと考

えられる。それは井戸の作 り方の違いによるもので,町屋的なSF2の東に比べると桶を水溜とする

井戸が少なく, S E 1449以外は全て木組井戸である。県内では一般的に木組井戸は15世紀を境にほと

んど使用されなくなり石組 。曲物・素掘 りの井戸が主流となり,16世紀頃から桶を使う例がみられる

ようになる。また,木舟城の町屋 とされる開律大滝遺跡ではほとんどが石組井戸で,木組井戸はほと

んどみられない。このようなことを考え合わせると14世紀頃の井戸である可能性が高い。建物ははっ

きりしないが,区割 りを意識 していない S B 126が伴う可能性がある。時期は14世紀後半～16世紀前半

頃と考える。

2期 (造成から最初の火事で焼失するまでの期間)

下層の炭化物層を下げて検出された遺構で, SF2を中心に区画が作 られている。 SF2は側溝 S

D1985と S D2073を 両側にもち,中央にS D 1278を 配置する作 りとなっている。東西を区画する溝は,

西側の S D 1953と 東側の S D l168で排水溝 (下水)と して使われている。西の区画は東西35mで,中
をS D2020と S D2053・ 2102で南北に区画する。南北の長さは21m。 また S D 1953の 西側からSF3
までの間は削 り取られ,以前にあった S D2515を埋めて整地されている。このためSF3と整地面と

は50cmほ どの高低差がある。 SF3も この整地時に作 られたと考えられる。この道路との間には2間

の柵 S A15・ 石組井戸 S E 2097・ 1間 ×2間の掘立柱建物 S B 123が ある。S A15の 西側は宅地の納屋

で撹乱を受けており, S A15は 1間 ×2間の建物であった可能性がある。

SF2西側,中央の区画内にはS B120,そ の北狽1の区画には S B l18。 119がみられる。 S B l18・

119は建て替えと考えられるが重複関係は不明。またS K2855,2306は カマ ドで,地面に直に粘土を敷

き平坦にならし,中央が黒 く焼ける。この区画には井戸がみられない。

中央の区画には S B 120が建てられている。 S B 120に は竪穴状土坑 S K2827が付 くと考えられる。

75π
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7 石名田木舟遺跡B2地区の建物変遷

また,建物の西側にカマ ドS K2856が みられるが,野外 に作 られたとは考えられず,こ の区画には少

なくとももう 1棟以上建物が存在 したと思われる。

SF2の西側の建物は,カ マ ドや竪穴状土坑をもっており,比較的庶民的な臭いを感じさせる。ま

た,建物は道路側に寄せて建てられ,後ろの部分では建物が確認できなかった。井戸はS E 1309。 1938

などがあり, S K2829も この時期 と考えられる。

SF3の西側では,道路に平行あるいは直行するように建物がみられる。確認できたのは S B 127・

128の 2棟だけで,他ははっきりしない。

SF2東側は,はつきりとした建物はみられないが, S D 2309と S D 1917に より区画された整地面

があり, S D2027の ような雨落ち溝があることから土台建物が建っていたと推測される。また区画内

にはたくさんの空間が有 り,かなりの建物が建っていたと思われるが,調査では確認できなかった。

この面の建物や溝などは,最初の造成が行われた当時に近いと考えられる。

3期 (2回 目の火事で焼失するまでの期間)

最もたくさんの建物がみられる時期で,掘立柱建物・土台建物・礎石建物が15椋確認できる。 2回

の盛土・整地は,西の S D 1953と 東の S D l168の 間にだけみられ,それ以外の所は行われない。

SF2は ,中央の S D 1278が埋められ幅広い 1本の道に造 り替えられる。SF2の西側では,北側

の区画内に礎石建物 S B 130が奥に建てられ,道路に面する部分は空地となっている。 S B 130は側礎

石で,床は中央の一本の柱で支えるため礎石が深 く土に沈んでいる。また,西側に間柱をもつことか

ら半間の濡縁・庇をもつと推測される。

中央の区画は 5棟の建物が建つ。重複関係がわかるものはS B 137>S B132だ けであるが,それぞ

れ S B 131は S B 122と , S B 1211よ S B 122,S B 132と 重複しており,総ての建物が一度に建つことは

ない。仮にS B131と S B 121が棟の接する建物であるとすれば, S B132・ S B122<S B137・ S B121・

S B 131と なり2回 の建替えとなるが,そ うでなければ4回以上の建替えを想定 しなければいけない。

S B 132は 6間 ×2間の南側に礎石をもつ建物で,他は掘立柱となっている。また,西側の 1間 も掘

立柱 となっており,庇 。濡縁が付いていたと思われる。この S B 132と 同時期に建っていたと思われる

建物は, 1間 × 1間 の掘立柱建物 S B 122で ある。 S B 122は 1間約 5mの建物だが,住居と考えるに

は間取 りにやや疑間が残る。このままで住居とするには土台建物との併用を考えなければいけないだ

ろう。この時期には S B 130, S D2020は存在 していたと思われる。

S B131と S B 121は いずれも礎石 と掘立柱を併用する建物で, S B 1311よ 北側の側柱に礎石を使う。

S B 121は 間柱を礎石としている。またこの建物が建てられた時には,S D2020の 東側は埋められてい

たと考えられる。この建物の中にあるS K23051よ カマ ドである。井戸は S E 1343が ある。S B 1371よ S

D2083。 S D 1945。 S D 2100に 囲まれた部分にある土台建物で, 2間 ×3間 ほどの規模 と考えられる。

3方向にみられる溝は根太を置いた痕跡と思われる。また,こ の時期にはS B 130,131,121'137の

4棟が区画内に建っていたと考えられる。

南側の区画には土台建物 S B 138が みられる。この建物はカマ ドS K2056・ 2057を もつ。また建物の

西側にカマ ドS K2052があることからもう 1棟建物があったと考えられる。井戸は S E 1304が ある。

SF2東 ではこの地区で最大の建物 S B 129が ある。規模は 5間 ×6間 (1間 1.8m)で床面積は約

97♂ となる。この建物は整地面に柱穴がみられないことから土台建物と考えられ,側に礎石を使うと

ころから少なくても西側を除く3方に庇か濡縁をもつと考えられる。また東狽1の礎石は焼けてお り,

表面に柱の痕跡が残っていることから,火災で焼失したと推測できた。またX220～225Y395列 からは

%θ
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仏具の飾 りと考えられる龍や鶴を意匠した銅製品や葉茶重などが出土 しており,有識者層の建物であ

ったと考えられる。

土台建物 S B 134は 同じ区画内に建てられた 2間 ×3間 ほどの建物で, S B 129が主殿であれば副屋

的な建物と考えられる。

S B 133も 同様の建物で,床は10cmほ ど掘 り下げられ,浅い竪穴状の上台建物と推測される。この建

物の坦土には炭化物層が厚 くみられ,米・麦・豆などの栽培植物の炭化物が大量に見つかっている。

このような事から倉庫的な性格の建物であったかもしれない。

井戸は S E 1837・ 2068,1196の 3基みられるが, S E 1837は古い段階のものと思われる。

S B 138は 最後に建てられた建物でそれ以前にも建物があった可能性がある。

また,井戸は 2基 とも建物の中に作られており,同一の時期とは判断できない。

S D 1917を 挟んで南側にS B135が建てられている。 S B135は 整地面のみが検出されているが,南
隅にカマ ドS K1854が存在することから土台建物とした。また S D l168に 向かって排水溝 S D 1902を

設けている。このようにSF2の東には4棟の建物が建っていたと考えられる。

S D l168の 東側をみると井戸 5基や柱穴が多数みられるが,建物としての並びはほとんど無 く,細
い溝が直線的に並ぶ部分と柱穴が散浸になる部分があり,その場所を建物の中と考え4棟ほどの上台

建物を推定した。またこの部分では,町割 りを区画するような大きな溝などはみられず,細い溝で 1

棟単位の区画となるようである。この東側の平成 5年に調査を行ったBl地区では, 1間 ×2～ 3間

ほどの側柱建物が 5棟ほど検出されており,こ のような小型の建物が建てられていたと考えられる。

SF3の 西側では,S B124と S B 125が あり,S B128も 同時に建っていた可能
′
隆がある。道路はこ

の時期にも機能 しており, SF2,SF3の 2本が南北に平行 して並ぶ。町屋の並び方をみるとSF
2が主要な道路となり,建物はSF2に並び建てられている。

4期 (白 山地震1585年 の後)

遺構として確認できるのは近世の溝 S D l169,S D l165。 S D l135な どや,16世紀末～17世紀と考

えられる土坑が数基みられるだけになる。またSF2の 上には 2間 ×3間 ほどの規模の土台建物 SB
136がみられるだけで建物は確認されない。

SF3の 西側 も同様で,近世の溝や土坑がみられるだけとなり,こ れまでの様相とは異なり,ま さ

に廃墟と化 した様子がうかがい知れる。

まとめ

B2地区の建物について4期に分け,その変遷について考えてみた。最も建物が多 く建てられるの

は3期で,前半と後半の小 2期に分けた。 3期ではそれまでみられなかった礎石をもつ土台建物が区

画内で建てられたり,礎石をもつ掘立柱建物が建てられるという今まであまり知られていない組み合

わせとなっている。

県内の中世の礎石建物の例は,寺院 (福光町香城寺惣堂遺跡,シ ョウゴンジ遺跡),城 (富山市白

鳥城),集落 (婦中町中名V遺跡,道場 I遺跡)の 5遺跡で 7例 ほどある。

中名V遺跡の例は2間 ×3間 の総柱の建物で惣堂と考えられる (S B10)。 また道場 I遺跡の例は
,

土台建物の濡縁部分 8間 にだけ礎石が使われる例で,一辺 8mの方形建物 (土台か隅柱建物)を想定

している (S B19)。 これらの建物の時代は,寺院が14世紀後半～15世紀,城跡が16世紀末,集落が

14世紀後半と15世紀である。 5遺跡の内 3遺跡の例が寺あるいは惣堂といった宗教に関係 した施設と

なっている。また,木舟城の城下町とされる開群大滝遺跡や石名田木舟遺跡の町屋,家臣の屋敷跡と

疹 f
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されるF地区・G地区・H地区においても礎石建物はみられない。また,み られるのはB2地区が 3

期になってからで,それ以前には建っていない。このようなことからみても礎石をもつ建物は特殊 と

考えられ,複数の建物が建つB2地区は町屋の中でも中心的な位置を占めていたと推測される。

礎石をもつ建物をみると,道路に面 した部分には庇・縁はなく,反対側に付けられるS B 130や SB

132,狽1面 に付けられるS B 131,三 方に付けるS B 129な どがあり,寺院などにみられる柱の並びとは

異なっている。またF3地区にみられる家臣の館 とされる方形区画は60m～ 85mに拡大されている。

この区画に比べても町屋の中の区画は小さく,最大のものでも40m× 25m(1,000♂ )であり,屋敷地

の占める面積に大きな違いがある。

福井県一乗谷朝倉氏遺跡にみられる屋敷の規模は,重臣武家屋敷が間口100尺 ,奥行100尺から270尺 ,

町屋では間口20尺 (6m),28尺 (8.4m),33尺 (10m),奥行50尺 (15m)ほ どとなっている。また

この中間の屋敦地として,薬師屋敷があり間口50尺 (15m),奥行100尺 (30m)の 規模 となっている。

いずれの武家屋敷にも門や塀がみられ,敷地内に複数の建物が存在 している。B2地区の建物をみる

と, SF2の東でS B 129,134。 133が同じ区画内にみられ,主屋 と副屋的な関係と考えた。この区画

が間口130尺 ,奥行80尺 となる最大の例 となっている。朝倉氏遺跡にみられる例と単純には比較できな

いけれども,間口の広さをみると重臣武家屋敷に匹敵する広さをもつ。もう一つ,は っきりと区画の

わかる例はS D2020と S D 2053に 囲まれた部分で間口24m(80尺),奥行 き38m(125尺)の区画であ

る。また,S B130の 建つ区画は間口20m以上あり,明 らかに朝倉氏遺跡にみられる町屋の区画に比べ

て広 くなっている。しかし,門や塀の痕跡はみられず大きな違いとなっている。

土台建物をみるとその整地面の広さは, 5m～ 6mの 間口で,奥行は10mほ どの規模 となっている。

また,こ れらは朝倉氏遺跡にみられる町屋の間口に近 くなっている。このように間回の広さなどをみ

ると,町屋 というよりは中,上級の家臣と使用人の建物である可能性が高いと考えられる。出土遣物

をみると羽子板・独楽・将棋の駒・香札などの遊戯具,人名の書かれた付札,大量の白磁 。青花など

がそれらを物語っていると考えられる。

最後にこの 2回の火事について考えてみたい。木舟城は,16世紀に入 り幾度となく攻められている。

その中で火事,火を放ったと記載されているのは,「永禄元年 (1558年 )に上杉謙信が攻めた時に,

富山・放生津・増山・木舟城周辺の民家に火を放った。」と加賀藩の旧記 (1649年 )にあり,それが

最初の火災である可能性がある。その他に火災に合ったという記載はみられないが,天正13年 (1585

年)の白山地震の時に出火 している可能性が高い。それは,上層え化物層と共に溝などから大量のハ

エの蛹が検出されてお り,そのような環境の中に城下がしばらく置かれていたことを示 している。こ

の 1年後に木舟城は廃城となり,現在の小矢部市今石動に移されていることから,木舟城の城下町は

基本的に天正14年 (1586年 )を下限としている。

(酒井重洋)
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8 石名田木舟遺跡で検出された液状化現象の痕跡

産業技術総合研究所活断層研究センター  寒川 旭

富山県文化振興財団が実施 した石名田木舟遺跡の発掘調査において,大地震の激しい地震動にとも

なう液状化現象の痕跡が検出されている。この中で,著者が調査を行ったF3地区とAN地区の事例

について紹介 したい。

A F3地 区で検 出 された液状化現象 の痕跡

第628～ 632図 に示 したように,1994年度の発掘調査で液状化現象に伴う砂脈 (噴砂の通 り道となっ

た割れ日)が多 く検出されている。この中で,顕著な砂脈 3本について,説明の便宜上, a～ dと 名

付ける。

第629図 (写真 1)に示 した砂脈 aは ,長 さ約18mにわたつて,緩やかな曲線を描きながら西北西一

東南東方向にのびており,一部では小さな砂脈に枝分かれしている。砂脈の最大幅は約60cmで ,内部

は礫 (数llln以下)を含む粗粒砂で構成されているが,礫 (最大径1.5cm)の 比率の多い部分が砂脈の中

央部と東端部の 2カ 所でみられる。砂脈の東端で,溝跡 S D 7120と 遺構 S K7114の埋土を引き裂いて

いるが,こ の中の S D 71201よ 15世紀後半頃に形成されたと考えられている (以下,遺構の年代は中川

道子氏のご教示による)。

第630図 に示 した砂脈 bは ,北西―南東方向に約 8mの長さでのび,砂脈の南東部は粗粒砂～礫 (最

大径 311m),北西部は中粒砂で構成されている。そして,南東部では溝跡 S D 7180(15世紀後半)・ S

D7011(16世紀前半～中頃)の埋土を引き裂いている。

第631図 に示 した砂脈群は南北あるいは北北西一南南東方向にのびており,こ の中で最も大きな砂脈

c(図の下半分)は長さ5m以上で最大幅は20cmである。砂脈 cの内部は径 l c14以 下の礫を含む粗粒

砂で構成されているが, 1カ 所で径 1～ 2 cmの礫 (最大径3.2cm)力S特に多 く含まれている。

第631図 には4本の砂脈が示されているが,いずれも長さ2m以内,幅10cm以 内で,内部は最大径 1

側の礫をわずかに含む粗粒砂で構成されている。

第632図の左に示 した断面図 (砂脈 d)で は,最大径 6 cmの礫を含む砂礫層で液状化が生じ,幅約10

cmの砂脈内を粗粒砂 と小さな礫が上昇している。砂脈の上部は粗粒砂で構成され,下部は最大径 3 Hlm

の礫を含む粗粒砂で構成されているので,砂脈内を上昇する際に級化 (礫径が上ほど小さくなるよう

なふるい分け作用)が生 じたことがわかる。級化の存在は,砂脈内の砂が,落下したのではなく,地

下水 と共に上昇 したことを示 している。

砂脈内に礫が多 く含まれる位置での断面図 (第632図の右・写真 2・ 3)では,最大径 7 cmの礫を含

む砂礫層で液状化現象が発生して,多 くの礫 (最大径 5 cm)が上昇 している。これらの砂脈は, SK

7458(15世紀後半)。 SK留57(15世紀後半～16世紀前半)・ S K7398。 S K7399(15世紀後半)・

SE密00(15世紀後半～16世紀前半)。 S K7436な どの遺構の埋土を引き裂いている (写真 4)。

B AN地 区で検 出 された液状化現象 の痕跡

AN地区でも液状化現象に伴って生じた砂脈が多 く見られる。これらの多 くは南北 (厳密には北北

東―南南西)方向にのびているが,一部では北西一南東あるいは北東一南西方向のものも認められる。

このうち 2本について, e・ fと 名付けて紹介 したい。

糊
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この地区の西端で作成した第633図では,長さ4mで最大幅15cmの砂脈 eが南北にのびている。この

中央部での断面図 (第634図・写真 5)では洵汰の良い (粒子の大きさが均―な)中粒砂層 (Ⅱ '層 )

が液状化 して,極細粒砂～シル ト層 (I'層 )を 引き裂きながら,幅約15cmの砂脈内部を上昇してい

る。第635図 (☆ N地区の西部)では最大幅35cmの砂脈 fが南北方向にのびているが,砂脈の中央部に

は暗灰色粘上が見られ,そ の周囲を細粒砂が取 り囲んでいる。

断面図 (第636図・写真 6)では,現代の盛土以外の地層を I～ V層 に区分 し, I層 :暗灰色粘土 ,

Ⅱ層 :灰色粘土,Ⅲ層 :暗灰色粘土,Ⅳ層 :灰白色粘土,V層 :細粒～極細粒砂 とした。この中で
,

V層で液状化現象が発生 して,幅 5～ 8c14の砂脈の内部を噴砂が上昇 しているが,級化によって,砂
脈下部が細粒砂,上部が極細粒砂が卓越するようになっている。また,Ⅲ ・Ⅳ層も同時に上へ向かっ

て変形し,先のとがった高まりを作っている。

このような状態が形成された過程は次のように考えられる。まず,激 しい地震動のもとでV層が液

状化 して,最大幅 8 cmの割れ日 (砂脈)か ら噴砂が上昇 した。ついで,砂脈が形成された位置 (I・

Ⅱ層が引き裂かれて地質的な弱線となった)に向かってⅢ oⅣ層が上昇 して高まりを作った。m・ Ⅳ

層が盛 り上がる段階でV層からの顕著な噴砂の流れ出しは消滅 したが,V層 も上に向かって少し盛 り

上が り,幅 l cmの砂脈が僅かに形成された。このような動きを示 したⅢ・Ⅳ層は,いずれも地震発生

時には,水 を十分に含んで流動 し易い状態であったことが推定される。第635図で砂脈の中央に粘上が

見られるのは,粘土層の盛 り上が りを示 している。

第637図は,第634図 ・第636図で液状化 した砂層の粒度分析結果を示 したものである。図中に示 した

Aの範囲は,日 本港湾協会 (1979)の 液状化 しやすさの分類基準で,「特に液状化の可能性あり」と

されているものであるが,第634図で採取した試料①,第636図で採取した試料②はいずれもAの ラン

クになり,極めて液状化しやすい粒度組成を示している。

C 井戸跡の変形

当遺跡のF3地区とG地区では多くの石組みの井戸跡が検出されているが,こ のうちの 5基に顕著

な変形の痕跡が認められている (詳 しくは本報告書中の中川道子氏の記載を参照)。

F3地区東部のSE盈00は ,砂礫層を覆うシルト層に埋設した井戸の水溜桶が北東方向にむかって

傾いている。F3地区中央部にあるS E 7952は シルト層に埋設した深さ84cm(深 さは調査で確認され

た値)の石組みや桶が変形し,上半分が相対的に東に向かってわずかに移動している。

G地区南部のS E 9605は 深さ82cmの石組みの井戸であるが,こ の北東約40cmの位置の地下では上部

が欠落した曲物の下端部 (S E 9759)だ けが検出されている。両者が同一の遺構で, S E 9605が南西

に向かって数10cm移動した可能性がある。この西に隣接して設置されたS E 9619は 深さ84cmの石組み

井戸で,上部ほど西に向かって移動するような変形が認められる。G地区東部のS E 9626は 深さ57cn4

の石組み井戸であるが,中～上部が約20cna西へ向かって移動するような変形を示している。

これらはいずれも,地面から深さ数10cm～ lmの位置を境にして,上位の地層が側方に移動したこ

とによって生じている。当地域では明瞭な液状化現象の痕跡が認められており,激 しい地震動を家っ

たことが確実なので,井戸の変形も地震動に伴って生じた可能性が高い。

同様な事例は,最近,兵庫県神戸市周辺などの複数の遺跡でも認められるようになった。写真 7は

神戸市教育委員会が発掘した住吉宮町遺跡の事例 (寒川ほか,1999)で ,当時の地表面下1.5mの深さ

に堆積していた柔らかい砂層を境にして,井戸 (奈良時代に設置)の木枠の上半分が1,9m南方向 (地

層が少し傾いている方向)へ移動している。これは1596年 9月 5日 に発生して京阪神・淡路地域に大

%5



8 石名田木舟遺跡で検出された液状化現象の痕跡

きな被害を与えた伏見地震 (MIマ グニチユード8近い大型地震)に よつて地盤の表層部分が移動し

たものである。このような場合,①地下 2m以内にはつきりとした地層境界がある。②この深さに薄

くて柔らかい砂層が堆積している。③地層が少し傾いているなどの場合に,特に顕著な地変となる。

D 地震の年代

F3地区で検出された多くの砂脈は15世紀から16世紀中頃までに作られた遺構の埋土を引き裂いて

おり,一部では強い地震動の存在がなければ液状化し難い砂礫層でも液状化の痕跡が認められている。

このため,16世紀以降に生じた激しい地震動 (概ね震度 6以上)に伴って生じた痕跡と思える。

この地域で16世紀以降に激しい地震動をもたらせた地震として,1586年 の天正地震と,1858年 の飛

越地震があげられる。

天正地震は1586年 1月 18日 の午後10時すぎ (旧暦で天正13年 11月 29日 亥下刻)に発生して中部地域

中西部から近畿地域東部に大きな被害を与えている(宇佐美,1996な ど)。 2系統の活断層系によつて

引き起こされたもので,阿寺断層系や御母衣断層系のほか,養老・桑名四日市断層系が同時に活動し

たことが半」明している (イ田ほか,1993;杉山ほか,1993;須貝ほか,1999な ど)。

『飛騨鑑』には白川郷の帰雲城が山崩れで埋没したことが「帰雲之峰二つに割,前之高山並大川打

越,内ヶ島打埋申候,人一人も不残,内ヶ島の家断絶」と書かれ,富山平野では「木舟の城を三尺ば

かりゆりしずめたり,家たふるる事数しらず」 (『 三壺聞記』などと木舟城が被害を受けたことが記さ

れている (文部省震災予防評議会,1941;東京大学地震研究所編,1981な ど)。

飛越地震は1858年 4月 9日 の午前 2時ころ (旧暦で安政 5年 2月 26日 入ツ半ころ)に発生して富山

平野に大きな被害を与えたが,跡津川断層の活動によるものと考えられている (竹村・藤井,1984な

ど)。 遺跡周辺では,高岡市の河原町で“ことの外 (震動が)大 きく,その上,地面が所々割れ,底か

ら砂と水を吹き出した"(『木町委細帳』),小矢部市の今石動で「家十五軒 つぶれ (中 略)町中割れ,

其中より水ふき出し申候」 (『諸品吉凶異変公事自他雑記』)と 書かれている(東京大学地震研究所編,1986

など)。

E まとめ

当遺跡の発掘調査で,天正地震または飛越地震によると思える液状化現象の痕跡が検出された。砂

礫層における液状化,粘土層の流動,井戸跡の変形などは,大地震に伴う地盤災害の軽減を考える上

で大切な資料である。

最近,遺跡の発掘調査でこの両地震の痕跡が多く検出されている (寒川,1992,1997;婦中町教育

委員会,1993;富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所,1998,1994,1995,2000;福 岡町教育委

員会,1995な ど)が,今回得られた資料と比較することによって,地震に伴う被害がより正確に把握

できるであろう。

本稿をまとめるに当たり,富山県文化振興財国の狩野 睦氏,中川道子氏,富山県埋蔵文化財セン

ターの池野正男氏・岡本淳一郎氏はじめ,多 くの皆様にお世話になりました。
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第628図 位置図

数字は図の番号,F3地区とAN地区を同一

画面に示したが,実際はF3地区の65m東に

AN地区が位置する。

″″″″″″在　　ｏ５０Ｃｍ］

第632図左

第631図 砂脈 ced周辺の平面図

第 629図 砂 脈 aの平 面 図
図中のドットは砂・礫の粒子
の大きさを表現し,斜線は遺構

を示している (以下の図も同

様)

第630図 砂脈 bの平面図

第632図 砂脈 c・ dの断面図

左が d,右が cである。
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第635図 砂脈 fの平面図

横実線は砂脈中の粘
土を示す。横破線は
砂脈中で粘土と砂が
混在したもの。

第633図 砂脈 eの平面図

I'

第634図 砂脈 eの断面図
■は粒度分析試料採取位置

第636図 砂脈 fの断面図
■は粒度分析試料採取位置
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写真 1 砂脈 aの違景

(西に向かって撮影)

砂脈 cの断面形

(北西に向かって撮影)

第632図に示した位置

写真 4 砂脈 cの遠景

(北西に向かって撮影)

写真 3 砂脈 cの断面形

(南東に向かって撮影)

第632図に示したものに対してトレンチの反対側壁面

(約50clll南東)

写真 2

阿
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写真 5

砂脈 eの断面形

写真 6

砂脈 fの断面形

写真 7

神戸市住吉宮町遺跡で
認められた井戸枠の変
形跡
(神戸市教育委員会が調査)

魏

1解
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●T

難

絢



第Ⅶ章

石名田木舟遺跡では平成 5年から7年度までの 3カ 年にわたり延べ56,881♂の発掘調査を実施 した。

調査区は白山地震で倒壊 したとされる木舟城の南西から北東にかけて,城から約300m離 れた部分で,

総延長は約 l kmである。遺跡は,全ての地区で均―にみられるのではなく,時代によってその中心は

移っている。主な遺跡の時期は,古墳時代後期・古代 。中世・近世である。以下各時代ごとに調査の

成果をとりまとめたい。

古墳時代 El地 区からF3地区へ流れていた川の西側に沿うように直径約10mの 円形の溝が 6条

確認された。盛土や主体部はみられないが,平野部に作 られた古墳時代後期の群集墳と考えられる。

この地区から約 l km南東に位置する五社遺跡では, 5世紀中頃の集落が見つかつており,時代はや

や異なるが,地域内での在 り方を考える上で貴重な発見となった。

古代 7世紀後半から9世紀にかけての集落が確認された。検出された遺構は,B2地 区から南西

側の地区に限られ竪穴建物 7棟,掘立柱建物68棟,柵,溝,土坑,畠 である。これらの建物は,大 き

く4集団に分けられ,それぞれの集団がいくつかの小ブロックとして成立していたことが確認できた。

またそれぞれのブロックには倉庫と考えられる2間 ×2間の総柱建物が伴っている。建物の規模は 2

間×3間が主体で, 4間 ×2間 , 4間 ×3間の例もみられる。これらの建物が 2, 3棟から数棟単位

で建っていたと思われ,周囲には畠が広がつていた。

遺物は須恵器・土師器を主体としてみられ,施釉陶器は緑釉が 1点出土 している。

墨書土器は人名,吉祥句,記号,則天文字など36点がみられる。C地区では「厨」と書かれた例が

あり,寺に関係すると考えられる。これは,B2地 区の北隣の福岡町調査地区から瓦塔内に納める阿

弥陀三尊像,卍崩 し高欄をもつ瓦塔,灰釉,緑釉などが出上しており,宗教施設の存在が想定されて

いるため,その施設に伴うと考えている。その中心はB2,B3,C地 区あたりと推測されたが,B

3地区は撹乱を受けており遺構はまったく検出できなかった。そのため詳細は不明である。

須恵器の蛍光X線分析による産地同定の結果,全時期を通して小杉町下条川右岸窯跡群,砺波市栴

檀野窯跡群から須恵器の供給を受けていたことが確認された。また,福野町・福光町,安居岩木窯跡

群や小矢都市平桜岡山窯などの製品が一定量もたらされていることも明らかとなった。

中世 遺構はほぼ全域にみられるが,地区によりその密度は異なる。F4～ H地区は南西の外れに

あたる部分で,小型の建物が並び建てられ,開帯大滝遺跡にみられた,町屋的な様子となっている。

G地区では狭い範囲で井戸が30基みつかつている。建物は,ほ場整備による削平のために多 くは復元

できないが,小型の建物が何度か建て替えられ,使用されていたことを窺わせる。16世紀代の町屋で

あろう。

F2地区南側からF3地区にかけては,方形区画溝 (堀)に囲まれた屋敷地が確認されている。屋

敷地は3回の造成が行われ,当初60mの 区画が,70m× 80mの長方形区画になり,最後には85mの 方

形区画となり,16世紀中頃には廃絶される。この屋敷地内には 7棟～ 8棟の掘立柱建物や土台建物が

建てられていたと推測されている。特に注目されるのは,大量の完形品の中世土師器が屋敷を巡る方

形溝に一括廃棄されていたことである。これらはおそらく儀式に使用されたと考えられ,あ るいは出

陣にあたって吉凶を祈ったのかもしれない。

遺物では,中世土師器が圧倒的に多 く,青磁や茶道具なども一定量所有 しており,こ の屋敷に暮ら
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した人はかなりの身分を有していたと思われる。

実年代を示す資料としては,F3か らF2地区に続く区画溝から「長享 2年」の銘のある木簡が出

土しており,こ の区画の年代の一端を知るための貴重な資料となっている。

C地区では,中世前半の掘立柱建物がみつかっている。調査区の中ではこの地区だけで, 3棟の建

物と土坑が散在的にある。区画溝などはみられないが建物はほぼ北向きとなっており,一定の広さに

散在する感がある。中世後半では中・小型の建物がみられるが,雑然と建てられている。この中の溝

S D3691か ら「大永 2年 (1522年 )」 と「天正11年 (1583年 )」 の銘をもつ鰐口が出土している。しか

し,こ の鰐口を奉納したような建物はない。

16世紀にはいると木舟城の城下が整備され,北陸道から分岐し木舟城に続く上使道路の両側に区画

された町割が成立する。B2地区では城下町の町割が確認されている。しかし,この町割を確認でき

たのは,調査を行った僅か30m幅だけで, どの程度の広がりをもって町割が作られているのかは不明

のままである。

城下町は2回の火災を受け, 2度 目の火災の後,放棄されている。この火災は,白 山地震の際にお

こったと考えられ,そのためか残された遺物は多彩である。生活用具としての食器 (漆器や陶磁器)・

職人たちの道具・武器や武具 。当時の人々が楽しんだ遊戯具・仏具・化粧道具・履物 。家具などの飾

り金具・容器 (桶や曲物)・ 墨など多種である。

建物では,礎石を使った例が他の遺跡に比べて多くみられた。使い方は,掘立柱と併用する例や土

台と併用する例,礎石だけを使用する例など,今までにみられなかった建物構造も多く確認された。

開帯大滝遺跡やF4地区からH地区にみられる町屋では多くの井戸が石組となっているが,B2地
区のSF2に面する部分ではほとんど桶や曲物が使われている。地質の違いなのか階層差としてとら

えられるかは明らかではない。

発掘調査に伴い検出された植物種子や動物の同定作業を行なった。その結果,栽培植物ではウメ・

モモ・ナシ・カキ・イネ・ヒエ・オオムギ・コムギ・アサ・ソバ・マメ類 。エゴマ・ナス・トウガン・

ヒョウタン類・メロン類など,当時栽培され,食用にされていた植物を確認した。この他山里に自生

する可食植物などが同定され,中世の人々の食性が明らかとなった。

動物骨の同定では,ニヮトリ又はキジ類・馬の歯 。ネズミ・イヌがみられた。魚類では,マダイ・

タイ類・ヒラメ・フグ類・サケ・スズキ・イヮシ・タラ・カレイ類・サバ・ベラ類 (コ ブダイ)。 ア

ジ・カツオ類・アイナメ・ホウボウ類・カワハギ類などW種が確認されている。大半が海産の魚類で

ある。今の食生活にみられる魚類と比べてもほとんど遜色がない豊富さである。

このような豊かな生活の跡がうかがい知れる木舟城下であったが,天正13年 11月 の白山地震で倒壊

した。今は出土遺物から当時を推し量るしかないが,改めて地震災害の恐ろしさを認識させられた調

査であった。 (酒井重洋)
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